
��������������

�

第２９集（２００２年）

＜目 次＞

����������������～����������

� � � � � � � �

��������	
���������������������������������

��������	
������������������
���������������

����������������	
����������
�
���

���������

��������	
��
�������
����������	
��
����������������������������

��������	
��
���������
����������	
��
����������������������������

��������	
��
����������������
����������	
��	�
�
����������������������	
���
���������������

��������	
��
�����������������
������������������������������������������



��������������

�

No.２９（2002）

＜CONTENTS＞

PUBLISHED

by

Ibaraki Women��s Junior College

IBARAKI

���Kosyo ONO ;
���������	�
�����
�������������������������������������

���Teiichiro TAGAMI ;
������������	
������������	
����
��������������������������

���Masanori TAKEDA ;
��������	
�����
�������	�	����������������������������������������

���Kazuko KOBAYASHI ;
���������	��������������������������	�
���
�������������������

���Shigeko NARUI ;
����������	
�����
	��������	��	���	����������		
���
�����
�����
��������� �����

���Gen UCHIYAMA, Michiyo SENBA, Tomomi  NAKANO;
��������	
��
���
����
����
�������������������	���
�������
���������������

���������������	
�����
�������������
����	����������	�������������������

���Gen UCHIYAMA ;
��������	
���
��
���������
�������
�����������	
����	
����
������
�
��

����������	
��������������������������������������



は
じ
め
に

港
こ
こ
の
港
に
日
の
入
り
て

汽
船
の
煙
り
ほ
の
か
な
り

わ
が
行
く
旅
に�
漂��
白�
の

�
�
��
�

悲
し
き
夢
は
あ
ら
ね
ど
も

は
じ
め
て
見
た
る
こ
の
港

母
の
如
く
に
な
つ
か
し
や

こ
こ
の
港
に
星
さ
え
て

秋
の
夜
空
と
な
り
に
け
り

わ
が
行
く
旅
は
明
け
く
れ
に

悲
し
き
思
あ
ら
ね
ど
も

明
日
は
わ
か
れ
の
こ
の
港

な
ぜ
か
名
残
の
惜
し
ま
る
る

『
新
女
子
国
文
』（
高
等
女
学
校
国
語
科
用　

昭
和
九
年
三
月
）

　

戦
前
の
女
学
生
達
の
愛
唱
し
た
作
品
の
一
つ
に
こ
こ
に
掲
載
し
た
大
関
五
郎
の
旅

情
の
詩
「
港
」
の
一
編
を
挙
げ
る
こ
と
が
出
来
る
。

　

童
心
の
詩
人
・
大
関
五
郎
は
、
純
粋
と
情
熱
の
心
を
持
っ
て
抒
情
詩
、
童
謡
、
民

謡
等
多
く
の
作
品
を
世
に
残
し
た
。
大
関
五
郎
は
、
大
正
か
ら
昭
和
に
か
け
て
創
作

民
謡
の
世
界
で
は
北
原
白
秋
や
野
口
雨
情
と
そ
の
覇
を
競
い
貧
困
の
極
み
と
闘
い

「
芸
術
民
謡
」
の
創
作
者
と
し
て
又
、
創
作
民
謡
の
先
達
と
し
て
活
躍
し
、
数
多
く

の
新
進
詩
人
を
育
成
し
世
に
送
っ
た
功
績
も
大
き
い
。

　

大
関
五
郎
の
水
戸
時
代
は
、
水
戸
に
大
関
五
郎
あ
り
と
言
わ
れ
、
茨
城
の
詩
歌
界

大関五郎研究（その１）

１　茨女短大紀����２９（２００２）１－１

大
関
五
郎
研
究
（
そ
の
１
）

小　
 
野　
 
孝　
 
尚



の
潤
滑
油
的
な
存
在
で
も
あ
っ
た
。『
い
は
ら
き
』
新
聞
紙
上
の
「
木
星
」（
短
歌
）

欄
は
、
横
瀬
夜
雨
が
選
者
と
な
っ
て
か
ら
創
設
さ
れ
た
も
の
で
、
大
正
二
年
一
月
か

ら
始
ま
っ
て
い
る
。
こ
の
「
木
星
」
欄
は
茨
城
の
短
歌
界
の
発
展
に
大
き
く
寄
与
し

た
。
夜
雨
は
大
正
九
年
ま
で
こ
の
欄
の
選
者
を
つ
と
め
た
が
こ
の
「
木
星
」
は
茨
城

の
文
学
界
に
大
変
強
い
影
響
を
も
た
ら
し
、
特
に
そ
の
初
期
時
代
に
隆
盛
を
極
め

た
。
大
関
五
郎
・
新
堀
紅
泉
・
神
戸
節
・
森
田
麦
の
秋
の
四
人
は
「
木
星
」
横
瀬
夜

雨
門
下
の
四
天
王
と
称
さ
れ
活
躍
し
、
当
時
の
茨
城
の
歌
壇
に
そ
の
名
を
知
ら
れ

た
。
更
に
四
人
は
茨
城
歌
壇
に
止
ま
ら
ず
大
関
五
郎
と
新
堀
紅
泉
は
『
詩
歌
』
へ
、

神
戸
節
と
森
田
麦
の
秋
は
『
ア
ラ
ラ
ギ
』
へ
と
中
央
歌
壇
に
も
進
出
し
た
。
女
流
に

は
、
岡
野
も
と
・
小
松
原
暁
子
そ
し
て
新
人
に
は
、
佐
藤
雨
・
栗
原
真
平
・
磯
山
松

男
・
折
本
芳
衞
等
が
活
躍
し
た
。
中
で
も
大
関
五
郎
は
大
正
八
年
六
月
に
は
前
田
夕

暮
の
序
文
で
、
山
村
暮
鳥
が
跋
文
を
書
き
歌
集
『
寂
し
く
生
き
て
』
を
出
版
し
、
中

央
歌
壇
か
ら
も
認
め
ら
れ
つ
つ
あ
っ
た
。

　

水
戸
の
新
鳥
見
町
の
大
関
家
の
豪
壮
な
屋
敷
に
は
、
横
瀬
夜
雨
、
野
口
雨
情
、
山

村
暮
鳥
等
の
茨
城
を
代
表
す
る
詩
人
を
始
め
多
く
の
文
学
青
年
達
が
集
い
、
文
学
サ

ロ
ン
を
形
成
し
、
こ
の
時
代
の
茨
城
に
於
け
る
文
学
の
メ
ッ
カ
を
呈
し
て
い
た
。

　

大
正
十
年
代
に
な
る
と
童
謡
の
隆
盛
期
を
迎
え
、
野
口
雨
情
の
影
響
も
あ
り
、
童

謡
も
作
り
、
大
正
十
一
年
六
月
に
は
童
謡
集
『
星
の
唄
』
を
出
版
し
た
。
そ
し
て
又
、

こ
う
し
た
茨
城
の
詩
人
達
と
の
濃
い
結
び
付
き
と
風
土
的
な
影
響
も
加
わ
っ
て
、
民

謡
と
い
う
よ
う
な
一
つ
の
傾
向
も
生
ま
れ
、
郷
土
茨
城
か
ら
は
横
瀬
夜
雨
、
野
口
雨

情
、
大
関
五
郎
、
そ
し
て
幾
多
の
民
謡
詩
人
の
輩
出
を
見
る
こ
と
に
な
る
。

　

近
代
詩
の
黄
金
時
代
と
言
わ
れ
る
明
治
時
代
の
後
半
か
ら
大
正
時
代
の
後
半
に
か

け
て
の
中
で
大
関
五
郎
は
『
愛
の
風
景
』（
大
正
九
年
十
月
）『
大
関
五
郎
詩
集
第
一
』

（
大
正
十
二
年
二
月
）
の
詩
集
を
上
梓
し
た
。
優
し
く
て
人
間
性
の
あ
る
純
真
さ
、

清
純
な
瞳
で
人
生
を
探
求
し
ょ
う
と
す
る
真
摯
な
詩
作
態
度
は
得
難
い
志
操
で
あ

り
、
読
む
者
の
心
に
深
く
響
く
も
の
が
あ
る
。
星
野
徹
先
生
は
『
茨
城
近
代
文
学
選

集
詩
歌
篇
』（
昭
和
五
十
三
年
二
月　

常
陽
新
聞
社
）
の
解
説
の
中
で
「
大
関
五
郎
の

詩
に
は
、
ヒ
ュ
ー
マ
ン
な
善
意
と
ナ
イ
ー
ブ
な
感
情
が
溢
れ
て
い
て
、
読
む
者
の
心

に
ほ
の
ぼ
の
と
し
た
温
か
さ
を
感
じ
さ
せ
る
。」
と
そ
の
詩
の
特
質
を
述
べ
ら
れ
て

い
る
。
彼
の
詩
業
を
追
体
験
し
、
再
評
価
を
試
み
た
い
。

Ⅰ　

大
関
家
略
譜

　

大
関
家
は
代
々
佐
竹
氏
に
仕
え
慶
長
年
中
の
移
封
の
後
に
常
陸
太
田
に
住
み
、
佐

竹
氏
が
秋
田
へ
移
封
の
時
、
大
関
弥
次
兵
衛
の
代
に
水
戸
に
移
り
住
み
、
こ
こ
か
ら

水
戸
を
中
心
と
し
た
大
関
家
の
暮
ら
し
が
始
ま
っ
た
。
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大
関
弥
次
兵
衛

義
徳

重
正

尚増
整

重
義

女
子

源
左
衛
門　

位
府
下

次
郎
兵
衛

業
医　

為
同
姓
宗
林
養
子

弥
兵
衛

文
次
（
子
孫
次
出
）

高
筒
吉
衛
門
信
義
妻

母
吉
川
氏

初
住
太
田
村
後
移
千
府
下



　
『
水
府
系
纂
』（
水
府
明
徳
会
彰
考
館
蔵
）
に
旧
水
戸
藩
大
関
家
の
主
だ
っ
た
人
々

を
見
る
と
「
高
祖
ヲ
弥
次
兵
衛
某
ト
云
其
先
佐
竹
氏
ニ
任
ヘ
慶
長
年
中
移
封
ノ
後
常

州
太
田
村
ニ
住
シ
代
々
此
ニ
在
リ
弥
次
兵
衛
モ
亦
太
田
村
ニ
住
シ
後
府
下
ニ
移
リ
不

任
シ
テ
終
ル
」
と
あ
る
。
増
整
は
賄
方
を
勤
め
て
い
た
。

　

庸
徳
に
つ
い
て
は
「
享
和
三
年
癸
玄
正
月
十
三
日
切
符
ヲ
賜
テ
格
式
歩
行
目
付
次

座
ト
ナ
リ
史
舘
勤
文
化
三
年
丙
寅
四
月
十
八
日
諸
公
子
侍
讀
ヲ
命
セ
ラ
ル
五
年
戊
辰

六
月
六
日
右
筆
ト
ナ
リ
史
舘
如
元
七
年
庚
午
五
月
四
日
寺
社
役
ニ
轉
シ
尤
ノ
江
戸
用

達
ヲ
兼
子
役
科
銀
ヲ
賜
フ
文
政
二
年
已
夘
三
月
十
三
日
定
江
戸
日
記
帳
役
（
後
役
名

奥
右
筆
）
七
年
甲
甲
三
月
廿
七
日
役
所
頭
取
ト
ナ
リ
御
勝
手
懸
リ
九
年
丙
戊
四
月
十

一
日
格
式
大
番
組
列
ニ
進
ミ
峯
壽
院
夫
人
附
属
ノ
用
達
ト
ナ
ル
天
保
元
年
庚
寅
十
月

十
三
日
致
任
シ
テ
南
窓
ト
號
ス
」
と
あ
る
。

　

知
徳
は
「
文
化
五
年
戊
辰
十
二
月
二
十
五
日
合
力
扶
持
ヲ
賜
テ
右
筆
見
習
ト
ナ
リ

十
四
年
丁
丑
十
二
月
二
十
五
日
切
符
を
賜
テ
右
筆
文
政
七
年
甲
甲
十
月
六
日
同
組
頭

ト
ナ
リ
天
保
五
年
甲
午
十
二
月
二
十
五
日
格
式
代
官
列
七
年
丙
申
三
月
二
十
九
日
進

物
役
式
臺
役
ヲ
兼
ヌ
十
一
年
庚
子
正
月
烈
公
御
帰
國
ニ
扈
従
シ
奉
ル
十
二
年
辛
丑
六

月
十
五
日
更
ニ
百
百
ヲ
賜
ヒ
切
符
ヲ
返
シ
納
ム
是
年
十
一
月
九
日
弘
道
館
習
字
師
ヲ

兼
ヌ
弘
化
二
年
乙
已
正
月
十
一
日
格
式
大
番
組
列
三
年
丙
午
三
月
九
日
御
守
殿
廣
間

大関五郎研究（その１）
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庸
徳

知
徳

女
子

女
子

令
徳

成
徳

某俊
徳

女
子

某成
徳

俊
徳

亮徳五
郎

鈴
夫

晴
子

朝
夫�
早
世

綾
子

弥
兵
衛

母
同
上

元
次
郎

母
茶
道
鈴
木
定
中
廣
明
女

古
都
孫
藏
某
妻

母
同　

上

松
島
千
之
助
茂
孝
妻

母
稲
葉
等
太
郎
通
高
叔
母

鍵
介

母
同
上

重
之
助　

為
兄
令
徳
養
子

母
同
上

信
三
郎
早
世

母
同
上

亮
之
助　

為
兄
成
徳
養
子

母
同
上

母
同
上

欽
之
介　

早
世

母
西
村
常
雄
素
妹

重
之
介　

実
弟
也

亮
之
介　

実
弟
也

　

之
介　

夭

母
今
井
新
平
惟
孝
女
（
は
る
）

熊　

太
郎

母
同
上

母
は
な

母
み
わ

母
同
上

母
や
ゑ

徳文
絵

小
夜

勝
彦

母
同
上

母
同
上

母
同
上

母
同
上

母
同
上



誥
ト
ナ
ル
安
政
元
年
甲
寅
十
二
月
二
十
一
日
致
任
シ
テ
閑
遊
ト
號
ス
」
と
あ
る
。

　

令
徳
は
「
嘉
永
元
年
戊
申
十
一
月
十
五
日
武
藝
熱
心
ニ
依
テ
白
銀
二
枚
ヲ
賜
フ
五

年
壬
子
六
月
六
日
切
符
ヲ
賜
テ
定
江
戸
小
十
人
組
ト
ナ
リ
父�
居
シ
テ
家
督
ヲ
継
百

石
ヲ
賜
テ
役
如
元
安
政
三
年
丙
辰
八
月
十
五
日
死
ス
三
十
二
歳
（
中
略
）
嗣
子
ナ
シ

故
ニ
弟
重
之
介
成
徳
ヲ
養
子
ト
ス
」
と
あ
る
。

　

成
徳
は
「
嘉
永
元
年
戊
申
十
一
月
十
五
日
武
藝
熱
心
ニ
依
テ
白
銀
二
枚
ヲ
賜
フ
六

年
癸
丑
五
月
十
九
日
再
ヒ
熱
心
ニ
依
テ
合
力
ト
シ
テ
三
人
扶
持
ヲ
賜
フ
六
月
十
一
日

御
床
机
廻
ヲ
命
セ
ラ
ル
安
政
三
年
丙
辰
十
月
五
日
養
子
ト
ナ
リ
家
督
ヲ
継
百
石
ヲ
賜

テ
歩
行
士
ト
ナ
ル
萬
延
元
年
庚
申
四
月
二
十
四
日
死
ス
三
十
四
歳
嗣
子
ナ
シ
故
ニ
弟

亮
之
介
俊
徳
ヲ
養
子
ト
ス
」
と
あ
る
。

　

俊
徳
は
「
萬
延
元
年
庚
申
六
月
十
六
日
養
子
ト
ナ
リ
家
督
を
継
百
石
ヲ
賜
テ
定
江

戸
歩
行
士
ト
ナ
ル
文
久
三
年
癸
亥
二
月
上
公
御
上
京
ニ
扈
従
シ
奉
ル
十
二
月
二
十
九

日
武
藝
出
精
ニ
依
テ
小
十
人
組
ト
ナ
ル
元
治
元
年
甲
子
六
月
願
ナ
ク
江
戸
邸
ニ
到
リ

後
吉
田
藥
王
院
ニ
来
リ
退
テ
那
珂
湊
エ
楯
篭
リ
官
軍
並
ニ
諸
家
ノ
兵
主
家
ノ
人
數
ヘ

�
對
ス
追
テ
幕
府
御
目
代
田
沼
玄
蕃
頭
意
尊
諭
ニ
依
テ
官
軍
ニ
降
ル
今
井
新
平
惟
孝

女
ヲ
娶
テ
二
男
ヲ
生
ム
長
ハ�
之
介
某
夭
ス
次
ヲ
熊
太
郎
某
ト
云
」
と
あ
る
。

　

俊
徳
の
長
男
亮
は
夭
折
し
、
次
男
の
徳
が
跡
を
と
っ
た
。
墓
表
に
よ
る
と
「
徳
は

文
久
二
年
の
生
ま
れ
で
十
四
歳
の
時
に
東
京
の
芳
野
金
陵
の
門
に
入
り
漢
学
を
学

び
、
義
理
明
晰
に
し
て
彰
考
館
で
大
日
本
史
を
校
訂
し
、
愛
媛
準
判
任
用
掛
、
尋
任

警
部
補
、
叙
判
任
官
と
な
り
、
和
歌
を
楽
し
ん
だ
。」
と
記
録
さ
れ
て
い
る
。
こ
の

人
が
五
郎
の
父
親
で
あ
る
。

　

大
関
家
か
ら
は
水
戸
藩
の
内
外
か
ら
優
秀
な
人
材
を
求
め
、
実
力
中
心
主
義
で
採

用
さ
れ
る
よ
う
な
史
館
に
勤
め
史
館
総
裁
立
原
翠
軒
の
下
で
働
き
、
そ
の
後
は
右
筆

と
な
り
、
奥
右
筆
と
ま
で
に
な
っ
た
者
や
、
水
戸
藩
の
藩
校
で
あ
る
弘
道
館
の
創
立

時
に
選
抜
さ
れ
て
書
道
教
師
に
な
っ
た
者
や
武
芸
に
優
れ
て
い
る
者
等
が
輩
出
し
、

五
郎
の
父
は
和
歌
を
嗜
ん
で
い
た
。

Ⅱ　

祖
父
・
俊
徳

　

祖
父
の
俊
徳
は
、
若
い
時
に
江
戸
の
斉
藤
弥
九
郎
の
道
場
で
剣
を
学
び
、
桂
小
五

郎
（
木
戸
孝
允
）
や
伊
藤
博
文
（
伊
藤
俊
輔
）
等
と
同
門
と
し
て
交
友
が
あ
り
、
彼

等
か
ら
の
影
響
を
強
く
受
け
進
歩
的
な
考
え
を
持
っ
て
い
た
。
幕
末
の
水
戸
藩
を
二

分
割
に
し
て
し
ま
っ
た
天
狗
・
書
生
の
争
い
に
は
革
新
派
で
あ
る
天
狗
党
に
組
み
し

た
。
明
治
四
年
に
は
廃
藩
置
県
と
な
り
、
藩
主
は
華
族
と
し
て
特
権
の
一
部
を
保
持

し
た
の
に
対
し
て
、
士
族
は
わ
ず
か
な
家
祿
で
困
窮
し
、
武
士
の
商
法
で
多
く
は
失

敗
し
た
。
更
に
明
治
九
年
に
は
家
祿
制
度
が
廃
止
さ
れ
、
祿
を
失
な
い
、
中
に
は
落

ち
ぶ
れ
て
し
ま
っ
た
士
族
も
い
た
。
官
吏
、
教
師
、
警
官
等
の
道
を
選
ぶ
者
も
い

た
。
又
士
族
授
産
の
た
め
に
開
墾
希
望
の
者
に
土
地
を
与
え
た
り
、
生
糸
工
場
に
従

事
さ
せ
る
等
の
救
済
政
策
も
と
ら
れ
た
が
、
明
治
十
三
年
に
は
、
旧
水
戸
藩
だ
け
で

も
三
千
五
百
四
十
四
戸
の
士
族
が
い
た
。
家
族
を
含
め
る
と
一
万
数
千
人
に
も
の

ぼ
っ
た
で
あ
ろ
う
と
推
定
さ
れ
る
。

　

俊
徳
は
、
士
族
救
済
の
目
的
も
あ
っ
た
の
か
、
白
疆
社
を
起
こ
し
士
族
子
弟
の
教

育
を
始
め
た
り
、
金
融
面
や
報
道
面
や
政
治
面
で
活
躍
す
る
よ
う
に
な
り
、
そ
の
上

更
に
県
令
た
ち
が
茨
城
に
赴
任
す
る
と
、
桂
や
伊
藤
の
紹
介
状
を
持
っ
て
先
ず
は
大

関
に
挨
拶
を
し
た
と
言
わ
れ
る
よ
う
に
、
徐
々
に
水
戸
に
於
け
る
旧
水
戸
藩
士
族
達

の
総
括
的
な
立
場
に
な
っ
て
い
っ
た
。
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俊
徳
は
巷
で
は
士
族
の
ボ
ス
と
も
言
わ
れ
旧
水
戸
藩
士
族
に
対
し
て
は
勿
論
の
こ

と
新
政
府
に
対
し
て
も
力
を
持
っ
て
お
り
、
県
令
た
ち
も
血
で
血
を
洗
う
様
な
水
戸

に
は
、
赴
任
中
の
不
安
も
多
か
っ
た
と
推
測
さ
れ
、
大
関
を
頼
り
と
し
た
所
も
あ
っ

た
の
で
あ
ろ
う
。

　
『
常
陽
銀
行
二
十
年
史
』（
昭
和
三
十
年
十
一
月　

常
陽
銀
行
）
に
よ
る
と
「
水
戸

百
四
銀
行
は
、
常
磐
銀
行
の
前
身
水
戸
六
十
二
銀
行
と
殆
ど
時
を
同
じ
く
し
て
水
戸

上
市
裡
五
軒
町
に
設
立
さ
れ
た
。
即
ち
明
治
四
年
の
廃
藩
置
県
後
旧
水
戸
藩
士
や
苗

字
帯
刀
格
の
町
家
に
よ
つ
て
国
立
銀
行
の
気
運
が
台
頭
し
、
明
治
十
年
来
矢
野
達
、

矢
田
登
、
岡
本
正
靖
、
大
関
俊
徳
、
尾
崎
為
貴
、
小
沢
敏
行
、
立
花
義
濟
の
諸
氏
及

び
旧
水
戸
藩
家
令
長
谷
川
清
氏
の
斡
旋
に
よ
り
、
第
三
国
立
銀
行
頭
取
安
田
善
次
郎

氏
の
賛
助
を
得
て
、
明
治
十
一
年
九
月
資
本
金
十
二
万
円
を
以
て
設
立
さ
れ
た
。」

と
あ
る
。

　

裡
五
軒
町
は
現
在
の
泉
町
二
丁
目
四
ー
一
の
茨
城
ト
ヨ
ペ
ッ
ト
ア
ー
ト
タ
ワ
ー
水

戸
店
辺
り
で
あ
っ
た
。『
水
府
綺
談
』（
平
成
四
年
七
月　

新
い
ば
ら
き
タ
イ
ム
ス

社
）
に
よ
る
と
「
な
に
し
ろ
士
農
工
商
の
江
戸
時
代
か
ら
間
も
な
い
士
族
の
商
法
と

あ
っ
て
、
銀
行
員
と
い
っ
て
も
応
対
は�
お
役
所
風�
で
威
張
っ
て
い
た
よ
う
だ
っ

た
。
第
百
四
銀
行
の
株
主
三
百
六
十
人
の
う
ち
二
六
九
が
上
市
の
士
族
た
ち
で
下
市

は
四
十
一
人
太
田
十
三
人
な
ど
で
あ
る
。
創
立
発
起
人
の
顔
ぶ
れ
を
み
て
も
錚
々
た

る
も
の
で
烈
公
の
御
側
用
人
を
つ
と
め
千
三
百
石
の
重
臣
・
尾
崎
為
貴
菊
寿
や
水
戸

徳
川
家
令
の
、
長
谷
川
清
、
千
葉
周
作
門
下
の
北
進
一
刀
流
指
南
、
小
姓
頭
取
、
烈

公
夫
人
・
貞
芳
院
の
秘
書
役
を
つ
と
め
た
小
沢
三
次
郎
敏
行
、
士
族
の
ボ
ス
で
日
刊

「
茨
城
日
報
」
経
営
の
大
関
俊
徳
ら
と
、
そ
の
一
人
で
初
代
頭
取
に
選
ば
れ
た
矢
野

達
は
父
の
常
之
唯
之
允
が
勘
定
奉
行
、
奥
右
筆
頭
取
、
小
姓
頭
取
の
重
職
を
歴
任
、

安
政
六
年
没
。
跡
を
つ
い
だ
達
は
百
石
、
郡
奉
行
見
習
い
か
ら
東
と
南
の
郡
奉
行

に
。
元
治
元
年
の
那
珂
湊
戦
争
に
は
反
幕
軍
に
加
わ
っ
た
。
そ
の
手
腕
が
期
待
さ
れ

た
が
頭
取
に
つ
い
て
間
も
な
く
病
死
し
た
。」
と
あ
る
。

　

更
に
俊
徳
は
、
明
治
十
八
年
十
二
月
十
八
日
付
け
で
隔
月
刊
の
『
茨
城
新
聞
』
を

翌
年
の
十
九
年
二
月
か
ら
は
日
刊
『
茨
城
日
報
』
と
し
て
発
行
し
た
。

　
『
茨
城
新
聞
百
年
史
』（
平
成
四
年
二
月　

茨
城
新
聞
社
）
の
「
明
治
十
年
代
県
内

新
聞
発
行
状
況
」
に
よ
る
と
「
茨
城
県
が
公
布
す
る
法
規
公
報
を
登
載
す
る
県
の
公

布
式
機
関
紙
と
し
て
、
県
庁
各
課
、
郡
役
所
、
警
察
署
、
町
村
の
戸
長
役
場
が
公
費

で
購
買
し
た
の
で
、
経
営
も
安
定
し
て
い
た
。
し
か
し
、
県
の
権
力
を
背
景
と
し
た

「
官
権
新
聞
」
を
、
人
々
は
御
用
新
聞
と
呼
び
、
や
が
て
大
関
の
士
族
以
外
を
差
別

す
る
よ
う
な
紙
面
作
り
に
反
感
の
声
が
で
始
め
て
、「
士
族
新
聞
」
打
倒
を
掲
げ
て

こ
れ
に
対
抗
す
る
新
聞
の
発
行
計
画
が
持
ち
あ
が
っ
て
き
た
。」
と
あ
る
。　

人
々
か

ら
御
用
新
聞
と
言
わ
れ
る
に
至
っ
た
茨
城
県
か
ら
発
行
さ
れ
た
当
時
の
「
命
令
書
」

に
よ
る
と
、
か
な
り
厳
し
い
内
容
で
あ
る
。
初
め
に
「
本
県
令
告
示
及
勅
令
閣
令
省

令
告
示
等
ヲ
貴
社
新
聞
紙
ニ
掲
載
ス
ル
ヲ
以
テ
公
布
式
ト
定
メ
左
ノ
条
々
ヲ
導
守
ス

ヘ
シ
」
と
あ
っ
て
以
下
十
八
項
目
に
亘
っ
て
の
命
令
書
き
が
並
ん
で
い
る
。
主
な
項

目
は
「
新
聞
紙
代
価
ヲ
支
払
フ
迄
ニ
テ
別
ニ
登
載
料
ヲ
下
付
セ
サ
ル
ヘ
シ
」「
毎
日
発

行
ス
ヘ
シ
」「
原
稿
ハ
退
庁
時
刻
后
一
時
間
ヲ
限
リ
下
付
ス
ヘ
シ
」「
其
文
案
ノ
長
短

ヲ
問
ハ
ス
必
ス
下
付
ス
ル
当
日
植
字
印
刷
等
ノ
諸
業
ヲ
終
ヘ
其
翌
日
必
ス
発
行
ス
ヘ

シ
」「
活
字
ハ
五
号
字
ニ
シ
テ
一
行
二
拾
三
字
タ
ル
ヘ
シ
」「
休
暇
日
ト
雖
モ
特
ニ
印

刷
配
布
ヲ
命
ス
ル
時
之
を
拒
ム
コ
ト
ヲ
得
ス
」「
配
付
ハ
水
戸
並
ニ
其
社
ノ
便
宜
ニ

依
リ
配
達
人
ヲ
以
テ
配
布
ス
ル
箇
所
ハ
遅
ク
モ
毎
日
午
前
八
時
ヲ
過
ク
ヘ
カ
ラ
ス
」

「
鉄
道
便
ヲ
以
テ
配
送
ス
ル
モ
ノ
ハ
午
前
五
時
ノ
郵
便
発
送
時
刻
ニ
後
レ
サ
ル
ヲ
要

大関五郎研究（その１）

５　茨女短大紀����２９（２００２）１－５



ス
」
と
あ
る
。
日
付
は
明
治
二
十
二
年
三
月
二
十
六
日
と
あ
り
、
知
事
の
名
前
に
は

安
田
定
則
と
あ
る
。

　

俊
徳
の
経
営
手
腕
も
さ
る
こ
と
な
が
ら
、
当
時
と
し
て
は
、
こ
れ
だ
け
の
仕
事
量

を
こ
な
す
ス
タ
ッ
フ
を
集
め
る
の
も
大
変
な
こ
と
で
あ
っ
た
ろ
う
。
命
令
書
に
も
あ

る
よ
う
に
『
茨
城
日
報
』
の
背
後
に
は
確
か
に
官
権
力
も
あ
り
、
全
く
の
厳
正
公
平

を
期
す
こ
と
も
出
来
な
か
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。
政
治
面
に
於
い
て
も
俊
徳
は
明
治
二

十
二
年
の
四
月
か
ら
同
二
十
五
年
の
四
月
ま
で
水
戸
市
の
議
会
議
員
と
な
る
等
、
随

分
と
社
会
的
に
活
躍
し
て
い
る
。

　

俊
徳
は
、
前
に
も
述
べ
た
よ
う
に
、
徳
川
幕
府
擁
護
一
辺
倒
の
書
生
党
に
反
対
し

て
尊
皇
攘
夷
を
護
持
し
た
水
戸
藩
の
改
革
派
で
あ
る
。
明
治
十
七
年
九
月
に
は
旧
士

族
た
ち
の
「
自
由
立
憲
政
体
を
造
出
せ
ん
と
欲
す
」
と
加
波
山
事
件
が
起
き
て
い
る

よ
う
に
、
大
変
不
安
定
な
社
会
情
勢
の
中
で
新
政
府
の
県
令
は
、
旧
水
戸
藩
の
改
革

派
の
押
え
と
し
て
俊
徳
を
位
置
付
け
て
い
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

Ⅲ　

処
女
詩
集
『
愛
の
風
景
』
の
成
立
と
展
開

　

童
心
の
詩
人
・
大
関
五
郎
の
処
女
詩
集
『
愛
の
風
景
』
は
大
正
九
年
十
月
一
日
に

池
袋
の
み
ど
り
や
書
店
か
ら
出
版
さ
れ
た
。

序
詩

た
の
し
く
は
た
ら
き

た
の
し
く
ね
む
れ

し
づ
か
に
や
さ
し
く

ま
こ
と
や
さ
し
く

ひ
と
の
よ
の
は
か
な
さ
に

ひ
と
は
は
か
な
し

　

人
の
世
の
在
り
方
・
生
き
方
を
巻
頭
に
示
し
、
人
間
は
誰
で
も
が
寂
し
く
一
人

ぼ
っ
ち
で
る
。
だ
か
ら
こ
そ
助
け
合
っ
て
楽
し
く
生
き
て
行
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

と
言
う
詩
人
の
純
真
な
心
根
を
置
く
。

　

こ
の
詩
集
に
は
大
正
七
年
の
夏
か
ら
大
正
九
年
の
夏
ま
で
の
作
品
が
収
録
さ
れ
て

い
る
。
因
み
に
大
関
五
郎
に
は
歌
集
が
あ
り
、
そ
の
歌
集
『
寂
し
く
生
き
て
』
は
、

大
正
八
年
六
月
二
十
七
日
に
水
戸
市
新
鳥
見
町
の
黎
明
会
か
ら
出
版
さ
れ
て
い
る
。

題
材
的
に
も
詩
集
『
愛
の
風
景
』
と
重
な
っ
た
所
が
多
く
見
ら
れ
る
。『
寂
し
く
生
き

て
』
の
序
に
は
「
こ
れ
は
自
分
が
十
九
歳
の
春
か
ら
去
年
の
冬
ま
で
書
い
た
歌
の
う

ち
四
百
首
を
年
代
順
に
集
め
た
も
の
だ
（
中
略
）
過
去
六
年
間
の
寂
し
き
生
活
の
子

を
世
に
出
さ
う
と
思
ふ
」
と
あ
る
。
装
丁
と
扉
絵
は
親
友
の
柳
橋
好
雄
が
担
当
し
て

い
る
。
収
め
ら
れ
た
短
歌
の
年
代
は
、
大
正
二
年
（
十
九
歳
）
の
春
か
ら
大
正
七
年

（
二
十
四
歳
）
の
冬
ま
で
で
あ
っ
た
。
年
若
く
し
て
亡
く
な
っ
た
父
の
こ
と
や
生
別

し
た
母
の
こ
と
や
銀
行
の
こ
と
、
自
然
の
こ
と
、
家
庭
の
こ
と
等
が
主
な
も
の
で
あ

る
。

　

元
来
五
郎
は
少
年
時
代
か
ら
文
学
に
興
味
関
心
が
あ
っ
た
よ
う
で
、
小
学
生
の

頃
、
山
本
敏
雄
元
水
戸
市
長
と
は
家
が
近
か
っ
た
こ
と
も
あ
っ
て
、
大
変
に
仲
が
良

く
て
学
校
か
ら
帰
っ
て
く
る
と
、
何
時
も
五
郎
が
脚
本
を
書
き
、
山
本
が
役
者
に

な
っ
て
芝
居
ご
っ
こ
を
し
た
り
歌
会
の
ま
ね
ご
と
を
し
た
り
し
て
遊
ん
で
い
た
。
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長
じ
て
上
京
、
早
稲
田
実
業
学
校
そ
し
て
東
京
主
計
学
校
に
学
び
、
水
戸
に
帰
り

祖
父
俊
徳
が
百
四
銀
行
の
初
代
頭
取
だ
っ
た
関
係
で
、
川
崎
銀
行
に
勤
務
し
た
が
、

銀
行
で
の
あ
る
日
五
郎
は
、
田
舎
の
老
婆
が
借
金
を
返
せ
ず
に
涙
を
流
し
て
あ
や

ま
っ
て
い
る
の
を
見
て
金
銭
に
関
す
る
仕
事
が
い
や
に
な
り
銀
行
を
去
っ
た
。
こ
の

頃
か
ら
ト
ル
ス
ト
イ
に
傾
倒
し
、
財
産
や
金
も
い
ら
な
い
。
財
産
や
金
が
人
の
心
を

穢
く
す
る
と
言
っ
て
い
た
。

　

長
女
の
晴
子
さ
ん
に
よ
る
と
「
東
京
で
在
学
中
に
祖
母
が
危
篤
状
態
に
な
っ
た
事

が
あ
り
、
そ
の
時
父
の
不
在
を
良
い
事
に
親
戚
の
人
達
が
蔵
の
中
を
探
し
回
り
、
父

が
急
遽
帰
宅
し
、
祖
母
の
病
状
も
一
段
落
し
た
後
に
気
付
い
て
み
れ
ば
、
蔵
の
中
は

殆
ど
が
空
箱
だ
け
に
な
っ
て
い
た
そ
う
で
、
多
感
な
父
に
は
か
な
り
の
シ
ョ
ッ
ク
だ

つ
た
の
で
し
ょ
う
。
物
が
な
く
な
っ
た
事
で
は
な
く
人
々
の
行
為
に
対
し
て
深
い
悲

し
み
と
嫌
悪
を
感
じ
た
よ
う
で
す
。
こ
ん
な
こ
と
が
ト
ル
ス
ト
イ
へ
の
憧
憬
の
原
因

に
も
な
っ
た
の
で
し
ょ
う
か
。
母
が
家
作
の
家
賃
が
半
年
も
溜
ま
っ
た
所
に
催
促
し

ま
し
ょ
う
か
と
言
う
と
、
あ
れ
ば
持
っ
て
来
る
。
無
い
か
ら
持
っ
て
来
な
い
ん
だ
ろ

う
か
ら
、
催
促
す
る
く
ら
い
な
ら
や
っ
て
し
ま
え
と
言
っ
た
そ
う
で
す
。
家
令
と
か

執
事
と
か
に
も
勝
手
な
こ
と
を
さ
れ
（
と
い
う
よ
り
、
さ
せ
）
て
い
た
よ
う
で
す
。」

と
語
ら
れ
て
い
る
よ
う
に
純
真
で
潔
白
な
人
柄
で
あ
っ
た
。

　

こ
の
頃
か
ら
で
あ
ろ
う
。『
詩
歌
』
に
短
歌
を
投
稿
し
始
め
た
り
『
い
は
ら
き
新

聞
』
の
「
木
星
」
の
選
者
を
し
て
い
た
横
瀬
夜
雨
に
師
事
し
「
木
星
」
の
会
員
と
し

て
短
歌
の
創
作
活
動
を
ス
タ
ー
ト
し
た
。

　

大
正
七
年
、
山
村
暮
鳥
が
仙
台
・
秋
田
・
水
戸
・
平
等
を
歴
任
し
て
再
び
水
戸
ス

テ
パ
ノ
教
会
に
転
任
し
て
来
た
。
こ
の
こ
と
が
五
郎
に
深
い
影
響
を
与
え
る
機
会
を

つ
く
っ
た
。
そ
の
後
二
人
の
親
交
は
深
ま
り
、
家
族
を
交
え
た
付
き
合
い
と
も
な

り
、
暮
鳥
と
共
に
黎
明
会
を
組
織
し
月
刊
詩
誌
『
苦
悩
者
』
を
発
刊
し
た
。

　

大
正
七
年
一
月
六
日
、
水
戸
偕
楽
園
の
好
文
亭
に
「
木
星
」
記
念
集
会
が
開
か
れ

た
。
こ
れ
は
「
木
星
」
の
選
者
で
あ
る
横
瀬
夜
雨
へ
の
感
謝
の
会
で
あ
っ
た
。
主
な

出
席
者
は
横
瀬
夜
雨
、
野
口
雨
情
、
大
関
五
郎
、
柳
橋
好
雄
、
新
掘
紅
泉
、
津
川
公

治
等
で
あ
っ
た
。
そ
こ
へ
水
戸
転
任
草
々
の
山
村
暮
鳥
も
招
か
れ
た
。『
山
村
暮
鳥

生
涯
と
作
品
』（
平
輪
光
三　

崙
書
房　

昭
和
五
十
一
年
七
月
）
の
中
で
柳
橋
好
雄
は

「
暮
鳥
と
初
め
て
あ
っ
た
の
は
大
正
七
年
の
初
春
、
水
戸
市
千
波
湖
の
近
く
の
清
香

亭
で
、
茨
城
歌
壇
の
連
中
が
集
ま
り
歌
合
戦
を
や
っ
た
時
だ
っ
た
。
牧
師
と
し
て
水

戸
に
来
た
ば
か
り
の
暮
鳥
が
出
席
し
て
仲
間
入
り
の
ア
イ
サ
ツ
を
し
た
。
ス
マ
ー
ト

な
紳
士
で
歯
切
れ
の
よ
い
口
調
で
、
い
か
に
も
あ
か
抜
け
た
ア
イ
サ
ツ
ぶ
り
だ
っ
た

の
で
、
田
舎
く
さ
い
私
た
ち
は
ち
ょ
っ
と
ビ
ッ
ク
リ
し
た
。
こ
の
印
象
で
私
た
ち
の

仲
間
の
大
半
が
暮
鳥
党
に
な
り
、
横
瀬
夜
雨
は
一
時
さ
び
し
い
存
在
と
な
っ
た
。」

と
書
い
て
い
る
。

　

又
、
磯
山
松
翁
は
『
常
総
文
学
』（
第
八
号
一
九
七
五
年
十
一
月
）
の
中
で
「
夜
雨

と
「
木
星
」
の
人
々
」
と
題
し
て
「
こ
の
会
は
夜
雨
、
暮
鳥
、
雨
情
の
三
詩
人
が
一

堂
に
会
し
た
こ
と
や
暮
鳥
と
水
戸
と
の
つ
な
が
り
の
機
縁
と
な
り
、
将
来
大
関
と
結

ん
で　
「
苦
悩
者
」
や
「
彗
星
」
出
現
の
遠
因
を
な
し
た
こ
と
な
ど
、
記
念
会
と
い
う

以
上
に
記
念
す
べ
き
会
で
あ
っ
た
と
思
う
。」
と
書
き
、
夜
雨
自
身
の
文
章
を
引
き

「
近
来
、
水
戸
の
年
少
歌
人
夜
雨
に
反
感
を
い
だ
い
て
木
星
を
去
る
者
多
し
と
伝
え

た
人
が
あ
る
。
―
大
関
の
私
に
背
い
た
理
由
は
昨
年
末
知
る
に
苦
し
ん
だ
事
実
で
あ

る
。
強
ひ
て
そ
の
原
因
を
た
づ
ね
よ
う
な
ら
、
初
め
山
村
暮
鳥
氏
が
牧
師
と
し
て
水

戸
の
教
会
に
来
る
と
同
時
に
富
岡
如
夢
に
頼
つ
て
『
い
は
ら
き
』
に
Ｂ
を
設
け
、
後

大
関
と
共
に
黎
明
会
を
起
し
、
や
う
や
く
木
星
を
遠
ざ
か
ら
し
め
た
。
そ
の
た
め
で

大関五郎研究（その１）
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あ
ろ
う
。」
と
書
い
て
い
る
。

　

大
正
七
年
十
月
一
日
、
雑
誌
『
苦
悩
者
』
が
創
刊
さ
れ
た
。
編
集
兼
発
行
者
は
大

関
五
郎
、
発
行
所
は
黎
明
会
、
主
宰
は
山
村
暮
鳥
で
あ
り
、
執
筆
者
に
は
山
村
暮

鳥
、
土
田
杏
村
、
大
関
五
郎
、
川
崎
春
二
、
高
久
晩
霞
、
助
川
清
、
飯
田
武
三
輔
、

森
園
京
子
、
吉
原
徳
郎
、
松
原
草
吉
、
高
橋
溪
鳴
、
柳
橋
好
雄
、
生
田
耕
人
、
高
橋

政
雄
、
花
岡
謙
二
の
名
前
が
あ
げ
ら
れ
る
。

　

前
置
き
が
大
変
に
長
く
な
っ
て
し
ま
っ
た
が
詩
集
『
愛
の
風
景
』
の
作
品
の
ほ
と

ん
ど
が
こ
の
『
苦
悩
者
』
時
代
の
作
で
あ
る
。
詩
集
に
収
め
ら
れ
た
作
品
は
九
十
編

に
及
ん
で
い
る
。
次
に
主
な
作
品
を
読
ん
で
み
た
い
。

秋
の
雨
の
日

俺
が
怖
し
い
の
か

野
良
猫
よ

こ
ん
な
に
雨
が
降
る
の
に

お
ま
へ
は
そ
の
三
疋
の
子
を
つ
れ
て

何
處
へ
逃
げ
て
ゆ
く
の
か

何
處
へ
行
つ
て
も

追
わ
れ　

打
た
れ

生
き
る
た
め
に

あ
あ　

生
き
る
た
め
に

盗
み
を
お
ぼ
え

い
つ
の
間
に
か
母
に
な
つ
て
し
ま
つ
た

野
良
猫
よ

お
ま
へ
が
生
ん
だ
子
は

お
ま
へ
の
あ
た
た
か
い
乳
房
し
か
知
ら
な
い

こ
の
雨
の
降
る
な
か
を

ど
ろ
ぼ
う
猫
と
い
は
れ
る
お
ま
へ
と
た
の
し
さ
う
に
逃
げ
て
ゆ
く

野
良
猫
よ　

野
良
猫
よ

俺
は
お
ま
へ
た
ち
を
抱
き
し
め
て
や
り
た
い

　

題
名
通
り
の
「
秋
の
雨
の
日
」
に
見
た
野
良
猫
親
子
の
愛
の
風
景
を
優
し
く
野
良

猫
に
呼
び
掛
け
語
り
掛
け
な
が
ら
書
い
た
も
の
で
あ
る
。

　

一
連
、
優
し
い
言
葉
で
呼
び
止
め
た
作
者
を
遠
ざ
け
て
、
雨
の
中
へ
と
逃
げ
て
行

こ
う
と
す
る
野
良
猫
の
母
。「
三
疋
の
子
を
連
れ
て
何
処
へ
逃
げ
て
行
こ
う
と
し
て

い
る
の
か
」
と
問
う
作
者
。

　

二
連
、
野
良
猫
の
過
去
を
振
り
返
り
生
き
る
た
め
に
食
べ
物
を
盗
み
も
し
、
何
時

の
間
に
か
母
と
な
っ
て
し
ま
っ
た
野
良
猫
を
思
う
。

　

三
連
、
野
良
猫
の
子
の
立
場
に
立
っ
て
「
お
ま
へ
が
生
ん
だ
子
は
／
お
ま
へ
の
あ

た
た
か
い
乳
房
し
か
知
ら
な
い
」
と
母
と
子
の
情
愛
を
強
調
す
る
。
そ
し
て
「
ど
ろ

ぼ
う
猫
と
い
は
れ
る
お
ま
へ
と
た
の
し
さ
う
に
逃
げ
て
ゆ
く
」
と
親
猫
の
屈
辱
に
対

し
て
子
猫
た
ち
の
じ
ゃ
れ
は
し
ゃ
ぎ
つ
い
て
い
る
楽
し
そ
う
な
様
子
を
写
し
出
し
、

ま
と
め
と
し
て
野
良
猫
た
ち
を
抱
き
し
め
て
や
り
た
い
と
暖
か
く
結
ん
で
い
る
。
母

茨女短大紀����２９（２００２）１－８　８



の
愛
に
薄
い
作
者
の
心
に
写
っ
た
動
物
の
愛
情
を
優
し
く
表
現
し
た
。

愛
の
風
景

も
ろ
こ
し
の
葉
を
敷
い
て

親
子
六
人
が
晝
飯
だ

母
親
は
赤
ん
坊
に
乳
を
の
ま
せ
な
が
ら

小
さ
な
握
飯
を
こ
し
ら
へ
る

む
か
う
の
田
に
稲
が
う
な
だ
れ

畑
の
大
根
が
ぬ
け
だ
し

茄
子
が
小
さ
く
揺
れ
て
ゐ
る

汗
ば
ん
だ
お
天
道
様

も
ろ
こ
し
の
葉
を
敷
い
た

百
姓
の
家
族
の
け
も
の
の
や
う
な
む
つ
ま
し
さ

　

こ
の
詩
は
詩
集
『
愛
の
風
景
』（
大
正
九
年
十
月　

み
ど
り
や
書
店
）
の
書
題
名
と

な
っ
た
も
の
で
、
農
繁
期
の
旭
村
で
の
田
園
風
景
に
見
た
一
コ
マ
で
あ
ろ
う
。
旭
村

の
上
太
田
に
は
、
妻
み
わ
の
実
家
が
あ
り
、
二
人
は
よ
く
里
帰
り
し
て
い
た
よ
う
で

あ
る
。
五
郎
も
み
わ
も
幼
く
し
て
両
親
を
失
っ
て
い
る
。
二
人
と
も
父
親
と
は
死
別

し
、
母
親
と
は
生
別
と
い
う
類
似
し
た
境
遇
が
あ
っ
た
。

　

二
人
の
出
会
い
は
、
五
郎
が
当
時
の
早
稲
田
主
経
学
校
を
卒
業
し
て
水
戸
に
帰

り
、
み
わ
は
大
成
女
学
校
を
卒
業
し
た
直
後
の
こ
と
で
あ
っ
た
。
当
時
女
学
校
に
入

る
の
は
、
良
家
の
子
女
が
多
か
っ
た
よ
う
で
、
大
成
女
学
校
は
大
変
に
家
庭
的
で

あ
っ
た
。
未
だ
幼
か
っ
た
修
先
生
や
誠
さ
ん
も
大
変
み
わ
に
懐
か
れ
て
い
た
よ
う

で
、
二
人
は
よ
く
大
関
の
家
へ
遊
び
に
行
っ
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。

　

結
婚
し
た
二
人
の
入
籍
は
大
正
五
年
四
月
二
十
八
日
で
あ
っ
た
が
若
い
二
人
の
間

に
は
、
な
か
な
か
子
供
が
出
来
な
い
の
で
悩
ん
で
い
た
よ
う
で
あ
る
。
父
母
も
い
な

い
子
供
も
い
な
い
二
人
が
見
た
理
想
と
す
る
愛
の
風
景
そ
の
も
の
で
あ
っ
た
。
も
ろ

こ
し
の
長
い
葉
を
敷
き
つ
め
て
丘
の
畑
の
畔
で
百
姓
の
家
族
六
人
が
昼
食
を
と
ろ
う

と
し
て
い
る
。
家
族
の
中
心
は
母
親
で
忙
し
そ
う
に
赤
ん
坊
に
は
お
っ
ぱ
い
を
飲
ま

せ
な
が
ら
、
子
供
た
ち
に
は
食
べ
や
す
い
よ
う
に
小
さ
な
お
握
り
に
し
て
食
べ
さ
せ

て
い
る
。

　

畔
道
の
下
の
方
の
田
圃
に
は
豊
作
の
稲
が
豊
か
に
実
り
、
畑
の
大
根
も
大
き
く

育
っ
て
い
る
。
畑
の
傍
ら
の
大
き
な
実
を
つ
け
た
茄
子
の
葉
が
初
秋
の
風
に
小
さ
く

揺
れ
て
い
る
。
実
り
豊
か
な
農
村
の
秋
の
風
景
を
写
し
出
し
て
い
る
。

　
「
お
天
道
様
」
は
太
陽
の
こ
と
、
五
郎
に
と
っ
て
の
太
陽
は
幸
福
感
を
表
現
す
る

も
の
で
あ
る
。「
も
ろ
こ
し
の
葉
を
敷
い
た
」
と
リ
フ
レ
イ
ン
し
て
家
族
愛
を
動
物

的
な
仲
の
良
さ
と
表
現
す
る
。
大
関
五
郎
夫
妻
に
と
っ
て
の
ま
さ
し
く
こ
れ
は
憧
れ

の
愛
の
風
景
の
一
コ
マ
で
あ
っ
た
。

女
あ
る
日

若
い
未
亡
人
が
泣
き
く
づ
れ
た

大関五郎研究（その１）
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い
ま
別
れ
る

ぐ
わ
ん
ぜ
な
い
そ
の
子
を
抱
き
し
め
て

狂
人
の
や
う
に
泣
き
く
づ
れ
た

あ
る
日

出
戻
り
の
女
が

遠
く
の
そ
の
児
を
思
い
出
し
て

橋
の
上
に
佇
つ
て
ゐ
た

た
ま
ら
な
く
な
つ
て
石
を
投
げ
つ
け
た

石
は
ぼ
ち
や
ん
と
音
を
た
て
て

深
く
深
く
沈
ん
だ

あ
る
日

寂
し
い
女
が
歩
い
て
（
つ
て
）
ゐ
た

澄
み
わ
た
つ
た
空
に
凧
が
一
つ

か
あ
ち
や
ん
か
あ
ち
や
ん
と
な
い
て
ゐ
た

あ
る
日

女
は

夢
の
や
う
に
再
婚
し
た

あ
る
日

女
は
妊
娠
し
た
の
を
知
つ
た

う
れ
し
い
と
思
つ
た

す
べ
て
の
も
の
が
美
し
く
見
え
た

あ
る
日

姑
と
争
つ
た

そ
し
て
夫
婦
別
れ
を
し
よ
う
と
決
心
し
た

そ
の
時
女
は
二
人
の
子
の
親
だ
つ
た

子
供
た
ち
の
た
め
に
あ
き
ら
め
た

あ
る
日

女
は
重
い
病
気
に
か
か
つ
た

世
の
中
の
す
べ
て
を
忘
れ
て
し
ま
つ
た
が

た
だ
一
つ

（
お
お　

た
だ
一
つ
）

遠
く
の

初
め
て
生
ん
だ
男
の
児
を
忘
れ
な
か
つ
た

し
き
り
に
そ
の
児
の
名
を
呼
ん
だ

女
は

神
さ
ま　

神
さ
ま
と

医
者
の
手
を
握
り
し
め
た

　

題
名
は
「
女
」
で
は
あ
る
が
、
母
を
モ
チ
ー
フ
に
し
て
書
い
た
も
の
で
あ
る
こ
と

が
全
体
か
ら
想
像
出
来
る
。
本
文
は
『
大
関
五
郎
詩
集
第
一
』（
大
正
十
二
年
二
月　
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抒
情
詩
社
）
に
よ
る
も
の
で
、（　

）
内
は
『
愛
の
風
景
』
に
よ
る
も
の
で
あ
る
。
二

か
所
程
異
同
が
あ
る
。
全
七
連
の
初
め
に
は
総
て
「
あ
る
日
」
と
特
定
の
日
時
を
設

定
し
な
い
で
、
漠
然
と
表
現
す
る
こ
と
に
よ
り
、
か
え
っ
て
、
現
実
性
を
帯
び
る
。

　

大
関
五
郎
は
明
治
二
十
八
年
十
一
月
二
十
四
日
に
水
戸
市
上
市
新
鳥
見
町
九
百
三

十
四
番
地
（
現
在
の
水
戸
市
泉
町
二
丁
目
二
番
地
）
に
生
ま
れ
た
。
当
時
の
大
関
家

は
二
番
地
か
ら
四
十
一
番
地
ま
で
あ
り
、
こ
の
住
所
の
現
在
は
、
宗
病
院
隣
の
塙
宅

か
ら
坂
場
宅
辺
り
ま
で
で
あ
っ
た
。

　

父
徳
・
母
は
な
の
一
人
子
と
し
て
生
ま
れ
た
が
、
父
の
死
後
に
生
ま
れ
、
母
は
他

家
へ
去
り
幼
少
の
頃
か
ら
祖
母
は
る
に
養
育
さ
れ
た
。

　

一
連
、
幼
い
子
を
抱
き
し
め
狂
っ
た
よ
う
に
泣
き
く
ず
れ
た
で
あ
ろ
う
母
を
想
像

し
表
現
す
る
。
長
女
の
晴
子
さ
ん
に
よ
る
と
「
父
は
い
つ
も
決
ま
っ
て
脱
ぎ
揃
え
て

あ
る
縁
側
の
母
親
の
下
駄
が
無
く
な
っ
て
い
る
の
で
母
が
い
な
く
な
っ
て
し
ま
っ
た

こ
と
に
気
付
い
た
。」
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

　

二
連
、
橋
に
佇
ん
で
、
置
い
て
き
た
子
を
思
い
出
し
、
た
ま
ら
な
く
な
っ
て
石
を

川
面
に
投
げ
つ
け
た
。
石
は
、
女
の
気
持
ち
の
表
れ
で
あ
り
、
石
は
音
を
た
て
深
く

深
く
沈
ん
で
い
っ
た
。

　

三
連
、
女
は
、
澄
み
渡
っ
た
冬
空
に
舞
う
凧
を
見
上
げ
、
凧
を
擬
人
化
し
、
凧
糸

の
風
を
切
る
音
を　
「
か
あ
ち
や
ん
か
あ
ち
や
ん
」
と
子
の
親
を
呼
ぶ
声
に
聞
こ
え

た
。
こ
こ
ま
で
が
前
半
。

　

四
連
、
女
は
再
婚
し
た
。

　

五
連
、
再
婚
し
た
女
は
身
ご
も
っ
た
。
は
な
の
再
婚
先
は
那
珂
川
上
流
栃
木
県
の

旧
黒
羽
藩
士
の
家
老
宅
で
、
後
に
は
な
の
娘
さ
く
の
時
代
に
上
京
し
て
材
木
商
を
営

ん
だ
が
、
士
族
の
商
法
で
倒
産
し
た
。

　

六
連
、
姑
と
嫁
と
の
争
い
は
永
遠
の
テ
ー
マ
。

　

七
連
、
最
終
連
と
し
て
の
ま
と
め
の
部
分
。
女
は
重
い
病
気
に
か
か
り
、
総
て
を

忘
れ
て
し
ま
っ
た
が
、
初
め
て
生
ん
だ
男
の
子
だ
け
は
忘
れ
ず
に
し
き
り
に
そ
の
子

の
名
前
を
呼
び
続
け
た
。
幼
く
し
て
別
れ
た
そ
の
後
の
母
は
、
そ
の
よ
う
で
あ
っ
た

だ
ろ
う
。
自
分
の
こ
と
を
そ
う
あ
っ
て
欲
し
い
と
思
う
作
者
の
純
真
な
願
望
が
表
現

さ
れ
て
い
る
。

渚
に
て

太
陽
が
生
ま
れ
て

海
は
お
だ
や
か
だ

千
鳥
の
足
跡
を
消
し
て
ゆ
く

風
に
吹
か
れ
て
寂
し
い
私
だ

　

大
関
五
郎
に
と
っ
て
の
太
陽
は
、
幸
福
感
を
象
徴
す
る
言
葉
で
あ
る
が
、
作
品
の

主
題
は
「
寂
し
」
さ
で
あ
り
、
そ
の
寂
し
さ
の
要
因
は
本
文
だ
け
で
は
つ
か
み
と
る

こ
と
は
で
き
な
い
。

　

五
郎
は
、
海
が
大
好
き
で
あ
り
、
大
洗
の
大
貫
海
岸
に
は
、
定
宿
も
あ
っ
た
。

　

同
じ
頃
に
書
か
れ
た
次
の
詩
が
参
考
に
な
る
。�
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砂
丘
に
て

病
身
の
友
に
別
れ
て

海
を
見
て
ゐ
る
自
分
の
手
に

し
み
じ
み
眼
玉
を
う
ご
か
す

生
ま
れ
た
ば
か
り
の
む
ぎ
は
ら
と
ん
ぼ

　

大
正
八
年
七
月
山
村
暮
鳥
が
、
病
気
療
養
の
た
め
大
洗
町
大
貫
の
前
田
伴
之
助
方

に
転
地
し
た
が
、
九
月
に
は
、
喀
血
が
続
き
瀕
死
的
な
苦
痛
の
生
活
を
送
っ
て
い

た
。

　
「
生
ま
れ
た
」
と
擬
人
化
し
た
太
陽
。
オ
レ
ン
ジ
色
し
た
朝
凪
ぎ
の
浜
辺
を
一
人

歩
く
作
者
。
千
鳥
は
、
小
形
な
鳥
で
背
が
う
す
黒
く
、
腹
部
は
白
い
。
足
の
指
は
三

本
で
後
ろ
の
指
は
な
く
、
足
を
左
右
に
交
差
さ
せ
て
歩
く
。
そ
の
足
跡
を
消
し
な
が

ら
初
秋
の
風
に
吹
か
れ
て
歩
い
て
行
く
。

　
「
病
身
の
友
」
は
暮
鳥
の
こ
と
で
あ
ろ
う
。「
む
ぎ
は
ら
と
ん
ぼ
」
は
し
お
か
ら
と

ん
ぼ
の
メ
ス
の
称
。
腹
の
色
が
麦
わ
ら
に
似
て
い
る
こ
と
か
ら
言
わ
れ
る
。
作
者
の

心
の
中
に
は
明
ら
か
に
生
と
死
の
意
識
が
鮮
明
に
あ
っ
た
こ
と
で
あ
ろ
う
。

　

病
気
療
養
中
の
友
を
見
舞
い
、
寂
し
さ
に
絶
え
ら
れ
ず
、
そ
の
足
で
海
辺
に
出
て

浜
辺
を
散
策
し
て
い
る
孤
独
な
作
者
の
寂
し
さ
が
ひ
し
ひ
し
と
描
か
れ
て
い
る
。

　
「
渚
に
て
」
の
詩
は
、
風
光
明
媚
な
大
洗
大
貫
海
岸
の
小
高
い
丘
の
前
原
山
展
望

台
に
「
渚
」
と
題
さ
れ
文
学
碑
と
な
っ
て
い
る
。
昭
和
四
十
七
年
十
月
に
山
口
義
孝

が
委
員
長
と
な
り
、
大
関
門
下
で
石
材
業
で
あ
っ
た
詩
人
の
鈴
木
正
雄
が
奉
仕
的
に

建
立
し
た
。

毬
夕
日
が
み
す
ぼ
ら
し
い
家
家
を
染
め

つ
め
た
い
風
が
な
が
れ
る

漁
師
町
の
入
り
口
で

淫
買
婦
は

い
つ
し
よ
に
遊
ん
で
ゐ
た

子
供
が
行
つ
て
し
ま
つ
た
ら

溝
の
な
か
の
毬
を
拾
ひ
あ
げ
て

き
れ
い
に
拭
い
て

力
い
つ
ぱ
い

澄
ん
だ
空
へ
投
げ
つ
け
た

　

水
戸
近
郊
で
夕
日
が
美
し
い
場
所
の
一
つ
に
あ
げ
ら
れ
る
の
が
大
洗
祝
町
の
岩
船

の
夕
照
で
あ
る
。
こ
こ
は
水
戸
八
景
の
一
つ
に
も
数
え
ら
れ
て
お
り
、
磯
節
の
中
に

も
「
浪
に
う
つ
ろ
う
岩
船
山
の
／
景
色
浮
き
立
つ
夕
日
影
」
と
歌
わ
れ
て
い
る
。
こ

こ
で
は
始
め
に
磯
節
を
引
用
し
な
が
ら
、
作
品
の
「
毬
」
の
背
景
を
探
っ
て
見
た
い
。

磯
節
の
元
唄
に
「
水
戸
を
離
れ
て
東
へ
三
里
／
松
が
み
え
ま
す
ほ
の
ぼ
の
と
」
と
あ

り
、
こ
れ
は
往
時
水
戸
か
ら
祝
町
通
い
の
若
侍
が
舟
で
那
珂
川
を
下
っ
て
願
入
寺
裏

の
岩
船
山
の
風
景
を
見
て
歌
っ
た
も
の
と
言
わ
れ
て
い
る
。

　

水
戸
藩
二
代
藩
主
の
光
圀
公
の
元
禄
時
代
に
は
既
に
祝
町
に
遊
廓
設
置
の
許
可
が

与
え
ら
れ
て
い
た
。
時
代
が
下
っ
て
、
水
戸
と
那
珂
湊
間
の
那
珂
川
を
汽
船
が
定
期

的
に
通
い
始
め
た
の
が
明
治
十
一
年
の
三
月
と
い
う
こ
と
で
、
そ
の
後
た
く
さ
ん
の
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人
々
に
利
用
さ
れ
た
が
、
大
正
十
二
年
十
一
月
に
は
廃
止
さ
れ
て
し
ま
っ
た
。
水
戸

か
ら
那
珂
湊
や
大
貫
や
磯
浜
そ
し
て
大
洗
に
行
く
の
に
は
当
時
は
こ
の
船
を
利
用
し

て
い
た
。
つ
ま
り
祝
町
は
漁
師
町
磯
浜
の
入
り
口
と
な
っ
て
い
た
。

　

大
正
七
年
四
月
十
三
日
の
暮
鳥
か
ら
花
岡
謙
二
宛
て
の
手
紙
に
次
の
よ
う
に
あ
る

の
で
参
考
に
な
る
。

　

月
曜
日
午
前
九
時
頃
の
汽
船
で
一
行
は
港
の
河
岸
に
つ
く
、
そ
れ
は
昼
近
く

だ
。
そ
し
て
願
入
寺
の
桜
の
下
で
ひ
る
め
し
を
喫
し
て
大
洗
の
方
へ
、
ネ
ノ
ヒ
ガ

ハ
ラ
の
雲
雀
を
き
き
に
行
く
。

　

そ
の
案
内
を
そ
な
た
に
仰
附
け
る
、
あ
り
が
た
く
待
ち
受
け
る
が
よ
か
ら
う
、

一
行
は
大
関
一
家
と
ぼ
く
の
一
家
だ
け
だ
。
は
れ
ば
れ
し
た
顔
し
て
待
て
！

　

但
し
雨
、
風
、
曇
天
で
も
そ
の
時
に
は
行
幸
中
止
。

同
じ
く
四
月
二
十
四
日
の
葉
書
に
は

　

明
日
ひ
る
頃
、
湊
の
キ
セ
ン
バ
に
一
行
着
く
。
但
し
例
に
よ
っ
て
快
晴
な
ら
。

と
あ
る
こ
と
で
、
那
珂
川
の
汽
船
を
利
用
し
て
い
た
こ
と
が
窺
え
る
。

　

も
う
す
ぐ
水
色
と
オ
レ
ン
ジ
色
が
空
の
中
で
混
ざ
り
会
い
、
空
中
を
赤
く
染
め

る
。
そ
し
て
大
き
く
丸
い
真
っ
赤
な
太
陽
が
、
遊
廓
の
街
の
家
家
を
赤
く
照
ら
し
だ

す
。
一
瞬
冷
た
い
秋
風
が
通
り
過
ぎ
て
行
き
、
主
人
公
の
人
物
が
現
れ
る
。

　

金
の
た
め
親
の
た
め
に
淫
買
婦
と
な
っ
た
女
性
は
、
一
緒
に
遊
ん
で
い
た
子
供
が

帰
っ
て
し
ま
っ
た
ら
、
溝
の
中
に
落
ち
て
い
た
毬
を
拾
い
上
げ
て
き
れ
い
に
拭
い

た
。
そ
し
て
淫
買
婦
は
し
ば
し
そ
の
毬
を
見
つ
め
、
思
い
き
っ
て
澄
ん
だ
大
空
へ
力

一
杯
投
げ
つ
け
た
。

　

溝
に
落
ち
て
い
た
毬
の
象
徴
は
、
淫
買
婦
自
身
の
こ
と
で
あ
り
、
淫
買
婦
の
夢
や

希
望
を
表
し
て
い
る
。
何
も
か
も
が
楽
し
か
っ
た
幼
き
日
の
こ
と
も
思
い
出
し
た
こ

と
で
あ
ろ
う
。
そ
し
て
今
、
大
切
な
も
の
を
な
く
し
て
し
ま
っ
た
自
分
が
そ
こ
に
い

た
。
現
実
へ
の
嫌
悪
、
今
の
生
活
か
ら
抜
け
出
し
た
い
気
持
ち
が
込
め
ら
れ
て
い
る

表
現
で
あ
る
。

　

淫
買
婦
の
自
由
へ
の
憧
れ
を
毬
を
使
い
ヒ
ュ
ー
マ
ン
に
優
し
く
、
暖
か
い
ま
な
ざ

し
で
描
い
て
い
る
。

Ⅳ　

童
謡
集
『
星
の
唄
』
を
め
ぐ
っ
て

　

童
謡
集
『
星
の
唄
』
は
大
正
十
一
年
六
月
十
五
日
に
抒
情
詩
社
か
ら
出
版
さ
れ
た
。

装
丁
及
び
挿
絵
（
一
葉
）
は
加
藤
ま
さ
を
が
担
当
し
た
。
大
正
時
代
の
世
の
中
の
童

謡
ブ
ー
ム
も
さ
る
こ
と
な
が
ら
、
大
関
夫
婦
に
は
待
望
の
赤
ち
ゃ
ん
が
出
来
た
。
結

婚
後
六
年
目
の
こ
と
で
あ
っ
た
。
長
男
の
鈴
夫
が
こ
の
年
の
八
月
三
十
一
日
に
生
ま

れ
て
い
る
。

　

詩
集
の
書
題
名
と
な
っ
た
「
星
の
唄
」
は
作
品
の
題
名
か
ら
で
は
な
く
四
連
の

「
あ
れ
は
／
月
夜
の
／
星
の
唄
」
の
フ
レ
ー
ズ
の
一
部
か
ら
と
っ
た
も
の
で
あ
っ
た
。

大
変
に
珍
し
い
手
法
で
あ
る
。
こ
の
詩
は
巻
末
の
最
後
に
重
み
を
置
い
て
配
置
さ
れ

て
い
る
。

夜
の
う
た

お
泣
き
な
さ
る
な

鈴
子
さ
ま

大関五郎研究（その１）
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あ
れ
は

月
夜
の

渡
り
鳥

お
や
す
み
あ
そ
ば
せ

鈴
子
さ
ま

あ
れ
は

月
夜
の

星
の
唄

そ
と
は
寂
し
い

風
の
子
が

野
山
を
越
え
て

行
く
ば
か
り

　

懐
妊
し
た
子
供
が
女
の
子
で
あ
れ
ば
鈴
子
と
い
う
名
を
付
け
よ
う
と
用
意
し
て
い

た
の
で
あ
ろ
う
。
初
冬
の
夜
空
の
澄
み
渡
っ
た
抜
け
る
よ
う
な
中
に
き
ら
め
く
星
々

の
輝
き
か
ら
、
全
く
の
想
像
の
世
界
を
歌
っ
た
も
の
で
あ
つ
た
。

　

夜
空
の
星
や
冷
た
い
夜
風
を
擬
人
化
し
、
風
の
切
る
音
を
唄
に
す
る
な
ど
、
夜
に

怯
え
る
子
供
を
な
だ
め
て
い
る
優
し
い
父
親
の
様
子
が
描
か
れ
て
い
る
。
後
日
談
と

し
て
生
ま
れ
て
き
た
子
供
が
男
の
子
で
あ
っ
た
の
で
、
鈴
夫
と
命
名
し
た
。

謎
お
六
婆
さ
ん
謎
か
け
て

と
い
て
ご
ら
ん
と
知
ら
ぬ
顔

煙
草
ゆ
つ
く
り
吸
ひ
な
が
ら

わ
か
つ
た
か
ね
と
知
ら
ぬ
顔

謎
の
と
け
な
い
そ
の
う
ち
に

婆
さ
ん
眠
つ
て
知
ら
ぬ
顔

　

詩
集
の
巻
頭
詩
で
あ
る
。
初
出
は
大
正
十
年
四
月
の
『
小
学
男
性
』
に
発
表
さ
れ

た
。

　

お
六
婆
さ
ん
は
実
存
の
人
物
で
、
大
関
家
で
忙
し
い
時
に
だ
け
手
伝
い
に
来
て
く

れ
る
婆
や
で
あ
っ
た
。

　

七
五
調
の
大
変
リ
ズ
ミ
カ
ル
な
中
に
「
知
ら
ぬ
顔
」
の
少
し
と
ぼ
け
た
お
婆
さ
ん

の
独
壇
場
。
ユ
ー
モ
ア
に
溢
れ
、
大
関
の
自
信
作
で
あ
っ
た
ろ
う
。

雪
の
夜

雪
や
こ
ん
こ
ん

狐
や
こ
ん
こ
ん
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お
山
の
お
山
の
古
狐

人
を
だ
ま
そ
と
鳴
い
て
ゐ
る

峠
の
茶
屋
の
お
た
き
さ
ん

今
夜
は
ど
ん
な
に
寂
し
か
ろ

さ
ら
さ
ら
さ
ら
と

竹
が
鳴
る

　

雪
の
降
る
夜
、
遠
く
の
山
か
ら
狐
の
鳴
き
声
が
聞
こ
え
て
来
る
。「
こ
ん
こ
ん
」

と
雪
の
降
る
様
子
と
狐
の
泣
き
声
を
重
ね
て
表
現
す
る
。
峠
の
茶
屋
の
お
た
き
さ
ん

は
、
こ
ん
な
夜
は
特
別
に
寂
し
い
晩
で
あ
ろ
う
。

　

竹
の
葉
が
雪
で
さ
ら
さ
ら
と
鳴
い
て
い
る
と
、
里
の
静
け
さ
を
表
わ
す
。
昔
話
風

な
作
で
あ
る
。

小
雀

ぴ
い
ち
く

ぴ
い
ち
く

小
雀
が

六
羽
な
ら
ん
で

可
愛
い
な

日
向
の
窓
で

三
毛
猫
が

眼
を
さ
ま
し
た
ら

小
雀
が
み
ん
な
だ
ま
つ
て

可
愛
い
な

　

一
列
に
並
ん
だ
小
雀
た
ち
の
可
愛
ら
し
さ
と
、
日
向
ぼ
っ
こ
で
昼
寝
か
ら
眼
を
さ

ま
し
た
三
毛
猫
の
様
子
等
、
小
動
物
を
愛
す
る
作
者
の
温
か
い
ま
な
ざ
し
で
書
か
れ

て
い
る
。

雪
ち
ら
り
ひ
ら
り
と

一
踊
り

兎
の
春
児
の
あ
か
い
瞳
が

う
つ
と
り
酔
つ
て
を
り
ま
す
る

雪
の
太
郎
の

一
踊
り

　
「
ち
ら
り
ひ
ら
り
と
」
と
空
か
ら
雪
が
踊
る
様
に
降
っ
て
来
る
。
春
に
生
ま
れ
た

兎
の
子
供
は
初
め
て
見
る
真
っ
白
い
雪
に
対
照
的
な
真
っ
赤
な
眼
の
瞳
が
う
っ
と
り

大関五郎研究（その１）
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と
酔
っ
て
い
る
。

　

最
後
に
「
雪
の
太
郎
の
／
一
踊
り
」
と
擬
人
化
し
て
ま
と
め
て
い
る
。

川
の
向
ふ
の

川
の
向
ふ
の

青
空
よ

昨
夜
の
夢
の

草
原
よ

ほ
の
か
ほ
の
か
に

散
つ
て
行
く

花
を
見
送
る

花
よ
花

は
な
は
な
影
を

踏
み
し
め
て

よ
ち
よ
ち
あ
ゆ
む

鳥
よ
鳥

川
の
向
ふ
の

青
空
に

鳴
い
て
静
か
な

朝
雲
雀

　

川
向
こ
う
の
青
空
は
、
昨
夜
の
夢
の
中
の
草
原
の
よ
う
で
あ
る
。
ほ
の
か
に
散
っ

て
行
く
桜
の
花
を
見
送
っ
て
い
る
桜
花
。
散
っ
て
し
ま
っ
た
花
び
ら
の
上
を
歩
む

鳥
。
朝
方
の
澄
ん
だ
青
い
空
を
飛
び
回
っ
て
い
る
雲
雀
を
写
し
結
ん
で
い
る
。

　

う
ら
ら
か
な
春
の
日
の
朝
に
見
た
も
の
を
リ
ズ
ミ
カ
ル
に
言
葉
に
表
し
た
た
も
の

で
、
根
底
に
は
寂
し
さ
が
漂
っ
て
い
る
が
、
春
の
朝
の
情
景
が
鳥
達
の
声
と
共
に
伝

わ
っ
て
来
る
。

丘
の
上

花
い
ろ
い
ろ
の
丘
の
上

父
さ
ま
恋
し
と

眺
む
れ
ば

赤
い
夕
日
が
泣
き
ま
し
た

母
さ
ま
恋
し
と

花
つ
め
ば

し
づ
か
に
牛
が
鳴
き
ま
し
た

花
い
ろ
い
ろ
に

日
が
暮
れ
て

婆
や
が
私
を
呼
び
ま
し
た
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次
の
詩
も
同
じ
頃
に
作
ら
れ
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
共
に
考
え
て
み
た
い
。

晝
ね
ん
ね
の
お
も
り
は
ど
こ
い
つ
た
…
…

何
処
へ
行
つ
た
と
蝶
々
が

ひ
ら
ひ
ら
飛
ん
で

影
も
な
し

い
つ
も
帰
ら
ぬ
そ
の
母
を

待
つ
子
の
た
め
の
子
守
歌

う
た
へ
ば
あ
か
る
い
草
の
花

う
み
や
ま
こ
え
て
さ
と
こ
え
て
…
…

あ
と
か
ら
あ
と
か
ら
晝
の
雲

白
く
流
れ
て

音
も
な
し

　

作
者
の
生
い
立
ち
に
見
ら
れ
る
よ
う
に
、
父
と
は
顔
を
合
わ
せ
る
こ
と
も
無
く
死

別
し
、
母
と
は
幼
く
し
て
生
別
し
て
し
ま
っ
た
。
祖
母
に
育
て
て
も
ら
っ
た
が
、
家

を
切
り
盛
り
す
る
祖
母
が
忙
し
い
昼
間
は
婆
や
が
面
倒
を
見
て
い
て
く
れ
て
い
た
よ

う
で
あ
る
。「
丘
の
上
」
は
夕
暮
れ
時
の
寂
し
さ
で
「
晝
」
は
文
字
通
り
の
日
中
の
寂

し
さ
を
書
い
た
も
の
で
あ
る
。
ど
ち
ら
の
作
品
に
も
蝶
や
牛
や
自
然
の
草
花
等
が
豊

か
に
優
し
く
表
現
さ
れ
て
い
る
。

め
だ
か

め
だ
か
が
ぐ
ん
ぐ
ん
お
よ
い
で
る

た
く
さ
ん
た
く
さ
ん
お
よ
い
で
る

み
ん
な
な
か
よ
く
お
よ
い
で
る

う
し
ろ
を
み
な
い
で
お
よ
い
で
る

あ
あ
お
よ
い
で
る
お
よ
い
で
る

　

初
出
は
大
正
九
年
七
月
の
『
お
と
ぎ
の
世
界
』
で
大
関
五
郎
の
作
品
と
し
て
は
珍

し
く
生
命
力
の
溢
れ
た
前
向
き
の
作
品
で
、
各
フ
レ
ー
ズ
に
「
お
よ
い
で
る
」
を
繰

り
返
す
こ
と
に
よ
っ
て
言
葉
の
リ
ズ
ム
に
躍
動
感
が
窺
わ
れ
る
。
小
さ
な
生
命
が
懸

命
に
生
き
よ
う
と
す
る
姿
を
み
て
、
過
去
が
ふ
っ
切
れ
た
の
か
も
知
れ
な
い
。「
う

し
ろ
を
み
な
い
で
」
は
自
分
自
身
に
語
り
掛
け
て
い
る
こ
と
ば
で
、
作
者
自
身
の
こ

れ
か
ら
の
生
き
方
が
こ
の
作
品
の
主
題
と
な
っ
て
い
る
。

波
と
千
鳥

あ
な
た
は
何
処
か
ら
来
た
の
で
す

遠
い
島
か
ら
来
た
の
で
す

大関五郎研究（その１）
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こ
れ
か
ら
何
処
へ
行
く
の
で
す

何
処
へ
行
く
の
か
知
り
ま
せ
ん

朝
の
渚
で

し
ん
み
り
と

波
と
千
鳥
が
は
な
し
て
た

　

波
と
千
鳥
を
擬
人
化
し
、
会
話
の
様
子
を
描
い
て
い
る
。
大
洗
海
岸
で
の
作
。
千

鳥
に
自
分
自
身
を
象
徴
さ
せ
て
い
る
。
千
鳥
は
大
洗
海
岸
に
は
多
く
『
磯
節
』
に
も

歌
わ
れ
て
い
る
。

　

次
の
詩
も
同
じ
大
洗
海
岸
が
舞
台
と
な
っ
て
い
る
。

夢
か
ら
さ
め
て

夢
か
ら
さ
め
て

寂
し
さ
に

晝
の
渚
に
来
て
み
れ
ば

女
ば
か
り
の
鮑
と
り

昨
日
も
今
日
も
龍
宮
へ

行
つ
て
来
た
よ
と
い
ふ
や
う
な

裸
で
笑
ふ
鮑
と
り

　

夏
に
な
る
と
大
関
家
で
は
大
洗
の
大
貫
海
岸
に
定
宿
が
あ
り
、
避
暑
に
来
る
こ
と

が
多
か
っ
た
。
五
郎
は
海
が
大
好
き
で
あ
っ
た
と
言
わ
れ
て
い
る
。

虹
虹
が
出
た

夢
で
見
た
よ
な

虹
が
で
た

と
な
り
の
屋
根
の

鳩
ぽ
つ
ぽ

三
羽
そ
ろ
つ
て
鳴
い
て
ゐ
る

虹
が
ほ
ん
の
り

消
え
て
行
く

　

夢
の
中
に
出
て
き
た
様
な
き
れ
い
な
虹
を
見
た
。
一
瞬
、
隣
の
屋
根
に
止
ま
っ
て

い
る
鳩
に
眼
を
や
り
再
び
虹
を
見
上
げ
る
と
虹
は
ほ
ん
の
り
と
消
え
て
行
く
。
虹
の

瞬
間
の
美
し
さ
を
表
現
し
た
も
の
で
あ
る
。

花
火

ド
ン
と
散
ら
ば
る
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火
の
玉
小
僧

ま
つ
か
な
ま
つ
か
な

一
踊
り

み
空
静
か
に

火
の
玉
小
僧

踊
り
疲
れ
て

青
く
な
る

い
つ
か
小
僧
の

あ
と
か
た
も
な
く

う
か
れ
鴉
が

月
に
鳴
く

　

水
戸
の
千
波
湖
の
花
火
大
会
に
つ
い
て
『
茨
城
新
聞
』（
平
成
十
二
年
八
月
四
日
）

「
真
夏
の
祭
典
」
の
中
で
野
村
陽
一
さ
ん
は
「
黄
門
ま
つ
り
の
花
火
大
会
は
、
今
年
で

三
十
回
目
を
迎
え
ま
す
。
そ
れ
以
前
に
初
代
が
始
め
た
（
明
治
末
期
の
）
沼
開
き
花

火
大
会
が
千
波
湖
で
の
初
め
て
の
花
火
大
会
と
さ
れ
て
お
り
、
当
時
も
大
勢
の
市
民

で
に
ぎ
わ
っ
た
そ
う
で
す
。」
と
あ
り
、
昔
に
比
べ
る
と
技
術
面
で
は
か
な
り
向
上

し
、
原
色
や
レ
モ
ン
、
エ
メ
ラ
ル
ド
な
ど
の
色
合
い
も
出
せ
、
音
も
「
ド
ー
ン
」
と

い
う
音
だ
け
か
ら
「
ホ
ー
」
と
か
「
ピ
ー
」
な
ど
と
い
っ
た
音
が
出
せ
る
よ
う
に
な
っ

た
と
あ
り
花
火
の
魅
力
に
つ
い
て
「
一
年
間
時
間
を
掛
け
準
備
を
し
ま
す
が
、
打
ち

上
げ
て
し
ま
え
ば
一
瞬
に
し
て
消
え
て
し
ま
う
。
そ
こ
に
花
火
の
美
学
が
あ
る
と

思
っ
て
い
ま
す
。」
と
語
っ
て
い
る
。

　

花
火
を
「
火
の
玉
小
僧
」
と
擬
人
化
し
、
日
本
の
昔
か
ら
の
伝
統
的
な
丸
い
花
火

の
美
し
さ
を
描
い
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
ド
ン
と
音
が
し
て
パ
ア
ッ
と
赤
く
散
ら
ば
り

そ
れ
か
ら
青
く
な
っ
て
消
え
て
行
く
、
そ
の
瞬
間
の
美
し
さ
と
、
後
半
は
民
謡
調
に

表
現
し
、
消
え
て
し
ま
っ
た
花
火
の
後
の
寂
し
さ
を
表
わ
し
て
い
る
。

あ
る
日

あ
る
日

と
ん
ぼ
が
い
ひ
ま
し
た

―
―
今
夜
は
風
が
吹
き
ま
す
よ

あ
る
日

ダ
リ
ア
が
い
ひ
ま
し
た

　
　

あ
の
親
切
な
と
ん
ぼ
さ
ん

　
　

今
日
は
ど
う
し
て
ゐ
る
で
せ
う

　

庭
に
咲
く
草
花
達
―
―
中
で
も
細
い
茎
に
い
く
つ
も
の
花
を
咲
か
せ
、
風
に
弱
い

ダ
リ
ヤ
の
花
―
―
に
野
分
を
教
え
る
擬
人
化
さ
れ
た
と
ん
ぼ
と
ダ
リ
ア
の
会
話
を
通

し
、
自
然
の
融
和
を
述
べ
た
作
者
の
優
し
さ
が
窺
え
る
。�

大関五郎研究（その１）
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の
は
ら

―
―
そ
の
花
と
る
と
雨
が
降
る

い
つ
か
誰
か
が
さ
う
い
つ
た

晝
の
野
に
あ
る
花
つ
め
ば

ひ
と
つ
は
る
か
に

銀
の
鈴

こ
ろ
が
す
や
う
な

虫
の
声

　

雨
降
花
は
昼
顔
の
花
の
異
名
で
あ
る
。
雨
に
濡
れ
た
様
子
が
特
に
美
し
い
と
こ
ろ

か
ら
呼
ば
れ
た
も
の
で
、
又
一
説
に
は
飴
売
花
か
ら
花
の
形
が
飴
売
の
チ
ヤ
ル
メ
ラ

笛
に
似
て
い
る
の
で
呼
ば
れ
た
と
も
言
わ
れ
る
。

　

秋
の
野
原
の
自
然
の
中
で
の
一
コ
マ
を
野
の
花
や
鈴
虫
を
表
出
し
、
最
後
に
聴
覚

的
に
優
し
く
描
い
て
い
る
。

　
『
星
の
唄
』
に
収
録
さ
れ
た
作
品
の
数
は
三
十
五
編
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
作
品
の

根
底
に
は
寂
し
さ
や
孤
独
感
、
い
た
わ
り
の
心
が
流
れ
て
い
る
が
、
作
者
の
純
真
な

ま
な
ざ
し
で
見
た
自
然
や
小
動
物
、
中
で
も
嫌
わ
れ
も
の
の
狐
や
鴉
ま
で
も
が
身
近

に
感
じ
ら
れ
よ
う
に
表
現
さ
れ
て
お
り
、
こ
こ
に
作
者
の
心
根
か
ら
の
優
し
さ
が
窺

え
る
。

　

当
時
の
大
関
家
の
広
い
豪
壮
な
庭
園
に
は
桜
並
木
や
茶
畑
が
あ
っ
た
と
い
わ
れ
る

こ
と
も
さ
る
こ
と
な
が
ら
、
妻
の
里
で
あ
る
旭
村
の
上
太
田
の
田
園
風
景
の
中
の
自

然
が
多
く
の
作
品
の
素
材
と
な
っ
て
登
場
し
て
い
る
。
作
者
を
取
り
巻
く
自
然
環
境

や
恵
ま
れ
た
経
済
力
、
孤
独
な
生
い
立
ち
や
家
庭
生
活
の
中
か
ら
純
真
な
詩
心
が
育

ま
れ
た
も
の
で
あ
ろ
う
。（
続
く
）
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は
じ
め
に

　

樋
口
一
葉
の
『
た
け
く
ら
べ
』
を
中
心
と
し
た
作
品
を
講
義
し
て
二
十
年
余
が
過

ぎ
た
。
こ
の
間
、
厳
密
な
解
釈
を
加
え
て
い
く
作
業
に
心
が
け
た
が
、
そ
こ
で
生
じ

た
対
立
解
釈
に
つ
い
て
は
過
去
に
二
度
発
表
し
た��
��
�
。
そ
の
論
考
の
中
で
取
り
上

げ
た
も
の
の
、
い
ま
だ
に
解
決
で
き
な
い
問
題
点
の
一
つ
に
、
一
葉
と
頭
髪
と
の
関

係
が
あ
る
。

　
『
た
け
く
ら
べ
』
の
主
要
な
人
物
で
あ
る
美
登
利
、
信
如
、
信
如
の
母
、
正
太
郎

の
祖
母
を
紹
介
す
る
部
分
に
共
通
し
て
見
ら
れ
る
の
が
頭
髪
に
こ
だ
わ
っ
た
描
写
で

あ
る
。
こ
の
よ
う
に
女
性�
�
�
�
�
�
�
を
紹
介
す
る
場
面
に
な
る
と
、
頭
髪
の
描

写
か
ら
入
る
の
は
一
葉
が
女
性
で
あ
っ
た
か
ら
と
い
う
単
純
な
理
由
で
は
な
い
よ
う

に
思
わ
れ
る
。

　

そ
こ
で
本
稿
で
は
、
頭
髪
に
関
し
て
一
葉
の
全
作
品
は
も
ち
ろ
ん
日
記
、
周
囲
の

証
言
に
至
る
ま
で
検
証
し
、
背
景
を
解
明
し
て
、
一
葉
の
持
つ
頭
髪
観
を
明
ら
か
に

し
た
い
。
必
要
に
応
じ
て
心
理
学
も
援
用
す
る
。
こ
の
作
業
を
通
じ
て
、
頭
髪
観
を

視
点
と
し
て
一
葉
の
人
間
像
の
一
角
を
浮
か
び
上
が
ら
せ
る
こ
と
を
試
み
た
い
。

一　

時
代
背
景

　

明
治
時
代
は
、
美
人
が
ど
の
よ
う
に
規
定
さ
れ
、
ま
た
処
遇
さ
れ
て
い
た
の
か
。

こ
れ
を
確
定
す
る
こ
と
は
、
同
時
代
に
生
き
た
一
葉
と
も
深
く
関
わ
っ
て
い
る
と
思

わ
れ
る
。
ま
ず
、
こ
の
作
業
か
ら
入
り
た
い
。
最
初
に
、
井
上
章
一
『
美
人
論
』��

�
�
�
�
�
�
を
引
く
。

①
明
治
時
代
は
、
美
人
が
玉
の
輿
に
乗
れ
る
く
ら
い
に
注
目
さ
れ
、
優
遇
さ
れ

た
時
代
。

②
明
治
期
に
流
行
し
た
過
激
な
「
美
人
罪
悪
論
」
が
あ
る
。
な
ぜ
、
明
治
期
の

倫
理
は
不
美
人
を
そ
れ
ほ
ど
ま
で
に
強
く
慰
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
か
。

③
明
治
期
に
な
る
と
、
華
族
、
新
政
府
の
高
級
官
僚
、
資
本
家
た
ち
が
上
流
社

会
を
作
っ
て
い
く
。
彼
ら
は
容
姿
に
優
れ
た
妻
を
求
め
る
よ
う
に
な
っ
た
。
身

分
は
問
わ
な
い
。
だ
が
、
美
人
で
あ
っ
て
欲
し
い
。
江
戸
期
な
ら
、
と
う
て
い

樋口一葉の頭髪観
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玉
の
輿
な
ど
望
め
な
い
町
娘
。
そ
の
町
娘
を
、
上
流
社
会
に
正
妻
と
し
て
迎
え

る
ケ
ー
ス
が
、
飛
躍
的
に
増
大
し
て
い
っ
た
。
花
柳
界
の
女
で
さ
え
正
妻
の
座

を
射
止
め
る
よ
う
に
も
な
っ
た
。

④
伊
藤
博
文
を
は
じ
め
と
す
る
明
治
の
元
勲
た
ち
が
、
芸
者
を
正
妻
に
し
た
こ

と
は
有
名
。
彼
ら
の
多
く
は
下
級
武
士
な
ど
の
出
身
で
、
家
柄
に
こ
だ
わ
ら
な

か
っ
た
の
も
一
因
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
し
て
、
未
曾
有
の
面
食
い
の
時
代
が

出
現
し
た
。
必
然
的
に
家
柄
の
ウ
ェ
イ
ト
は
軽
く
な
っ
て
い
っ
た
。

⑤
先
の
美
人
罪
悪
論
は
明
治
に
な
っ
て
の
さ
ば
り
出
し
た
美
人
た
ち
を
た
た
く

一
種
の
バ
ッ
シ
ン
グ
で
あ
っ
た
。
出
る
杭
を
打
つ
槌
だ
っ
た
の
で
あ
る
。

　

井
上
氏
は
、
そ
れ
ま
で
の
伝
統
的
な
家
柄
尊
重
か
ら
美
人
優
遇
へ
、
明
治
時
代
は

美
人
観
も
大
き
く
変
革
し
た
時
期
で
も
あ
っ
た
と
指
摘
し
て
い
る
。
そ
の
た
め
に

「
美
人
罪
悪
論
」
と
い
う
バ
ッ
シ
ン
グ
ま
で
出
現
し
た
こ
と
は
驚
き
で
あ
る
。

　

③
の
「
新
政
府
の
高
級
官
僚
」
の
指
摘
は
『
十
三
夜
』
の
原
田
と
お
関
に
該
当
す

る
関
係
で
あ
る
。
前
田
愛���
�
は
「
一
葉
は
い
わ
ば
時
代
の
風
俗
の
い
ち
ば
ん
新
し
い

と
こ
ろ
を
つ
か
ま
え
て
い
る
と
い
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。（
中
略
）
銘
酒
屋
と
い
う

風
俗
を
非
常
に
早
い
時
期
に
一
葉
が
取
り
上
げ
て
い
ま
す
」
と
『
に
ご
り
え
』
を
評

し
、
さ
ら
に
お
力
の
「
天
下
を
望
む
大
伴
の
黒
主
と
は
私
の
事
」
に
つ
い
て
は
、
玉

の
輿
に
乗
っ
て
出
世
す
る
野
望
が
潜
ん
で
い
る
と
分
析
し
て
い
る
。
一
葉
は
い
ち
早

く
世
相
を
と
ら
え
作
品
化
す
る
柔
軟
性
を
兼
ね
備
え
て
い
た
こ
と
が
、『
に
ご
り
え
』

に
限
ら
ず
『
十
三
夜
』
で
も
指
摘
で
き
る
。

　

こ
の
時
代
背
景
に
お
い
て
、
も
し
一
葉
が
美
人
で
な
か
っ
た
と
す
れ
ば
、
よ
り
強

い
コ
ン
プ
レ
ッ
ク
ス
を
持
た
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
と
い
う
仮
説
が
成
り
立
つ
。
一
葉

の
父
・
則
義
は
幕
末
に
同
心
の
株
を
買
っ
て
幕
臣
、
つ
ま
り
士
族
と
な
っ
て
い
る
。

明
治
に
な
り
禄
が
無
く
な
っ
て
も
元
士
族
と
し
て
、
家
柄
的
に
は
そ
う
引
け
目
は
な

か
っ
た
は
ず
で
あ
る
。
家
柄
に
対
す
る
誇
り
は
一
葉
自
身
持
っ
て
い
た
。

　

則
義
の
努
力
に
よ
り
士
族
を
入
手
し
た
も
の
の
、
時
代
は
家
柄
に
こ
だ
わ
ら
ず
美

人
優
遇
と
い
う
「
面
食
い
の
時
代
」
に
移
っ
て
し
ま
っ
た
の
で
あ
る
。
一
葉
も
こ
の

潮
流
の
中
で
、
女
性
と
し
て
美
人
を
ど
の
よ
う
に
と
ら
え
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
か
。

二　

黒
髪
崇
拝
の
歴
史

　

次
に
美
人
の
要
素
に
つ
い
て
考
え
た
い
。

　

黒
髪
の
多
寡
が
美
人
の
重
要
な
要
素
だ
っ
た
時
代
は
長
い
。
古
く
は
『
古
事
記
』

応
神
天
皇
の
条
に
「
髪
長
姫
」
と
い
う
美
女
が
描
か
れ
て
い
る����
�
。『
紫
式
部
日
記
』

や
『
枕
草
子
』
に
も
髪
に
関
す
る
描
写
は
多
い
。『
源
氏
物
語
』
の
「
若
紫
」
で
も
少

納
言
の
乳
母
と
い
う
女
性
が
若
紫
を
表
し
て
「
髪
ゆ
る
る
か
に
い
と
長
く
、
め
や
す

き
人
な
め
り
（
髪
が
ゆ
っ
た
り
と
し
て
、
と
て
も
長
く
、
見
苦
し
く
な
い
人
で
あ

る
）」「
髪
は
つ
や
つ
や
と
か
か
り
て
、
末
の
ふ
さ
や
か
に
探
り
つ
け
ら
れ
た
る
、
い

と
う
つ
く
し
う
思
ひ
や
ら
る
。（
髪
が
つ
や
や
か
に
掛
か
っ
て
い
て
、
端
が
ふ
さ
ふ

さ
と
お
手
に
探
り
つ
け
ら
れ
る
そ
の
感
じ
で
は
、
さ
ぞ
か
し
美
し
い
こ
と
と
思
い
や

ら
れ
る
こ
と
で
あ
る
。）」
���
�
と
し
て
い
る
。

　

大
原
梨
恵
子
氏
の
指
摘
も
引
く��
��
�
。
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『
夜
半
の
寝
覚
』
と
い
う
物
語
に
は
、
艶
が
あ
り
、�
海��
草�
房
の
よ
う
に
ふ
さ
ふ

�
�
�

さ
と
し
て
長
く
裾
に
引
く
こ
と
が
美
髪
で
あ
り
、
ま
た
『
浜
松
中
納
言
物
語
』
の

よ
う
に
、
こ
の
色
が
た
だ
の
黒
で
は
な
く
、
紫
味
を
お
び
た
黒
や
、
川
蝉
と
い
う

鳥
の
羽
の
色
の
よ
う
な
青
味
を
も
っ
た
透
明
感
あ
る
黒
や
、
金
泥
の
漆
の
よ
う
な

艶
や
か
な
黒
さ
で
あ
る
と
女
主
人
公
の
美
し
さ
を
髪
に
よ
っ
て
形
容
し
て
い
る
。

　

単
な
る
黒
髪
で
は
な
く
「
ふ
さ
や
か
で
艶
や
か
な
」
な
ど
、
厳
し
い
条
件
が
美
人

の
要
素
で
あ
っ
た
こ
と
が
分
か
る
。
な
お
、
平
安
時
代
の
黒
髪
に
つ
い
て
は
三
田
村

雅
子
氏
の
論
文����
�
に
詳
し
い
。

　

平
安
時
代
は
垂
れ
髪
に
代
表
さ
れ
る
「
長
く
、
黒
く
、
多
い
」
髪
が
美
的
要
素
で

あ
っ
た
。
そ
の
後
、
活
動
的
で
な
い
「
長
く
」
は
廃
れ
、
結
い
髪
が
主
流
に
な
る
。

時
代
が
変
わ
っ
て
も
女
性
に
と
っ
て
「
黒
く
、
多
い
」
髪
は
あ
こ
が
れ
の
的
で
あ
り
、

ま
さ
に
命
だ
っ
た
の
で
あ
る
。

　

黒
髪
を
大
胆
か
つ
官
能
的
に
ア
ピ
ー
ル
し
た
の
が
、
後
の
与
謝
野
晶
子
で
あ
る
。

一
葉
が
明
治
五
年
の
生
ま
れ
、
晶
子
が
十
一
年
生
ま
れ
で
、
六
歳
し
か
違
わ
な
い
。

晶
子
が
『
み
だ
れ
髪
』
を
世
に
出
し
た
の
は
、
一
葉
の
死
か
ら
五
年
後
の
明
治
三
十

四
年
で
あ
る
。

そ
の
子
二
十
歳
櫛
に
な
が
る
る
黒
髪
の
お
ご
り
の
春
の
う
つ
く
し
き
か
な�

く
ろ
髪
の
千
す
ぢ
の
髪
の
み
だ
れ
髪
か
つ
お
も
い
み
だ
れ
お
も
ひ
み
だ
る
る�

罪
多
き
男
こ
ら
せ
と
肌
き
よ
く
黒
髪
な
が
く
つ
く
ら
れ
し
我

　

代
表
的
な
歌
で
、
黒
髪
を
誇
ら
し
げ
に
詠
ん
で
い
る
。
明
治
時
代
に
な
っ
て
も

「
長
く
・
多
い
」
黒
髪
は
重
要
な
美
的
要
素
で
あ
る
こ
と
を
晶
子
の
歌
は
物
語
っ
て
い

る
。
明
治
も
中
期
に
入
り
西
洋
化
が
定
着
し
て
も
、
古
来
か
ら
の
伝
統
的
な
美
意
識

は
継
承
さ
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。

　

晶
子
の
『
み
だ
れ
髪
』
が
出
版
さ
れ
た
の
は
一
葉
の
死
後
の
こ
と
で
あ
る
が
、
生

前
の
一
葉
も
「
黒
く
、
多
い
」
髪
に
あ
こ
が
れ
を
持
っ
て
い
た
、
と
考
え
る
の
が
妥

当
で
あ
ろ
う
。

　

先
に
引
用
し
た
井
上
章
一
氏
の
『
美
人
論
』
に
も
明
治
時
代
の
美
人
に
関
す
る
興

味
深
い
個
所
が
あ
る
の
で
引
く
。
菊
池
秋
叟
『
女
性
学
』��
�
�
�
�
�
�
で
、
当
時

の
女
た
ち
の
生
態
を
、
様
々
な
角
度
か
ら
描
き
出
し
た
書
物
と
し
て
紹
介
さ
れ
て
い

る
。　

或
る
大
宴
会
の
席
に
夫
と
共
に
参
列
し
た
る
年
若
き
細
君
あ
り
け
り
、
一
際

目
立
ち
て
美
か
り
し
を
、
早
く
も
着
目
し
た
る
一
婦
人
は
、
年
の
頃
四
十
二

三
、
色
黒
く
鼻
低
く
髪
薄
く
し
て
優
し
か
ら
ぬ
目
を
光
ら
せ
、
窃
か
に
其
の
夫

の
袖
を
牽
き
て
「
彼
処
に
今
日
中
の
美
人
が
居
り
ま
す
ョ
、
ア
レ
�
誰
で
せ

う
」。

　

大
宴
会
、
今
で
言
う
パ
ー
テ
ィ
ー
で
美
し
い
人
妻
を
見
つ
け
た
不
器
量
な
妻
と
そ

の
夫
と
の
会
話
で
あ
る
。
こ
こ
で
は
「
髪
薄
く
」
と
あ
り
、「
色
黒
く
鼻
低
く
」
と
と

も
に
髪
の
薄
い
こ
と
が
不
美
人
の
要
素
に
挙
げ
ら
れ
て
い
る
。

　

大
正
四
年
か
ら
の
西
洋
化
を
象
徴
す
る
パ
ー
マ
の
流
行
に
よ
り
「
な
が
る
る
」
よ

う
な
髪
に
ウ
ェ
ー
ブ
が
掛
か
り
、
戦
後
に
な
る
と
多
い
髪
も
嫌
わ
れ
始
め
、
最
近
で

は
「
黒
髪
」
か
ら
「
茶
パ
ツ
」
へ
と
美
的
要
素
が
変
遷
し
つ
つ
あ
る
。

樋口一葉の頭髪観
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こ
の
よ
う
に
見
る
と
、
古
代
か
ら
大
正
四
年
の
パ
ー
マ
の
流
行
ま
で
、
女
性
の

「
黒
く
、
多
い
」
髪
は
美
人
の
重
要
な
要
素
と
し
て
規
範
化
し
て
い
た
と
言
え
る
。

逆
に
言
え
ば
「
薄
毛
」
は
美
人
像
か
ら
は
か
け
離
れ
て
い
た
存
在
で
あ
っ
た
。

三　

同
時
代
の
証
言

　

一
葉
の
容
姿
、
と
り
わ
り
頭
髪
は
ど
う
で
あ
っ
た
か
。
生
前
、
親
交
の
あ
っ
た
同

時
代
の
人
々
の
証
言
を
拾
っ
て
み
る
。��
�
�
�
�
�

■
半
井
桃
水
…
初
対
面
の
印
象
に
つ
い
て

　

頭
の
銀
杏
返
し
も
余
り
濃
く
な
く
地
毛
ば
か
り
で
、
小
さ
く
根
下
が
り
に
結
っ

た
上
飾
と
い
ふ
も
の
が
更
に
な
い
か
ら
大
層
淋
し
く
見
ま
し
た
。

（��
�
�
�
�
�
�
	


�
�

■
田
邊
夏
子
…
初
対
面
の
印
象
に
つ
い
て

　

毛
は
薄
毛
で
し
た
が
、
少
し
も
ち
ぢ
れ
て
は
ゐ
ま
せ
ん
で
し
た
。

��
�
�
�
�
�
�
	


�
�

�
�
�
�
�

■
三
宅
花
圃
…
初
対
面
の
印
象
に
つ
い
て

　

髪
な
ど
を
恁
う
ー
変
つ
た
結
び
方
に
し
て
、（
一
つ
は
髪
が
薄
か
つ
た
か
ら
で

せ
う
が
）
そ
れ
ば
か
り
で
な
く

��
�
�
�
�
�
�
	


�
�

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

■
三
宅
花
圃

　

髪
の
う
す
き
を
根
を
高
く
銀
杏
が
へ
し
に
結
ひ
あ
げ
て
、
前
髪
ほ
そ
く
と
り
た

る
に
、
時
に
お
く
れ
た
る�
揃�
さ
し
た
る
さ
ま
、

�
�

��
�
�
�
�
�
�
	


��


�
�
�
�
�
�
�
�
�

■
三
宅
花
圃

　

私
が
変
な
着
付
け
を
し
て
ゐ
る
と
、
な
つ
ち
ゃ
ん
は
ひ
ど
い
近
眼
で
あ
つ
た

が
、
そ
れ
で
も
目
敏
く
見
つ
け
て
は
衣
紋
を
直
し
て
く
れ
た
り
、
髪
の
乱
れ
を
直

し
て
く
れ
た
も
の
で
あ
つ
た
。��

�
�
�
�
�
�
�
�
	


�
�

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

　

一
葉
は
「
ち
ぢ
れ
毛
」
で
は
な
か
っ
た
も
の
の
「
薄
毛
」
だ
っ
た
こ
と
が
、
以
上

の
一
致
し
た
証
言
に
よ
り
判
明
す
る
。
先
の
「
時
代
背
景
」
の
項
で
指
摘
し
た
よ
う

に
、
当
時
、
薄
毛
は
美
人
像
か
ら
遠
い
存
在
で
あ
っ
た
こ
と
に
よ
り
、
一
葉
も
か
な

り
の
コ
ン
プ
レ
ッ
ク
ス
を
抱
い
て
い
た
可
能
性
が
高
い
。

　

さ
ら
に
、
最
後
の
三
宅
花
圃
の
証
言
「
髪
の
乱
れ
を
直
し
て
く
れ
た
」
は
、
う
ら

若
い
娘
と
し
て
一
葉
の
頭
髪
へ
の
こ
だ
わ
り
は
自
ら
に
と
ど
ま
ら
ず
に
、
周
囲
に
ま

で
及
ん
で
い
た
と
も
考
え
ら
れ
る
。
一
方
で
、
近
眼
で
あ
り
な
が
ら
花
圃
の
髪
の
乱

れ
に
気
づ
く
と
は
、
相
当
に
鋭
い
観
察
を
し
て
い
た
証
拠
で
あ
る
。

　
「
薄
毛
」
の
う
え
に
「
ひ
ど
い
近
眼
」
で
あ
っ
た
一
葉
は
、
一
般
に
言
わ
れ
て
い
る

よ
う
な
「
薄
幸
の
美
少
女
」
と
の
定
評
か
ら
は
ほ
ど
遠
い
容
貌
で
あ
っ
た
こ
と
を
、

ま
ず
指
摘
し
て
お
く
。

四　

日
記
に
見
る
頭
髪
の
記
載

　

周
知
の
よ
う
に
、
一
葉
に
は
膨
大
な
日
記
が
残
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
日
記
の
中

で
、
頭
髪
に
関
し
て
ど
の
よ
う
な
記
載
が
さ
れ
て
い
る
の
か
、
そ
の
す
べ
て
を
拾
い
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出
し
て
み
る
。
以
下
の
日
記
、
小
説
の
引
用
は
『
樋
口
一
葉
全
集
』（
筑
摩
書
房
）
に

よ
っ
た
。
た
だ
し
、
字
体
は
新
字
体
と
し
、
ル
ビ
は
省
略
し
た
。

■
若
葉
か
け�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
	


�
�
�
�
�
�




二
十
歳

　

四
月
十
五
日　
　

桃
水
を
初
め
て
訪
問
。
髪
に
関
す
る
記
述
な
し
。

　

六
月
二
十
日　
　

萩
の
舎
で
「
結
髪
の
歴
史
」
に
つ
い
て
学
ぶ
。
近
ご
ろ
の
髪
型

に
つ
い
て
七
つ
挙
げ
、
詳
細
に
記
述
し
て
い
る
。

■
筆
す
さ
ひ
一�
�
�
�
�
�
�
�
	


�
	
�
二
十
歳

　

七
月
七
日
ご
ろ　

萩
の
舎
の
仲
間
・
天
野
瀧
子
、
片
山
照
子
、
田
中
み
の
子
、
伊

東
夏
子
な
ど
の
美
し
さ
に
つ
い
て
詳
細
に
記
述
し
て
い
る
が
、

髪
に
関
し
て
は
全
く
触
れ
て
い
な
い
。

■
蓬
生
日
記
一�
�
�
�
�
�
�
�
	
�


�
�
�


	
�
�
�
二
十
歳

　

九
月
十
七
日　
　
「
早
朝
髪
む
す
ひ
て
師
の
き
み
か
り
行
」

　

十
月
七
日　
　
　
「
午
前
髪
す
ま
し
ぬ
」

　

十
一
月
九
日　
　
「
今
日
は
小
石
川
稽
古
な
る
を
も
て
髪
上
げ
な
と
す
」

■
に
つ
記
一�
�
�
�
�
�
�
�
	
�


�
�
	
�




二
十
一
歳

　

一
月
十
五
日　
　
「
午
前
髪
あ
け
す
」

　

一
月
二
十
三
日　
「
お
も
む
ろ
に
髪
な
と
結
ひ
か
へ
て
午
前
と
い
ふ
に
家
を
出
ぬ
」

■
に
つ
記
二�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
	


�
�
�
�
	


二
十
一
歳

　

二
月
十
五
日　
　
「
国
子
と
お
の
れ
と
か
も
し
か
ひ
に
行
く
」

　

二
月
十
七
日　
　
「
早
朝
結
髪
し
て
家
を
出
つ
」

　

三
月
二
日　
　
　
「
午
前
髪
を
ゆ
ひ
て
午
後
よ
り
新
小
川
町
に
行
く
」

　

三
月
七
日　
　
　
「
今
日
ハ
半
井
う
し
訪
は
ゝ
や
と
て
母
君
に
結
髪
を
わ
づ
ら
は

し
た
り
」

■
日
記�
�
�
�
�
�
�
�
	
�
�


�
�
	




�
二
十
一
歳

　

三
月
十
六
日　
　
「
両
人
（
注‥

一
葉
と
妹
）
の
結
髪
を
終
り
て
母
君
は
奥
田
へ
所

用
あ
り
て
趣
き
給
ふ
む
」

■
日
記
し
の
ふ
く
さ�
�
�
�
�
�
�
�
	


�
�
�
	
�
�
�
�


二
十
一
歳

　

六
月
七
日　
　
　
「（
半
井
家
に
て
）
お
の
れ
い
つ
も
取
立
た
る
髪
な
と
結
は
さ
り

し
を
島
田
と
い
ふ
も
の
に
な
し
て
有
し
か
は
人
々
め
つ
ら
し
か

る　

是
よ
り
は
常
に
か
く
て
お
は
せ
よ
か
し
い
と
よ
く
似
合
給

ふ
を
な
と
い
わ
れ
て
中
々
に
耻
し
」

　

六
月
十
五
日　
　
「（
半
井
家
に
て
）
い
と
子
の
君
伯
母
な
る
人
に
向
ひ
て
御
覧
せ

よ
樋
口
様
の
お
髪
の
よ
き
こ
と
島
田
は
実
に
よ
く
似
合
う
給
へ

り
と
い
へ
は
伯
母
君
も
実
に
左
也
�
う
し
ろ
向
き
て
見
せ
給

へ
ま
こ
と
に
昔
し
の
御
殿
風
覚
え
て
品
の
よ
き
髷
の
形
哉　

我

は
今
様
の
根
の
下
り
た
る
は
き
ら
ひ
也
な
と
い
ひ
給
ふ　

半
井

君
つ
と
立
ち
い
ざ
美
く
し
う
成
り
給
ひ
し
御
姿�
ん
に
余
り
も

さ
し
込
た
る
事
よ
と
て
雨
戸
二
三
枚
引
あ
く　

口
の
悪
き
男
か

な
と
て
人
々
笑
ふ　

我
も
ほ
ゝ
笑
む
も
の
か
ら
あ
の
口
よ
り
世

に
無
き
事
や
い
ひ
ふ
ら
し
つ
る
と
思
ふ
に
く
ら
し
さ
に
我
知
ら

す
に
ら
ま
へ
も
し
つ
べ
し
」

■
道
し
は
の
つ
ゆ�
�
�
�
�
�
�
�
�
	


�
�
�
�
	
�
�
�


二
十
一
歳

　

十
一
月
九
日　
　
「
髪
な
と
も
は
か
�
敷�
と
り
あ
げ
す
手
あ
し
な
と
も
あ
か

つ
き
た
る
ま
そ
成
し
」

■
よ
も
き
ふ
に
つ
記�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
	


�
�
�
�
�
�
�
�
�
�




�
二
十
一

〜
二
十
二
歳

樋口一葉の頭髪観
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二
月
六
日　
　
　
「（
小
説
の
執
筆
が
思
う
よ
う
に
進
ま
な
い
）
こ
ゝ
ろ
さ
す
は
完

全
無
瑕
の
一
美
人
を
つ
く
ら
ん
の
外
な
く
（
苦
悶
し
た
あ
と
）

も
し�
我
に
宿
世
の
縁
な
く
し
て
」

　

二
月
十
一
日　
　
「（
三
宅
龍
子
を
見
て
）
髪
は
何
の
か
さ
り
も
な
く
英
吉
利
む
す

ひ
と
か
に
束
か
ね
て
」

■
蓬
生
日
記�
�
�
�
�
�
�
�
	


�
�
�
	
�


�
�
二
十
二
歳

　

五
月
四
日　
　
　
「
髪
を
結
ふ
何
事
も
な
し
」

■�
の
中�
�
�
�
�
�
�
�
	
�


�
�


	
�
�
�
二
十
二
歳

　

八
月
八
日　
　
　
「
早
朝
髪
を
ゆ
ひ
て
八
時
頃
よ
り
区
役
処
に
ゆ
く
」

■�
中
日
記�
�
�
�
�
�
�
�
�
	
�
�


�
�
�
�
�
�


�
�
	
�
�


�
�
二
十
二
〜
二

十
三
歳

　

二
月
二
十
二
日　
「
か�
あ
ら
ひ
む
」

■
水
の
上�
�
�
�
�
�
�
�
	
�
�


�
�


	
�


�
�
二
十
四
歳

　

六
月
三
日　
　
　
「
房
々
と
せ
し
冠
切
り
の
つ
む
り
を
ふ
り
て
む
」

■
水
の
う
へ�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
	
�


�
�
�
�
�
�
�


�
�
�
二
十
四
〜
二
十
五
歳

　

一
月
六
日　
　
　

来
訪
す
る
女
性
た
ち
の
美
し
さ
を
記
載
す
る
も
、
髪
に
関
し
て

の
記
述
ナ
シ
。

　

以
上
の
日
記
か
ら
、
一
葉
の
頭
髪
観
に
つ
い
て
五
点
ほ
ど
指
摘
が
で
き
る
。

一
、「
若
葉
か
げ
」
は
二
十
歳
の
時
の
日
記
で
あ
る
が
、
六
月
二
十
日
に
萩
の
舎
で

「
結
髪
の
歴
史
」
に
つ
い
て
学
ん
だ
と
あ
る
。
近
ご
ろ
の
髪
型
に
つ
い
て
七
つ
挙

げ
、
詳
細
に
記
述
し
て
い
る
。
う
ら
若
き
女
性
と
し
て
髪
型
に
関
心
を
持
ち
、
こ

こ
で
基
礎
知
識
を
学
ん
だ
こ
と
が
分
か
る
。

二
、
二
十
二
歳
か
ら
の
「
蓬
生
日
記
」
以
降
、
死
亡
す
る
ま
で
髪
に
関
す
る
記
載
が

そ
れ
以
前
に
比
べ
て
激
減
し
て
い
る
。
こ
の
こ
ろ
金
策
に
窮
し
、
商
売
を
始
め
る

決
心
を
す
る
。
二
十
三
歳
に
な
る
と
馬
場
孤
蝶
を
は
じ
め
と
す
る
「
文
学
界
」
の

若
い
文
学
青
年
た
ち
と
の
交
流
が
始
ま
る
が
、
い
っ
こ
う
に
頭
髪
に
関
す
る
記
述

は
増
え
な
い
。
そ
の
ま
ま
「
奇
跡
の
十
四
カ
月
」
と
呼
ば
れ
る
活
躍
期
を
迎
え
て

多
忙
を
極
め
、
そ
の
ま
ま
死
に
至
っ
て
い
る
。

　
　

こ
の
点
に
つ
い
て
は
「
心
理
学
的
に
分
析
す
る
と
」
の
項
で
詳
し
く
検
証
し
た

い
。

三
、
日
記
「
し
の
ふ
く
さ
」
は
お
も
し
ろ
い
。
六
月
七
日
、
半
井
家
に
島
田
を
結
っ

て
行
く
と
「
是
よ
り
は
常
に
か
く
て
お
は
せ
よ
か
し
い
と
よ
く
似
合
給
ふ
を
な
と

い
わ
れ
て
中
々
に
耻
し
」
と
記
載
し
、
島
田
髪
を
ほ
め
ら
れ
こ
と
を
素
直
に
喜
ん

で
い
る
。

　
　

そ
こ
で
六
月
十
五
日
に
も
半
井
家
に
島
田
髪
を
結
っ
て
い
く
と
「
樋
口
様
の
お

髪
の
よ
き
こ
と
島
田
は
実
に
よ
く
似
合
う
給
へ
り
」
と
、
こ
の
日
も
賞
賛
さ
れ

る
。
さ
ら
に
「
半
井
君
つ
と
立
ち
い
ざ
美
く
し
う
成
り
給
ひ
し
御
姿�
ん
に
余
り

も
さ
し
込
た
る
事
よ
と
て
雨
戸
二
三
枚
引
あ
く
口
の
悪
き
男
か
な
と
て
人
々
笑
ふ

我
も
ほ
ゝ
笑
む
も
の
か
ら
あ
の
口
よ
り
世
に
無
き
事
や
い
ひ
ふ
ら
し
つ
る
と
思
ふ

に
く
ら
し
さ
に
我
知
ら
す
に
ら
ま
へ
も
し
つ
べ
し
」
と
あ
る
。
島
田
髷
ほ
め
ら
れ

た
の
で
、
再
び
結
っ
て
訪
問
。
賞
賛
さ
れ
る
様
子
を
極
め
て
克
明
に
書
き
残
し
て

い
る
。

　
　

美
し
く
あ
り
た
い
、
ほ
め
ら
れ
た
い
と
い
う
乙
女
心
に
は
相
違
な
い
が
、
あ
ま

り
に
も
単
純
な
側
面
と
言
わ
ざ
る
を
得
な
い
。
日
記
に
見
ら
れ
る
髪
に
関
す
る
記

載
の
中
で
、
こ
の
二
日
は
群
を
抜
い
て
分
量
が
多
く
喜
び
よ
う
に
比
例
し
て
い
る
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と
思
わ
れ
る
。
こ
こ
で
も
、
一
葉
が
頭
髪
に
こ
だ
わ
り
を
持
っ
て
い
る
こ
と
が
読

み
と
れ
る
と
と
も
に
、
普
通
の
娘
の
よ
う
に
美
人
に
憧
れ
る
ご
く
平
凡
な
娘
で

あ
っ
た
こ
と
が
分
か
る
記
載
で
あ
る
。

四
、「
に
つ
記
二
」
二
月
十
五
日
に
は
「
国
子
と
お
の
れ
と
か
も
し
か
ひ
に
行
く
」
と

あ
る
。
こ
の
「
か
も
し
」
と
は
「
髢
」
で
添
え
髪
を
言
う
。
そ
れ
を
妹
の
邦
子
と

買
い
に
行
く
と
い
う
こ
と
は
、
一
葉
は
半
井
桃
水
や
田
邊
夏
子
な
ど
の
証
言
の
通

り
薄
毛
で
、
若
い
に
も
関
わ
ら
ず
髢
を
常
用
し
て
い
た
証
拠
と
な
る
重
要
な
記
述

で
あ
る
。
髢
ま
で
用
い
て
髪
を
多
く
見
せ
よ
う
と
苦
心
し
て
事
実
は
、
美
し
く
あ

り
た
い
と
と
い
う
願
望
以
外
の
何
も
の
で
も
な
い
。

五
、「
よ
も
き
ふ
に
つ
記
」
の
二
月
六
日
も
見
逃
せ
な
い
。「（
小
説
の
執
筆
が
思
う

よ
う
に
進
ま
な
い
）
こ
ゝ
ろ
さ
す
は
完
全
無
瑕
の
一
美
人
を
つ
く
ら
ん
の
外
な
く

（
苦
悶
し
た
あ
と
）
も
し�
我
に
宿
世
の
縁
な
く
し
て
」
と
あ
る
。
小
説
に
美
人
を

描
こ
う
に
も
自
分
に
は
前
世
か
ら
美
人
に
縁
が
な
い
の
か
、
と
落
ち
込
ん
で
い

る
。
一
葉
が
自
ら
を
美
人
か
ら
縁
遠
い
存
在
と
思
っ
て
い
た
こ
と
が
分
か
る
貴
重

な
個
所
で
あ
る
。

　

こ
の
日
記
の
二
月
十
一
日
に
は
「（
三
宅
龍
子
を
見
て
）
髪
は
何
の
か
さ
り
も
な
く

英
吉
利
む
す
ひ
と
か
に
束
か
ね
て
」
と
あ
り
、
当
時
珍
し
い
イ
ギ
リ
ス
風
の
ヘ
ア
ス

タ
イ
ル
に
関
し
て
は
冷
や
や
か
に
扱
い
、
保
守
的
な
姿
勢
が
う
か
が
え
る
。
伝
統
的

な
頭
髪
観
の
持
ち
主
で
あ
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
個
所
と
し
て
注
目
さ
れ
る
。

五　

心
理
学
的
に
分
析
す
る
と

　

以
上
の
証
言
や
日
記
か
ら
、
一
葉
は
「
薄
毛
」
だ
っ
た
こ
と
が
導
き
出
さ
れ
る
。

さ
ら
に
「
よ
も
き
ふ
に
つ
記
」
の
二
月
六
日
で
は
、「
自
分
に
は
前
世
か
ら
美
人
に
縁

が
な
い
の
か
」
と
自
ら
の
容
貌
を
嘆
い
て
い
る
。

　

そ
こ
で
考
え
ら
れ
る
の
が
、
一
葉
の
頭
髪
に
対
す
る
コ
ン
プ
レ
ッ
ク
ス
（
劣
等

感
）
で
あ
る
。

　

コ
ン
プ
レ
ッ
ク
ス
の
存
在
は
、
と
き
に
フ
ラ
ス
ト
レ
ー
シ
ョ
ン
（
欲
求
不
満
）
を

引
き
起
こ
す
要
因
と
な
る
。
人
は
フ
ラ
ス
ト
レ
ー
シ
ョ
ン
状
態
に
な
る
と
、
そ
の
心

的
緊
張
を
和
ら
げ
、
自
分
自
身
の
心
＝
エ
ゴ
が
傷
つ
く
の
を
い
く
ら
か
で
も
防
ぐ
た

め
に
、
自
我
防
衛
機
制
が
働
く
。
自
我
防
衛
機
制
に
は
い
ろ
い
ろ
な
種
類
が
あ
り
、

そ
の
ど
れ
を
用
い
る
か
は
、
そ
の
人
の
パ
ー
ソ
ナ
リ
テ
ィ
（
性
格
）
と
の
関
連
が
深

い
と
さ
れ
て
い
る
。

　

仮
に
、
一
葉
が
フ
ラ
ス
ト
レ
ー
シ
ョ
ン
状
態
に
陥
っ
て
い
た
と
す
れ
ば
、
ど
の
よ

う
な
自
己
防
衛
機
制
を
働
か
せ
て
、
そ
の
場
を
乗
り
切
っ
て
い
る
か
。
こ
れ
を
観
察

す
る
こ
と
で
、
一
葉
の
パ
ー
ソ
ナ
リ
テ
ィ
を
垣
間
見
る
こ
と
が
可
能
に
な
る
。

　

先
に
指
摘
し
た
、
二
十
二
歳
以
降
の
「
蓬
生
日
記
」
以
降
、
死
亡
す
る
ま
で
髪
に

関
す
る
記
載
が
そ
れ
以
前
に
比
べ
て
激
減
し
て
い
る
こ
と
に
つ
い
て
検
討
す
る
。
そ

れ
ま
で
の
一
葉
は
気
が
か
り
な
こ
と
が
あ
る
と
盛
ん
に
日
記
に
記
載
、
す
な
わ
ち
問

題
と
直
面
し
て
、
ア
ク
テ
ィ
ブ
に
自
分
と
対
話
す
る
こ
と
で
問
題
を
解
決
し
よ
う
と

し
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。
が
、
次
々
と
作
品
が
ヒ
ッ
ト
し
コ
ン
プ
レ
ッ
ク
ス
を
帳

消
し
に
す
る
ほ
ど
の
活
躍
が
、
日
記
へ
の
記
載
の
減
少
に
結
び
つ
い
た
可
能
性
が
高

い
。
頭
髪
へ
の
こ
だ
わ
り
か
ら
超
越
で
き
、
気
が
か
り
な
こ
と
で
な
く
な
っ
た
と
見

た
い
。

　

作
品
に
打
ち
込
む
こ
と
で
「
昇
華
」
と
い
う
、
よ
い
形
で
の
防
衛
機
制
を
働
か
せ

よ
う
と
頑
張
っ
て
い
た
と
も
推
測
で
き
る
。

樋口一葉の頭髪観
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一
葉
が
健
康
を
も
顧
み
ず
小
説
執
筆
に
精
を
出
し
た
背
景
に
は
、
頭
髪
に
対
す
る

コ
ン
プ
レ
ッ
ク
ス
の
強
さ
と
相
関
す
る
可
能
性
が
高
い
。「
美
し
く
あ
り
た
い
」
は

時
代
と
関
係
な
く
女
性
が
持
つ
願
望
で
あ
る
。
こ
れ
に
加
え
「
仕
事
も
で
き
る
」
と

い
う
当
時
の
女
性
と
し
て
は
極
め
て
珍
し
い
願
望
は
何
を
物
語
っ
て
い
る
か
。
珍
し

い
存
在
と
い
え
る
く
ら
い
に
、
髪
に
対
す
る
コ
ン
プ
レ
ッ
ク
ス
が
大
き
か
っ
た
の
も

一
因
に
挙
げ
て
よ
い
と
思
う
。

　

自
己
防
衛
機
制
が
ど
の
よ
う
に
働
い
た
か
に
つ
い
て
、
一
番
現
れ
や
す
い
の
は
残

さ
れ
た
小
説
群
で
あ
ろ
う
。
小
説
の
中
で
「
頭
髪
」
が
ど
の
よ
う
に
描
写
さ
れ
て
い

る
か
を
検
証
す
る
必
要
が
あ
る
。

六　

小
説
に
み
る
頭
髪
の
描
写

　

そ
こ
で
、
一
葉
の
全
小
説
か
ら
頭
髪
に
関
す
る
描
写
の
個
所
を
拾
い
出
し
て
み

た
。

■
『
た
け
く
ら
べ
』

　
「（
信
如
の
描
写
）
千
筋
と
な
づ
る
黒
髪
も
今
い
く
歳
の
さ
か
り
に
か
」

　
「（
美
登
利
の
描
写
）
解
か
ば
足
に
も
と
ゞ
く
べ
き
毛
髪
を
、
根
あ
が
り
に
堅
く

つ
め
て
前
髪
大
き
く
髷
お
も
た
げ
の
、
赭
熊
と
い
ふ
名
は
恐
ろ
し
け
れ
ど
、
此
髷

を
此
頃
の
流
行
と
て
良
家
の
令
嬢
も
遊
ば
さ
る
ゝ
ぞ
か
し
、」

　
「（
正
太
郎
の
祖
母
の
描
写
）
あ
れ
で
年
は
六
十
四
、
白
粉
を
つ
け
ぬ
が
め
つ
け

物
な
れ
ど
丸
髷
の
大
き
さ
、」

　
「（
信
如
の
母
の
描
写
）
御
新
造
は
い
ま
だ
四
十
の
上
を
幾
ら
も
越
さ
で
、
色
白

に
髪
の
毛
薄
く
、
丸
髷
も
小
さ
く
結
ひ
て
見
ぐ
る
し
か
ら
ぬ
ま
で
の
人
が
ら
、」

■
『
や
み
夜
』

　
「（
令
嬢
の
お
蘭
の
描
写
）
黄
金
を
鑠
か
す
此
頃
の
暑
さ
に
、
こ
ち
た
き
髪
の
う

る
さ
や
と
洗
ま
し
け
る
は
今
朝
、
お
の
づ
か
ら
の
緑
し
た
ゝ
ら
ん
計
な
る
が
肩
に

か
ゝ
り
て
、
こ
ぼ
る
ゝ
幾
筋
の
雪
は
づ
か
し
き
頬
に
か
ゝ
れ
る
ほ
ど
好
色
た
る
ひ

と
に
評
さ
せ
ん
は
勿
体
な
し
、
何
と
や
ら
観
音
さ
ま
の
面
か
げ
に
似
て
、
そ
れ
よ

り
は
淋
し
く
、
そ
れ
よ
り
は
、
美
く
し
。」

　
「（
貧
相
な
佐
助
の
描
写
）
さ
ら
で
も
さ
し
出
た
る
額
の
い
よ
�
い
ち
じ
る
し

く
、
生
際
薄
く
し
て
延
び
た
る
髪
は
頸
を
お
ほ
え
り
。」

　
「
見
た
り
し
に
は
異
な
る
島
田
髷
に
、
美
相
は
斯
く
ぞ
お
ぼ
え
し
夢
中
の
面
か

げ
止
め
て
、」

■
『
十
三
夜
』

　
「（
お
関
を
描
写
）
大
丸
髷
に
金
輪
の
根
を
巻
き
て
黒
縮
緬
の
羽
織
何
の
惜
し
げ
も

な
く
、
我
が
娘
な
が
ら
も
い
つ
し
か
調
ふ
奥
様
風
、
こ
れ
を
ば
結
び
髪
に
結
ひ
か

へ
さ
せ
て
綿
銘
仙
の
半
天
に
」

　
「（
お
関
が
録
之
助
を
思
い
や
っ
て
）
我
が
此
様
な
丸
髷
な
ど
に
、
取
済
し
た
る

様
な
姿
を
い
か
ば
か
り
面
に
く
ゝ
思
は
れ
る
で
あ
ら
う
。」

■
『
わ
か
れ
道
』

　
「（
お
京
の
描
写
）
年
頃
二
十
歳
余
り
の
意
気
な
女
、
多
い
髪
の
毛
を
忙
が
し
い

折
か
ら
と
て
結
び
髪
に
し
て
、」

　
「
三
ツ
輪
結
つ
て
総
の
下
つ
た
被
布
を
着
る
お
妾
さ
ま
に
相
違
は
な
い
、」

■
『
に
ご
り
え
』

　
「
お
力
と
呼
ば
れ
た
る
は
中
肉
の
背
恰
好
す
ら
り
つ
と
し
て
洗
い
髪
の
大
島
田

に
新
わ
ら
の
さ
わ
や
か
さ
」
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「
お
高
と
い
へ
る
は
洋
銀
の
簪
で
天
神
が
へ
し
の
髷
の
下
を
掻
き
な
が
ら
」

　
「
去
年
向
島
の
花
見
の
時
女
房
づ
く
り
し
て
丸
髷
に
結
つ
て
（
中
略
）
ま
し
て
や

此
大
島
田
に
折
ふ
し
は
時
好
の
花
簪
さ
し
ひ
ら
め
か
し
て
」

■
『
闇
桜
』

　
「
可
愛
ら
し
き
十
六
歳
の
高
島
田
に
か
く
る
や
さ
し
き
な
ま
こ
絞
り
く
れ
な
ゐ

は
園
生
に
植
て
も
か
く
れ
な
き
も
の
中
村
の
お
嬢
さ
ん
と
あ
ら
ぬ
人
に
ま
で
う
は

さ
ゝ
る
ゝ
美
人
も
う
る
さ
き
も
の
ぞ
か
し
」

　
「
白
き
お
も
て
は
い
と
ゞ
透
き
通
る
程
に
散
り
か
か
る
幾
筋
の
黒
髪
は
元
の
緑

な
が
ら
油
け
も
な
き
い
た�

し
さ
よ
」

■
『
う
も
れ
木
』

　
「（
く
せ
毛
に
対
し
て
）
幾
度
じ
れ
た
る
癖
直
し
の
、
お
陰
に
ふ
く
ら
む
鬢
付
き

た
ぼ
付
き
、」

　
「
芙
蓉
の
面
に
淡
彩
の
工
合
、
楊
柳
の
髪
に
根
が
け
の
好
み
、
扨
も
美
か
な
扨

も
美
か
な
、」

　
「
黒
漆
の
髪
雪
白
の
肌
、
あ
れ
も
無
し
こ
れ
も
無
し
、」

■
『
ゆ
く
雲
』

　
「
桂
次
が
は
じ
め
て
見
し
時
は
十
四
か
三
か
、
唐
人
髷
に
赤
き
切
れ
か
け
て
、」

　
「
此
処
の
内
儀
が
目
の
前
に
う
か
び
た
る
形
は
、
横
巾
ひ
ろ
く
長
つ
ま
り
し
顔

に
、
目
鼻
だ
ち
は
ま
づ
く
も
あ
る
ま
じ
け
れ
ど
、
鬢
う
す
く
し
て
首
筋
く
つ
き
り

と
と
せ
ず
、
胴
よ
り
は
足
の
長
い
女
と
お
ぼ
ゆ
る
と
言
ふ
、」

■
『
う
つ
せ
み
』

　
「
一
人
は
六
十
に
近
か
る
べ
き
人
品
よ
き
剃
髪
の
老
人
、
一
人
は
妻
な
る
べ
し

対
す
る
ほ
ど
の
年
輩
に
て
こ
れ
は
実
法
に
小
さ
き
丸
髷
を
ぞ
結
ひ
け
る
、」

　
「
黒
く
多
き
髪
の
毛
を
最
惜
し
げ
も
な
く
引
つ
め
て
、
銀
杏
返
し
の
こ
は
れ
た

る
や
う
に
折
返
し
折
返
し
髷
形
に
畳
み
こ
み
た
る
が
、」

　
「
品
の
よ
き
高
髷�
�
�
�
�
�
�
�
	


に
お
根
が
け
は
桜
色
を
重
ね
た
る
白
の
丈

長
、
平
打
の
銀
簪
一
つ
淡
泊
と
遊
ば
し
て
学
校
が
よ
ひ
の
お
姿
」

■
『
わ
れ
か
ら
』

　
「
昨
日
ま
で
に
打
す
て
し
髪
の
毛
つ
や
ら
し
う
結
び
あ
げ
、」

　
「
高
枕
に
か
ゝ
り
て
鉢
巻
に
み
だ
れ
髪
の
姿
、
傷
ま
し
き
ま
で
疲
れ
た
れ
ど
其

美
し
さ
は
神
々
し
き
様
に
成
り
ぬ
。」

　
「（
妾
の
お
波
を
描
写
）
髪
の
毛
自
慢
の
櫛
巻
で
、」

　

一
葉
の
小
説
の
う
ち
『
こ
の
子
』『
裏
紫
』『
雪
の
日
』『
大
つ
ご
も
り
』
な
ど
を
除

い
て
、
右
の
小
説
に
髪
の
描
写
が
見
ら
れ
る
。

　

作
品
別
に
人
物
と
頭
髪
に
関
す
る
描
写
に
つ
い
て
詳
し
く
検
討
し
た
い
。

　
『
た
け
く
ら
べ
』
の
信
如
の
描
写
「
千
筋
と
な
づ
る
黒
髪
も
今
い
く
歳
の
さ
か
り
に

か
」
に
つ
い
て
は
「
い
が
く
り
頭
」
と
の
描
写
が
あ
り
矛
盾
、「
美
文
調
に
引
か
さ
れ

て
思
わ
ず
筆
が
す
べ
っ
た
感
が
あ
る
」
と
い
う
塩
田
良
平
の
指
摘��
�
が
あ
る
。
こ
の

問
題
に
つ
い
て
は
す
で
に
解
決
し
て
あ
る
の
で
、
そ
ち
ら
を
参
照
さ
れ
た
い��
�
。
男

性
の
紹
介
に
髪
を
用
い
た
の
は
こ
の
個
所
と
『
や
み
夜
』
の
佐
吉
の
二
例
だ
け
で
あ

る
。
佐
吉
は
好
ま
し
く
な
く
描
か
れ
て
お
り
、
信
如
は
唯
一
、
髪
の
多
い
好
男
子
と

し
て
設
定
さ
れ
て
い
る
。

　

ヒ
ロ
イ
ン
・
美
登
利
に
つ
い
て
は
「
解
か
ば
足
に
も
と
ゞ
く
べ
き
毛
髪
を
、
根
あ

が
り
に
堅
く
つ
め
て
前
髪
大
き
く
髷
お
も
た
げ
の
、」
と
美
し
い
髪
に
つ
い
て
余
す

樋口一葉の頭髪観
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と
こ
ろ
無
く
詳
細
に
紹
介
し
て
い
る
。「
多
い
黒
髪
」
を
美
人
と
す
る
設
定
は
そ
の

他
の
作
品
に
も
同
様
に
見
ら
れ
る
。

　

正
太
郎
の
祖
母
は
「
あ
れ
で
年
は
六
十
四
、
白
粉
を
つ
け
ぬ
が
め
つ
け
物
な
れ
ど

丸
髷
の
大
き
さ
、」
と
、
若
作
り
の
髷
に
嫌
悪
感
を
示
し
、
好
ま
し
く
な
い
人
間
と

し
て
描
い
て
い
る
。

　

逆
に
信
如
の
母
は
「
御
新
造
は
い
ま
だ
四
十
の
上
を
幾
ら
も
越
さ
で
、
色
白
に
髪

の
毛
薄
く
、
丸
髷
も
小
さ
く
結
ひ
て
見
ぐ
る
し
か
ら
ぬ
ま
で
の
人
が
ら
、」
と
年
相

応
の
小
振
り
な
髷
を
好
意
的
に
描
写
し
て
い
る
。

　
『
や
み
夜
』
で
は
、
令
嬢
の
お
蘭
の
美
し
さ
を
「
こ
ち
た
き
髪
の
う
る
さ
や
と
洗
ま

し
け
る
は
今
朝
、
お
の
づ
か
ら
の
緑
し
た
ゝ
ら
ん
計
な
る
が
肩
に
か
ゝ
り
て
、
こ
ぼ

る
ゝ
幾
筋
の
雪
は
づ
か
し
き
頬
に
か
ゝ
れ
る
ほ
ど
」
と
し
、
貧
相
な
佐
吉
に
対
し
て

は
「
生
際
薄
く
し
て
延
び
た
る
髪
は
頸
を
お
ほ
え
り
。」
と
し
て
い
る
。

　
『
十
三
夜
』
で
は
、
高
級
官
僚
で
あ
る
原
田
の
妻
・
お
関
を
「
大
丸
髷
に
金
輪
の
根

を
巻
き
て
」
と
髪
が
多
い
と
設
定
し
、
美
し
い
奥
様
風
に
仕
立
て
て
い
る
。

　
『
わ
か
れ
道
』
で
は
、
お
京
を
「
多
い
髪
の
毛
を
」
と
美
人
に
設
定
し
て
い
る
。

　
『
に
ご
り
え
』
の
お
力
は
「
洗
い
髪
の
大
島
田
に
」
と
美
人
と
し
て
描
写
し
て
い

る
。
一
方
、
お
力
と
反
対
に
お
高
は
不
美
人
と
し
て
「
洋
銀
の
簪
で
天
神
が
へ
し
の

髷
の
下
を
掻
き
な
が
ら
」
と
不
潔
そ
う
に
描
か
れ
て
い
る
。
も
う
一
人
、
与
太
郎
の

母
も
「
ま
し
て
や
此
大
島
田
に
」
と
し
、
客
を
引
く
た
め
の
若
作
り
に
嫌
悪
感
を
示

し
て
描
い
て
い
る
。

　
『
闇
桜
』
で
は
、
美
し
い
千
代
を
「
可
愛
ら
し
き
十
六
歳
の
高
島
田
に
」「
散
り
か

か
る
幾
筋
の
黒
髪
は
元
の
緑
な
が
ら
油
け
も
な
き
い
た
�
し
さ
よ
」
と
同
情
的
に

描
い
て
い
る
。

　
『
う
も
れ
木
』
で
は
、
年
頃
の
少
女
の
く
せ
毛
を
「
幾
度
じ
れ
た
る
癖
直
し
の
、
お

陰
に
ふ
く
ら
む
鬢
付
き
た
ぼ
付
き
、」
と
し
、
い
っ
ぱ
し
の
器
量
よ
し
の
つ
も
り
で

い
る
と
非
難
し
て
い
る
。
こ
こ
は
全
小
説
中
「
く
せ
毛
」
を
描
い
た
唯
一
の
個
所
で

も
あ
る
。
一
方
、
片
意
地
者
の
兄
の
た
め
に
世
間
並
み
の
娘
ら
し
い
こ
と
も
出
来
な

い
お
蝶
は
「
楊
柳
の
髪
に
根
が
け
の
好
み
、
扨
も
美
か
な
扨
も
美
か
な
、」「
黒
漆
の

髪
」
と
描
き
、
美
登
利
に
近
い
美
人
像
を
作
ろ
う
と
し
て
い
る
。「
楊
柳
の
髪
」「
黒

漆
の
髪
」
と
一
歩
踏
み
込
ん
だ
描
写
か
ら
も
お
蝶
に
対
す
る
思
い
入
れ
が
う
か
が
え

る
。

　
『
ゆ
く
雲
』
の
お
作
は
十
四
か
三
歳
で
「
唐
人
髷
に
赤
き
切
れ
か
け
て
、」
に
続
い

て�
「
横
巾
ひ
ろ
く
長
つ
ま
り
し
顔
に
、
目
鼻
だ
ち
は
ま
づ
く
も
あ
る
ま
じ
け
れ
ど
、

鬢
う
す
く
し
て
首
筋
く
つ
き
り
と
と
せ
ず
、
胴
よ
り
は
足
の
長
い
女
と
お
ぼ
ゆ
る
と

言
ふ
、」
と
描
写
。「
う
す
毛
」
を
醜
女
の
要
素
と
し
て
描
い
て
い
る
。
な
お
「
胴
よ

り
は
足
の
長
い
女
」
は
現
代
で
は
美
人
の
要
素
と
し
て
歓
迎
さ
れ
る
が
、
当
時
は
マ

イ
ナ
ス
要
因
で
あ
っ
た
も
興
味
深
い
。

　
『
う
つ
せ
み
』
で
は
剃
髪
の
老
人
の
妻
を
「
年
輩
に
て
こ
れ
は
実
法
に
小
さ
き
丸
髷

を
ぞ
結
ひ
け
る
、」
と
、
信
如
の
母
と
同
じ
よ
う
な
視
点
で
描
写
し
て
い
る
。
雪
子

は
「
黒
く
多
き
髪
の
毛
を
最
惜
し
げ
も
な
く
引
つ
め
て
、
銀
杏
返
し
の
こ
は
れ
た
る

や
う
に
折
返
し
折
返
し
髷
形
に
畳
み
こ
み
た
る
が
、」
と
美
人
に
設
定
し
「
品
の
よ
き

高
髷
（
注
、
高
島
田
の
意
味
）
に
お
根
が
け
は
桜
色
を
重
ね
た
る
白
の
丈
長
、
平
打

の
銀
簪
一
つ
淡
泊
と
遊
ば
し
て
」
と
通
学
す
る
姿
を
描
写
し
て
い
る
。

　
『
わ
れ
か
ら
』
の
美
尾
は
「
昨
日
ま
で
に
打
す
て
し
髪
の
毛
つ
や
ら
し
う
結
び
あ

げ
、」「
高
枕
に
か
ゝ
り
て
鉢
巻
に
み
だ
れ
髪
の
姿
、
傷
ま
し
き
ま
で
疲
れ
た
れ
ど
其

美
し
さ
は
神
々
し
き
様
に
成
り
ぬ
。」
と
美
し
く
描
き
、
妾
の
お
波
も
「
髪
の
毛
自
慢
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の
櫛
巻
で
、」
と
髪
の
美
し
さ
を
強
調
し
美
人
と
し
て
設
定
し
て
い
る
。

　

こ
の
分
析
結
果
を
一
覧
表
に
す
る
と
次
の
よ
う
に
な
る
。

　

作
品
に
登
場
す
る
人
物
を
描
く
一
葉
は
、
頭
髪
に
よ
っ
て
美
醜
の
い
ず
れ
か
に
分

類
し
よ
う
と
し
て
い
る
こ
と
が
判
明
し
た
。
日
記
に
限
ら
ず
作
品
群
に
も
頭
髪
に
対

す
る
異
常
な
こ
だ
わ
り
は
現
れ
て
い
る
。

お
わ
り
に

　

一
葉
は
小
説
の
登
場
人
物
の
髪
に
つ
い
て
、
そ
の
描
写
を
頻
繁
に
行
っ
て
い
る
こ

と
が
以
上
の
観
察
の
結
果
、
明
白
に
な
っ
た
。
ま
た
、
一
葉
自
身
、
髪
が
非
常
に
薄

い
状
態
で
あ
っ
た
こ
と
も
指
摘
し
た
。

　

髪
が
薄
い
と
い
う
こ
と
は
、
女
性
、
と
く
に
明
治
時
代
に
お
い
て
は
引
け
目
に
感

じ
て
当
然
の
欠
点
で
あ
っ
た
。
つ
ま
り
コ
ン
プ
レ
ッ
ク
ス
を
感
じ
て
い
た
と
考
え
ら

れ
る
。
と
い
う
こ
と
は
、
髪
の
毛
が
人
並
み
に
、
あ
る
い
は
そ
れ
以
上
に
多
け
れ
ば

な
ぁ
…
と
い
う
フ
ラ
ス
ト
レ
ー
シ
ョ
ン
を
抱
え
て
い
た
と
想
定
さ
れ
る
。
さ
ら
に
、

極
度
の
貧
困
や
女
戸
主
な
ど
の
ハ
ン
デ
ィ
が
そ
れ
に
追
い
打
ち
を
か
け
て
い
た
可
能

性
が
高
い
。

　

こ
れ
ら
を
考
え
合
わ
せ
る
と
「
一
葉
は
小
説
の
登
場
人
物
の
髪
に
つ
い
て
、
そ
の

描
写
を
頻
繁
に
行
っ
て
い
る
」
こ
と
は
、
自
己
防
衛
機
制
が
働
い
た
結
果
の
行
動
と

考
え
ら
れ
る
。

　

た
だ
先
に
指
摘
し
た
「
奇
跡
の
十
四
カ
月
」
と
呼
ば
れ
る
時
期
以
降
の
日
記
に
、

頭
髪
に
対
す
る
記
載
が
激
減
し
て
い
る
点
に
つ
い
て
は
、
発
表
す
る
小
説
が
次
々
と

注
目
を
集
め
、
人
気
作
家
と
な
り
自
信
を
持
っ
た
こ
と
が
コ
ン
プ
レ
ッ
ク
ス
を
帳
消

し
し
た
た
め
の
現
象
と
見
た
い
。

　

明
治
期
、
美
男
美
女
を
登
場
さ
せ
る
の
は
小
説
作
法
の
常
套
手
段
で
あ
っ
た
と
の

反
論
も
考
え
ら
れ
る
。
確
か
に
『
た
け
く
ら
べ
』
は
そ
の
典
型
的
な
例
に
挙
げ
ら
れ

樋口一葉の頭髪観
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小
説
に
登
場
す
る
人
物

�
作　

品　

名

た
け
く
ら
べ

や　

み　

夜

十

三

夜

わ

か

れ

道

に

ご

り

え

闇

桜

う

も

れ

木

ゆ

く

雲

う

つ

せ

み

わ

れ

か

ら

（　
　

）
内
は
男
性

美　
　

人

美
登
利

信
如
の
母

（
信
如
）

お
蘭

お
関

お
京

お
力

中
村
千
代

お
蝶

剃
髪
の
老
人
の
妻

雪
子

美
尾

お
波

不�
美�
人

正
太
郎
の
祖
母

（
佐
吉
）

お
高

与
太
郎
の
母

少
女
た
ち

お
作



る
。
こ
の
手
法
は
そ
の
後
も
続
き
芥
川
龍
之
介
あ
た
り
ま
で
見
ら
れ
る
が
、
や
が
て

大
衆
小
説
に
限
定
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
し
か
し
、
一
葉
の
頭
髪
に
対
す
る
コ
ン

プ
レ
ッ
ク
ス
は
、
常
套
手
段
の
域
を
は
る
か
に
超
え
た
根
深
さ
が
あ
っ
た
と
言
う
べ

き
で
あ
る
。

　

三
宅
花
圃
に
「
薄
毛
」
の
う
え
に
「
ひ
ど
い
近
眼
」
と
形
容
さ
れ
た
一
葉
で
あ
る

が
、
残
さ
れ
た
写
真
を
見
る
と
顔
立
ち
は
決
し
て
悪
く
は
な
い
。
現
代
な
ら
「
薄

毛
」
は
ハ
ン
デ
ィ
と
は
な
ら
ず
「
ひ
ど
い
近
眼
」
も
コ
ン
タ
ク
ト
レ
ン
ズ
で
解
消
で

き
、
コ
ン
プ
レ
ッ
ク
ス
と
は
無
縁
の
人
生
を
送
っ
た
か
も
知
れ
な
い
。
し
か
し
、
そ

の
分
だ
け
名
作
も
誕
生
し
な
か
っ
た
可
能
性
も
高
く
な
ろ
う
。

　

一
葉
の
作
品
、
周
囲
の
証
言
や
時
代
背
景
を
検
証
す
る
と
「
薄
毛
」
に
よ
る
コ
ン

プ
レ
ッ
ク
ス
に
端
を
発
す
る
自
己
防
衛
機
制
が
働
い
て
い
た
こ
と
が
指
摘
で
き
る
。

作
品
に
登
場
す
る
人
物
ま
で
頭
髪
に
こ
だ
わ
っ
た
描
写
が
多
い
の
は
、
コ
ン
プ
レ
ッ

ク
ス
に
起
因
し
た
結
果
と
言
え
る
。

注（
１
）
田
上
貞
一
郎
「『
た
け
く
ら
べ
』
注
釈
考�
」『
佐
古
純
一
郎
教
授
退
任
記
念

論
文
集
』（
朝
文
社
）

（
２
）
田
上
貞
一
郎
「
樋
口
一
葉
『
た
け
く
ら
べ
』
美
登
利
の
登
校
拒
否
」
茨
城
女

子
短
期
大
学
紀
要
第
十
三
集

（
３
）
前
田
愛
『
近
代
文
学
の
女
た
ち
』（
岩
波
書
店
）

（
４
）
荒
俣
宏
『
髪
の
文
化
史
』（
潮
出
版
社
）

（
５
）
日
本
古
典
文
学
全
集
『
源
氏
物
語
一
』（
小
学
館
）
に
よ
る

（
６
）
大
原
梨
恵
子
『
黒
髪
の
文
化
史
』（
築
地
書
館
）

（
７
）
三
田
村
雅
子
「
黒
髪
の
源
氏
物
語
」（「
源
氏
研
究
」
第
一
号
）

（
８
）
塩
田
良
平
『
評
解　

た
け
く
ら
べ
・
に
ご
り
え
』（
山
田
書
院
）

付
記　

本
稿
を
作
成
す
る
に
当
た
り
京
都
女
子
大
学
非
常
勤
講
師
・
林
多
美
先
生
の

ご
指
導
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
心
か
ら
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。
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一
、
は
じ
め
に

　

本
稿
は
『
太
平
記
』
の
最
初
の
合
戦
（
い
わ
ゆ
る
正
中
の
変
で
の
京
中
合
戦
）
に

つ
い
て
、
そ
の
意
義
付
け
と
問
題
点
を
一
、
二
、
小
考
な
が
ら
考
察
し
て
み
た
も
の

で
あ
る
。
そ
の
結
果
、『
太
平
記
』
巻
一
の
京
中
合
戦
の
構
造
に
「
北
野
」
が
隠
さ
れ

て
い
る
こ
と
、
合
戦
の
描
写
に
他
の
（
主
に
『
平
家
物
語
』
の
連
想
）
作
品
を
意
識

的
に
想
起
さ
せ
る
二
重
性
を
持
た
せ
て
い
る
こ
と
が
指
摘
で
き
た
が
、
こ
れ
は
従
来

た
だ
の
類
似
・
影
響
と
考
え
る
方
向
か
ら
、
よ
り
積
極
的
に
そ
の
二
重
性
を
享
受
し

て
い
こ
う
と
い
う
、
い
わ
ば
和
歌
の
本
歌
取
り
に
も
似
た
物
語
の
「
本
話
取
り
」
を

認
め
て
行
き
た
い
と
考
え
る
に
到
っ
た
。

二
、
巻
一
、
京
中
合
戦
の
位
置

　
『
太
平
記
』
巻
一
「
謀
叛
露
顯
土
岐
多
治
見
被
討
事
」（
以
下
、
本
文
、
章
段
名
は

「
西
源
院
本
」）
に
お
け
る
土
岐
十
郎
頼
時
、
多
治
見
四
郎
国
長
の
倒
幕
計
画
加
担
の

武
士
に
対
し
て
、
そ
の
宿
所
を
急
襲
し
た
鎌
倉
幕
府
・
六
波
羅
探
題
方
の
鎮
圧
部
隊

に
よ
る
京
中
合
戦
（
い
わ
ゆ
る
正
中
の
変
、
一
三
二
四
）
は
『
太
平
記
』
で
の
最
初

の
合
戦
場
面
で
あ
る
と
い
う
意
味
で
も
重
要
で
あ
る
。
歴
史
的
に
み
て
も
、
保
元
・

平
治
の
乱
、
源
平
合
戦
で
の
京
中
合
戦
・
動
乱
以
後
、
約
一
世
紀
半
の
空
白
（
そ
れ

は
京
都
自
体
に
と
っ
て
は
幸
福
な
「
花
の
都
」
の
時
代
で
あ
っ
た
は
ず
だ
が
）
を
経

て
、
初
め
て
の
本
格
的
な
京
中
で
の
合
戦
で
あ
っ
た
。
い
わ
ば
、
こ
の
合
戦
は
、
我

が
国
中
世
最
初
の
京
中
合
戦
で
あ
り
、
そ
れ
を
『
太
平
記
』
が
描
写
し
た
と
い
う
点

で
も
注
目
さ
れ
て
よ
い
。
そ
し
て
、
安
井
久
善
氏
も
「
保
元
・
平
治
以
来
洛
中
の
合

戦
沙
汰
は
絶
え
て
久
し
か
っ
た
だ
け
に
、
爾
後
数
世
紀
に
わ
た
っ
た
乱
世
の
序
曲
と

し
て
、
一
つ
の
意
義
を
持
っ
て
い
る
」
�
�
�
と
指
摘
さ
れ
る
通
り
、
軍
記
文
学
の
分
野

で
も
『
太
平
記
』
を
は
じ
め
と
し
て
、
以
後
の
『
明
徳
記
』『
応
仁
記
』『
信
長
記
』

等
の
中
世
軍
記
の
多
く
が
、
中
世
末
期
ま
で
連
綿
と
、
京
中
合
戦
を
、
当
り
前
の
戦

場
の
一
つ
と
し
て
描
写
す
る
よ
う
に
な
っ
た
と
言
え
る
か
も
し
れ
な
い
。

　

恐
ら
く
数
あ
る
合
戦
の
中
で
、
京
都
ほ
ど
（
含
・
京
都
盆
地
）
戦
場
と
な
っ
た
回

数
が
多
い
所
は
な
い
の
で
は
あ
る
ま
い
か
。
見
方
を
か
え
る
と
、
京
都
ほ
ど
、
戦
場

と
し
て
好
ま
れ
続
け
た
場
所
は
な
か
っ
た
に
ち
が
い
な
い
。
こ
れ
は
、
国
の
中
央
に

位
置
し
、
人
口
密
集
の
地
、
文
化
・
情
報
・
皇
室
・
公
家
の
根
拠
地
と
し
て
、
こ
こ

『太平記』巻一、京中合戦小考
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で
の
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
が
歴
史
を
変
え
る
こ
と
に
武
士
で
な
く
て
も
誰
も
が
気
付
い

て
い
た
こ
と
と
密
接
に
関
わ
る
こ
と
で
も
あ
る
。

　

さ
て
、『
太
平
記
』
で
の
こ
の
合
戦
の
意
義
は
も
う
一
つ
あ
る
。
そ
れ
は
鎌
倉
幕

府
打
倒
へ
の
最
初
の
後
醍
醐
天
皇
方
と
の
合
戦
で
あ
る
。
六
波
羅
方
に
事
前
に
密
告

さ
れ
て
し
ま
う
も
の
の
、
い
づ
れ
は
対
戦
す
る
こ
と
に
な
る
の
は
時
間
の
問
題
で
も

あ
っ
た
。
ま
た
、『
太
平
記
』
は
実
際
よ
り
規
模
の
大
き
な
合
戦
に
し
「
意
識
的
に
洛

中
合
戦
を
仕
立
て
あ
げ
た
傾
向
が
あ
る
よ
う
で
あ
り
」、「
土
岐
・
多
治
見
両
者
の
死

を
よ
り
壮
絶
に
、
よ
り
花
々
し
く
う
た
い
あ
げ
る
た
め
に
と
ら
れ
た
技
巧
で
は
な
か

ろ
う
か
」
�
�
�
と
い
う
指
摘
も
あ
る
。
ま
た
、
内
容
を
み
る
と
、
土
岐
の
宿
所
（
三
条

堀
河
）
と
多
治
見
の
宿
所
（
錦
小
路
高
倉
）
の
同
時
攻
撃
に
よ
る
展
開
と
い
う
面
白

さ
を
持
っ
て
い
る
。

三
、
発
端

　
『
太
平
記
』
の
事
件
の
発
端
は
土
岐
頼
員
の
妻
で
六
波
羅
評
定
衆
の
一
人
斉
藤
利

行
の
娘
に
、
あ
る
夜
、
倒
幕
計
画
が
あ
る
こ
と
を
寝
物
語
に
話
し
た
こ
と
か
ら
計
画

が
父
斉
藤
利
行
に
伝
わ
り
、
即
座
に
六
波
羅
探
題
が
処
置
を
し
た
こ
と
に
始
ま
る
。

六
波
羅
探
題
で
は
、
摂
津
国
（
実
は
河
内
国
）
葛
葉
の
地
で
の
係
争
の
解
決
の
た
め

と
い
う
名
目
で
京
中
の
篝
屋
の
武
士
と
在
京
の
御
家
人
を
召
集
し
、
謀
叛
人
達
に
悟

ら
れ
な
い
よ
う
に
う
ま
く
謀
っ
た
。
土
岐
・
多
治
見
両
人
共
に
明
日
、
葛
葉
へ
行
く

つ
も
り
に
考
え
て
、
宿
所
に
い
た
と
こ
ろ
を
、
九
月
十
九
日
の
明
け
方
に
急
襲
さ
れ

た
の
で
あ
る��
�
。

　

さ
て
『
増
鏡
』「
春
の
別
れ
」
に
も
正
中
の
変
の
こ
と
が
記
し
て
あ
る
の
で
掲
出
し

て
み
る
。

そ
の
こ
ろ
長
月
ば
か
り
、
ま
だ
し
の
の
め
の
程
に
、
世
の
中
い
み
じ
く
騒
ぎ
の

の
し
る
。
何
事
に
か
、
と
聞
け
ば
、
美
濃
の
国
の
兵
に
て
、
土
岐
の
十
郎
と
か

や
、
ま
た
多
治
見
の
蔵
人
な
ど
い
ふ
者
ど
も
、
忍
び
て
上
り
て
、
四
条
わ
た
り

に
、
た
ち
宿
り
た
る
事
あ
り
て
、
人
に
隠
れ
て
を
り
け
る
を
、
は
や
う
ま
た
告

げ
知
ら
す
る
者
あ
り
け
れ
ば
、
に
は
か
に
そ
の
所
へ
六
波
羅
よ
り
押
し
寄
せ

て
、
か
ら
め
と
る
な
り
け
り
。
あ
ら
は
れ
ぬ
と
や
思
ひ
け
ん
、
か
の
者
ど
も
は

や
が
て
腹
き
り
つ
。
ま
た
別
当
資
朝
、
蔵
人
の
内
記
俊
基
、
同
じ
や
う
に
武
家

へ
捕
ら
れ
て
厳
し
く
た
づ
ね
と
ひ
、
ま
も
り
騒
ぐ
。
事
の
起
り
は
、
御
門
世
を

乱
り
給
は
ん
と
て
、
か
の
武
士
ど
も
を
召
し
た
る
な
り
、
と
ぞ
い
ひ
あ
つ
か
ふ

め
る
。

　
　
（
井
上
宗
雄　

訳
注
、
講
談
社
学
術
文
庫
『
増
鏡
』（
下
）
に
よ
る
）

　

こ
れ
に
よ
る
と
、
土
岐
十
郎
と
多
治
見
蔵
人
が
密
か
に
上
京
し
、
四
条
辺
り
に
潜

伏
し
、
倒
幕
の
準
備
を
し
て
い
た
ら
し
い
。
こ
れ
を
早
く
も
六
波
羅
に
密
告
す
る
者

が
い
て
、
彼
ら
の
滅
亡
へ
と
展
開
。
背
後
に
は
後
醍
醐
帝
の
倒
幕
計
画
が
あ
っ
た
こ

と
を
ほ
の
め
か
し
て
い
る
。

四
、
花
園
院
宸
記

　

こ
の
事
件
の
展
開
を
知
る
に
は
『
花
園
院
宸
記
』
元
亨
四
年
（
正
中
元
年
）
九
月

十
九
日
条
に
詳
し
い
。

　

こ
の
日
の
記
述
の
一
つ
に
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十
九
日
、
晴
、
傳
聞
、
京
中
有
謀
叛
者
、
於
四
條
邊
合
戰
、
死
者
數
多
云
�々
�
�
�

と
あ
り
、
四
条
通
り
辺
り
で
、
死
者
多
数
を
出
し
た
合
戦
が
あ
っ
た
こ
と
が
わ
か

る
。
花
園
院
は
こ
の
事
件
に
対
し
て
大
変
関
心
が
深
か
っ
た
ら
し
く
、
す
で
に
事
件

の
裏
に
大
覚
寺
統
の
後
醍
醐
天
皇
が
絡
ん
で
い
る
こ
と
に
気
付
い
て
い
る
。

　

同
じ
く
『
花
園
院
宸
記
』
の
裏
書
は
、
こ
の
事
件
の
詳
細
・
顛
末
が
記
さ
れ
て
い

る
。
長
い
が
掲
出
し
て
み
る
。

後
日
或
語
云
。
土
岐
左�
藏
人�
�
。
去
十
六
日
俄
上
洛
。
向
齊
藤
某
俊
幸
宿

所
告
云
。
去
比
。
田
地
味
ヽ
ヽ
國
長　
　
　
　

、
語�
�
日
。
資
朝
卿
云
。
關

東
執
政
不
可
然
。
又
運
巳
似
衰
。
朝
威
太
盛
。
豈
可
敵
乎
。
仍
可
被
誅
之
由
承

綸
言
。
或
直
承
御
旨
。
或
資
朝
傳
勅
語
云
々
。�
�
可
同
心
云
々
。
當
座�
以

許
諾
。
後
日
思
關
東
恩
之
難
謝
。
忽
上
洛
欲
告
之
。
而
先
爲
聞
事
體
。
向
國
長

宿
所
相
尋
之
處
。
來
廿
三
日
北
野
祭
也
。
件
祭
禮
有
喧
嘩
。
是
恒
例
事
也
。
乃

武
士
等
馳
向
。
以
件
隙
向
六
波
羅
可
誅
範
貞
。
其
後
仰
山
門
南
都
衆
徒
等
。
可

固
宇
治
勢
多
等
云
々
。
此
事
資
朝
卿
俊
基
奉
行
。
近
國
武
士
等
多
可
被
召

云
々
。
武
家
聞
此
事
。
未
明
召
國
長�
有
等
之
處
不
參
。
兩
三
度
遣
使�
之

處
。
不
及
返
事
放
矢
云
々
。
仍
武
士
等
行
向
合
戰
。�
以
自
殺
云
々
。�
又
奏

聞
資
朝
俊
基
可
被
召
下
之
由
也
云
々
。
或
談
。
主
上
頗
令
迷
惑
給
。
勅
答
等
前

後
依
違
云
々
。
彼
兩
人
早
旦
參
北
山
。
入
夜
向
武
家
。�
乍
二
人
預
置
郎
從
等

云
々
。

最
初
に
登
場
す
る
「
土
岐
左
近
蔵
人�
兼
」
の
「�
兼
（
よ
り
か
ぬ
）」
は
「�
員

（
よ
り
か
づ
）」
と
誤
ら
れ
て
（
混
同
さ
れ
て
）
い
る
人
物
。
頼
兼
（
員
）
が
田
地
味

（
多
治
見
）
国
長
に
語
ら
わ
れ
て
日
野
資
朝
の
倒
幕
の
考
え
を
受
け
て
一
担
は
賛
同

す
る
も
の
の
、「
関
東
の
恩
の
謝
し
難
き
」
を
思
っ
て
す
ぐ
に
上
洛
し
て
斉
藤
俊
幸

の
宿
所
に
行
っ
て
告
げ
知
ら
せ
た
と
い
う
。

五
、
北
野
祭
礼

　

土
岐
頼
兼
が
六
波
羅
探
題
に
倒
幕
計
画
の
密
告
を
行
な
う
前
に
、
そ
の
具
体
的
な

計
画
を
確
認
す
る
た
め
、
事
前
に
、
謀
友
の
武
家
方
の
首
謀
者
の
一
人
で
あ
る
多
治

見
国
長
の
宿
所
を
探
し
尋
ね
て
、
訪
れ
て
い
る
。
す
る
と
国
長
側
か
ら
、
今
月
の
二

十
三
日
に
北
野
祭
が
開
催
さ
れ
る
が
、
こ
の
祭
り
は
喧
嘩
が
起
こ
る
こ
と
が
多
く
、

毎
年
、
恒
例
の
事
と
な
っ
て
い
る
。
そ
こ
で
武
士
等
が
馳
せ
向
か
っ
て
、
こ
れ
を
鎮

圧
に
か
か
る
。
こ
の
隙
を
う
か
が
っ
て
、
守
備
が
手
薄
に
な
っ
た
六
波
羅
探
題
を
襲

い
、
探
題
職
の
北
条
範
貞
を
誅
殺
し
よ
う
と
い
う
の
で
あ
る
。

　

九
月
二
十
三
日
の
北
野
祭
り
の
恒
例
の
「
喧
嘩
」
に
つ
い
て
は
、
例
え
ば
『
百
練

抄
』
建
長
三
年
（
一
二
五
一
）
九
月
十
三
日
に

庚
午
、
天
満
宮
祭
也
、
而
可�
停��
‐��
止
飛
礫�
之
由
承�
別
當
宣�
、
使
廳
下
部�

等
制
止
之
間
、�
�
‐��
置
彼�
輿
於
大
理
門
中�　

退�
‐��
散
之�

と
あ
る
よ
う
に
、
祭
り
に
際
し
て
「
飛
礫
」
が
行
な
わ
れ
、
こ
の
た
め
前
々
か
ら
死

傷
者
が
続
出
し
て
問
題
と
な
っ
て
い
た
ら
し
い
。
そ
こ
で
検
非
違
使
庁
で
は
当
日
、

こ
れ
を
禁
止
し
た
と
こ
ろ
、
神
人
達
は
逆
上
し
て
、
検
非
違
使
別
当
（
長
官
）
の
邸

宅
（
兼
、
検
非
違
使
庁
舎
）
の
門
内
に
、
北
野
の
神
輿
を
か
つ
ぎ
込
ん
で
放
置
し
て

退
散
し
て
し
ま
っ
た
と
い
う
。
公
儀
に
対
す
る
公
然
と
し
た
反
抗
に
及
ぶ
祭
礼
の
一

つ
が
こ
の
北
野
祭
り
で
あ
っ
た
。
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す
で
に
早
く
か
ら
幕
府
で
は
祭
礼
に
際
し
て
の
「
つ
ぶ
て
・
刀
傷
の
禁
止
」
を
打

ち
出
し
て
い
る
。
寛
喜
三
年
（
一
二
三
一
）
四
月
二
十
一
日
付
の
六
波
羅
へ
の
通
達

御
教
書
に
は

諸
社
祭
之
時
、
非
職
之
輩
、
好
武
勇
之
類
、
礫
飛
之
次
、
刃
傷
殺
害
之
条
、
固

可�
被�
加�
制
止�
也
…

と
あ
る
こ
と
か
ら
わ
か
る
。
北
野
社
に
限
ら
ず
、
京
の
祭
礼
で
は
よ
く
「
飛
礫
」「
人

傷
」
や
「
喧
嘩
」
が
絶
え
ず
、
本
来
、
検
非
違
使
の
取
り
締
ま
る
役
目
だ
っ
た
も
の

が
、
次
第
に
手
に
負
え
ず
、
武
家
（
幕
府
・
六
波
羅
探
題
）
が
制
圧
に
乗
り
出
し
て

き
た
も
の
ら
し
い
。

　

弘
長
三
年
（
一
二
六
三
）
の
「
公
家
新
政
」
の
四
十
一
条
の
中
の
一
つ
に
は
「
京

畿
諸
社
の
祭
の
過
差
狼
藉
を
停
止
す
べ
き
こ
と
」
の
文
中
に
、

　
　

制
法
に
拘
わ
ら
ず
ば
…
…
宣
し
く
使
庁
・
武
家
に
仰
せ
て
、
禁
遏
せ
し
む
べ
し��
�

と
あ
る
よ
う
に
、
検
非
違
使
庁
と
武
家
（
六
波
羅
探
題
）
が
取
り
締
ま
る
よ
う
に
規

定
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。

　

正
中
の
変
に
お
け
る
幻
の
正
中
の
ク
ー
デ
タ
ー
計
画
は
正
に
実
行
直
前
に
事
が
露

顕
し
て
、
六
波
羅
探
題
の
摘
発
を
受
け
て
し
ま
っ
た
の
で
あ
る
。
数
あ
る
祭
礼
の
中

で
、
特
に
北
野
祭
り
の
騒
動
を
選
ん
で
そ
の
日
を
六
波
羅
探
題
襲
撃
の
日
に
決
め
た

の
は
、
当
時
、
す
で
に
北
野
祭
り
の
暴
動
に
六
波
羅
方
が
相
当
手
を
や
い
て
い
た
こ

と
を
裏
付
け
る
も
の
で
あ
っ
た
だ
ろ
う
。
残
念
な
が
ら
当
時
の
九
月
の
北
野
祭
り
の

実
態
・
詳
細
は
不
明
で
あ
る
が
、
依
然
と
し
て
六
波
羅
探
題
の
十
分
警
戒
す
べ
き
祭

り
で
あ
っ
た
だ
ろ
う
。

　

さ
て
、
北
野
社
の
祭
礼
を
利
用
し
て
の
ク
ー
デ
タ
ー
未
遂
事
件
を
『
太
平
記
』
の

作
者
は
知
ら
な
か
っ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
作
者
は
花
園
院
の
よ
う
に
計
画
の
詳
細
に

興
味
を
持
ち
、
北
野
と
の
こ
と
も
わ
か
っ
て
い
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
し
か

し
、
折
角
の
北
野
の
祭
礼
を
利
用
し
て
の
倒
幕
計
画
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
天
神
の
御

助
力
も
な
く
、
失
敗
し
て
し
ま
う
事
実
を
記
す
の
に
、
何
か
抵
抗
が
あ
っ
た
の
か
も

し
れ
な
い
。

　

と
い
う
の
も
、『
太
平
記
』
は
北
野
信
仰
・
天
神
信
仰
に
よ
る
御
利
益
や
罰
が
所
々

に
記
さ
れ
、
そ
れ
に
つ
い
て
以
前
に
『
太
平
記
』
中
で
の
北
野
天
神
の
特
異
性
に
つ

い
て
い
く
つ
か
指
摘
し
た
こ
と
も
あ
る��
�
。
そ
こ
か
ら
『
太
平
記
』
作
者
圏
の
問
題

も
絡
め
る
こ
と
が
で
き
た
の
だ
が
、
と
も
か
く
、
作
者
と
す
れ
ば
、
北
野
と
正
中
の

変
と
の
関
わ
り
は
都
合
が
悪
く
、
話
を
改
変
し
た
と
も
考
え
ら
れ
る
。
史
実
上
、
都

合
の
悪
い
所
で
は
正
に
、
北
野
を
記
さ
な
い
と
い
う
点
に
、
北
野
の
信
仰
を
見
い
出

す
こ
と
が
で
き
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
そ
の
数
少
な
い
例
と
し
て
本
章
段
は
指

摘
さ
れ
る
べ
き
も
の
と
考
え
た
い
。
北
野
と
『
太
平
記
』
と
の
関
わ
り
は
今
後
も
注

目
し
て
い
き
た
い
。

　

結
局
の
と
こ
ろ
、『
宸
記
』
に
載
る
斉
藤
俊
幸
の
宿
所
へ
土
岐
左
近
蔵
人
頼
兼
が

密
告
に
行
く
と
い
う
場
面
を
、『
太
平
記
』
で
は
頼
員
（
兼
）
の
妻
が
こ
れ
を
先
に
父

利
行
（
俊
幸
）
に
知
ら
せ
、
次
い
で
夫
が
こ
れ
に
従
う
と
い
う
劇
的
な
面
白
さ
に
仕

立
て
上
げ
る
か
わ
り
、『
宸
記
』
に
記
す
北
野
の
祭
礼
云
々
と
い
う
具
体
的
な
ク
ー

デ
タ
ー
の
内
容
は
消
し
去
っ
て
し
ま
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。
そ
の
消
さ
れ
た
内
容
は

以
下
の
よ
う
に
『
宸
記
』
に
は
続
け
て
記
さ
れ
て
い
る
。

　

六
波
羅
探
題
の
北
条
範
貞
を
討
っ
た
後
、
延
暦
寺
や
東
大
寺
・
興
福
寺
の
南
都
の

衆
徒
に
命
じ
て
宇
治
・
勢
多
を
固
め
て
、
東
か
ら
鎌
倉
軍
の
西
上
を
防
ぐ
一
方
、
近

国
の
武
士
を
多
く
招
集
し
て
倒
幕
を
具
体
化
し
て
い
く
計
画
で
あ
っ
た
こ
と
を
記
し

て
い
る
。
六
波
羅
で
は
す
ぐ
に
（
九
月
十
九
日
の
）
未
明
に
国
長
と
頼
有
を
召
そ
う
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と
し
た
が
参
上
し
な
い
。
二
度
三
度
と
使
い
の
者
を
や
る
が
、
か
え
っ
て
矢
を
放
つ

始
末
。
そ
こ
で
謀
叛
の
動
き
歴
然
と
い
う
こ
と
で
武
士
が
行
き
向
か
っ
て
合
戦
と
な

り
、
遂
に
両
名
を
自
害
さ
せ
た
と
い
う
も
の
で
あ
る
。

　

そ
の
後
で
日
野
資
朝
・
俊
基
が
首
謀
者
で
あ
る
と
い
う
こ
と
で
六
波
羅
に
連
行
。

後
醍
醐
帝
も
「
頗
令
迷
惑
給
」
と
周
章
狼
狽
の
体
で
あ
っ
た
こ
と
は
、
日
数
の
経
過

は
異
な
る
も
の
の
、『
太
平
記
』
で
も
大
体
同
意
で
あ
る
。

　

以
上
、
作
者
は
正
中
の
変
の
京
中
合
戦
の
構
想
の
一
つ
に
「
北
野
」
を
は
ず
す
と

い
う
思
い
が
あ
っ
た
可
能
性
を
指
摘
し
て
お
く
に
留
め
て
お
き
た
い
。

六
、
太
平
記
の
合
戦

　

さ
て
、
こ
の
合
戦
の
文
学
的
面
白
さ
は
、
二
つ
の
合
戦
が
同
時
進
行
に
進
み
な
が

ら
、
結
果
と
し
て
倒
幕
計
画
の
土
岐
・
多
治
見
一
味
を
討
伐
す
る
も
の
の
、
そ
の
経

過
が
全
く
対
称
的
と
い
っ
て
い
い
程
、
異
な
る
と
こ
ろ
が
あ
る
点
で
あ
る
。
一
読
す

れ
ば
自
明
の
こ
と
で
は
あ
る
が
、
以
下
、
二
つ
の
合
戦
を
並
べ
て
み
る
。

　

三
条
堀
河
の
土
岐
十
郎
の
宿
所
に
少
人
数
で
わ
ざ
と
忍
び
込
ん
だ
山
本
時
綱
は
、

出
来
る
こ
と
な
ら
土
岐
一
人
を
捕
え
て
六
波
羅
へ
連
行
し
よ
う
と
計
っ
た
が
、
結

局
、
三
条
河
原
に
待
た
せ
て
い
た
味
方
の
軍
勢
が
待
ち
切
れ
ず
に
、
突
入
し
て
し

ま
っ
た
た
め
、
土
岐
は
切
腹
自
害
し
、
若
党
達
も
戦
い
の
準
備
を
十
分
す
る
こ
と
な

く
、
簡
単
に
討
ち
死
に
し
て
し
ま
っ
た
よ
う
な
印
象
で
描
写
さ
れ
て
い
る
。
幕
府
軍

の
損
害
の
状
況
も
全
く
な
く
、
ご
く
短
時
間
で
戦
い
が
終
了
し
て
し
ま
っ
た
印
象
を

持
つ
。
視
点
は
全
て
時
綱
側
か
ら
描
か
れ
て
い
る
。

　

こ
れ
に
対
し
て
錦
小
路
高
倉
の
多
治
見
の
宿
所
で
は
小
串
範
行
が
全
軍
で
取
り
囲
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○
後
陣
の
勢
が
攻
め
込
ん
で
閧
の
声
を

上
げ
る

○
土
岐
、
寝
所
へ
帰
っ
て
切
腹

○
土
岐
の
若
党
共
皆
討
死

○
時
綱
、
首
を
取
っ
て
六
波
羅
へ
馳
せ

帰
る

○
衣
摺
助
房
以
下
二
十
四
人
を
射
落
す

○
孫
六
、
太
刀
を
口
に
く
わ
え
て
櫓
か

ら
倒
に
落
ち
て
自
害

○
そ
の
間
に
多
治
見
の
若
党
二
十
余
人

武
具
を
整
え
る

○
六
波
羅
の
伊
藤
彦
九
郎
父
子
兄
弟
四

人
の
討
ち
死

○
多
治
見
、
門
を
開
い
て
、
幕
府
軍
を

招
く

○
幕
府
軍
五
百
余
人
、
庭
へ
突
入
、

散
々
に
切
立
ら
れ
て
門
外
へ
出
る

○
幕
府
軍
、
第
二
陣
攻
め
入
る

　

辰
の
刻
の
初
め
よ
り
午
の
時
の
終
わ

り
ま
で
戦
い
が
続
く

○
佐
々
木
判
官
の
勢
、
一
千
余
騎
、
在

家
を
破
っ
て
多
治
見
邸
へ
乱
入

○
多
治
見
、
門
の
関
の
木
を
差
し
て
自

害
○
搦
手
の
佐
々
木
勢
、
多
治
見
の
首
を

取
っ
て
六
波
羅
へ
馳
せ
帰
る

○
二
時
の
合
戦
に
死
傷
者
二
七
三
人
で

あ
っ
た

三
条
堀
河
合
戦

土
岐
十
郎
対
山
本
時
綱

○
六
波
羅
を
出
て
三
条
河
原
で
大
勢
を

待
期
。

○
時
綱
、
中
間
二
人
を
連
れ
て
忍
や
か

に
土
岐
の
宿
所
へ
入
る
。

○
宿
所
内
を
確
認
し
て
土
岐
の
部
屋
へ

入
る

○
土
岐
と
二
人
で
太
刀
討
ち
。
広
庭
へ

お
び
き
出
し
て
捕
え
よ
う
と
す
る

錦
小
路
高
倉
合
戦

多
治
見
国
長
対
小
串
範
行

○
範
行
、
多
治
見
の
宿
所
へ
そ
の
ま
ま

押
し
よ
せ
る

○
多
治
見
、
閧
の
声
に
酒
酔
か
ら
寝
覚

め
る

○
遊
君
、
多
治
見
に
武
具
を
着
せ
、�

人
々
を
起
こ
す

○
小
笠
原
孫
六
、
六
波
羅
の
運
勢
を
中

門
の
上
の
櫓
で
防
ぎ
矢
を
す
る



み
、
閧
の
声
を
あ
げ
て
戦
闘
を
促
す
。
朝
駒
け
の
奇
襲
と
は
い
え
、
相
手
の
寝
込
を

襲
っ
て
も
、
準
備
が
整
う
の
を
待
っ
て
か
ら
正
々
堂
々
と
戦
う�
は��
め�
に
な
る
の
で
あ

��
�

る
。
も
っ
と
も
そ
の
ま
ま
突
撃
す
る
は
ず
だ
っ
た
の
か
も
し
れ
な
い
が
、
同
宿
し
て

い
た
遊
び�
女�
の
機
転
か
ら
、
す
ぐ
に
宿
所
の
若
党
が
目
覚
め
た
こ
と
と
、
小
笠
原
孫

�

六
の
弓
術
で
六
波
羅
軍
を
射
す
く
め
た
間
に
、
味
方
の
軍
備
と
覚
悟
の
程
が
で
き
た

事
で
、
六
波
羅
勢
の
力
攻
め
は
出
来
な
く
な
っ
て
し
ま
っ
た
。
こ
の
戦
い
の
視
点
は

一
貫
し
て
多
治
見
方
で
あ
り
、
展
開
の
主
動
が
謀
叛
軍
の
多
治
見
で
あ
る
こ
と
を
示

し
て
い
る
。

　

こ
の
多
治
見
邸
で
の
最
初
の
犠
牲
者
は
、
狩
野
下
野
前
司
の
若
党
、
衣
摺
助
房

が
、
小
笠
原
孫
六
の
矢
に
か
か
っ
て
真
先
に
討
死
し
て
（
作
品
中
に
）
名
を
残
す
。

小
笠
原
孫
六
も
敵
兵
二
十
四
人
を
射
落
し
、
今
一
筋
胡�
に
残
っ
た
矢
を
抜
い
て
腰

に
さ
し
て
そ
の
胡�
を
下
へ
投
げ
落
と
す
場
面
は
、『
平
家
物
語
』
の
「
橋
合
戦
」
で

の
筒
井
浄
妙
明
秀
を
想
起
さ
せ
る��
�
。
又
最
期
の
場
面
も
『
平
家
物
語
』
の
木
曽
最

期
で
の
義
仲
の
乳
兄
弟
、
今
井
四
郎
兼
平
の
、
馬
上
か
ら
大
刀
を
口
に
く
わ
え
て
倒

に
地
面
に
落
ち
て
壮
絶
な
自
害
〈
武
士
の
手
本
〉
を
意
識
（
想
起
）
し
て
の
、
そ
れ

を
上
回
る
櫓
と
い
う
高
さ
か
ら
の
自
害
を
見
せ
る
。
多
治
見
を
起
こ
し
、
す
早
く
身

支
度
を
さ
せ
て
、
す
ぐ
に
他
の
者
を
起
こ
し
に
回
る
遊
び
女
の
存
在
も
、『
平
家
物

語
』
の
土
佐
房
被
斬
の
義
経
と
静
御
前
と
の
関
係
を
連
想
さ
せ
る
な
ど
、
類
似
場
面

を
重
ね
合
わ
せ
る
手
巧
も
見
逃
せ
な
い
。
又
小
笠
原
の
躍
動
的
な
活
躍
と
そ
の
壮
烈

な
討
死
か
ら
、『
史
記
』
の
世
界
を
思
わ
せ
る
と
い
う
指
摘
も
あ
る��
�
。

　

意
識
的
に
、
場
面
に
二
重
性
を
与
え
て
い
る
方
法
は
ち
ょ
う
ど
和
歌
の
本
歌
取
り

の
手
法
の
よ
う
に
、
物
語
の
「�
本��
話��
取��
り�
」
と
い
う
べ
き
手
法
が
『
太
平
記
』
作
者

�
�
�
�
�
�
�

の
手
法
と
し
て
あ
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
も
は
や
過
去
の
作
品
の
類
似
性
を
指
摘
す

る
だ
け
で
は
な
く
、
そ
の
重
複
的
な
豊
か
な
文
学
の
厚
味
を
も
『
太
平
記
』
の
読
者

は
享
受
し
て
い
く
こ
と
が
で
き
る
の
で
は
あ
る
ま
い
か
。

　

以
下
、
六
波
羅
軍
は
死
を
覚
悟
し
た
多
治
見
の
若
党
達
を
攻
め
あ
ぐ
む
、
時
間
の

経
過
（
辰
ノ
刻
之
始
ヨ
リ
、
午
時
之
終
マ
テ
、
約
二
時
計
ノ
合
戦
）
と
共
に
死
傷
者

が
増
大
す
る
こ
と
に
な
る
。
が
、
最
後
は
佐
々
木
判
官
の
軍
・
千
余
騎
が
在
家
を

破
っ
て
別
方
向
か
ら
乱
入
し
た
こ
と
か
ら
、
多
治
見
方
は
皆
自
害
し
て
あ
っ
け
な
い

幕
切
れ
と
な
る
。
結
局
、
佐
々
木
勢
は
ほ
と
ん
ど
戦
う
こ
と
な
く
敵
の
ほ
と
ん
ど
の

首
を
入
手
し
て
六
波
羅
へ
馳
せ
帰
り
、
正
面
の
、
散
々
に
戦
っ
た
軍
勢
は
逆
に
徒
労

に
終
わ
る
と
い
う
茶
番
劇
を
演
じ
、（
最
後
に
死
傷
者
「
二
百
七
十
三
人
」
と
い
う
人

的
損
害
を
記
し
て
（
恐
ら
く
「
二
時
計
ノ
合
戦
ニ
）
と
あ
る
こ
と
か
ら
、
小
串
と
多

治
見
の
合
戦
だ
け
の
損
害
の
よ
う
に
見
受
け
ら
れ
る
の
で
、
余
計
、
幕
府
軍
の
不
甲

斐
な
さ
と
、
多
治
見
の
一
党
の
強
さ
が
浮
き
立
つ
こ
と
に
な
る
の
だ
が
）
こ
の
合
戦

を
終
わ
る
。

　

以
上
、『
太
平
記
』
の
最
初
の
合
戦
（
京
中
合
戦
）
に
つ
い
て
思
う
と
こ
ろ
を
述
べ

て
き
た
が
、
今
後
、
そ
の
他
の
『
太
平
記
』
の
合
戦
に
ど
の
よ
う
な
カ
ラ
ク
リ
が
あ

る
の
か
、
検
討
し
て
い
き
た
い
。

注（
１
）
安
井
久
善
『
太
平
記
合
戦
譚
の
研
究
』（
桜
楓
社
、
昭
和
五
十
六
年
、
二
十

頁
）

（
２
）
同
注
１
、
二
二
頁

（
３
）「
元
亨
四
年
九
月
十
九
日
卯�
」
と
西
源
院
本
に
記
す
が
、
他
本
「
元
徳
元
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年
」
と
記
し
て
後
ろ
の
章
段
と
の
展
開
を
意
識
す
る
も
の
も
あ
る
が
、
今
は

こ
の
京
中
合
戦
の
み
に
絞
っ
て
考
え
る
の
で
、
年
号
の
違
い
は
考
え
な
い
こ

と
と
す
る
。
西
源
院
本
の
「
元
享
四
年
」
は
史
実
通
り
。

（
４
）
引
用
は
『
宸
記
集
』
下
巻
（
藝
林
舎
、
昭
和
四
十
九
年
）
を
一
応
使
用
。「
土

岐
左
近
蔵
人�
兼
」
と
す
る
問
題
点
も
あ
る
が
、
今
は
問
わ
な
い
。

（
５
）
以
上
、
中
沢
厚
『
つ
ぶ
て
』（
も
の
と
人
間
の
文
化
史
、
四
四
、
法
政
大
学
出

版
会
、
昭
和
五
六
年
）
第
三
章
に
詳
し
い
。

（
６
）
武
田
昌
憲
「
太
平
記
と
北
野
―
―
高
師
直
一
族
悪
行
譚
の
一
側
面
―
―
」（
説

話
文
学
研
究
三
十
、
平
成
七
年
）

（
７
）
後
藤
丹
治
『
太
平
記
の
研
究
』（
大
学
堂
書
店
、
昭
和
四
十
八
年
、
八
七
頁
）

（
８
）
山
下
宏
明
『
太
平
記
』（
一
）、
新
潮
日
本
古
典
集
成
（
新
潮
社
、
昭
和
五
十

二
年
、
四
三
頁
、
頭
注
解
説
）

『太平記』巻一、京中合戦小考

３９　茨女短大紀����２９（２００２）３－７

○

○



（
は
じ
め
に
）

　

三
島
由
紀
夫
は
戦
争
中
に
短
編
集
『
花
ざ
か
り
の
森
』（
七
丈
書
院
、
昭
十
九
）
を

出
版
し
文
壇
に
十
代
で
デ
ビ
ュ
ー
し
た
。
し
か
し
、
戦
後
の
混
乱
の
中
で
そ
れ
も

人
々
か
ら
忘
れ
さ
ら
れ
、
大
学
卒
業
後
父
親
の
希
望
通
り
大
蔵
省
に
入
省
し
な
が
ら

文
学
者
と
し
て
生
き
て
い
く
こ
と
も
諦
め
き
れ
ず
、
川
端
康
成
の
門
を
叩
き
「
煙

草
」
を
雑
誌
「
人
間
」（
昭
二
十
一
・
六
）
に
載
せ
て
も
ら
い
、
新
た
な
出
発
を
し
た
。

　

大
蔵
省
在
職
中
に
雑
誌
に
発
表
し
て
い
っ
た
は
じ
め
て
の
長
編
小
説
「
盗
賊
」
も
、

当
時
雑
誌
社
に
持
ち
込
ん
だ
短
編
小
説
の
評
判
も
か
ん
ば
し
く
な
く��
�
彼
は
起
死
回

生
の
意
欲
作
・
初
の
書
き
下
ろ
し
小
説
「
仮
面
の
告
白
」
�
�
�
を
発
表
し
、
そ
の
成
功
に

よ
っ
て
文
壇
的
地
位
を
獲
得
す
る
に
い
た
っ
た
事
は
周
知
の
こ
と
で
あ
る
。

　

従
来
三
島
を
語
る
場
合
、
奥
野
健
男
氏
な
ど
が
「
三
島
文
学
の
実
験
的�
る��
つ��
ぼ�
」

��
��
�

（『
三
島
由
紀
夫
伝
説
』
新
潮
社
、
一
九
九
三
年
）
と
総
称
し
た
こ
と
は
あ
っ
た
が
、

三
島
が
戦
後
の
こ
の
時
期
に
発
表
し
た
多
く
の
短
編
小
説
は
、
初
期
の
習
作
期
の
短

編
小
説
や
戦
後
の
長
編
小
説
の
か
げ
に
隠
れ
て
ほ
と
ん
ど
注
目
さ
れ
る
こ
と
が
な

か
っ
た
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

　

し
か
し
、
戦
後
の
三
島
の
文
学
者
と
し
て
の
再
出
発
を
考
え
る
と
き
、
三
島
が
小

説
家
と
し
て
や
っ
て
い
け
る
か
ど
う
か
暗
中
模
索
し
て
い
た
こ
の
時
期
に
産
み
落
と

さ
れ
た
多
く
の
こ
れ
ら
の
作
品
を
も
う
一
度
き
ち
ん
と
検
証
し
て
み
る
必
要
性
を
強

く
感
じ
る
の
で
あ
る
。
そ
こ
に
は
、
三
島
が
外
国
文
学
な
ど
に
も
自
ら
の
方
法
論
を

模
索
し
て
い
っ
た
様
子
も
、
ま
た
、
彼
自
身
の
戦
後
の
ア
プ
レ
ゲ
ー
ル
と
し
て
の
虚

無
感
と
同
時
に
文
学
者
と
し
て
の
切
実
な
野
心
や
希
望
も
ち
り
ば
め
ら
れ
て
い
る
よ

う
に
思
え
る
か
ら
な
の
で
あ
る
。
そ
し
て
そ
れ
ら
の
短
編
を
詳
細
に
検
討
し
て
い
く

こ
と
に
よ
っ
て
、
三
島
の
戦
後
作
家
と
し
て
の
確
立
の
軌
跡
も
見
え
て
く
る
と
思
え

る
か
ら
で
あ
る
。

　

そ
こ
で
本
稿
で
は
、「
人
間
喜
劇
」
と
い
う
結
局
生
前
ど
こ
に
も
発
表
さ
れ
る
こ

と
の
無
か
っ
た
、
そ
し
て
今
ま
で
誰
か
ら
も
全
く
触
れ
ら
れ
る
こ
と
さ
へ
無
か
っ
た

作
品
、
シ
ニ
カ
ル
な
三
島
か
ら
は
異
色
に
感
じ
ら
れ
る
こ
の
短
編
小
説
に
今
注
目
し

て
み
た
い
と
考
え
て
い
る
。
こ
の
作
品
の
主
人
公
が
三
島
作
品
の
主
人
公
ら
し
く
な

い
点
や
三
島
の
戦
後
の
短
編
ら
し
く
な
い
ハ
ッ
ピ
ー
エ
ン
ド
と
い
う
終
わ
り
方
を
単

な
る
パ
ロ
デ
ィ
と
し
て
片
づ
け
て
し
ま
っ
た
り
、
戦
後
の
短
編
小
説
を
一
括
し
て
寓

話
的
作
品
と
し
て
一
蹴
し
て
し
ま
う
こ
と
は
よ
く
な
い
で
あ
ろ
う
。
こ
の
作
品
は
三

三島由紀夫の戦後短編に関する一考察
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三
島
由
紀
夫
の
戦
後
短
編
に
関
す
る
一
考
察

　
　

―
見
捨
て
ら
れ
た
短
編
「
人
間
喜
劇
」
に
つ
い
て
―
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島
の
戦
後
の
再
出
発
に
お
い
て
一
つ
転
換
点
を
暗
示
す
る
作
品
で
も
あ
り
、
こ
の
作

品
が
そ
の
後
も
放
置
さ
れ
た
ま
ま
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
こ
と
に
は
そ
れ
な
り
の
意
味

が
あ
っ
た
よ
う
に
思
え
る
か
ら
な
の
で
あ
る
。

（
一
）

　
「
人
間
喜
劇
」
は
昭
和
四
十
九
年
度
版
『
三
島
由
紀
夫
全
集
二
巻
』
の
「
解
題
」
に

よ
れ
ば
、
雑
誌
「
光
」
に
掲
載
予
定
で
あ
っ
た
が
「
光
」
が
昭
和
二
十
三
年
十
二
月

号
で
廃
刊
に
な
っ
た
た
め
未
発
表
の
ま
ま
で
全
集
に
収
め
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
と
い

う
。
原
稿
に
は
最
後
に
「
一
九
四
八
・
四
・
二
十
六
」
と
書
か
れ
て
い
る
。

　
「
光
」
と
い
う
雑
誌
は
終
戦
直
後
に
創
刊
さ
れ
た
多
く
の
雑
誌
の
一
つ
で
あ
り
、

現
在
も
娯
楽
的
な
出
版
物
な
ど
を
多
く
扱
っ
て
い
る
光
文
社
が
講
談
社
か
ら
独
立
し

て
初
め
て
創
刊
し
た
総
合
雑
誌
で
あ
る
。
昭
和
二
十
年
十
月
の
創
刊
号
の
巻
頭
に
は

「
光
の
中
を
歩
ま
う
」
と
い
う
一
文
が
掲
げ
ら
れ
て
い
る
。
座
談
会
と
し
て
ジ
ャ
ー

ナ
リ
ス
ト
達
を
集
め
て
「
ア
メ
リ
カ
に
何
を
学
ぶ
べ
き
か
」
の
特
集
が
組
ま
れ
、
創

作
と
し
て
は
高
見
順
の
「
陰
膳
」
が
載
せ
ら
れ
て
い
る
。
第
二
号
の
十
一
月
号
の
座

談
会
の
特
集
は
「
子
供
の
教
育
を
ど
う
す
る
か
」
と
い
う
も
の
で
教
育
関
係
者
が
集

め
ら
れ
て
い
て
、
創
作
は
豊
島
与
志
雄
の
「
美
の
復
活
」
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
。
第

三
号
の
十
二
月
号
の
巻
頭
は
武
者
小
路
実
篤
が
「
新
日
本
建
設
へ
の
協
力
」
と
い
う

巻
頭
文
を
書
き
、
翌
一
月
号
に
も
「
平
和
な
年
の
初
め
に
」
と
い
う
巻
頭
を
書
い
て

い
る
。
裏
表
紙
に
は
「
ア
メ
リ
カ
の
笑
い
」
と
い
う
英
語
の
ジ
ョ
ー
ク
を
対
訳
付
き

で
紹
介
し
た
り
す
る
コ
ー
ナ
ー
も
あ
り
、
気
取
ら
な
い
形
で
の
教
養
雑
誌
を
め
ざ
し

て
い
た��
�
よ
う
で
、
当
初
は
十
二
万
部
発
行
さ
れ
て
い
た
。
当
時
雨
後
の
竹
の
子
の

よ
う
に
多
く
の
総
合
雑
誌
や
文
芸
雑
誌
が
創
刊
さ
れ
た
中
で
も
比
較
的
注
目
を
浴
び

て
い
た
雑
誌
で
あ
る
こ
と
が
、
講
談
社
の
中
か
ら
新
し
く
生
ま
れ
た
出
版
社
の
デ

ビ
ュ
ー
を
飾
る
雑
誌
で
あ
る
と
し
て
も
、
そ
の
執
筆
者
の
多
様
性
か
ら
も
う
か
が
え

る
。
昭
和
二
十
一
年
に
は
坂
口
安
吾
が
「
石
の
思
ひ
」
を
書
い
て
い
る
し
、
正
宗
白

鳥
が
エ
ッ
セ
イ
を
連
載
す
る
な
ど
新
旧
の
文
学
者
が
多
数
寄
稿
し
て
い
る
。

　

三
島
は
こ
の
雑
誌
の
昭
和
二
十
二
年
の
十
二
月
号
の
特
集
「
二
十
代
座
談
会
・
青

春
の
再
建
」
�
�
�
に
九
人
の
メ
ン
バ
ー
の
中
で
最
年
少
と
し
て
参
加
し
て
い
る
。
こ
の

座
談
会
の
中
心
は
年
長
者
の
中
村
真
一
郎
氏
と
加
藤
周
一
氏
だ
っ
た
よ
う
で
、
他
の

メ
ン
バ
ー
は
経
済
学
専
攻
の
新
進
の
学
者
や
学
徒
動
員
の
経
験
者
や
労
働
運
動
の
若

き
リ
ー
ダ
ー
な
ど
多
様
な
メ
ン
バ
ー
で
構
成
さ
れ
て
い
る
。
ま
だ
学
生
で
あ
っ
た
三

島
は
あ
ま
り
発
言
し
て
い
な
い
が
、
そ
の
中
で
次
の
よ
う
に
発
言
し
て
い
る
こ
と
は

見
逃
せ
な
い
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

　

（
火
事
の
時
に
家
の
中
に
残
さ
れ
た
赤
ん
坊
を
助
け
に
火
の
中
に
飛
び
込
ん
だ
母

親
が
抱
い
て
い
た
の
が
枕
だ
っ
た
、
と
い
う
話
に
つ
い
て
）

　

三
島　

け
っ
き
ょ
く
お
母
さ
ん
に
し
て
み
れ
ば
、
枕
を
赤
ん
坊
と
信
じ
切
っ
て
い

た
か
ら
火
の
中
に
飛
び
込
ん
で
い
け
た
の
で
、
む
り
に
枕
を
赤
ん
坊
と
信

じ
よ
う
と
す
る
気
持
ち
だ
っ
た
ら
、
火
の
中
に
入
っ
て
い
け
な
か
っ
た
ろ

う
と
思
い
ま
す
が
。
枕
を
赤
ん
坊
と
信
じ
き
っ
た
人
も
、
し
あ
わ
せ
だ
っ

た
し
、
枕
と
知
っ
て
い
て
火
の
な
か
に
飛
び
こ
む
、
そ
こ
ま
で
い
け
た
人

も
、
し
あ
わ
せ
だ
っ
た
と
思
い
ま
す
ね
。
五
十
歩
百
歩
の
差
は
あ
れ
、
そ

の
中
間
に
い
た
人
は
何
も
い
う
資
格
が
な
い
。
つ
ま
り
ほ
ん
と
う
に
幸
福

で
も
不
幸
で
も
な
か
つ
た
ん
で
す
か
ら

茨女短大紀����２９（２００２）４－２　４２



　

熱
く
静
か
に
自
ら
の
体
験
と
し
て
の
従
軍
体
験
を
語
る
出
席
者
や
シ
ニ
カ
ル
に
戦

争
体
験
を
捕
ら
え
よ
う
と
す
る
中
村
氏
な
ど
の
比
較
的
年
長
の
出
席
者
に
交
じ
っ

て
、
ほ
と
ん
ど
語
ろ
う
と
し
な
い
三
島
は
、
自
ら
の
立
場
を
唯
一
こ
こ
で
語
っ
て
い

る
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
つ
ま
り
こ
の
と
き
の
三
島
は
「
即
日
帰
郷
」（「
私
の
遍
歴

時
代
」（「
東
京
新
聞
」
昭
三
十
八
・
一
〜
五
）
と
い
う
自
ら
の
戦
争
体
験
を
と
お
し

て
、「
そ
の
中
間
に
い
た
」「
何
も
い
う
資
格
が
な
い
」
自
分
を
感
じ
て
い
た
よ
う
に

思
え
る
の
で
あ
る
。
戦
争
中
「
枕
を
赤
ん
坊
と
信
じ
」
て
「
火
の
な
か
に
飛
び
こ
む
」

こ
と
も
で
き
な
か
っ
た
し
、
ま
た
「
枕
と
知
っ
て
火
の
中
に
飛
び
こ
む
」
こ
と
も
で

き
な
か
っ
た
自
分
を
痛
切
に
感
じ
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
。
そ
の
後
の
ア
プ
レ
ゲ
ー
ル

と
し
て
饒
舌
だ
っ
た
三
島
を
考
え
る
と
意
外
の
よ
う
で
は
あ
る
が
、
こ
の
頃
の
三
島

は
自
ら
の
戦
後
の
方
向
性
を
見
出
し
か
ね
て
い
る
時
期
だ
っ
た
と
も
言
え
る
。
こ
の

座
談
会
の
体
験
が
三
島
に
強
烈
な
世
代
宣
言
で
あ
る
「
重
傷
者
の
兇
器
」（「
人
間
」

昭
二
十
三
・
三
）、
つ
ま
り
戦
争
中
「
幸
福
で
も
不
幸
で
も
な
か
つ
た
」
世
代
の
不
幸

を
書
か
せ
た
き
っ
か
け
に
な
っ
た
の
か
も
し
れ
な
い
。
先
の
「
私
の
遍
歴
時
代
」
の

中
で
戦
争
中
の
勤
労
動
員
時
代
の
こ
と
を
「
か
ふ
い
う
日
々
に
、
私
が
幸
福
だ
つ
た

こ
と
は
多
分
確
か
で
あ
る
。（
中
略
）―
そ
し
て
不
幸
は
、
終
戦
と
共
に
、
突
然
私
を

襲
つ
て
き
た
」
と
書
く
の
は
戦
争
も
だ
い
ぶ
遠
く
な
っ
た
後
の
こ
と
で
あ
っ
た
。
三

島
の
「
金
閣
寺
」（
昭
三
十
一
）
ま
で
続
く
ア
プ
レ
ゲ
ー
ル
青
年
を
描
く
と
い
う
姿
勢

の
背
景
と
な
る
彼
自
身
の
戦
後
派
と
し
て
の
意
識
も
戦
後
の
社
会
の
変
化
の
中
で
次

第
に
明
確
化
さ
れ
て
き
た
も
の
で
あ
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
の
で
あ
る
。

　

そ
し
て
一
方
、
雑
誌
「
光
」
か
ら
の
原
稿
の
依
頼
が
あ
っ
た
時
に
三
島
は
こ
の
座

談
会
と
意
識
し
て
い
た
と
考
え
る
こ
と
も
で
き
る
で
あ
ろ
う
。
翌
二
十
三
年
の
一
月

号
に
は
「
斜
陽
」
に
よ
っ
て
当
代
一
の
流
行
作
家
と
な
っ
て
い
た
太
宰
治
が
短
編

「
饗
応
婦
人
」
を
発
表
し
て
い
る
。
若
き
三
島
に
と
っ
て
太
宰
は
最
も
意
識
し
て
い

た
作
家
で
あ
っ
た
こ
と
は
周
知
の
事
実
で
あ
る
。
当
時
の
三
島
は
初
の
長
編
小
説

「
盗
賊
」
を
各
誌
に
順
不
同
で
は
あ
る
が
発
表
し
て
い
た
時
で
あ
り
、
同
時
に
短
編

を
い
ろ
ん
な
雑
誌
に
発
表
し
て
い
た
。
先
に
触
れ
た
三
島
の
戦
後
派
と
し
て
の
世
代

宣
言
と
し
て
有
名
な
「
重
傷
者
の
兇
器
」
も
丁
度
こ
の
時
期
に
発
表
さ
れ
て
い
る
の

で
あ
る
。
そ
し
て
私
生
活
で
は
二
十
二
年
の
十
二
月
に
高
等
文
官
試
験
に
合
格
し
、

大
蔵
省
に
入
省
し
た
の
で
あ
っ
た
。
つ
ま
り
、「
人
間
喜
劇
」
は
大
蔵
省
の
新
人
と

し
て
多
忙
な
生
活
の
中
か
ら
生
ま
れ
た
作
品
で
も
あ
っ
た
。
三
島
は
八
月
に
は
大
蔵

省
を
依
願
退
職
す
る
こ
と
に
な
る
の
で
あ
り
、
三
島
が
小
説
家
と
し
て
た
っ
て
い
く

の
か
ど
う
か
の
丁
度
岐
路
に
立
た
さ
れ
た
時
期
の
作
品
と
い
う
事
に
な
る
。

　

以
上
の
よ
う
な
状
況
か
ら
三
島
は
こ
の
作
品
を
雑
誌
「
光
」
に
発
表
し
よ
う
と
し

た
以
上
、
同
時
期
の
女
性
誌
「
マ
ド
モ
ア
ゼ
ル
」（
昭
二
十
三
・
一
）
に
発
表
さ
れ
た

連
作
「
白
鳥
」「
接
吻
」「
伝
説
」「
哲
学
」��
�

な
ど
に
く
ら
べ
る
と
三
島
に
と
っ
て

も
意
欲
作
で
あ
っ
た
可
能
性
が
う
か
が
え
る
。
し
か
し
、
結
局
こ
の
「
光
」
と
い
う

雑
誌
は
紙
の
配
給
の
問
題
な
ど
も
あ
っ
て
二
十
三
年
の
七
月
に
は
版
も
小
さ
く
な

り
、
八
月
九
月
が
合
併
号
と
な
り
、
四
巻
十
号
（
十
一
月
一
日
発
行
）
を
冬
季
増
大

号
と
銘
打
ち
編
集
後
記
で
突
然
の
終
刊
を
発
表
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
の
で
あ
っ
た
。

部
数
も
最
終
刊
は
二
万
五
千
部
で
あ
っ
た
と
い
う
。

　

三
島
の
「
人
間
喜
劇
」
は
結
局
、
舟
橋
聖
一
や
宮
本
百
合
子
や
豊
島
与
志
雄
な
ど

の
大
家
の
作
品
の
か
げ
で
発
表
さ
れ
る
こ
と
な
く
終
わ
っ
て
し
ま
っ
た
の
で
あ
っ

た
。
発
表
さ
れ
な
か
っ
た
経
緯
は
雑
誌
「
光
」
の
廃
刊
と
い
う
外
的
要
因
で
あ
っ
た

ろ
う
が
、
し
か
し
こ
の
作
品
を
他
の
雑
誌
に
載
せ
る
チ
ャ
ン
ス
は
そ
れ
以
後
い
く
ら

で
も
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
し
、
短
編
集
に
も
生
前
一
度
も
収
め
ら
れ
な
か
っ
た
か
っ

三島由紀夫の戦後短編に関する一考察
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た
と
い
う
事
実
は
見
逃
せ
な
い
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
何
故
三
島
自
身
に
よ
っ
て
こ

の
短
編
が
未
発
表
の
ま
ま
残
さ
れ
た
か
に
は
そ
の
後
の
三
島
の
意
識
の
変
化
が
あ
っ

た
の
で
は
な
い
か
と
も
思
え
る
の
で
あ
る
。

（
二
）

　

そ
れ
で
は
次
に
具
体
的
に
こ
の
「
人
間
喜
劇
」
と
い
う
作
品
を
見
て
い
き
た
い
と

思
う
。

　

旧
版
全
集
で
二
十
四
ペ
ー
ジ
の
短
編
で
あ
る
こ
の
作
品
の
内
容
を
か
ん
た
ん
に
ま

ず
紹
介
し
て
お
こ
う
。

　

主
人
公
・
山
川
修
は
庶
子
で
は
あ
る
が
の
び
の
び
育
て
ら
れ
、
母
親
・
時
子
の
待

つ
小
さ
な
家
に
戦
争
か
ら
帰
っ
て
く
る
。
そ
こ
に
は
母
親
の
朋
輩
の
お
き
ぬ
さ
ん
と

そ
の
親
戚
で
家
を
焼
け
出
さ
れ
た
盲
目
の
老
人
と
そ
の
孫
娘
・
郁
子
が
待
っ
て
い

た
。
優
し
い
修
は
母
親
と
相
談
し
て
父
の
形
見
の
置
き
時
計
と
母
親
の
着
物
を
売
っ

て
老
人
に
琴
を
買
っ
て
や
る
。
そ
し
て
い
つ
し
か
修
と
郁
子
は
思
い
を
寄
せ
る
よ
う

に
な
る
が
、
あ
る
日
二
人
し
て
買
い
出
し
に
で
た
時
、
二
人
の
乗
っ
た
列
車
が
鉄
橋

か
ら
河
原
へ
転
落
し
た
が
、
何
故
か
二
人
だ
け
は
奇
跡
的
に
傷
一
つ
負
わ
ず
に
生
き

残
る
の
で
あ
っ
た
。

　

愛
の
起
こ
す
奇
跡
の
伏
線
に
な
っ
て
い
る
の
は
「
生
き
て
ゆ
く
こ
と
が
ど
ん
な
に

素
晴
ら
し
い
こ
と
で
あ
る
か
を
」「
疑
っ
た
た
め
し
が
な
か
っ
た
」
と
い
う
修
の
性
格

と
、
も
う
一
つ
は
郁
子
が
老
人
に
語
る
「
不
幸
や
悲
し
み
の
ほ
ろ
び
な
い
こ
と
を
信

じ
る
人
だ
け
が
、
幸
福
も
滅
び
な
い
こ
と
を
知
る
こ
と
が
で
き
る
わ
け
な
の
ね
」
と

い
う
部
分
で
あ
ろ
う
。

　

先
に
触
れ
た
よ
う
な
〈
幸
福
も
不
幸
も
知
ら
な
い
世
代
の
不
幸
〉
と
い
う
自
覚
を

新
た
に
し
始
め
て
い
た
三
島
は
、
同
時
に
、〈
戦
争
は
あ
き
ら
か
な
過
ち
で
あ
っ
た
〉

と
い
う
よ
う
な
終
戦
を
境
に
急
激
に
変
化
し
た
社
会
風
潮
と
、
そ
し
て
、
戦
争
中
の

出
来
事
を
忘
れ
た
か
の
よ
う
に
た
く
ま
し
く
生
き
始
め
た
人
々
の
間
に
あ
っ
て
、
違

和
感
を
感
じ
始
め
て
い
た
の
か
も
し
れ
な
い
。
そ
ん
な
三
島
が
こ
の
よ
う
な
作
品
を

敢
え
て
書
き
、
そ
こ
に
「
人
間
喜
劇
」
と
題
し
て
い
る
こ
と
は
気
に
な
る
と
こ
ろ
で

あ
る
。
三
島
は
な
ぜ
「
人
間
喜
劇
」
な
ど
と
い
う
題
名
を
つ
け
た
の
で
あ
ろ
う
か
。

三
島
は
主
人
公
像
の
造
型
に
最
も
力
を
注
い
で
い
る
の
だ
が
そ
こ
に
は
意
外
に
シ
ニ

カ
ル
な
所
が
な
い
こ
と
を
考
え
る
と
、
単
純
な
お
幸
せ
者
の
お
幸
せ
ス
ト
ー
リ
ー
と

い
う
よ
う
に
片
づ
け
て
し
ま
え
な
い
も
の
を
こ
の
作
品
は
持
っ
て
い
る
よ
う
に
思
う

の
で
あ
る
。
確
か
に
シ
ニ
カ
ル
な
三
島
の
作
品
か
ら
言
え
ば
そ
う
考
え
た
く
も
な
る

か
も
し
れ
な
い
が
、
し
か
し
、
そ
う
単
純
な
命
名
で
も
な
い
よ
う
に
も
に
も
思
え
る

の
で
あ
る
。
そ
こ
で
こ
の
次
に
こ
の
「
人
間
喜
劇
」
と
い
う
題
名
に
つ
い
て
ち
ょ
っ

と
考
え
て
み
た
い
。

　
「
人
間
喜
劇
」
と
い
う
言
葉
を
聞
い
て
少
し
文
学
に
触
れ
た
人
な
ら
ば
す
ぐ
思
い

浮
か
ぶ
の
は
、
フ
ラ
ン
ス
の
文
豪
・
バ
ル
ザ
ッ
ク
の
「
人
間
喜
劇
」
と
名
付
け
ら
れ

た
彼
の
作
品
群
で
あ
ろ
う
。
三
島
も
こ
の
作
品
を
書
き
出
す
以
前
よ
り
バ
ル
ザ
ッ
ク

の
事
は
知
っ
て
い
た
で
あ
ろ
う
し
こ
の
短
編
に
三
島
が
敢
え
て
「
人
間
喜
劇
」
と
名

付
け
た
時
に
バ
ル
ザ
ッ
ク
の
「
人
間
喜
劇
」
を
意
識
し
て
い
な
か
っ
た
と
考
え
る
ほ

う
が
不
自
然
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
実
は
、
三
島
が
こ
の
時
期
、
あ
え
て
「
人
間
喜

劇
」
と
題
名
を
選
ん
だ
あ
る
き
っ
か
け
が
あ
っ
た
と
想
像
さ
れ
る
の
で
あ
る
。

　

そ
れ
は
、
三
島
の
作
品
を
後
に
評
価
し
た
こ
と
で
も
知
ら
れ
る
評
論
家
・
フ
ラ
ン

ス
文
学
者
の
寺
田
透
氏
が
、
三
島
が
こ
の
作
品
を
書
い
て
い
た
直
前
の
時
期
に
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「
花
」（
新
生
社
）
と
い
う
雑
誌
の
昭
和
二
十
三
年
一
月
号
に
「
人
間
喜
劇
の
平
土
間

か
ら
―
セ
ザ
ル
・
ピ
エ
ト
ロ
に
つ
い
て
―
」
を
書
き
、
続
く
二
月
号
に
「
人
間
喜
劇

の
平
土
間
か
ら
―
『
い
と
こ
ベ
ッ
ト
』
に
つ
い
て
―
」
と
い
う
評
論
を
書
い
て
い
る

か
ら
な
の
で
あ
る
。
そ
の
う
え
三
島
は
そ
の
同
じ
二
月
号
に
「
蝶
々
」
と
い
う
短
編

を
書
い
て
い
る
。
三
島
は
自
分
の
作
品
の
載
っ
た
こ
の
雑
誌
の
こ
の
号
は
必
ず
読
ん

で
い
る
で
あ
ろ
う
し
、
寺
田
氏
の
論
文
は
三
島
の
「
蝶
々
」
と
い
う
創
作
の
直
前
に

掲
載
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
か
ら
、
そ
の
時
寺
田
氏
の
「
人
間
喜
劇
」
論
が
目
に
入

ら
な
い
わ
け
は
な
い
の
で
あ
る
。
ゆ
え
に
な
ぜ
三
島
が
こ
の
作
品
に
「
人
間
喜
劇
」

と
題
し
た
の
か
を
考
え
る
た
め
に
こ
の
寺
田
氏
の
論
を
み
て
み
る
必
要
性
が
出
て
く

る
の
で
あ
る
。
そ
れ
と
同
時
に
、
三
島
に
お
け
る
バ
ル
ザ
ッ
ク
の
問
題
も
今
ま
で
全

く
問
題
に
さ
れ
た
こ
と
が
な
い
が
、
こ
の
際
も
う
一
度
検
証
し
て
み
る
必
要
性
を
感

じ
る
の
で
あ
る
。

　

三
島
が
こ
の
「
人
間
喜
劇
」
を
書
く
き
っ
か
け
と
な
っ
た
で
あ
ろ
う
「
人
間
喜
劇

の
平
土
間
か
ら
―
『
い
と
こ
ベ
ッ
ト
』
に
つ
い
て
―
」
の
中
で
寺
田
氏
が
「
い
と
こ

ベ
ッ
ト
」
の
内
容
を
考
察
し
た
あ
と
で
、
最
後
に
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
と
こ
ろ

が
気
に
な
る
の
で
あ
る
。

　

か
の
よ
う
に
こ
の
作
品
で
は
、
も
っ
と
も
重
要
な
人
物
の
う
ち
の
二
人
（
注
・

ベ
ッ
ト
と
ユ
ロ
＝
デ
ル
ブ
ィ
）
が
す
で
に
運
命
の
従
者
な
の
で
あ
る
。
彼
等
は
、

つ
ね
に
彼
等
の
外
に
あ
る
も
の
に
よ
つ
て
導
か
れ
て
い
る
。
彼
等
が
、
物
語
り
の

主
人
公
と
な
り
得
な
い
の
は
当
然
で
あ
る
。
し
ひ
て
言
へ
ば
、
こ
の
小
説
の
主
人

公
は
、
運
命
そ
の
も
の
と
い
ふ
べ
き
で
あ
ろ
う
。�

　
　
　
（
中
略
）�

　

主
人
公
が
ゐ
な
い
と
い
ふ
、
こ
の
小
説
に
対
す
る
素
朴
な
わ
れ
わ
れ
の
感
想

も
、
か
う
し
て
み
る
と
、
こ
の
小
説
の
持
つ
深
い
絶
望
の
調
子
と
無
関
係
で
は
な

か
っ
た
こ
と
が
分
る
。

　

こ
の
寺
田
氏
の
文
章
は
三
島
の
作
品
「
蝶
々
」
の
す
ぐ
前
に
掲
載
さ
れ
た
も
の
で

あ
り
、
こ
の
最
後
の
部
分
は
三
島
の
作
品
冒
頭
部
と
見
開
き
で
並
ん
で
い
る
。
い
や

が
お
う
に
も
三
島
の
目
に
触
れ
た
は
ず
で
あ
る
。

　

寺
田
氏
が
こ
の
文
章
で
語
っ
て
い
る
こ
の
「
い
と
こ
ベ
ッ
ト
」
と
い
う
バ
ル
ザ
ッ

ク
の
最
も
有
名
な
小
説
の
内
容
が
直
接
三
島
の
「
人
間
喜
劇
」
と
い
う
短
編
に
影
響

を
与
え
た
と
い
う
こ
と
は
あ
ま
り
考
え
ら
れ
な
い
。
実
際
に
漁
色
の
男
ユ
ロ
の
遍
歴

と
醜
い
中
年
女
ベ
ッ
ト
の
親
戚
へ
の
嫉
妬
と
復
讐
の
物
語
と
い
う
内
容
が
三
島
の

「
人
間
喜
劇
」
に
直
接
影
響
を
与
え
て
い
る
と
は
思
え
な
い
。「
い
と
こ
ベ
ッ
ト
」
を

三
島
が
こ
の
と
き
す
で
に
読
ん
で
い
た
か
ど
う
か
も
定
か
で
は
な
い
。
バ
ル
ザ
ッ
ク

の
「
人
間
喜
劇
」
と
証
さ
れ
る
一
連
の
彼
自
身
に
よ
っ
て
ま
と
め
ら
れ
た
物
語
群
の

特
徴
と
し
て
人
物
再
登
場
と
い
う
こ
と
が
あ
る
が
、
三
島
の
短
編
「
人
間
喜
劇
」
に

そ
の
よ
う
な
壮
大
な
物
語
群
を
書
き
始
め
よ
う
と
い
う
構
想
が
あ
っ
た
と
も
考
え
に

く
い
。
こ
の
昭
和
二
十
三
年
の
時
点
に
お
い
て
は
三
島
は
バ
ル
ザ
ッ
ク
の
作
品
自
身

か
ら
影
響
さ
れ
る
よ
う
な
と
こ
ろ
ま
で
バ
ル
ザ
ッ
ク
に
深
く
触
れ
て
い
な
か
っ
た
と

も
思
わ
れ
る
。��
�

た
だ
こ
の
「
人
間
喜
劇
」
と
い
う
題
名
そ
の
も
の
に
惹
か
れ
た
の

で
あ
ろ
う
。
そ
し
て
寺
田
氏
の
先
の
「
小
説
の
主
人
公
は
、
運
命
そ
の
も
の
」
と
い

う
言
葉
や
論
文
の
最
後
に
し
る
さ
れ
た
「
深
い
絶
望
」
と
い
う
言
葉
に
目
が
と
ま
っ

た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
自
ら
の
作
品
「
蝶
々
」
と
共
に
並
べ
ら
れ
た
寺
田
氏
の

こ
の
文
章
が
、
敗
戦
と
い
う
絶
望
を
体
験
し
た
日
本
の
暗
い
戦
後
直
後
の
社
会
を
背
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景
に
し
て
、
三
島
に
こ
の
時
期
に
あ
え
て
こ
の
よ
う
な
運
命
に
守
ら
れ
た
不
思
議
な

帰
還
兵
の
青
年
と
可
憐
な
少
女
と
の
ハ
ッ
ピ
ー
エ
ン
ド
の
、
三
島
に
し
て
は
非
常
に

珍
し
い
幸
せ
な
二
人
を
描
く
寓
意
的
な
作
品
を
産
み
落
と
さ
せ
る
き
っ
か
け
に
な
っ

た
こ
と
は
想
像
に
難
く
な
い
。
そ
こ
に
は
敗
戦
後
の
三
島
の
深
い
絶
望
と
そ
こ
か
ら

の
新
し
い
出
発
と
い
う
密
か
な
思
い
が
こ
め
ら
れ
て
い
た
可
能
性
も
あ
る
よ
う
に
思

わ
れ
る
。
も
し
く
は
醜
く
混
乱
し
た
戦
後
社
会
の
中
で
純
粋
な
愛
に
生
き
る
二
人
だ

け
が
生
き
残
る
と
い
う
こ
の
物
語
は
三
島
の
切
な
る
願
望
が
託
さ
れ
て
い
た
の
か
も

し
れ
な
い
。

　

だ
が
結
局
は
、
ま
だ
駆
け
出
し
の
新
人
作
家
で
あ
っ
た
三
島
の
こ
の
「
人
間
喜

劇
」
は
有
名
作
家
の
諸
作
品
の
か
げ
で
掲
載
が
引
き
延
ば
さ
れ
て
い
る
う
ち
に
、
紙

の
配
給
の
問
題
と
雑
誌
「
光
」
の
購
買
数
の
減
少
に
よ
っ
て
日
の
目
を
み
る
こ
と
な

く
原
稿
も
そ
の
ま
ま
放
置
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
の
で
あ
っ
た
。

　

し
か
し
、
こ
れ
を
き
っ
か
け
と
し
て
、
三
島
は
折
り
し
も
こ
の
こ
ろ
か
ら
新
し
い

バ
ル
ザ
ッ
ク
の
翻
訳
が
次
々
に
出
版
さ
れ
た
こ
と
も
あ
ろ
う
が
、
当
の
寺
田
透
訳
の

改
造
社
版
の
『
浮
か
れ
女
盛
衰
記
』（
人
間
喜
劇
撰
）（
改
造
社
、
昭
二
十
四
・
五
）

の
全
三
巻
を
は
じ
め
と
し
て
多
く
の
バ
ル
ザ
ッ
ク
の
本
を
購
入
し
て
い
る
こ
と
が

『
定
本
三
島
由
紀
夫
書
誌
』（
薔
薇
十
字
社
、
一
九
七
二
年
）
の
「
蔵
書
目
録
」
か
ら

確
か
め
ら
れ
る
。
こ
の
他
寺
田
氏
訳
を
は
じ
め
翌
昭
和
二
十
五
年
に
は
五
種
類
の
バ

ル
ザ
ッ
ク
を
購
入
し
て
い
る
。

　

三
島
論
の
先
駆
的
存
在
で
あ
り
三
島
が
参
考
に
し
た
と
思
わ
れ
る
先
の
バ
ル
ザ
ッ

ク
本
の
訳
者
で
も
あ
る
当
の
寺
田
透
氏
が
既
に
同
時
代
評
と
し
て
三
島
の
長
編
「
禁

色
」（
昭
二
十
六
・
一
〜
二
十
八
・
八
）
が
バ
ル
ザ
ッ
ク
の
「
浮
か
れ
女
盛
衰
記
」
に

設
定
が
似
て
い
る
こ
と
を
指
摘
し
て
い
る�
�
�

が
、
単
に
似
て
い
る
の
で
は
無
く
三

島
は
意
図
的
に
当
の
寺
田
氏
訳
の
「
浮
か
れ
女
盛
衰
記
」
を
下
敷
き
に
「
禁
色
」
を

書
き
は
じ
め
た
可
能
性
が
高
い
の
で
あ
る
。

　

三
島
は
「
人
間
喜
劇
」
を
書
い
た
事
を
き
っ
か
け
と
し
て
バ
ル
ザ
ッ
ク
自
体
に
興

味
を
持
ち
始
め
、
そ
れ
は
「
仮
面
の
告
白
」
の
成
功
後
の
初
の
長
編
小
説
「
禁
色
」

に
引
き
継
が
れ
た
の
で
あ
る
。「
盗
賊
」
の
失
敗
の
轍
を
踏
ま
な
い
た
め
の
方
法
論

と
し
て
バ
ル
ザ
ッ
ク
は
利
用
さ
れ
た
の
で
あ
ろ
う
。「
幻
滅
」
の
続
編
と
し
て
の
「
浮

か
れ
女
盛
衰
記
」
の
ギ
リ
シ
ャ
彫
刻
の
よ
う
な
優
美
さ
を
た
た
え
た
美
貌
の
青
年
・

リ
ュ
シ
ラ
ン
が
ス
ペ
イ
ン
の
老
僧
に
化
け
た
ブ
ォ
ー
ト
ラ
ン
（
別
名
ジ
ャ
ッ
ク
・
コ

ラ
ン
他
）
に
傀
儡
と
し
て
操
ら
れ
パ
リ
の
社
交
界
の
女
性
達
を
誘
惑
す
る
。
こ
れ
は

「
禁
色
」
の
醜
い
老
作
家
・
檜
俊
輔
が
ギ
リ
シ
ャ
彫
刻
の
よ
う
な
美
貌
の
青
年
・
南
悠

一
を
使
っ
て
女
性
達
に
復
讐
す
る
と
い
う
物
語
に
明
ら
か
に
影
響
を
与
え
て
い
る
。

但
し
悠
一
が
ホ
モ
セ
ク
シ
ャ
ル
で
本
当
は
女
性
を
愛
せ
な
い
と
い
う
設
定
や
、
結
末

は
バ
ル
ザ
ッ
ク
と
は
逆
に
な
っ
て
い
て
三
島
ら
し
い
翻
案
で
あ
る
が
、
し
か
し
そ
れ

は
と
も
か
く
、
は
じ
め
の
設
定
自
体
は
バ
ル
ザ
ッ
ク
の
「
浮
か
れ
女
盛
衰
記
」
か
ら

発
想
を
得
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
こ
れ
を
論
証
す
る
か
の
よ
う
に
三
島

は
「
小
説
家
の
休
暇
」（
昭
三
十
）
の
中
で
「
七
月
十
日
」
の
項
で
ス
タ
ン
ダ
ー
ル
に

つ
い
て
語
っ
た
注
書
き
の
中
で
次
の
よ
う
に
も
語
っ
て
い
る
。

　

ス
タ
ン
ダ
ー
ル
の
方
法
は
、
自
分
の
愛
す
る
客
体
ジ
ュ
リ
ア
ン
や
フ
ァ
ブ
リ
ス

ヘ
身
を
投
げ
て
、
身
自
ら
、
ジ
ュ
リ
ア
ン
や
フ
ァ
ブ
リ
ス
を
演
ず
る
こ
と
だ
っ

た
。
彼
は
告
白
者
で
は
な
い
。
こ
れ
ら
の
小
説
中
の
ス
タ
ン
ダ
ー
ル
は
、
肉
体
の

桎
梏
を
も
た
ぬ
俳
優
で
あ
り
、
た
だ
彼
の
精
神
の
宿
命
で
あ
る
「
情
熱
」
の
虜
な

の
で
あ
る
。
ス
タ
ン
ダ
ー
ル
の
表
現
の
世
界
は
、
か
う
し
た
媒
体
を
得
て
自
由
に
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羽
榑
い
た
。（
か
う
い
ふ
表
現
の
物
語
を
、
小
説
の
中
で
自
由
に
試
み
た
も
の
は
、

バ
ル
ザ
ッ
ク
の
「
幻
滅
」、
あ
の
ヴ
ォ
ー
ト
ラ
ン
と
リ
ュ
シ
ア
ン
・
ド
・
リ
ュ
パ
ン

ブ
レ
エ
の
物
語
で
あ
る
。
あ
の
中
で
は
、
ジ
ュ
リ
ア
ン
と
ち
が
つ
て
、
何
の
精
神

も
も
た
な
い
美
し
い
だ
け
の
リ
ュ
シ
ア
ン
が
登
場
し
、
一
方
に
は
精
神
の
権
化
で

あ
る
ヴ
ォ
ー
ト
ラ
ン
が
、
そ
の
巨
大
な
な
怖
ろ
し
い
顔
を
さ
ら
け
出
し
て
み
る
。

ア
ン
ド
レ
・
モ
ォ
ロ
ア
の
「
ジ
ョ
ル
ジ
ュ
・
サ
ン
ド
」
に
よ
る
と
、
ヴ
ォ
ー
ト
ラ

ン
は
お
そ
ら
く
バ
ル
ザ
ッ
ク
自
身
で
あ
り
、
リ
ュ
シ
ア
ン
の
モ
デ
ル
は
、
お
そ
ら

く
、
ジ
ョ
ル
ジ
ュ
・
サ
ン
ド
の
恋
人
、
プ
チ
・
ジ
ュ
ー
ル
で
あ
る
や
う
に
思
は
れ

る
）

　
「
仮
面
の
告
白
」
と
い
う
作
品
で
作
者
と
主
人
公
と
い
う
関
係
に
新
た
な
形
を
成

功
さ
せ
た
と
自
信
を
得
た
三
島
が
、
次
の
長
編
小
説
に
お
い
て
作
者
と
主
人
公
と
の

新
た
な
関
係
を
模
索
し
て
い
た
と
き
に
バ
ル
ザ
ッ
ク
と
の
出
会
い
が
ヒ
ン
ト
に
な
っ

た
の
で
あ
ろ
う
。

　

三
島
自
身
は
後
に
「
文
章
読
本
」（
昭
三
十
四
）
の
中
の
「
第
三
章　

小
説
の
文
章

―
長
編
小
説
の
文
章
」
と
い
う
段
で
「
長
篇
小
説
の
理
想
的
文
体
と
い
ふ
の
は
、
筋

に
拘
泥
し
な
い
文
体
で
あ
り
ま
す
」
と
し
て
そ
の
好
例
と
し
て
バ
ル
ザ
ッ
ク
の
文
体

の
特
徴
を
語
り
、「
第
七
章　

文
章
技
巧
」
で
も
「
バ
ル
ザ
ッ
ク
の
や
う
な
夢
想
家
で

あ
り
、
か
つ
リ
ア
リ
ス
ト
で
あ
つ
た
天
才
は
、
人
間
の
顔
か
ら
受
け
る
詩
的
印
象
を

微
細
に
わ
が
ま
ま
に
勝
手
に
描
き
出
し
て
、
そ
れ
を
読
む
わ
れ
わ
れ
は
も
う
何
の
こ

と
や
ら
わ
か
ら
な
く
な
つ
て
し
ま
い
ま
す
」
と
書
い
て
バ
ル
ザ
ッ
ク
の
「
モ
デ
ス
ト
・

ミ
ニ
ヨ
ン
」（
寺
田
透
訳
）
を
長
々
と
引
用
を
す
る
の
で
あ
っ
た
。

　

ま
た
「
裸
体
と
衣
裳
」（「
新
潮
」
昭
三
十
三
・
四
〜
三
十
四
・
九
）
の
中
で
は
、

ち
ょ
う
ど
長
編
「
鏡
子
の
家
」
執
筆
中
の
時
期
で
あ
る
昭
和
三
十
三
年
の
四
月
十
九

日
の
項
に
「
精
力
的
な
雑
ぱ
く
さ
に
あ
ふ
れ
た
文
体
と
い
ふ
も
の
が
好
き
に
な
つ

た
」
と
書
き
、「
古
め
か
し
い
文
学
的
気
取
り
の
す
ぐ
か
た
は
ら
に
平
談
俗
話
が
平

気
で
同
居
し
て
ゐ
る
バ
ル
ザ
ッ
ク
の
文
体
の
模
範
的
雑
駁
さ
を
見
よ
」
と
も
書
い
て

い
る
。
三
島
が
長
編
「
禁
色
」
の
構
想
に
影
響
を
与
え
た
と
思
わ
れ
る
バ
ル
ザ
ッ
ク

が
後
の
長
編
「
鏡
子
の
家
」
の
文
体
に
も
影
響
を
与
え
て
い
る
可
能
性
が
伺
え
る
の

で
あ
る��
�
。

　

従
来
こ
の
「
禁
色
」
と
い
う
長
編
小
説
に
関
し
て
は
寺
田
氏
の
早
い
時
期
で
の
指

摘
は
あ
っ
た
も
の
の
、
比
較
文
学
的
観
点
か
ら
は
ト
ー
マ
ス
・
マ
ン
の
「
ベ
ニ
ス
に

死
す
」
や
ワ
イ
ル
ド
の
「
ド
リ
ア
ン
グ
レ
イ
の
肖
像
」
な
ど
と
の
関
係
に
つ
い
て
言

及
さ
れ
る
こ
と
が
多
か
っ
た
。
三
島
の
好
み
か
ら
い
え
ば
そ
れ
は
当
然
の
こ
と
で
は

あ
っ
た
が
、
し
か
し
三
島
が
自
ら
は
ほ
と
ん
ど
言
及
す
る
こ
と
の
少
な
か
っ
た
作
家

た
ち
、
例
え
ば
バ
ル
ザ
ッ
ク
の
よ
う
な
作
家��
�
か
ら
の
影
響
と
い
う
視
点
も
見
逃
せ

な
い
。
寺
田
氏
に
早
々
に
手
の
内
を
見
透
か
さ
れ
て
し
ま
っ
た
と
も
い
う
べ
き
で
あ

る
が
、
と
も
か
く
三
島
の
長
編
小
説
に
お
け
る
バ
ル
ザ
ッ
ク
の
影
響
と
い
う
こ
と
も

無
視
で
き
な
い
テ
ー
マ
な
の
で
あ
る
。

　

し
か
し
、「
禁
色
」
に
お
け
る
バ
ル
ザ
ッ
ク
の
「
浮
か
れ
女
盛
衰
記
」
と
の
関
係
は

そ
う
単
純
な
も
の
で
は
な
い
。
本
格
的
三
島
版
「
人
間
喜
劇
」
で
あ
る
は
ず
で
あ
っ

た
「
禁
色
」
の
「
第
一
部
」（「
群
像
」
昭
二
十
六
・
一
〜
十
）
と
「
第
二
部
」（「
文

学
界
」
昭
二
十
七
・
八
〜
二
十
八
・
八
）
に
お
け
る
差
異
の
問
題
。
そ
れ
は
傀
儡
で

あ
る
は
ず
だ
っ
た
悠
一
の
変
貌
と
俊
輔
と
の
関
係
の
逆
転
と
い
う
こ
と
で
あ
る
が
、

そ
れ
は
、
三
島
自
身
も
「
私
の
遍
歴
時
代
」
の
中
で
も
触
れ
て
い
る
よ
う
に
そ
の
間

に
は
さ
ま
っ
た
世
界
旅
行
で
の
ギ
リ
シ
ャ
と
の
出
会
い
と
も
が
も
た
ら
し
た
も
の
な
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の
で
あ
ろ
う
。
バ
ル
ザ
ッ
ク
の
「
浮
か
れ
女
盛
衰
記
」
で
は
破
滅
し
自
殺
す
る
の
は

リ
ュ
シ
ラ
ン
で
あ
る
の
に
対
し
て
三
島
の
「
禁
色
」
で
は
悠
一
は
自
ら
の
生
き
方
を

見
つ
け
俊
輔
の
復
讐
劇
は
失
敗
に
終
わ
り
、
俊
輔
は
悠
一
に
莫
大
な
遺
産
を
残
し
て

自
殺
す
る
の
で
あ
っ
た
。
つ
ま
り
バ
ル
ザ
ッ
ク
作
品
と
は
逆
に
な
っ
て
い
る
の
で
あ

る
。
認
識
者
の
行
為
者
へ
の
敗
北
な
ど
の
三
島
の
後
年
の
テ
ー
マ
が
す
で
に
こ
こ
に

胚
胎
し
て
い
る
。
本
稿
で
は
「
禁
色
」
の
問
題
に
は
深
く
触
れ
て
い
く
こ
と
は
出
来

な
い
が
、
三
島
が
バ
ル
ザ
ッ
ク
を
下
敷
き
に
し
な
が
ら
三
島
ら
し
い
作
品
を
完
成
し

て
い
っ
た
こ
と
だ
け
を
こ
こ
で
は
指
摘
し
て
お
く
に
と
ど
め
た
い
。

　

従
来
三
島
に
お
い
て
ラ
デ
ィ
ゲ
を
は
じ
め
多
く
の
外
国
の
文
学
者
の
影
響
が
言
わ

れ
て
き
た
。
し
か
し
、
そ
れ
ら
の
作
家
は
三
島
自
身
が
言
及
し
た
作
家
に
限
ら
れ
て

き
た
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
三
島
は
周
知
の
よ
う
に
自
己
の
作
品
に
対
し
て
異
常
な
ほ

ど
饒
舌
な
作
家
で
あ
る
が
、
三
島
が
自
己
解
説
し
て
こ
な
か
っ
た
作
家
な
ど
の
影
響

に
つ
い
て
も
見
て
い
く
必
要
は
あ
る
で
あ
ろ
う
。
そ
し
て
特
に
、
三
島
は
戦
後
の
こ

の
時
期
に
は
も
っ
と
い
ろ
ん
な
作
家
に
自
ら
の
方
法
論
見
出
そ
う
と
し
て
い
た
形
跡

が
あ
り
、
今
ま
で
あ
ま
り
注
目
さ
れ
な
か
っ
た
バ
ル
ザ
ッ
ク
の
よ
う
な
、
そ
し
て
次

章
で
考
察
す
る
ブ
レ
イ
ク
の
よ
う
な
作
家
に
も
目
配
せ
が
必
要
に
感
じ
ら
れ
る
。

（
三
）

　

…
十
八
世
紀
末
葉
に
青
春
時
代
を
す
こ
し
た
ヰ
リ
ヤ
ム
・
ブ
レ
イ
ク
が
、
い
か

に
単
純
な
無
垢
な
魂
で
、
彼
自
身
の
時
代
と
彼
を
と
り
ま
く
時
代
と
の
こ
の
二
重

の
責
苦
を
乗
り
超
え
た
か
は
、
あ
の
清
ら
か
な
「
無
垢
の
歌
」
や
「
知
見
の
歌
」

に
見
ら
れ
る
と
ほ
り
だ
。
た
と
へ
ば
彼
の
「
古
へ
の
詩
人
の
声
」
に
耳
傾
け
る
が

よ
い
。
つ
ぐ
み
そ
れ
は
高
ら
か
に
朝
の
鵜
の
や
う
に
歌
つ
て
ゐ
る
。「
歓
喜
の
若

者
よ
」
の
呼
び
か
け
に
は
じ
ま
る
詩
句
は
、「
こ
ゝ
に
來
て
、
よ
み
が
へ
れ
る
真

理
の
姿
、
明
け
て
ゆ
く
こ
の
朝
を
見
よ
。
疑
ひ
は
退
き
た
り
、
ま
た
理
性
の
雲

も
。
暗
き
論
議
も
巧
め
る
呵
責
も
。」
と
晴
れ
や
か
な
勝
利
を
う
た
ふ
か
た
は
ら
、

彼
が
た
え
ず
苦
し
め
ら
れ
た
「
迷
路
の
ご
と
き
愚
か
さ
」
へ
の
訓
戒
を
も
忘
れ
て

ゐ
な
い
。「
い
か
に
多
く
の
皆
既
に
そ
こ
（
即
ち
「
愚
か
さ
」）
に
陥
り
た
る
！
彼

等
は
夜
も
す
が
ら
死
者
の
骨
に
蹟
き
て
、
い
か
に
艱
難
の
多
き
こ
と
ぞ
と
案
じ
、

他
人
を
導
か
ん
と
ね
が
ふ
。�
己��
れ��
ま��
づ��
導��
か��
る��
べ��
き��
身��
な��
る��
に�
」（
傍
点
三
島
）

��
��
��
��
��
��
��
��
��
��
��
��
�

　

こ
の
「
人
間
喜
劇
」
と
い
う
作
品
は
右
の
よ
う
に
始
ま
る
。
そ
し
て
「
こ
の
詩
句

は
、
山
川
修
の
よ
う
な
青
年
の
こ
と
を
語
る
上
に
、
類
の
な
い
ふ
さ
わ
し
い
詩
句
だ

と
思
わ
れ
た
」
と
、
主
人
公
を
形
容
す
る
の
に
ま
ず
三
島
は
十
八
世
紀
か
ら
十
九
世

紀
に
活
躍
し
た
の
イ
ギ
リ
ス
の
詩
人
で
あ
り
画
家
で
あ
る
ブ
レ
イ
ク
の
代
表
作
の
一

つ
「
無
垢
の
歌
」
を
も
っ
て
く
る
の
で
あ
る
。
ブ
レ
イ
ク
は
後
に
「
予
言
の
書
」
と

総
称
さ
れ
る
神
秘
的
な
幻
想
の
世
界
を
展
開
し
、
ロ
マ
ン
主
義
の
先
駆
的
存
在
と
も

言
わ
れ
て
い
る
。

　
『
定
本
三
島
由
紀
夫
書
誌
』
の
「
蔵
書
目
録
」
に
は
『
ブ
レ
イ
ク
抒
情
詩
抄
』（
寿

岳
文
章
訳
・
岩
波
文
庫
、
昭
十
一
）
と
『
ブ
レ
イ
ク
詩
集
』（
入
江
直
祐
訳
・
新
潮
文

庫
、
昭
十
八
）
が
あ
る
。
三
島
が
引
用
し
て
い
る
「
古
へ
の
詩
人
の
声
」
の
「
歓
喜

の
若
者
よ
、
こ
こ
に
来
て
、
よ
み
が
へ
れ
る
真
理
の
姿
…
…
」
は
岩
波
文
庫
版
の
寿

岳
文
章
訳
で
あ
る��
�
。
��

　

何
故
三
島
が
ブ
レ
イ
ク
の
こ
の
詩
句
を
引
用
し
た
か
は
、
三
島
が
当
時
直
面
し
て

い
た
戦
争
直
後
の
状
況
を
思
え
ば
理
解
出
来
る
。
そ
の
理
由
は
「
彼
自
身
の
時
代
と
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彼
を
取
り
巻
く
時
代
と
の
こ
の
二
重
の
責
苦
を
乗
り
越
え
た
た
か
」
と
い
う
言
葉
に

こ
め
ら
れ
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
。
そ
し
て
「
死
者
の
骨
に
躓
き
て
」
と
い
う
言
葉
な

ど
も
当
時
の
三
島
に
と
っ
て
は
自
ら
の
思
い
で
あ
っ
た
ろ
う
。
戦
争
で
死
に
そ
こ

な
っ
た
自
分
を
、
そ
し
て
急
激
に
変
化
す
る
戦
後
社
会
の
中
で
自
ら
の
方
向
性
を
未

だ
見
い
だ
せ
な
い
自
分
自
身
を
「
愚
か
」
と
感
じ
て
い
た
三
島
は
ブ
レ
イ
ク
的
世
界

に
こ
の
と
き
一
筋
の
希
望
を
見
出
そ
う
と
し
て
い
た
の
か
も
し
れ
な
い
。

「�
己��
れ��
ま��
づ��
導��
か��
る��
べ��
き��
身��
な��
る��
に�
」
と
い
う
三
島
が
付
け
た
傍
点
が
当
時
の
三
島

��
��
��
��
��
��
��
��
��
��
��
��
�

の
思
い
を
代
弁
し
て
い
る
。
勿
論
ブ
レ
イ
ク
を
作
者
が
持
ち
出
し
た
の
は
、
主
人
公

の
魂
の
「
無
垢
」
を
強
調
す
る
必
要
が
あ
っ
た
か
ら
で
あ
る
。
こ
の
時
期
の
三
島
作

品
に
お
い
て
は
め
ず
ら
し
く
不
思
議
な
ほ
ど
神
に
祝
福
さ
れ
た
よ
う
な
「
単
純
な
無

垢
な
魂
」
を
持
っ
た
主
人
公
を
描
く
た
め
に
は
こ
の
ブ
レ
イ
ク
的
な
「
無
垢
」
が
ど

う
し
て
も
必
要
だ
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。
そ
し
て
そ
れ
は
作
者
三
島
自
身
の
青
春
で
も

あ
る
戦
争
体
験
と
終
戦
直
後
の
混
乱
し
た
時
代
を
乗
り
越
え
る
た
め
に
も
。

　

三
島
は
次
の
よ
う
に
そ
の
主
人
公
・
山
川
修
の
「
無
垢
」
と
い
う
性
格
に
つ
い
て

具
体
的
に
説
明
す
る
。
こ
こ
に
は
三
島
ら
し
い
冷
笑
さ
が
無
い
こ
と
を
理
解
し
て
も

ら
う
た
め
に
も
長
く
な
る
が
全
文
引
用
し
て
み
た
い
。

　

人
生
の
す
べ
て
に
封
し
て
、
彼
は
ほ
と
ん
ど
不
思
議
な
ほ
ど
の
叡
智
を
そ
な
へ

て
ゐ
た
。
彼
が
育
つ
た
境
遇
の
力
の
良
い
面
ば
か
り
が
働
ら
い
た
の
で
あ
つ
た
ら

う
。
そ
れ
は
世
の
波
風
を
知
ら
ず
に
人
と
成
つ
た
人
間
の
、
明
る
い
闊
達
な
無
智

や
人
を
ほ
ほ
ゑ
ま
せ
る
無
邪
気
な
我
儘
か
ら
は
、
区
別
さ
れ
ね
ば
な
ら
な
か
つ

た
。
さ
り
と
て
、
苦
労
人
が
漂
は
す
虚
し
い
明
る
さ
、
人
生
に
封
す
る
さ
ま
ざ
ま

な
意
慾
に
も
は
や
決
し
て
徒
に
は
燃
え
ま
い
と
決
心
し
た
人
の
虚
し
い
明
る
さ
か

ら
も
、
厳
密
に
区
別
さ
れ
ね
ぱ
な
ら
な
か
つ
た
。
彼
の
明
る
い
叡
智
は
何
か
天
稟

に
近
か
つ
た
。
彼
の
楽
天
的
な
魂
は
、
し
か
も
こ
の
暗
い
生
の
不
安
定
か
ら
好
ん

で
目
を
掩
は
う
と
す
る
も
の
で
は
な
か
つ
た
。
す
べ
て
の
も
の
を
真
昼
の
、
平
衡

の
と
れ
た
、
正
確
な
光
線
の
下
に
彼
は
見
て
ゐ
た
。
人
か
ら
与
へ
ら
れ
る
厚
意
は

決
し
て
疑
は
ず
、
疑
は
な
い
こ
と
で
不
純
な
厚
意
を
も
純
粋
に
し
た
。
こ
れ
を
贈

つ
た
人
は
思
ひ
が
け
な
い
美
し
い
も
の
を
贈
つ
て
し
ま
つ
た
こ
と
に
気
づ
い
て
今

さ
ら
吝
し
が
る
く
ら
ゐ
で
あ
つ
た
。
彼
は
ま
た
何
事
に
つ
け
絶
望
と
い
ふ
も
の
を

し
ら
な
か
つ
た
。
絶
望
は
卑
怯
な
方
法
で
あ
る
。
目
前
の
不
幸
な
り
困
難
な
り
に

ぶ
つ
か
つ
て
絶
望
す
る
と
き
、
人
は
も
し
絶
望
し
な
か
つ
た
ら
更
に
ぶ
つ
か
つ
た

で
あ
ら
う
一
層
大
き
な
不
幸
や
困
難
か
ら
身
を
守
る
の
だ
。
絶
望
す
る
者
は
結

局
、
不
幸
や
困
難
を
愛
す
る
こ
と
を
知
ら
な
い
の
だ
。
そ
し
て
絶
望
と
妥
協
し
た

範
囲
だ
け
の
不
幸
や
困
難
を
愛
す
る
の
だ
。
そ
の
と
き
彼
は
、
絶
望
そ
の
も
の
に

だ
け
は
絶
望
し
え
な
い
自
分
を
見
出
だ
す
だ
ら
う
。
な
ぜ
な
ら
絶
望
と
い
ふ
前
提

を
と
り
除
い
た
ら
彼
の
現
在
の
存
在
理
由
は
な
く
、
ま
た
同
時
に
絶
望
に
よ
つ
て

し
か
現
在
の
存
在
理
由
を
失
は
し
め
え
な
い
と
考
へ
る
と
き
、
彼
は
新
た
な
第
二

の
絶
望
の
た
め
に
何
ら
か
の
行
動
の
原
理
を
た
の
ま
ざ
る
を
え
な
い
だ
ら
う
。
そ

れ
が
他
な
ら
ぬ
希
望
で
は
あ
る
ま
い
か
。
こ
の
世
の
あ
り
と
あ
ら
ゆ
る
不
幸
と
困

難
を
心
か
ら
愛
し
、
あ
ら
ゆ
る
不
幸
と
困
難
に
封
し
て
扉
を
と
ざ
す
こ
と
の
な
い

も
の
こ
そ
、
希
望
と
憧
憬
、
こ
の
生
へ
の
意
慾
の
二
つ
の
美
し
い
支
柱
で
あ
る
。

山
川
修
に
ま
し
て
、
何
も
の
に
も
怖
れ
憚
ら
ぬ
希
望
を
も
つ
て
ゐ
る
青
年
は
な
か

つ
た
。
幾
多
の
微
笑
の
う
ち
で
も
、
心
挫
け
た
者
が
し
ば
し
ば
う
か
べ
る
あ
の
歪

ん
だ
微
笑
と
だ
け
は
無
縁
で
あ
つ
た
。
生
き
て
ゆ
く
と
い
ふ
こ
と
が
ど
ん
な
に
素

晴
ら
し
い
こ
と
で
あ
る
か
を
、
彼
は
か
つ
て
疑
つ
た
た
め
し
が
な
か
つ
た
。
人
間

三島由紀夫の戦後短編に関する一考察
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も
ま
た
向
日
葵
の
や
う
に
た
え
ず
太
陽
の
は
う
へ
顔
を
向
け
て
ゐ
た
い
と
希
ふ
も

の
だ
。
夜
の
あ
ひ
だ
向
日
葵
は
夢
み
て
ゐ
る
。
そ
れ
は
夜
に
な
れ
ば
太
陽
の
光
が

彼
の
内
面
に
だ
け
差
し
入
つ
て
來
る
か
ら
だ
。

　
（
一
）
で
紹
介
し
た
よ
う
に
三
島
は
こ
の
掲
載
予
定
誌
の
座
談
会
で
戦
争
中
「
何
も

言
う
資
格
の
な
い
」「
幸
福
で
も
不
幸
で
も
な
か
つ
た
」
存
在
と
し
て
自
ら
を
意
識
し

て
い
た
。
そ
し
て
戦
後
、
こ
の
直
前
に
発
表
さ
れ
た
「
重
傷
者
の
兇
器
」
で
ア
プ
レ

ゲ
ー
ル
世
代
の
絶
望
を
宣
言
す
る
よ
う
に
な
っ
て
い
た
。
戦
争
に
行
か
な
か
っ
た
三

島
は
し
か
し
、
こ
の
昭
和
二
十
三
年
頃
に
な
っ
て
く
る
と
生
き
残
っ
た
自
ら
の
世
代

の
不
幸
を
実
感
せ
ず
に
は
い
ら
れ
な
く
な
っ
て
き
た
の
で
あ
ろ
う
。
も
し
く
は
戦
後

社
会
の
中
で
自
ら
の
世
代
の
意
味
を
そ
こ
に
見
出
し
て
い
っ
た
と
も
い
え
る
か
も
し

れ
な
い
。
先
に
引
用
し
た
よ
う
に
戦
争
帰
り
で
あ
り
な
が
ら
、「
絶
望
と
い
ふ
も
の

を
知
ら
な
い
」「
こ
の
世
の
あ
り
と
あ
ら
ゆ
る
不
幸
と
困
難
を
心
か
ら
愛
す
る
」「
何

も
の
に
も
怖
れ
憚
ら
ぬ
希
望
を
も
つ
て
ゐ
る
」
こ
の
青
年
は
こ
の
時
期
の
三
島
の
作

り
出
し
た
一
つ
の
願
望
の
形
で
あ
っ
た
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
な
ん
と
か
三
島
は
絶

望��
�
を
希
望
に
変
え
た
い
と
切
実
に
願
っ
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
。
そ
れ
が
三
島
作
品

��

に
と
っ
て
は
異
質
の
前
向
き
で
楽
天
的
と
も
思
え
る
主
人
公
を
偽
善
者
と
し
て
描
く

の
で
は
無
く
肯
定
的
に
描
い
て
い
き
、
最
後
こ
れ
も
三
島
ら
し
く
な
い
ハ
ッ
ピ
ー
エ

ン
ド
の
物
語
を
こ
の
時
期
書
か
せ
る
こ
と
に
な
っ
た
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
そ
れ
を

傍
証
す
る
た
め
に
も
三
島
に
と
っ
て
ブ
レ
イ
ク
は
ど
の
よ
う
な
存
在
で
あ
っ
た
か
を

ち
ょ
っ
と
考
え
て
み
よ
う
。

　

よ
く
知
ら
れ
て
い
る
よ
う
に
日
本
に
こ
の
イ
ギ
リ
ス
の
詩
人
で
あ
り
一
種
の
思
想

家
と
も
い
え
る
ブ
レ
イ
ク
を
は
じ
め
て
紹
介
し
た
の
は
白
樺
派
の
理
論
家
で
あ
り
民

芸
運
動
の
父
で
も
あ
る
柳
宗
悦
で
あ
っ
た
。
三
島
の
『
蔵
書
目
録
』
に
は
柳
の
著
作

は
一
冊
も
無
い
の
で
は
あ
る
が
、
三
島
が
柳
の
ブ
レ
イ
ク
に
全
く
触
れ
て
い
な
か
っ

た
と
は
三
島
も
学
習
院
育
ち
で
あ
る
こ
と
を
考
慮
す
る
と
考
え
に
く
い
。
柳
は
「
白

樺
」
第
五
巻
第
四
号
（
大
三
・
四
）
に
は
じ
め
て
「
ヰ
リ
ア
ム
・
ブ
レ
ー
ク
」
長
編

論
文
を
発
表
し
、
同
年
十
二
月
に
洛
陽
社
か
ら
大
著
の
『
ヰ
リ
ア
ム
・
ブ
レ
ー
ク
』

を
刊
行
し
た
。
そ
の
の
ち
三
島
の
蔵
書
に
も
あ
っ
た
岩
波
文
庫
の
訳
を
し
た
寿
岳
文

章
の
『
ブ
レ
イ
ク
』（
英
米
文
学
評
伝
叢
書
・
研
究
社
、
昭
九
）
な
ど
も
刊
行
さ
れ
大

正
期
か
ら
昭
和
の
初
め
に
か
け
て
日
本
に
お
い
て
も
広
く
知
ら
れ
た
存
在
で
あ
っ

た
。
三
島
が
読
ん
で
い
た
か
ど
う
か
は
疑
問
だ
が
、
土
居
光
知
訳
『
ブ
レ
イ
ク
詩

選
』
新
月
社
、
昭
二
十
一
）
や
寿
岳
文
章
『
エ
ル
サ
レ
ム
へ
の
道
』（
西
村
書
店
、
昭

二
十
二
）
な
ど
も
刊
行
さ
れ
、
戦
後
直
後
の
こ
の
時
期
に
再
び
注
目
を
あ
び
は
じ
め

て
い
た
と
も
い
え
る
。。

　

そ
れ
で
は
三
島
は
ブ
レ
イ
ク
を
ど
の
よ
う
に
捉
え
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
か
。

　

三
島
は
師
で
あ
る
川
端
康
成
の
「『
伊
豆
の
踊
子
』『
温
泉
宿
』『
抒
情
歌
』『
禽
獣
』

に
つ
い
て
」（「
新
潮
文
庫
」
の
「
解
説
」
昭
二
十
五
・
八
）
の
中
で
「
抒
情
歌
」
に

対
し
て
次
の
よ
う
に
書
い
て
い
る
。

　

わ
れ
わ
れ
は
す
ぐ
さ
ま
ウ
ヰ
リ
ア
ム
・
ブ
レ
イ
ク
の
「
無
染
の
歌
」
を
想
起
す

る
。
完
全
な
童
心
で
歌
は
れ
た
あ
の
最
高
の
詩
篇
の
か
ず
か
ず
を
想
起
す
る
。
幼

時
ブ
レ
イ
ク
は
、
大
ぜ
い
の
天
使
た
ち
が
木
陰
に
集
ひ
、
歌
を
う
た
ひ
な
が
ら
燦

燗
た
る
翼
を
動
か
し
て
み
る
の
を
見
た
。
ま
た
彼
は
わ
が
家
に
近
い
野
原
に
豫
言

者
エ
ゼ
キ
エ
ル
の
休
ん
で
ゐ
る
の
を
見
た
と
云
っ
て
母
に
打
た
れ
た
。
ブ
レ
イ
ク

が
母
に
打
た
れ
た
や
う
に
、
か
う
し
た
懲
罰
が
川
端
氏
に
も
薬
術
家
の
烙
印
を
捺
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し
た
の
で
あ
る

　

ま
た
世
界
旅
行
の
紀
行
文
「
ア
ポ
ロ
の
杯
」（
昭
二
十
七
）
の
中
で
も
次
の
よ
う

に
書
い
て
い
る
。

　

ウ
ヰ
リ
ア
ム
・
ブ
レ
ー
ク
の
初
版
本
「
ソ
ン
グ
・
オ
ブ
・
イ
ノ
セ
ン
ス
」
を
見

た
。
き
わ
め
て
美
し
い
。
こ
れ
を
見
た
こ
と
は
羅
府
に
お
け
る　

私
の
最
も
大
き

な
浄
福
だ
と
云
つ
て
い
い
。

　

恩
師
・
川
端
の
「
抒
情
歌
」
へ
の
讃
辞
と
し
て
ブ
レ
イ
ク
の
「
無
染
の
歌
」
を
引

用
し
、「
最
高
の
詩
篇
の
か
ず
か
ず
」
と
い
う
言
い
方
を
し
て
い
る
こ
と
な
ど
を
見

て
も
、
ブ
レ
イ
ク
の
初
版
本
を
手
に
入
れ
た
喜
び
を
「
最
も
大
き
な
浄
福
」
と
語
る

の
を
見
て
も
、
三
島
が
ブ
レ
イ
ク
を
肯
定
的
に
捉
え
て
い
た
こ
と
は
間
違
い
な
い
。

ゆ
え
に
ブ
レ
イ
ク
を
引
く
こ
と
で
造
型
さ
れ
た
主
人
公
・
山
川
修
を
否
定
的
に
描
い

て
い
る
と
は
考
え
に
く
い
。
ブ
レ
イ
ク
に
対
し
て
の
作
者
の
肯
定
的
見
方
は
山
川
の

性
格
を
説
明
す
る
部
分
に
冷
笑
的
な
も
の
が
無
い
こ
と
を
裏
付
け
る
で
あ
ろ
う
。
ま

し
て
や
こ
の
主
人
公
を
シ
ニ
カ
ル
に
、
戯
画
化
し
て
描
い
て
い
る
と
は
思
え
な
い
。

三
島
は
こ
の
作
品
に
お
い
て
は
戦
争
帰
り
の
こ
の
青
年
を
純
粋
に
祝
福
さ
れ
た
存
在

と
し
て
描
い
て
い
る
。
こ
こ
に
そ
の
後
の
三
島
の
作
品
と
の
こ
の
作
品
と
の
決
定
的

な
違
い
が
あ
る
と
い
え
よ
う
。

　

寺
田
透
氏
の
論
文
の
中
に
あ
っ
た
〈
絶
望
を
背
景
と
す
る
運
命
劇
〉
と
い
う
バ
ル

ザ
ッ
ク
の
「
人
間
喜
劇
」
と
い
う
こ
と
に
発
想
を
得
て
、
三
島
は
戦
後
直
後
の
混
乱

期
と
い
う
時
代
の
中
で
敗
戦
と
い
う
事
実
を
運
命
と
し
て
受
け
入
れ
、
ニ
ヒ
リ
ズ
ム

に
陥
る
の
で
は
な
く
、
ブ
レ
イ
ク
的
な
無
垢
で
幸
福
な
歓
喜
を
信
じ
る
こ
と
に
よ
っ

て
絶
望
の
中
か
ら
一
筋
の
希
望
を
見
出
そ
う
と
し
て
い
る
と
い
え
る
の
で
は
な
か
ろ

う
か
。「
絶
望
」
に
裏
打
ち
さ
れ
た
「
運
命
劇
」
と
し
て
寺
田
氏
の
論
文
に
刺
激
さ
れ

て
発
想
さ
れ
た
こ
の
「
人
間
喜
劇
」
は
、「
絶
望
は
卑
怯
で
あ
る
」
と
自
ら
に
言
い
聞

か
せ
、「
絶
望
を
知
ら
な
い
」「
こ
の
世
の
あ
り
と
あ
ら
ゆ
る
不
幸
と
困
難
を
愛
す

る
」
ブ
レ
イ
ク
的
な
青
年
に
訪
れ
た
愛
の
奇
跡
を
描
く
こ
と
に
よ
っ
て
こ
の
時
期
の

三
島
は
絶
望
か
ら
の
脱
出
を
必
死
に
は
か
っ
て
い
た
と
言
え
る
だ
ろ
う
。

　

ロ
マ
ン
主
義
者
・
三
島
由
紀
夫
の
戦
後
の
出
発
点
に
ブ
レ
イ
ク
的
な
ロ
マ
ン
主
義

が
あ
っ
た
こ
と
も
忘
れ
て
は
な
ら
な
い
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

（
四
）

　

こ
の
作
品
の
主
眼
は
明
ら
か
に
こ
の
山
川
修
と
い
う
人
物
像
に
こ
そ
か
か
っ
て
い

る
。
こ
の
よ
う
な
彼
ゆ
え
に
こ
そ
、
最
後
に
奇
跡
は
起
こ
り
二
人
だ
け
は
列
車
事
故

か
ら
生
還
す
る
の
で
あ
る
。

　

し
か
し
、
こ
の
よ
う
な
青
年
像
は
繰
り
返
し
に
な
る
が
、
三
島
世
界
の
中
で
は
特

異
の
も
の
で
あ
る
。
そ
し
て
こ
の
「
人
間
喜
劇
」
と
い
う
作
品
が
昭
和
初
期
の
華
族

社
会
を
舞
台
に
し
た
三
島
の
最
初
の
長
編
小
説
「
盗
賊
」���
が
発
表
さ
れ
て
い
た
時

��

期
に
書
か
れ
た
も
の
で
あ
る
こ
と
に
も
注
意
を
要
す
る
で
あ
ろ
う
。「
盗
賊
」
の
主

人
公
・
明
秀
は
美
子
に
失
恋
し
死
を
決
意
し
、
や
は
り
佐
伯
に
失
恋
し
死
を
決
意
し

て
い
た
清
子
と
出
会
い
、
明
秀
と
清
子
の
二
人
は
周
囲
に
祝
福
さ
れ
な
が
ら
結
婚
す

る
が
、
そ
の
夜
二
人
は
心
中
し
、
美
子
と
佐
伯
の
若
さ
と
美
し
さ
が
奪
わ
れ
て
い
る

こ
と
に
気
づ
く
と
い
う
物
語
で
あ
る
。
つ
ま
り
愛
し
合
わ
な
い
二
人
が
心
中
す
る
と

三島由紀夫の戦後短編に関する一考察
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い
う
「
盗
賊
」
は
死
が
生
に
復
讐
と
い
う
物
語
と
も
い
う
こ
と
が
で
き
、
こ
の
「
人

間
喜
劇
」
と
い
う
愛
が
起
こ
す
奇
跡
と
い
う
、
愛
が
死
に
う
ち
勝
つ
と
い
う
物
語
と

は
対
照
的
な
物
語
と
な
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。

　

三
島
に
そ
の
よ
う
な
物
語
を
書
か
せ
た
の
は
、
醜
悪
な
戦
後
社
会
の
中
で
生
き

残
っ
て
し
ま
っ
た
青
年
の
絶
望
を
背
景
と
し
た
熱
烈
な
悲
劇
へ
の
憧
れ
と
、
そ
し
て

同
時
に
強
烈
な
虚
無
感
で
あ
っ
た
ろ
う
。
戦
争
直
後
の
焼
け
野
原
や
闇
市
の
中
で
は

三
島
は
現
実
逃
避
的
に
失
わ
れ
た
美
し
い
愛
と
死
の
物
語
の
世
界
を
描
く
し
か
な

か
っ
た
の
か
も
し
れ
な
い
。

　

そ
の
よ
う
な
虚
無
感
や
悲
劇
へ
の
渇
望
は
あ
え
て
舞
台
を
「
古
事
記
」
の
世
界
に

選
ん
だ
「
軽
王
子
と
衣
通
姫
」（「
群
像
」
昭
二
十
二
・
四
）
や
、
少
女
と
少
年
の
悲

劇
を
描
く
一
見
メ
ル
ヘ
ン
的
な
世
界
を
描
い
た
「
サ
ー
カ
ス
」（「
進
路
」
昭
二
十
三
・

一
）
��
�
な
ど
に
は
っ
き
り
と
表
れ
て
い
る
。

��

　

し
か
し
、
自
ら
の
世
代
宣
言
と
も
い
う
べ
き
「
重
傷
者
の
兇
器
」
書
き
、
そ
し
て

こ
の
「
人
間
喜
劇
」
を
書
き
な
が
ら
も
発
表
し
な
か
っ
た
後
、
三
島
は
ア
プ
レ
ゲ
ー

ル
世
代
と
し
て
の
主
人
公
を
現
実
の
戦
後
社
会
の
中
に
は
っ
き
り
と
描
い
て
い
く
よ

う
に
な
る
。

　
「
人
間
喜
劇
」
の
主
人
公
と
同
じ
戦
争
帰
り
の
青
年
を
描
い
て
も
「
慈
善
」（「
改

造
」
昭
二
十
三
・
六
）
に
な
る
と
お
も
む
き
が
変
わ
っ
て
く
る
。「
慈
善
」
の
主
人
公
・

水
野
康
雄
は
「
中
学
時
代
に
女
遊
び
の
味
を
覚
え
た
」
金
持
ち
の
坊
っ
ち
ゃ
ん
で

「
大
学
に
は
籍
だ
け
お
い
て
、
或
る
火
災
保
険
会
社
の
外
交
員
」
と
し
て
昼
間
は
働

き
、
夜
は
ジ
ャ
ズ
バ
ン
ド
で
稼
ぎ
ま
わ
っ
て
い
る
青
年
で
あ
る
。
あ
る
日
彼
は
保
険

契
約
の
更
新
の
件
で
訪
れ
た
家
で
昔
関
係
を
持
っ
た
秀
子
と
再
会
し
不
倫
の
関
係
を

結
ぶ
一
方
、
バ
ン
ド
仲
間
の
朝
子
と
も
関
係
を
続
け
て
い
る
。
秀
子
と
の
合
図
に
は

毎
日
の
通
勤
電
車
か
ら
見
え
る
彼
女
の
家
の
雨
戸
が
使
わ
れ
て
い
た
。
秀
子
と
の
関

係
に
「
良
心
の
呵
責
が
ま
る
き
り
な
い
こ
と
に
愛
想
を
つ
か
し
」
始
め
た
康
雄
は
秀

子
に
別
れ
を
告
げ
る
が
、
そ
の
後
自
分
が
き
っ
か
け
で
秀
子
の
夫
も
新
た
な
女
性
と

暮
ら
し
は
じ
め
、
秀
子
も
新
た
な
自
由
な
生
活
を
始
め
た
こ
と
を
知
る
。
そ
し
て
、

朝
子
か
ら
妊
娠
を
告
げ
ら
れ
「
今
度
ば
か
り
は
の
が
れ
ら
れ
な
い
予
感
」
す
る
の

だ
っ
た
。
そ
し
て
最
後
次
の
よ
う
に
結
ば
れ
る
。

　

全
く
無
動
機
の
善
行
が
か
う
も
確
実
な
善
を
い
く
つ
と
な
く
地
上
に
ば
ら
ま
い

て
ゆ
く
の
で
は
、
人
間
は
救
は
れ
な
い
気
持
が
し
た
。
善
は
彼
の
手
を
離
れ
て
、

星
の
や
う
な
恒
久
不
変
な
も
の
に
な
つ
て
、
金
輪
際
彼
の
行
爲
を
ジ
ャ
ス
テ
ィ

フ
ァ
イ
し
て
く
れ
る
由
も
な
い
の
だ
つ
た
。
今
で
は
彼
の
行
動
を
ど
う
に
も
ジ
ャ

ス
テ
ィ
フ
ァ
イ
し
て
く
れ
ぬ
思
考
の
正
体
が
わ
か
り
か
け
た
気
が
す
る
の
だ
つ

た
。
そ
れ
は
人
が
「
宗
教
」
と
呼
ぶ
と
こ
ろ
の
も
の
で
あ
る
。
彼
は
こ
の
ま
ま
の

気
持
で
は
子
供
を
待
つ
こ
と
が
で
き
な
い
と
感
じ
、
子
供
を
始
末
す
る
や
う
な
行

動
か
ら
自
分
を
救
ぶ
た
め
に
、
何
ら
か
の
宗
教
に
帰
依
し
な
け
れ
ば
と
決
心
し

た
。
と
こ
ろ
が
読
者
も
す
で
に
見
ら
れ
る
と
ほ
り
、
彼
に
は
そ
の
重
要
な
條
件
が

欠
如
し
て
ゐ
る
の
だ
つ
た
。
―
そ
れ
は
「
悔
恨
」
で
あ
る
。

　

こ
の
作
品
の
特
徴
は
こ
の
作
品
の
冒
頭
が
「
…
…
か
く
て
ま
た
、
三
度
三
度
の
食

事
が
は
じ
ま
る
の
だ
つ
た
。
露
西
亜
の
或
る
詩
人
が
書
い
て
ゐ
る
や
う
に
、『
僕
の

前
に
無
限
に
つ
づ
く
食
事
の
連
鎖
を
見
る
の
は
』
た
ま
ら
な
い
」
と
は
じ
ま
っ
て
い

る
こ
と
で
あ
る
。
彼
の
職
業
が
敢
え
て
非
常
事
態
へ
の
備
え
る
為
の
職
業
、
つ
ま
り

平
凡
な
日
常
生
活
を
前
提
と
し
て
い
る
職
業
が
選
ば
れ
て
い
る
こ
と
で
も
解
る
と
お
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り
、
そ
し
て
「
彼
の
生
活
に
は
、
か
う
し
て
何
か
事
務
的
な
多
忙
さ
が
溢
れ
て
い

た
」
と
前
提
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
、
三
島
が
忌
み
嫌
っ
た
日
常
生
活
と
い
う
も
の
へ

の
嫌
悪
が
は
っ
き
り
と
作
品
の
前
提
と
し
て
設
定
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
こ
の
変

化
に
は
戦
後
社
会
が
よ
う
や
く
落
ち
着
き
を
取
り
戻
し
は
じ
め
平
凡
な
小
市
民
の
日

常
生
活
が
も
ど
り
つ
つ
あ
っ
た
と
い
う
社
会
背
景
も
勿
論
あ
る
で
あ
ろ
う
し
、
ま
た

三
島
自
身
の
私
生
活
の
変
化
、
つ
ま
り
こ
の
前
年
十
二
月
か
ら
大
蔵
省
へ
勤
め
は
じ

め
た
彼
自
身
の
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
と
し
て
の
日
常
生
活
の
中
の
倦
怠
と
い
う
こ
と
も
背

景
と
し
て
あ
る
の
で
あ
ろ
う
。
先
に
引
用
し
た
終
わ
り
か
た
を
見
て
も
、「
慈
善
」

と
い
う
題
名
も
シ
ニ
カ
ル
な
も
の
で
あ
っ
て
「
人
間
は
救
わ
れ
な
い
」
と
い
う
作
者

の
感
慨
が
全
面
に
押
し
出
さ
れ
て
く
る
よ
う
に
な
る
。

　

女
子
大
生
殺
人
事
件
を
社
会
種
と
し
た
「
親
切
な
機
械
」（「
風
雪
」
昭
二
十
三
・

十
一
）
の
主
人
公
・
京
大
生
・
木
山
勉
は
適
当
に
女
性
達
を
跳
梁
し
、
戦
争
帰
り
の

傷
つ
い
た
無
骨
な
純
情
男
・
猪
口
が
勉
の
元
の
彼
女
・
鉄
子
を
殺
害
す
る
こ
と
も
傍

観
す
る
ア
プ
レ
青
年
で
あ
る
。
戦
争
帰
り
の
猪
口
の
純
情
も
シ
ニ
カ
ル
に
し
か
描
か

れ
て
い
な
い
。

　

そ
し
て
「
幸
福
と
い
ふ
名
の
療
法
」（「
文
芸
」
昭
二
十
四
・
一
）
や
そ
の
対
と
も

言
う
べ
き
「
毒
薬
の
社
会
的
効
用
に
つ
い
て
」（「
風
雪
」
昭
二
十
四
・
一
）
に
な
る

と
「
俺
は
幸
福
だ
」
と
い
う
病
気
に
か
か
っ
た
主
人
公
と
「
あ
あ
生
活
！
そ
れ
は
素

晴
ら
し
い
」
と
い
う
「
時
代
病
の
逆
症
状
」
を
き
た
し
て
長
生
き
す
る
主
人
公
を
戯

画
化
し
て
描
く
よ
う
に
な
る
。

　

初
の
書
き
下
ろ
し
小
説
「
仮
面
の
告
白
」（
昭
二
十
四
・
七
）
で
名
実
と
も
に
新
進

作
家
と
し
て
の
地
位
を
築
い
た
三
島
は
、
光
ク
ラ
ブ
事
件
の
青
年
社
長
を
モ
デ
ル
に

し
た
「
青
の
時
代
」（「
新
潮
」
昭
二
十
五
・
七
〜
一
二
）
に
お
い
て
も
ま
さ
に
「
重

傷
者
の
兇
器
」
の
延
長
線
上
に
あ
る
典
型
的
で
ニ
ヒ
リ
ス
テ
ィ
ッ
ク
な
ア
プ
レ
青
年

で
あ
る
主
人
公
・
川
崎
誠
を
描
い
て
い
く
こ
と
に
な
る
。

　

実
は
三
島
に
は
こ
の
頃
「
日
曜
日
」（「
中
央
公
論
夏
季
文
芸
号
」
昭
二
十
五
・
七
）

と
い
う
、
こ
の
「
人
間
喜
劇
」
の
丁
度
逆
の
よ
う
な
短
編
小
説
を
書
い
て
い
る
の
で

あ
っ
た
。

　
「
人
間
喜
劇
」
と
「
日
曜
日
」
と
い
う
作
品
と
い
う
作
品
の
結
末
が
全
く
逆
の
結
末

に
な
っ
て
い
る
こ
と
は
既
に
『
三
島
由
紀
夫
事
典
』（
明
治
書
院
、
昭
五
十
一
）
の
中

で
小
坂
部
元
秀
氏
に
よ
っ
て
指
摘
さ
れ
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

　
「
日
曜
日
」
の
主
人
公
・
幸
男
と
秀
子
は
財
務
省
金
融
局
に
勤
め
る
若
い
平
凡
な
下

級
事
務
員
で
あ
る
。
こ
の
二
人
の
唯
一
の
楽
し
み
は
毎
週
の
日
曜
日
に
さ
さ
や
か
な

デ
ー
ト
と
し
て
近
く
の
公
園
や
海
な
ど
に
出
か
け
る
こ
と
で
あ
っ
た
。
彼
の
手
帳
に

は
日
曜
日
ご
と
に
色
と
り
ど
り
の
色
鉛
筆
で
彼
等
の
予
定
が
色
分
け
し
て
塗
ら
れ
て

い
る
。
ま
さ
に
こ
の
手
帳
こ
そ
三
島
が
呪
詛
す
る
日
常
生
活
の
シ
ン
ボ
ル
で
あ
ろ

う
。
東
京
郊
外
の
遊
び
場
に
日
曜
毎
に
殺
到
す
る
平
和
な
男
女
の
群
。
ま
さ
し
く
三

島
の
忌
み
嫌
う
日
常
生
活
の
復
活
で
あ
っ
た
。
そ
し
て
行
楽
帰
り
の
ご
っ
た
返
す
駅

の
ホ
ー
ム
か
ら
群
衆
に
押
さ
れ
た
二
人
は
線
路
に
転
落
し
惨
劇
が
起
こ
る
。
最
後
を

三
島
は
次
の
よ
う
に
書
い
て
い
る
。

　

こ
こ
で
も
ま
た
何
ら
か
の
恩
寵
が
作
用
し
て
、
列
車
の
車
輪
は
、
う
ま
く
並
べ

ら
れ
た
二
人
の
頸
を
正
確
に
礫
い
た
。
そ
こ
で
惨
事
に
お
ど
ろ
い
て
車
輪
が
後
退

を
は
じ
め
る
と
、
恋
人
同
士
の
首
は
砂
利
の
上
に
き
れ
い
に
並
ん
で
み
た
。
み
ん

な
は
こ
の
手
品
に
感
服
し
、
運
転
手
の
ふ
し
ぎ
な
腕
前
を
讃
美
し
た
い
気
持
に
な

つ
た
。�
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役
所
の
二
人
の
椅
子
は
、
後
任
者
が
あ
る
ま
で
空
つ
ぽ
に
な
つ
て
ゐ
た
。
そ
れ

で
も
事
務
は
遅
滞
な
く
進
行
し
、
太
陽
は
東
か
ら
の
ぼ
り
、
火
曜
日
の
あ
と
に
は

水
曜
日
が
あ
り
、
猫
は
鼠
を
と
る
こ
と
を
や
め
ず
、
課
長
は
宴
会
に
出
席
す
る
こ

と
を
や
め
な
か
つ
た
。�

　

…
…
そ
れ
で
も
空
つ
ぽ
の
二
つ
の
椅
子
を
見
て
は
、
同
僚
た
ち
は
こ
ん
な
風
に

詠
嘆
的
に
呟
く
こ
と
が
あ
つ
た
。�

　
「
ご
ら
ん
！
日
曜
は
死
ん
で
し
ま
つ
た
」

　
「
太
陽
は
東
か
ら
の
ぼ
り
、
火
曜
日
の
あ
と
に
は
水
曜
日
が
あ
り
、
猫
は
鼠
を
と

る
こ
と
を
や
め
ず
、
課
長
は
宴
曾
に
出
席
す
る
こ
と
を
や
め
な
か
つ
た
」
と
あ
る
よ

う
に
、
三
島
の
嫌
う
一
見
平
和
で
平
凡
な
日
常
生
活
は
永
遠
に
続
い
て
い
く
が
、
二

人
の
日
曜
日
だ
け
は
作
者
三
島
に
よ
っ
て
見
事
に
殺
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
こ
こ
に
は

露
骨
な
ま
で
の
作
者
三
島
の
小
市
民
的
日
常
生
活
と
い
う
も
の
へ
の
嫌
悪
が
吐
露
さ

れ
て
い
る
。「
人
間
喜
劇
」
に
お
い
て
神
に
よ
っ
て
祝
福
さ
れ
た
よ
う
な
二
人
に
起

こ
っ
た
愛
の
奇
跡
を
描
い
た
三
島
は
た
っ
た
二
年
後
に
は
こ
の
よ
う
な
短
編
を
発
表

す
る
に
至
っ
た
の
で
あ
っ
た
。

（
お
わ
り
に
）

　

三
島
の
「
人
間
喜
劇
」
と
い
う
作
品
は
雑
誌
「
光
」
の
終
刊
と
い
う
事
態
に
よ
っ

て
結
果
的
に
日
の
目
を
見
る
こ
と
な
く
葬
り
去
ら
れ
て
行
く
こ
と
に
な
る
の
で
あ
る

が
、
そ
れ
が
作
者
自
身
に
お
い
て
も
見
捨
て
ら
れ
て
い
く
背
景
に
は
、
三
島
自
身
の

バ
ル
ザ
ッ
ク
の
「
人
間
喜
劇
」
へ
の
興
味
が
長
編
小
説
の
方
法
論
と
し
て
長
編
「
禁

色
」
に
取
り
込
ま
れ
て
い
き
、
ま
た
愛
し
合
う
二
人
の
奇
跡
を
描
く
こ
の
短
編
は
愛

し
合
わ
な
い
二
人
の
心
中
と
い
う
悲
劇
「
盗
賊
」
の
な
か
に
運
命
劇
と
し
て
も
の
み

こ
ま
れ
て
い
き
消
え
て
い
っ
た
と
い
う
事
情
が
あ
っ
た
。
そ
し
て
「
仮
面
の
告
白
」

と
い
う
作
品
に
よ
っ
て
逆
説
的
に
生
き
る
こ
と
を
決
意
し
た
三
島
に
と
っ
て
は
ブ
レ

イ
ク
的
世
界
は
も
う
捨
て
去
る
べ
き
青
春
の
追
憶
に
な
っ
て
い
っ
た
の
か
も
し
れ
な

い
。
日
々
平
和
を
取
り
戻
し
つ
つ
あ
っ
た
戦
後
的
日
常
生
活
へ
の
嫌
悪
と
い
う
こ
と

が
そ
れ
に
拍
車
を
か
け
て
い
っ
た
と
も
言
え
る
。
ニ
ヒ
リ
ス
ト
と
し
て
戦
後
を
生
き

て
い
く
こ
と
を
決
意
し
た
三
島
に
と
っ
て
ブ
レ
イ
ク
的
世
界
は
日
増
し
に
遠
い
も
の

と
感
じ
ら
れ
は
じ
め
て
い
っ
た
に
ち
が
い
な
い
。

　
「
日
曜
日
」
と
い
う
作
品
で
愛
し
あ
う
平
凡
な
二
人
が
最
後
に
彼
ら
だ
け
が
事
故

で
死
ぬ
と
い
う
、「
人
間
喜
劇
」
と
は
全
く
逆
の
結
末
を
持
つ
短
編
を
発
表
し
て
い

く
こ
と
に
な
る
に
は
、
三
島
が
最
も
忌
み
嫌
っ
た
戦
後
の
ぬ
る
ま
湯
的
な
日
常
生
活

に
た
ま
ら
な
い
拒
否
感
を
彼
が
次
第
に
募
ら
せ
る
て
い
っ
た
と
い
う
背
景
が
は
っ
き

り
見
え
て
く
る
。

　

昭
和
二
十
三
年
の
時
点
で
は
ま
だ
ブ
レ
イ
ク
的
な
奇
跡
の
世
界
を
描
く
こ
と
が
可

能
で
あ
っ
た
、
つ
ま
り
絶
望
を
希
望
に
変
え
る
「
無
垢
」
の
存
在
を
信
じ
る
こ
と
が

で
き
た
三
島
だ
っ
た
が
、
戦
後
の
混
乱
が
収
ま
り
は
じ
め
、
三
島
が
忌
み
嫌
っ
た
平

凡
で
醜
悪
な
日
常
生
活
が
戻
り
始
め
た
「
日
曜
日
」
が
書
か
れ
た
こ
の
時
期
に
は
そ

れ
が
出
来
な
く
な
っ
て
い
た
こ
と
は
注
意
を
要
す
る
で
あ
ろ
う
。
こ
の
三
島
の
変
貌

に
は
一
つ
に
は
「
仮
面
の
告
白
」
と
い
う
作
品
が
挟
ま
っ
て
い
る
こ
と
も
重
要
で
あ

る
。「
仮
面
の
告
白
」
で
「
内
心
の
怪
物
を
な
ん
と
か
征
服
し
た
」（「
私
の
遍
歴
時

代
」）
あ
と
、
発
表
予
定
誌
の
終
刊
と
い
う
状
況
か
ら
日
の
目
を
見
な
か
っ
た
「
人
間

喜
劇
」
は
作
者
自
ら
に
よ
っ
て
封
印
さ
れ
た
の
だ
っ
た
。
三
島
に
と
っ
て
ブ
レ
イ
ク
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的
世
界
は
密
か
に
生
き
つ
づ
け
な
が
ら
も
、
世
界
旅
行
を
き
っ
か
け
と
し
た
ギ
リ

シ
ャ
と
の
出
会
い
か
ら
そ
れ
は
、
の
ち
に
「
潮
騒
」（
昭
二
十
九
）
に
結
晶
す
る
ア
ポ

ロ
ン
的
世
界
像
へ
と
転
換
し
て
い
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。
先
に
引
用
し
た
「
向
日
葵
の

や
う
に
た
え
ず
太
陽
の
は
う
へ
顔
を
向
け
て
ゐ
た
い
の
希
ふ
」
と
い
う
こ
の
青
年
像

が
そ
の
可
能
性
を
予
兆
さ
せ
て
い
る
。

　

今
ま
で
全
く
言
及
さ
れ
る
こ
と
す
ら
な
か
っ
た��
�
「
人
間
喜
劇
」
と
い
う
こ
の
作

��

品
は
三
島
の
戦
後
の
新
た
な
出
発
を
考
え
る
と
き
そ
の
重
要
性
を
増
し
て
く
る
よ
う

に
思
わ
れ
る
。

　

と
も
か
く
、「
盗
賊
」
や
「
仮
面
の
告
白
」
や
「
禁
色
」
な
ど
の
長
編
の
中
に
埋
も

れ
た
感
じ
の
あ
る
昭
和
二
十
年
代
の
三
島
の
短
編
に
対
し
て
三
島
は
最
晩
年
に
は

「
わ
た
し
は
こ
の
種
の
短
篇
で
、
む
し
ろ
あ
ら
は
な
告
白
を
し
て
ゐ
た
つ
も
り
で
あ

つ
た
が
、
当
時
こ
の
告
白
に
気
づ
い
た
人
は
ゐ
な
か
つ
た
」
��
�
と
も
述
べ
て
お
り
再

��

検
討
の
必
要
性
を
感
じ
る
の
で
あ
る
。
こ
の
時
期
に
未
発
表
に
終
わ
っ
た
「
人
間
喜

劇
」
と
い
う
小
品
一
つ
を
見
て
も
戦
後
の
三
島
の
軌
跡
が
か
え
っ
て
明
確
に
見
え
て

く
る
部
分
も
あ
り
、
戦
後
の
こ
の
時
期
の
今
ま
で
注
目
さ
れ
て
こ
な
か
っ
た
短
編
小

説
を
も
う
一
度
丁
寧
に
検
討
し
直
し
て
み
る
時
期
も
来
て
い
る
よ
う
に
思
う
の
で
あ

る
。

注（
１
）
こ
の
頃
の
三
島
に
対
し
て
中
村
光
夫
氏
が
当
時
「
マ
イ
ナ
ス
百
五
十
点
だ
」

（
臼
井
吉
見
・
中
村
光
夫
対
談
「
三
島
由
紀
夫
」「
文
学
界
」
昭
二
十
七
・
十

一
）
と
一
蹴
し
た
エ
ピ
ソ
ー
ド
は
有
名
で
あ
る
。「
盗
賊
」
に
関
し
て
は
三
島

自
身
も
「
こ
の
作
品
は
一
向
人
の
口
の
端
に
上
ら
な
か
つ
た
」
と
「
三
島
由

紀
夫
作
品
集
・
あ
と
が
き
」（
昭
二
十
八
・
七
）
で
述
べ
て
い
る
。

（
２
）
三
島
に
書
き
下
ろ
し
を
依
頼
し
た
河
出
書
房
の
編
集
人
・
坂
本
一
亀
氏
に
よ

れ
ば
依
頼
は
昭
和
二
十
三
年
の
八
月
で
、
こ
れ
を
機
に
三
島
は
九
月
に
大
蔵

省
に
退
職
願
を
提
出
し
、
三
島
の
起
筆
は
十
一
月
で
脱
稿
が
翌
二
十
四
年
の

四
月
で
刊
行
は
七
月
で
あ
っ
た
。
単
行
本
月
報
に
は
「『
仮
面
の
告
白
』
ノ
ー

ト
」
と
し
て
「
こ
の
本
は
私
が
今
ま
で
そ
こ
に
住
ん
で
ゐ
た
死
の
領
域
へ
遺

さ
う
と
す
る
遺
書
だ
。
…
…
」
が
付
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
作
品
の
性
倒
錯
の

告
白
と
い
う
シ
ョ
ッ
キ
ン
グ
な
テ
ー
マ
な
ど
が
注
目
を
呼
び
三
島
を
一
躍
文

壇
の
寵
児
に
し
て
い
っ
た
の
で
あ
っ
た
。

（
３
）
当
時
の
編
集
人
で
あ
っ
た
加
藤
一
夫
氏
は
編
集
後
記
（
昭
二
十
二
・
十
一
・

十
二
）
に
「
高
い
内
容
を
や
さ
し
く
」
の
「
や
さ
し
く
」
と
は
「
生
活
に
即

し
た
実
用
性
」
と
い
う
こ
と
で
、
こ
の
雑
誌
は
「
知
識
層
を
あ
い
て
の
思
索

的
な
性
格
を
も
つ
雑
誌
」
と
「
娯
楽
性
を
主
と
し
た
大
衆
雑
誌
」
の
「
質
的

融
合
」
を
め
ざ
し
た
も
の
で
あ
る
と
述
べ
て
い
る
。

（
４
）
こ
の
座
談
会
は
旧
版
の
全
集
に
は
収
録
さ
れ
て
い
な
い
。
現
在
刊
行
中
の
新

版
に
採
録
さ
れ
る
の
か
は
不
明
。
な
お
こ
の
座
談
会
が
三
島
の
マ
チ
ネ
ポ
エ

チ
ッ
ク
の
人
達
と
の
出
会
い
に
な
っ
た
。

（
５
）
こ
の
連
作
も
こ
の
重
要
な
時
期
に
書
か
れ
た
も
の
と
し
て
注
目
さ
れ
る
べ
き

作
品
で
あ
る
が
こ
れ
に
つ
い
て
は
今
後
の
検
討
課
題
と
し
て
本
稿
で
は
触
れ

な
い
。

（
６
）
三
島
が
こ
の
「
人
間
喜
劇
」
を
執
筆
前
に
購
入
し
て
い
た
可
能
性
が
あ
る
の

は
「
海
辺
の
悲
劇　

他
三
編
」
水
野
亮
訳
の
「
岩
波
文
庫
」
本
（
昭
五
・
十

一
）
が
あ
る
。
し
か
し
、
戦
前
に
も
バ
ル
ザ
ッ
ク
の
翻
訳
は
当
然
何
冊
も
で
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て
お
り
、
学
習
院
の
図
書
館
な
ど
で
読
ん
で
い
た
可
能
性
は
十
分
あ
る
。

（
７
）
寺
田
透
「
三
島
由
紀
夫
論
」（「
群
像
」
昭
二
十
八
・
十
）

（
８
）
但
し
三
島
自
身
は
「
自
己
改
造
の
試
み
―
重
い
文
体
と
鴎
外
へ
の
傾
倒
―
」

（「
文
学
界
」
昭
三
十
一
・
八
）
の
中
で
「
禁
色
」
の
文
体
を
「
ス
タ
ン
ダ
ー

ル
に
鴎
外
風
な
荘
重
さ
を
加
味
し
た
も
の
と
」
述
べ
て
い
る
だ
け
で
自
己
作

品
の
文
体
に
お
い
て
バ
ル
ザ
ッ
ク
の
こ
と
に
は
全
く
触
れ
て
い
な
い
。

（
９
）
そ
の
他
、
三
島
が
バ
ル
ザ
ッ
ク
に
言
及
し
て
い
る
も
の
と
し
て
は
「
禁
色
」

に
お
け
る
バ
ル
ザ
ッ
ク
の
影
響
を
補
足
す
る
よ
う
に
、「
私
の
遍
歴
時
代
」

の
中
で
、「
仮
面
の
告
白
」
完
成
後
の
心
境
と
し
て
「
ス
タ
ン
ダ
ー
ル
を
読
ん

で
も
、
バ
ル
ザ
ッ
ク
を
読
ん
で
も
、
ど
ん
な
悲
し
み
の
頁
の
背
後
に
す
ら
、

作
者
の
上
機
嫌
な
面
持
が
う
か
ん
で
く
る
。
僕
も
小
説
家
で
あ
る
以
上
、
い

つ
も
上
機
嫌
な
男
に
な
ら
な
く
て
は
な
ら
ぬ
」
と
い
う
決
意
を
語
る
部
分
な

ど
が
あ
り
、
新
た
な
長
編
小
説
を
構
想
し
て
い
た
と
き
に
ス
タ
ン
ダ
ー
ル
と

共
に
バ
ル
ザ
ッ
ク
が
非
常
に
意
識
さ
れ
て
い
た
こ
と
だ
け
は
確
か
で
あ
ろ

う
。
し
か
し
三
島
が
ラ
デ
ィ
ゲ
や
マ
ン
な
ど
の
他
の
多
く
の
外
国
の
作
家
に

言
及
し
て
き
た
の
に
比
較
す
る
と
バ
ル
ザ
ッ
ク
に
関
す
る
言
及
は
決
し
て
多

い
方
で
は
な
い
。

（　

）
但
し
三
島
は
ヰ
リ
ア
ム
・
ブ
レ
イ
ク
の
「
無
垢
の
歌
」
と
し
て
い
る
が
寿
岳

１０

訳
で
は
「
無
染
の
歌
」
と
な
っ
て
い
て
、
入
江
直
祐
訳
が
「
無
垢
の
歌
」
と

な
っ
て
い
る
こ
と
は
注
意
を
要
す
る
。

（　

）
「
妹
の
死
と
、
こ
の
女
性
の
結
婚
と
、
二
つ
の
事
件
が
、
私
の
以
後
の
文
学

１１

的
情
熱
を
推
進
す
る
力
に
な
つ
た
や
う
に
思
は
れ
る
。
種
々
の
事
情
か
ら
し

て
、
私
は
私
の
人
生
に
見
切
り
を
つ
け
た
。
そ
の
後
の
数
年
の
、
私
の
生
活

の
荒
涼
た
る
空
白
感
は
、
今
思
ひ
出
し
て
も
、
ゾ
ッ
と
せ
ず
に
は
ゐ
ら
れ
な

い
。
年
齢
的
に
最
も
濃
刺
と
し
て
み
る
筈
の
、
昭
和
二
十
一
年
か
ら
二
・
三

年
の
間
と
い
ふ
も
の
、
私
は
最
も
死
の
近
く
に
ゐ
た
。
未
來
の
希
望
も
な

く
、
過
去
の
喚
起
は
す
べ
て
醜
か
つ
た
。
私
は
何
と
か
し
て
、
自
分
、
及

ぴ
、
自
分
の
人
生
を
、
ま
る
ご
と
肯
定
し
て
し
ま
は
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
と
思

つ
た
。
し
か
し
敗
戦
後
の
否
定
と
破
壊
の
風
潮
の
中
で
、
こ
ん
な
自
己
肯
定

は
、
一
見
、
時
代
に
逆
行
す
る
も
の
と
し
か
思
は
れ
な
か
つ
た
。
そ
れ
が
今

に
な
つ
て
み
る
と
、
私
の
全
く
個
性
的
真
実
だ
け
を
追
び
か
け
た
生
き
方
に

も
、
時
代
の
影
が
色
濃
く
さ
し
て
ゐ
た
の
が
わ
か
る
。」（「
終
末
感
か
ら
の

出
発
―
昭
和
二
十
年
の
自
画
像
―
」「
新
潮
」
昭
三
十
・
八
）

（　

）「
盗
賊
」
は
第
一
章
が
「
恋
の
終
局
そ
し
て
物
語
の
発
端
」
と
題
し
て
昭
和
二

１２

十
三
年
二
月
「
午
前
」
に
、
第
二
章
が
「
自
殺
企
図
者
」
と
題
し
て
昭
和
二

十
二
年
十
二
月
に
「
文
学
会
議
」
に
、
第
三
章
が
「
出
会
」
と
題
し
て
昭
和

二
十
三
年
三
月
「
思
潮
」
に
、
第
四
章
が
「
美
的
生
活
」
と
題
し
て
昭
和
二

十
三
年
十
月
「
文
学
会
議
」
に
、
第
五
章
が
「
嘉
例
」
と
題
し
て
昭
和
二
十

三
年
三
月
「
新
文
学
」
に
そ
れ
ぞ
れ
発
表
さ
れ
、
第
六
章
は
書
き
下
ろ
し
さ

れ
、
昭
和
二
十
三
年
十
一
月
真
光
社
か
ら
刊
行
さ
れ
た
。
三
島
は
「
三
島
由

紀
夫
作
品
集
・・
あ
と
が
き
」（
昭
二
十
八
）
な
ど
で
創
作
の
経
緯
を
「
ラ
デ
ィ

ゲ
の
向
こ
う
を
張
り
た
い
」
と
思
っ
て
書
い
た
も
の
で
「
一
九
四
六
年
の
正

月
」
に
書
き
出
し
そ
の
年
の
夏
頃
「
第
四
章
の
未
定
稿
が
ど
う
に
か
出
来
上

が
つ
た
あ
た
り
」
で
「
一
旦
完
成
を
諦
め
た
」
が
翌
年
夏
頃
再
び
も
う
一
度

完
成
し
よ
う
と
い
う
熱
情
が
甦
つ
て
」
き
て
「
文
芸
誌
に
発
表
の
機
会
を
得

る
よ
う
に
つ
て
」
順
不
同
で
発
表
し
た
と
述
べ
て
い
る
。
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（　

）
拙
論
「
三
島
由
紀
夫
『
軽
王
子
と
衣
通
姫
』
試
論
」（「
茨
城
女
子
短
期
大
学

１３

紀
要
第
二
十
八
集
」
二
〇
〇
一
・
三
）
参
照
。

（　

）
本
稿
は
九
月
末
締
め
切
り
の
雑
誌
に
当
初
寄
稿
予
定
で
あ
っ
た
が
昭
和
文
学

１４

会
秋
季
大
会
（
二
〇
〇
一
・
十
一
・
十
七
）
に
お
い
て
三
島
の
「
人
間
喜
劇
」

に
触
れ
ら
れ
る
発
表
が
あ
る
こ
と
を
知
り
延
期
し
た
も
の
で
あ
る
。
発
表
は

具
体
的
に
「
人
間
喜
劇
」
と
い
う
こ
の
作
品
に
触
れ
る
も
の
で
は
な
か
っ
た

の
で
こ
の
ま
ま
に
し
た
。

（　

）
短
編
集
「
真
夏
の
死
」
解
説
（「
新
潮
文
庫
」
昭
四
十
五
・
七
）。
三
島
が

１５
「
こ
の
種
」
と
し
て
述
べ
て
い
る
の
は
「
翼
ー
ゴ
ー
テ
ィ
エ
風
の
物
語
」（「
文

学
界
」
昭
二
十
六
・
五
）
の
こ
と
。
お
互
い
に
天
使
の
よ
う
に
翼
を
持
っ
て

い
る
の
で
は
な
い
か
と
感
じ
合
っ
て
い
た
思
い
を
寄
せ
る
従
兄
妹
同
士
の
葉

子
と
杉
夫
の
二
人
だ
が
、
杉
夫
は
葉
子
の
翼
を
確
認
で
き
な
い
ま
ま
葉
子
を

空
襲
で
失
い
、
戦
後
商
事
会
社
に
勤
め
る
彼
は
あ
る
朝
肩
に
異
様
な
重
さ
を

感
じ
る
と
い
う
、
寓
話
的
な
短
編
。
平
凡
な
日
常
生
活
の
中
で
の
失
わ
れ
た

ブ
レ
イ
ク
的
世
界
へ
の
希
求
を
寓
話
し
て
い
る
と
も
思
わ
れ
、
こ
の
作
品
に

も
天
使
と
い
う
こ
と
に
関
し
て
ブ
レ
イ
ク
の
影
響
を
見
る
こ
と
も
可
能
か
も

し
れ
な
い
。

（
尚
、
本
稿
は
旧
字
を
新
字
に
改
め
、
平
成
以
降
の
年
次
を
西
暦
と
し
た
。）

三島由紀夫の戦後短編に関する一考察
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１．倫理と健康教育との関連、カリキュラム内容・要素としての欠落・不在の問題

　わが国では臓器移植に関わる医学的な技術の開発や遺伝子工学・操作技術・ナノテクノロジー、

��細胞研究等の発展に伴い、商品化、商業化の方向で１９８０年代から急激に「生命倫理���������」の

話題が社会化され、専門分野での議論も多くなされるようになった。生命倫理に関する事項は、そ

れ以前にも「人工妊娠中絶」や「優生学的思考・思想」「人体・動物実験」「精神保健」「断種」「癩」

「結核」等の「病者の差別、排除、放棄」等も存在していたが、特に「生命倫理」の問題として取

り挙げられることはなかった����。

　「それは、どうしてか」の問いの追及が当然、必要となるがこの論議は別にして先に進めること

にしよう。また、上記の’８０年代中期から「生命倫理」の問題が続出し、社会的に認知された事実と

なったが、どういうわけかこれが「教育化、学校教育化」殊に「健康教育内容化」等されることは

なかった��������。

　古い事実としての「人工妊娠中絶」「十代の人工妊娠中絶の激増」があったが、これをそのまま

「性教育の内容化」することは多かった。だが、これを「生命倫理」と関連づけて性教育の内容化、

教材化、実践する者は皆無の状況にあった。「生命倫理」の方の概念、理論が実践に「遠かった」の

である。また、性教育に関しては、近年、性行動についてのみ「不倫」の「ことば」が日常的用語

としてマスコミ等に頻繁に登場するが「不倫」は性行動だけが対象になるのではない。「人倫」に反

することであれば全てである。人が生きることで何が正しく、何が善であるか、は性行動だけが対

象になるのではない。保健、安全に関する個人的、私的な行動の選択、決定から組織的、社会的公

的な政策決定や法制化、行政、管理、運営等に関する対人、対物、対事的対象との関連まで全てが

含まれる。血友病者のエイズ感染・発病死は最近の主な例の一つである。安部委員長も厚生行政も

ミドリ十字製薬企業、裁判側等も判断、決定、行動、生活の支配、拘束、懲罰等は「何が正しく、

茨女短大紀����２９（２００２）７－１

健康教育と������との関連及びカリキュラムの改善とその実践（その１）　（１）

１３６

健康教育と������との関連及び�

カリキュラムの改善とその実践（その１）

内　山　　　源

　健康教育と健康増進の領域では、������や��������等がメインテーマとなって世界的な動きとなってい
る。（�����パリ会議２００１年）１９９０年代の動向である。ところがわが国の学校保健界・学会レベルでもこれ
らに対しては殆んど無反応であり、そのことは（プエルトリコ会議）（幕張メッセ会議）の時点でテーマ化
されているにも拘らず殆んど反応がなかった。それどころか現時点でさえ、�メール、ホームページ等で
「保健教育は保健の科学であるから、道徳・倫理を持ち込むのはとんでもないことだ」等の主旨で発信、発
表する者がいる。４０年前と同様であり、学会レベルでも変っていない。筆者は２０年ほど前に������の
����������	
�について検討、発表した。今日の���������	や����������	
���	
���などを統合するものとし
て����������	
�の概念、モデル等が必要であり、これらを検討し、その統合は��������	
��の����（����
��������	
����）や����������	（自然環境倫理）だけではなく、社会、文化的環境や医療、保健、福祉面の
������を健康水準毎に対応させてなされるものとした。さらに（タテ）の差別などと（ヨコ）の差別（����
���など）の問題点を検討し、これらを統合することで����������	
�の構造を提示した。



善であるか」の基本的原理に関係する。利害関係、商品化、商業化と倫理である。

　その点、「性教育と不倫、性行動の関係」と内容はかなり問題が残される。

　丁度、その頃、’８０年代の末にエイズ・病者の問題も続出したが、これらも「生命倫理」と結びつ

けて教育内容化されることはなかった。同じ頃急激に「性教育の専門家」が多く誕生し、マスコミ

を賑わしたが「生命倫理」などとは無関係に「エイズ医学」の解説で全国を動き廻った。そこには

���・エイズ「病者」����の行動や生活の所在、存在における社会的事実との関係もなかったのであ�

る������。この場合、「倫理」以前に「病者の行動、生活」���������の事実が内容化されることが前提であ

り、これがないからには当然の帰結となる。

　「生活の倫理」との関連である。「健康教育」や「エイズ、性教育」は無論のこと「タバコやアル

コール・����教育」の面でも「生命の倫理」との関係は理論面でも実践面でも存在してない。

　むろん、かといって学校保健や保健教育界で道徳教育との関連づけがない・なかったわけではな

い。これはかなり古くからなされている。しかし、問題はその内容と論理であり、これらを裏付け

る理論や研究になると常識の域を越えたものはない������。多くは道徳教育側からの「借用物」であ

る。ここには道徳と倫理の混同、混乱が見られている���。

　そうなると「生命倫理」は学校保健や健康教育と結合・関連づけが難しくなる。無関連、空白状

態は「当然」ということになるわけだ。これらの理論面については学会研究発表、論文等でも「皆

無」である。旧態の「道徳教育との関連」すら「影」さえ見ることは出来ない。多くが自然科学的

手法や社会調査の方法による実証主義的データ集めで事実分析や因子の分析に終っているものが少

なくない。

　また、’９０年代後半から「環境教育」がこれまでの「公害教育」とは形を変えて登場し、多くの

主張がなされるようになった。しかし、これも学校保健や保健教育との関連について議論され、整

理されることはなく文部行政によって学校教育化がすすめられている。学校教育の内容システムの

中での「所在と位置、構造」が明確でない曖昧な状態で、例えば、総合的学習などは断片的な実践

となっている。従って倫理などは論外となっている。

　○� 「環境教育」は①「社会」②「理科」だけではなく③「保健教育」「学校保健」との関連は重

大である������。そのことについてはこれまでに多く述べた。問題はここでも「生命倫理」及び「環境

倫理」との関連の欠落である。これらを欠いたまま学校教育化がすすめられているがこれでは生活

的現実とのずれは多く、社会科学的事実の反映・教育内容化につながることはない（図１参照）。

　この三者の統合的関係は論外としての○� 「環境教育」と○� 「環境倫理」との無関連、独立的な有

り様は、これらを教育内容化をすすめる場合、丁度、先述の「臓器移植、クローン、遺伝子操作・

治療等」と「生命倫理」との関係がばらばら、分離していることと似て奇妙なことである。さらに

問題なのは「生命倫理」と「環境倫理」との関連である。そしてこれらが内容化に当って健康教育

内容・カリキュラム構成の原理に関する検討、追究がなされていないとである。このような状況は

大きな問題であるが、きわめて当然のことと云ってよい。

２．学校保健教育と海外のそれらとの「差異」と「遅滞」―Skill approach, Ethics, Advocacy、

など―

　わが国ではこのような「欠落、不在」の状況にあり、特定の「教材化」とか「授業づくり運動」

（２）

　　　茨女短大紀����２９（２００２）７－２１３５
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図１　環境教育内容・カリキュラムの三次元構造
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が’８０年代に活発化した時に、海外の健康教育ではどのような動きがあったのであろうか。その中

の一つは“����������	�
�”の開発、展開である。１９６７年に���������	�
����
�	
�����

��では������

���������	
�����が強調された。その後、多くのアメリカ等の研究者は、単なる知識や理解、態度の変

容だけでは足らないとして、スキルアプローチの開発をすすめた。

　��������　���は����������	
����について、�����を引用して
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と示している。１９６８年のことである。

　これらのスキルアプローチのその後の展開、研究、実践の状況については１９８９年に筆者���は次の

ように述べた。
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　わが国の状況に対する「ずれ」と「後れ」である。

　これらは’９０年代後半に入って川畑、皆川、武田、西岡、向山（����）らがわが国でも実践的研
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究で成果を挙げた���。「後れ」たけれど、どうやら「向いて」来たのである。しかも、文部省の「手引

き」でも石川���らがすすめている。

　ところが、もう一方の方である。国際的な健康教育や学校保健の研究、理論や動向、実践の状況

を知るには私的な交信もあるが外国の学会誌がある。����誌等である。’８０年代末から��������

や����������	等が出されている。’９０年代に入ると��������	
と������、��������	
����、������で

ある。

　１９９５年にわが国で初めて�����の世界会議・大会が千葉幕張メッセで開催された。開催当番国

としての準備が長い期間をかけて行われた。その中の１つに、世界会議のメインテーマとその内容

がある。筆者は江口筑波大名誉教授・実行委員長から、その内容（カリキュラム）プログラム担当

の委員長職の依頼をうけて、それなりに準備をしたが、筆者が欠席不在の委員会で別の委員長へと

移ることが決められてしまい大会の内容に、「何を、どう組み立てるか」の業務から離れることに

なった。

　その後、「出されて来たもの」は筆者が得た情報、海外の国際的動向とは「ずれ」た「日本国」

の古典的生理衛性教育的内容構成であった。どうみてもこれは「ずれ」であり、その後若干の補足、

修正があったが、大差はなかった。

　この時点では「日本国」では��������	
�
��

の概念すら「個人的健康づくり・運動」程度のも

のであり、“������”とか“���������	
���
�”“���������”など「枠外」のことであった。その時、

日本健康教育学会に、�����が来日して特別講演を順天堂大学の医学部で行ない、その中でもこれ

らについてふれていたが、「日本国」側は殆ど反応を示すことはなかった。

　１９９５年の千葉・日本学校保健学会の際に、シンポジウムでいくつかを紹介、説明してみた���。次

にその一部を示す。
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　３年後、プエルトリコの大会である。これらがどっと出された。この「ずれ」と「後れ」は大き

かった。これについては学校保健研究誌・１９９６年に報告文として次のように述べておいた���。その

一部である。
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　世界は健康教育の領域でも“������”をテーマとして採り入れて進めていたのである。ヨーロッ

パの��������	
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�でもその強調点・目標化の中に既に組み込まれている。即ち
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などである。その時点では別にするとしても、新しい学習指導要領でも「日本国」の方は殆ど変る

ことはない。「差異」であり「後れ」である。しかし、問題は������の内容と論理である。どれほ

ど吟味、検討されたか、になると問題は残されたままである。倫理学的������ではなくて健康教育

との関連での“����������	
�”である。２００１年の�����パリ世界会議では、メインテーマの中に

������や��������がある。このままでは「ずれ」と「遅れ」は広がるばかりとなっている。

　また、������とか��������と云うと「またアメリカかぶれ」がの反応が少なくない。だが上述し

たように��������	
�
��
�����

�として学会でも紹介、説明したようにアメリカだけではない。

��でも急速に発展した。しかもイギリスだけではなくヨーロッパの動きとなって進められてい

る。��では’８０年代からであり、“����������”は１９７０年代末に動いている。��のわが国での最近の

紹介では、未だに���（��������	��
	���
��	�
����
��）の中で健康教育が実施されている、と大学

教員が講習・講演会で説明することがある。

　そうではなくて、現在では����である。（��������	
���
��
���
������
������
��）となって

��������	
����
�は��������	
�
��

の中核となって大きく進展したのである。また、わが国では

公衆衛生関係で“��������	
��”が近年テーマ化され、いくつかの活動がある。しかし、“��������

������”との関連は殆どない。これも��������	
�
��

や��������	
�
��
�����

�との関連で検討���

されなくてはならない。

３．保健教育研究者の健康権の主張と「倫理」との関連の欠落

　学校保健界には研究界を主として「健康権」を主張した者は少なくない。１９７０年代のことである。

だから殆どが３０才代に、２０才代の院生や当時の「若手」の集団である。それから３０年ほど後の現在、

５０才代後半から６０才代中期の大学教員であり、退官した者もいる。むろん、その他に当時、４０才代

の高名なリーダー達もいて、「健康権の主張」を強調し、若手の育成に当った者もいた。当時はこ
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ちらの方が「大多忙」であったからタバコや性、ドラッグ等は放置、放任していたことになる。こ

れも海外との大きな「ずれ」となった。

　これらの主張は学会誌・研究誌では殆んどみられないが多くの商業誌や著作物に残されている。

当時はミナマタ病・公害やイタイイタイ病・公害等が社会的な問題としてマスコミが日常的にとり

あげていたから当然と云えば当然の成り行きだったものと思われる。教育の側で研究者の研究成果

が思想・原理、理論がマスコミや社会大衆、教育現場等を引張って行くのではなくて、マスコミに

引きずられて研究目標や内容等が選択、決定されていたから、これらが静かになると「健康権の主

張・ワイワイガヤガヤ」も静かになってしまったのである。これらは学校保健界や性教育界だけの

ことではなく教育界にはいつもみられる現象である。

　だがそのようにして消えてなくなること・影が薄くなることは、どうであろうか。研究職として

研究しているからには、その成果を自己点検、評価して「始末」をつけるべきであろう。やはり、

貴重な碩学中川教授���が「健康権は、具備的に展開する過程で、さらに理論化の余地のあること」

と述べているように、「その後」も追究が、研究が、なされるべきだったのである。「健康権」は重

要である。だから筆者は学校保健や保健教育における従来の「道徳教育」を批判してきた。ところ

で「批判」については著名な歴史学者・毒舌家の羽仁五郎���が３０年ほど前に「都市の論理」で厳し

く述べたように「これを批判するのが学問であり、理論であり…」は重要である。

　「健康権」は健康教育の内容、学校保健にとっても不可欠である。そのため従来のカリキュラム・

教育内容の構造を批判してきた。これらを「憲法」や「教育基本法」などの法律だけを根拠にして

主張する者がいた。しかも多くの者がそのように主張した。そこで筆者とのずれが生じた。筆者の

ヘルスエシックス、道徳との関連について、「保健教育は保健の科学であるのだから、道徳教育を

持ち出すことは筋違いではないか」と筆者は間接的に「ウラ」で批判された。１９７０年代後半のこと

である。ホイマン���の“����������	
�”の紹介と批判・評価を兼ねた道徳教育との関連である。

　では道徳教育との関係は何か���������、であり、どのように、であろう。（資料１、２、３参照）こ

れらが「筋違い」の不可解、反論、批判の「モト」になるものであろう。これらの議論は健康教育

のカリキュラム批判や予防理論・クラークらの５段階モデルの批判等で多く述べ、説明������������して

きたのでここでは簡略化したものにしたい。

　「人間の権利や義務」は「多種多様・多量多質」である。健康権だけが単独に存在するものでは

ない。従って「異種の権利や義務」との対立、矛盾、競合及び各種システム、共同、ジィレンマ������

等が現実の生活世界には存在する。他者、社会が存在する限り存在する。また、「健康権」は健康

の概念によっても多様性がある。ここでも健康権の間で不整合、矛盾、対立等が生じてくる。

　つまり、人間と人間の関係であり「倫理」の存在である。権利の主張だけならスローガンである。

「権利の群」は「倫理」「責任倫理・（ウェーバー）」がなければ闘争、排除、収奪、差別、略奪、支

配等である。「倫理」が存在することで「責任」「義務」「役割」の関連、構造を不可欠とする。「レ

リバンス」である。これを欠いた権利の群は暴走したりする。

　権利として主張することはそれだけの「コトバ」に終るのではない。「された」側からの「モノ」

「コト」「人」の条件の補償、利益等を得ることに「つながる」ものである。「する・してしまった」

側も出来るだけ損失を少なくするように動く、公害等は殆どが法的裁決・裁判での決定、結着を得

ている。ここに社会的ジィレンマが残されている。法的手段が常に最良であるのではない。その前

（８）
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に、人間・間の関係としての「倫理」が存在する。むろん、その過程にも、その後にも、である。

　「倫理」が存在するから「道徳」であり、「道徳教育」との関連は必然となる。しかし乍ら現行の

保健教育と道徳教育との関連・説明や指導の内容は「空しい」。���健康や安全との関連、道徳的ジィ

レンマの存在の事実が欠落し、根拠と論理の独自性を欠いている。これらは筆者も含めた研究者の

怠慢、無能さであろう。

　では健康権の倫理は、どのようにして存在するのであろうか。

４．健康権と健康水準、道徳教育との関連の欠落

　「健康権」といっても公害に対して、企業に向っての主張と補償を求めるもの、国に対してその

問題点の改善、変革を求めるもの、地域社会の啓発、教育を目的とするもの、学校教育のカリキュ

ラム等や授業、指導の改善を求めるものなど多様である。むろん、批判とか攻撃のそれらだけでは

ない。その逆の方向のものもある。経済界や国家行政等の強化、充実をねらって健康権とその運動

の点検、評価に関わるものなどである。

　また、ごく最近では、「医療ミス」等での病院、医師、看護婦等を対象にしたものがある。公害

ではなく、医療に関わることで健康に損害を与えられた場合の健康権・患者としての人権の主張で

ある。これらの存在は古い。健康権の主張も健康水準毎の関連が不可欠だったのである。

　それより少し前は����病者の人権の問題があった。血友病患者がその治療を目的として医療機

関に身を預けたら、その結果、突然、����感染者、病者化された事実である。病者の側は����に

ついては素人である。まさか血友病の治療のため「二重」の病者化が公認の医療機関の正常・通常

の医療業務で全国的に一斉に実施されているとは誰も予知、気づくことは出来ない状況である。

　何度も図示して説明、報告して�������来たように自己の選択、決定、責任によらない「病者化」で

あり、そのための基本的な人権、生活権、健康権の保障は十分になされなくてはならないことは云

うまでもない。だが、その現実は川田竜兵らの激しい抗議、主張、運動にあるように極めて厳し

い、冷淡な反応、状況の事実があったことは云うまでもない。

　「健康水準毎」の健康権である。そのためには��������	
�
�であり、��������	
����に��������

��������������������である。健康権は倫理、道徳との関連だけではなく、健康教育やヘルスプロモー

ション、公衆衛生の目的を達成するための「アドボカシィ」に、「コラボレイション」の必要であ

る。（図２、３参照）

　道徳教育の関連については、かって、その曖昧性、混沌的状況、関連性の追究の放置、放任等の

問題を「カーラ」���の中で一部述べた。昭和３０年代の未整理、混同・混沌の状況は放置されたまま何

ら追究されていない。「カーラ」では道徳教育の実践・指導案を示して、「これは保健指導、保健教

育と何が、どんな観点、基準で差異があるのか」を「問い」とした。４０年代も５０年代もそのままで

ある。

　資料１～３はこれらの中の一部を示したものである。資料１～３���から明らかなように道徳教育

の目標、内容には驚くほど保健教科、保健指導のそれらと同一のもの、類するものがある。資料１

について昭和４０年代、５０年代と教育学部の学生対象・保健科教育法の受講生約４０名に、これは何の

教育用の「週・指導計画」か、を質問したところ毎年ほぼ同率で９７％ほどの者が「保健指導」「保

健の授業」などと回答した。むろん、表題は除いて提示したものである。

茨女短大紀����２９（２００２）７－９

健康教育と������との関連及びカリキュラムの改善とその実践（その１）　（９）
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（１０）

　　　茨女短大紀����２９（２００２）７－１０１２７

図２　人間主体・HOST の各健康水準における健常者、病者、傷害者、障害者としての生活、行動との関連
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　つまり、この内容であれば道徳教育が保健指導・教育かは区別がつかないし、その実践において

も差異・独自性を示すことは難しい。資料２、３の主題、目標、内容を見てもそのことは同様であ

る。資料３の「第２内容」の１では「生命を尊び、心身の健康の増進を図り…」とある。これでは

保健指導、保健教育の目標、内容」と殆んど変らない。

　これが現在まで同じように続き、変らないのである。道徳教育の制度面、学習指導要領という

「外的事項」にしろ、現場の実践、「内的事項」にしろ、「健康の増進」は存在しており、なされて来

たのである。そして、実践は保健と同様、低調不振で現在に至っている。

　いずれにしても、これらを保健教育の側から研究者が「…は保健の科学だから…」などと主張す

る・したのなら、この混同、混沌の存在を認知すべきであり、ここに矛盾や不整合が両者間におい

茨女短大紀����２９（２００２）７－１１

健康教育と������との関連及びカリキュラムの改善とその実践（その１）　（１１）

１２６

図３　Health Educator・Advocate の健康水準毎にみたアドボカシィの対象
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て存在することを検討、指摘し、批判すべきであろう。このような問題点の追究がなされたことは

学会レベルでは皆無といってよい。保健教育がその目的において、「予防、維持、増進」のための

「実践的技能、認識、理解力、問題解決力の発達、形成による行動の変容及びそのための�������

������外的事項の改善、変革」をグローバルに掲げているとすれば、道徳や倫理と無関連、独立

自在的な内容では目標の達成は不可能であり、論理的な破碇でもある。

　人間である限り、健康へ向けての行動、生活がある限り、道徳と倫理を除外・排除することは不

可能である。これは和辻の云うように「人と人」との「間の倫理」（ヨコ）は云うまでもないが、

それだけではない。自己の「外と内」の対立、抑圧、逃避、支配等の関係における倫理もある。生

ある限り選択、決定があり、これらには全て「リスク」があり、それは自己と他者に関係する。自

己の存在���だけでリスク、利害、権力関係が存在する。単純、浅薄な「保健の科学主義」とか「実証

科学データ主義」的な保健教育はそろそろ終りにしなければならない。

５．健康教育と倫理との関連性・教育内容の構造化

　学校保健や健康教育でこの種の倫理や道徳の内容化について提示すると、これまでに少なからず

異様な反応が示された。先述したように、「…それは保健の科学である。道徳など筋違い…である」

等の反応である。「科学的認識の発達」を目的とするのであるから、その内容は「保健の科学」に限

定する、という論理である。しかも、３０代、４０代の若手、中堅の大学教員である。

　これらの態度、信念からは倫理や道徳との関係についての研究が、それが否定的であれ、肯定的

であれ、生れる筈はない���������。

　ここでは「保健の科学とは何か」「科学とその発達の危機、問題（フッサール）」「保健の科学的

認識」の概念、定義の検討、整理が前提になるが、これらの論議も古いことなのでここでは繰り返

さない。これらの批判、検討から筆者は少なからず保健教育、性教育、環境教育、ドラッグ防止教

育等のカリキュラムについて「三次元構造論」��������を説明、提示してきた。図４はそれらを示した

ものである。

　性教育・エイズ教育であれ、タバコ、アルコール・ドラッグ防止教育であれ健康教育の内容には

①科学的「事実」に関わる②「意味」と「問題性」があり、ここに倫理的、道徳的問題が存在する。

また、問題への③対応として個人的私的な方法、技術から集団的社会国家的、国際的な巨大技術、

方略、方法の選択、決定、適用、開発、研究等の際にも第２次元の問題性は関係してくる。その中

の一つが“������”��������������である。

　詳細はこれまでに学会発表等で多く述べたのでここでは割愛する。２１世紀の困難で危険な状況を

考える時、巨大科学技術とかにハイテクの発達発展で甘い夢を見ることは出来ない���。��トフ

ラー、ガルブレイスも、古くはフロイト、フッサールも科学、文明の危機、危険性を述べている。

比較的新しいところでは、これも著名な��デュボスが「目覚める理性」���等の中で繰り返し述べて

いる。明らかに自然環境は汚染、破壊、涸渇へ進んでおり、人口爆発、高齢化、情報爆発等も進ん

でいる。筆者は１９８７年「健康概論」���の中で７つも問題を提示したが、悪化は進むばかりである。

　��������	
�
��

と��������	であり、だからこそ��������に������等が内容化されなくてはな

らない。つまり“����������	
�”である。早急に世界的規模での“����������	
�”のための内容の

研究、検討と法制的調整、実施が必要になる。倫理は人間を対象にした権利の論理からだけではな

（１２）

　　　茨女短大紀����２９（２００２）７－１２１２５



茨女短大紀����２９（２００２）７－１３

健康教育と������との関連及びカリキュラムの改善とその実践（その１）　（１３）

１２４
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資料１
（１）小学校道徳教育の週・指導計画

（２）小学校道徳教育の週・指導計画



いのだ。「人間」ではない「自然」という対象・事物からもその関係を介して倫理の問題���は出現す

る。それだけではない����������	
�な環境、殊にデジタル化した情報環境、サイバースペースと

の関連でも倫理の問題は出てくる。�����がグローバル化、���等で厳しく追及、主張するのは

その側面である。更に文化、社会的環境の問題も大きく関連している。その中の一つが������・性

による拘束、支配、差別等である。人間の健康、女性の健康�����’��������・健康権への侵害で

ある。その一つが「女児の割礼」の慣習、儀式である。これについては１５年ほど前に性・������の

問題として述べたことがある。また、最近では日本教育医学会、２０００年・学会長講演で��������	
�

������と��������	
����
�との関連で、“��������”の概念、理論とその実践について、「女児の割

礼」の蛮行の存在と対応をその例として述べた。

　むろん、��������の対象や構造は図３に示したようにこれだけではない。権力、制度、信仰、

（１４）

　　　茨女短大紀����２９（２００２）７－１４１２３

資料２
９月　道徳の時間年間指導計画　　　　中学校

目標＝生活のリズムを早くとりもどそう

��������������������������学年
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７月　道徳の時間年間指導計画　　　　中学校
目標＝勉学にスポーツに汗を流そう

��������������������������学年
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宗教、戒律等による他者への抑圧、支配、手段化等は健康の問題に関連する。身体的健康の側面だ

けではない。殊に“������”による女性に対する健康権等の侵害、抑圧等は真に歴史的文化的規

範、秩序となって刻印されてきている。生れた時代、場所、文化、規範、道徳が抑圧、支配、拘束

などとなっている側面である。

　また、日常的には病者の健康水準・病態別の医療者との関係における問題がある。「患者の権利」

「パターナリズム」「ケアの倫理」「病者のアイデンティティ」などである。���������	
�������の枠

内での���������	
�����
やこれとは異なる��������	
����　���とか����������	
���	
���では足らない

し、不統合、不総合性が残るので、全体的統合性を必要とする。

６．健康教育内容の構造構成の原理・三次元構造と倫理との関連

　この「三次元構造」の基礎的理論検討の対象は、わが国ではこれまでに多用・参考、引用、紹介

されてきたクラークらの５段階予防のモデルである。保健教育の原理として「健康の成立要因・条

件」は現在でも学校の保健教科書教材に用いられている。これは２１世紀の新学習指導要領でも変ら

ない。

　現行のものにはラロンドの４大要因モデルが保健教科書教材として用いられているが昭和６０年代

以前はクラークらの天秤型の３大要因モデルが教材として用いられたりした。つまり、「疫学の原

理」である。保健の科学の基礎的内容は疫学の原理であり、保健教育でも基本的原理として内容化

されている。このことは、アメリカ健康教育の著名な研究者の論文、専門書は云うまでもなく、教

科書でもほぼ同様である。

　１９４０年、’５０年代の���������	�の“���������	�
��	�����	�
��
���	
���”や��������の“�������
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��������	��	
�����
”には、この原理は健康教育の「内容構成の原理」として意図的、詳細に検討さ

れてはいない。しかし、健康教育に関する論文では����������	が明確に生態学・疫学原理による

構造化を提示している（図５参照）。

　そして全世界的に大きなインパクトを与えたのが���������	�
����
�	
�����

��である。１９６０年

代のアメリカでのリーダー達の著作、論文は完全に「疫学の原理」が健康教育の基本的内容構造と

なって広まっている。これらについては古く検討報告したので詳細は繰り返さない。先ず�������

（１６）

　　　茨女短大紀����２９（２００２）７－１６１２１
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図４　健康教育・性教育の内容・構造・三次元構成



ら���の“���������	�
����	�

��”である。ここでも健康の成立要因が疫学の考えの基に����のモデ

ルが引用されている（図６）。

　ところで先の������であるが、これについては別に次のように述べておいた���。
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１２０

Fig. ５ An ecologic model of health and disease. Examples of favorable and unfavorable dynamic, 

 interacting hereditary, environmental and personal ecologic factors and conditions that are 

 determinants of the levels of health and disease on a continuum extending from zero 

 health (death) to optimal health.
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と述べておいた。

　次は�����������の���������	
��
���
�����

���������をみてみよう。氏の場合はそのまま天秤

型の３大要因モデルが示されている（図７）。

　教育内容化は別にして最近では疫学の理論も進み“��������	�
������
”���の議論もすすめられて

いる。理論の確立化がなされると、当然、健康教育の内容化が検討されなくてはならない。

７．健康の状態・水準と保健、医療等の活動との関係

　しかし、����������	のモデルを除くと、他のモデルは健康を左右する主体・人間と環境との要

因関係を示したものばかりである。つまり科学的事実の次元留り（第一次元）のものである。これ

に対して����������	は①健康の成立次元（第一次元）と②その状態・水準（第二次元）問題の次

元を示している（図５参照）。

　健康教育以外の領域では、この水準モデルが多く引用、活用されている。その主なものがクラー

クらの５段階モデルである（表１）。人間・主体の健康状態を３水準なり５水準に境界づけて、保

健、医療側からのそれに応じた予防活動を����に向けて、「一方通行の矢印」で示したものであ

る。人間主体は、これでは「人体」的存在にされてしまう。

　病者や障害者の人間としての主体、人格性、人間性が存在しないものとしての扱いである。病者

（１８）

　　　茨女短大紀����２９（２００２）７－１８１１９

Fig. ６ Blum’s inputs to health. The relative widths of the arrows indicate the relative importance 

 attached to the various inputs. By inference, health education (behavior) is seen to make a 

 major contribution to health.

 (From Blum, H.L.: Planning for health: development and application of social change theory, 

 New York, 1974, Human Sciences Press.)



であれ、障害者であれ「自己選択、決定」と「自己責任」「自己尊厳」が無視されたり、無存在の

扱いがなされるようであれば大問題である。病者としての主体性は、それだけではない。「他者、

身内、社会との関係」である。「他者への関与、役割、義務、責任」等である。病者だからといっ

て、施設、病院内の閉鎖的空間内に「人体」としてしか扱いがなされないようであれば重大な人倫、

人道上の問題である。

茨女短大紀����２９（２００２）７－１９

健康教育と������との関連及びカリキュラムの改善とその実践（その１）　（１９）

１１８

Fig. ７-１　Ecological equilibrium between host, agent, and environment.

Fig. ７-２　Ecological disequilibrium between the host, agent, and environment.

Fig. ７-３　Ecological disequilibrium between the host, agent, and environment.

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（D. Stoue の健康教育・教材）



　精神障害者やハンセン病者の悲惨な歴史・史実はその「証し」である。昭和４０年代に高校保健の

授業を定期的に毎週５クラスを担当した。その際に、映画・ベンハーの主役であるチャールトン・

ヘストンと母親、妹（癩病者で隔離され、山の洞窟の中に住んでいる）の話を教材化して「病者の

生活と人間」についてすすめた。これが平成の年代に入ると「ベンハー」も知らなければ、チャー

ルトン・ヘストンが全く過去の人になっていて、教材の意味がつながらない。

　「病者像の教材化」���であり、時代、社会の変化に対応した教育内容の開発でもある。病者であれ

ば、医療者、介護者、家族、社会との間に「倫理の関係」は必然する。ごく最近になってハンセン

病を教材化して授業を実施する者が出てきた。これはそれなりに評価しなくてはならない。しか

し、ここでも「偏見」と「差別」を（なくしましょう。）である。����・病者の保健授業の場合と

同様である。「温い心をもって…」「共感」「人権」などと「単純な心情主義」「道徳主義的傾向」と

結びつくものが少なくない���。残酷な「事実」とその「成因」の認識・学習、指導を欠いているの

である。

　人間としての健常者の空間、時間の枠から①「健康水準」が変化・低下する。そのことで、しか

も病種・伝染病という②「性格」のもつ③「意味の世界」への「転相」させられる人間・病者の④

「自己実在とアイデンティティ」とこれらによる⑤「行動と生活の事実」に対して、現実の生活の他

者との関係には⑥������、���������	、��������、��������、������、�����などで厳しく�����が効

き、拘束、支配、抑圧等が存在している、という「病者化」の構造、「病者像の生活構造」がある。

これがなければ基本は従来通りの「���������	型＋心情・道徳調」の教育となっている。③は��ソ

ンタグらの「メタファーと人間の行動」との関係である。

（２０）

　　　茨女短大紀����２９（２００２）７－２０１１７
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表１　疫病水準と予防活動の段階



８．H.S. Hoyman の Health Ethics とその批判

　「日本国」の学校保健分野は論外として、海外でも「生命倫理」と「環境倫理」の検討、研究、

実践はよく知られており、その用語が随所に多様されているが“ヘルスエシィックス”の方はどう

であろうか、全く存在感、所在感すら存在しない。しかし、アメリカの著名な健康教育学者であっ

た����������	は����������	
�をくり返し提唱した。もう３０年も以前のことである。

　これらの詳細については既に学会等で多く述べたので、ここでは繰り返さない。

　ではその内容はどのようなものなのであろうか。次に示すのは紀要論文で検討したものの一部で

ある。
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Fig. ８  Health Status Scale Showing Focus of Major Forms of Health Service
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　　　茨女短大紀����２９（２００２）７－２２１１５

Fig. ９　Prepathogenesis and pathogenesis periods of natural history.
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茨女短大紀����２９（２００２）７－２３

健康教育と������との関連及びカリキュラムの改善とその実践（その１）　（２３）

図１０　A. ディバーの因果モデルとその検討、補足・改善及び予防・対策との関係
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　これから分るように１９７２年時点での������の“����������	
�”には“���������	も��������

���������	
��”もない。時代はアメリカでもそこまで到達していなかったのであろう。しかし、彼

の健康教育の内容領域には「消費者教育・保健」・��������’��������や「環境、地域社会、地球全

体の健康」が入っている。だが、これだけでは健康教育の内容、要素としての「倫理との関係」が

不明である。どの内容にどのように関係するのか、という構造の記述と説明である。

　また、上述の������についても、倫理学理論としては有名なベンサム、ミルの「功利主義的倫

理」���観やカントの「絶対的倫理」近年の「メタ倫理学」等の①内容の検討や②健康教育カリキュラ

ムへの関連づけについてはふれられていない。さらに、肝心な����������	
�の概念の説明も周辺

的であり、定義もない。

　やはり、��������	���がまとめているように、以下のような枠組での検討が必要とされる。その上

で②の作業が求められなくてはならない。
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　また、別の論文において筆者は
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と述べた。

　ここでも����������	
�の「位置と関係」の問題は残されたままになっている。先の引用に示した

（２４）
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ように����������	の場合は筆者のもの・次元とは異なり健康概念の要素の１つとして第４にこれ

を組み入れ「第４次元」としている。つまり“���������	
����”の位置である。こうなると������の

行動、生活、社会における具体的現実との関連が見えてこない。ここが筆者のものとは全く異なる

点である。

　だが、それとは別に約３０年後の今、���はこれまでの「３本柱・要素」に“���������	
�����”を

入れようとしている。このことは彼の優れた業績として評価しなくてはならない。わが国では皆川���

がその紹介、検討をしている。ところで、「３本柱」から「４本柱」になると������のモデルか

ら分るように「各水準毎」の対応・予防等は全く異なる活動、運動、行政、政策等の展開が必要と

なる。これが筆者との差異である。

　図１１は１９８２年「健康障害と予防」���の中で示したモデルの一部である。健康の要素（３本柱や４本
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健康教育と������との関連及びカリキュラムの改善とその実践（その１）　（２５）

１１２

図１１　健康の定義・概念の要素と各水準における予防・対応間のHealth Ethics
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柱）にそれぞれの柱に健康、疾病・病態にアプローチングデスの水準があるからには、この水準を

上げるために医療、保健、福祉は外的事項として多面的に対応することになり、これと並んで各個

人はその苦痛や苦悩等を除き逃れるために多くの努力を、健康管理という名のもとに携わってい

る。

　この種の行動、生活には総べて、他者との関係があり、そこに選択、決定、実施がなされ、倫理

観、道徳が存在、関連している。人間としての行動、生活である限り、常に倫理的状況が付帯して

いる。

　生殖、臓器移植、クローン、遺伝子操作、妊娠中絶、医療過誤・ミス等の方は①「生命倫理」で

あり、環境の破壊、汚染、涸渇消耗、浪費の方は②「環境倫理」である。これをクラークらのモデ

ル（図９）に組み込んだものが図１、２、１１である。天秤型の３大要因モデルでみると①と②との

関連、統合、平衡が必要である。つまり、３大要因モデルの����にはその水準によって���������	

が関連、対応し、����������	にはその水準によって環境倫理が関連、対応することになるわけで

ある。これらの平衡バランスを欠いたら健康状態は成立しない。

　これらを総合的に統一する������が必要になる。それが����������	
�である。ところが現実は

どうであろうか。実践・生活、社会面は論外として理論、研究面はどうであろうか。確かに����

���の����������	
�の概念も必要であるが、彼が述べるように健康概念の中の第４要素・第４次元

として構成するだけであれば、目的・目標概念としては有用であろう。だがそれだけであれば健康

水準との関連・対応・実践的原理は出てこない。

　健康とは何か、の方だけではなく、その成立要因の方との関連における������である������������。人

と「人」との関連、「モノ」「コト」との関連に全て������が存在する。「コト」は外的事項は無論

のこと、イデオロギー、運動、ジェンダー、フェミニズム、セクシュアリティなども含まれる。こ

れが健康の成立要因及び健康水準との関係におけるヘルス・エシックスである。

９．小括　～課題と展望～

１）わが国の健康教育・保健教育内容・カリキュラムの要素には倫理、道徳に関する要素・事項、

構造が構成されておらず関係構造も追求されていない。

２）保健教育に関係する倫理は従来の「生命倫理」や「環境倫理」等だけではなく、これに「医療

倫理」とか「職業倫理」等を加えるにしても、統合する理論がなく、検討、研究が必要である。

３）保健教育の目的、内容は保健行動の育成、変容を実践的に求め、これを目標とする限り、単純

なバイオメディカル型の「科学的事実」とか「疫学的事実」がその内容になるのでは達成不可

能である。

４）これらに対して、先進国アメリカではかなりの研究がなされ、健康教育との関連が追究されて

いる。しかし、これらの多くは健康教育実践の「倫理的コード」に関するものが主であり、こ

れとは異る����������	が提示したようなカリキュラムの内容、要素に関する研究は少ない。

また、グリーンのモデルを用いた実践がみられるが、健康水準によって、それらは異るため問

題は少なくない。更に、対社会的相互作用、相互行為、コミュニケーションの事実についても

欠落し、それらの事実における正義や善、自由（カント）������の問題は残されたままになっ

ている。

（２６）
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５）保健に関する行動、生活は「健康水準・病態」によって変化、変動し、その事で「他者との関

係態」も変化、変動する。身体的病態、精神的病態になれば、行動、生活は空間的にも時間的

にも移り動くことになる。そこでの他者関係は主として病態に対する医療者との関係であり

「相互作用」「コミュニケーション」（ハーバーマス）である。医療の方法、技術等の選択、決定

に際して倫理的関係は不可避、不可欠となる。むろん、社会、システム、文化等との関係も大

きい。

６）５）の関係においては多くの「道徳的ジィレンマ」に遭遇し、その選択、決定に倫理的根拠と

論理が求められる。病者側にしろ、医療者側にしても行為の決定、実施は必ず「リスク」を伴

い、しかも“���������	
�”“���������	�
������”などの関係に向き合うことになる。

７）わが国の健康教育とか学校での科目保健、保健授業づくり運動は論外として、道徳教育でも、

また、先進国の健康教育でも「道徳」と「倫理」の用語の取り扱いが曖昧で、同義語的であっ

たり、概念が整理されないまま恣意的に相互変換・互換的に用いられていることが少なくな

い。両者の「差異項」「共通項」についての整理が必要である。多様なモラルは文化、民族、社

会階層、権力集団、組織態、宗教・信仰集団等の中に存在し、これらが健康水準・病態毎に対

医療、保健、福祉との関係においてモラルジィレンマ（例えばエホバの証人）を生みだしてい

る。これらも含めて、従来の学校保健・教育と道徳教育との関連は、道徳教育の内容自体の検

討と共に検討、改善が求められる。

８）モラルジィレンマは必ずしも��������	��
����に直結するものではない。倫理的ジィレンマは

倫理学自体として追究、整理される必要があり、その条件において健康行動という意図的、非

意図的、また、計画的、非計画的行為、目的合理的、目的非合理的行動など、つまり、「スル」

「シナイ」「サセラレル」「不健康行動を中途・過程で中止スル、控エル」等といった「行為の

あり方」が問われなくてはならない。

９）これまでの単純な集団の「行動モデル」的な枠組では、いまだに���（知識、理解）�（行動変様）

的思考で指導する専門家（性、ドラッグ、タバコ防止教育など）がいる。むろん、近年では更

にソフィストケイトされたモデルで指導する専門家が少なくない。モラルや倫理は集団だけが

対象なのではない。個人である。モデルの要素としてあるのであれば、要素の概念とその関係

を追究しない限り、個人の行為について「マクロなモデル」で説明、予測することは危険でさ

えある。

１０）環境教育は強調され、生活、行動の変容、改善が主張されているが理論面でも実践面でも「環

境倫理」との関連を説明し、これを教育内容化したものは皆無の状況である。環境教育の目

的、内容、方法等を基本的に問う研究が必要である。このことは「生命倫理」「医療倫理」と学

校保健、健康教育との関連でも同様である。病者、障害者の存在と行動、生活の事実の認識の

重要性である。

１１）健康教育の一つとして学校保健教育があり、これは教育、学校、学校保健法等の法制的規範で

学校保健の諸活動を指示、支配、拘束等している側面がある。しかし、その現実は法制的規範

だけではない。倫理的規範による教育目的達成のための主体的決定である。これら法制に関す

る問題点の究明が課題されなければならない。

１２）����������	
�の問題では人間主体（����）・病者、障害者、健常者等と対他、他者関係、例え

茨女短大紀����２９（２００２）７－２７
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ば医療者、保険企業、保健、福祉関係者間の関係（ヨコ）に問題が存在すること、その事実の

認識、理解も重要である。だが、この他に自己の内的世界の歴史的、自己史的関係���における

アイデンティの問題、変節、大勢順応型、自己欺瞞、責任転嫁等の権力との外的関係における

（タテ）の倫理の問題の存在、（タテ）の他者（子孫など）関係の認識、理解は更に「健康」「精

神の健康」とは何か、と関係して重大である。

１３）������による規範、秩序、役割等は女性や同性愛者の行動、生活と関連し、そのことが健康

状態、健康行動・ライフスタイル、健康権等の問題につながっている。

１４）５）、１２）等のコミュニケーション関係の行為においてはハーバーマスの妥当要求（真理性、正

当性、誠実性）についての検討が必要であり、古典的機械的なシャノンの「有効なよりよい」

コミュニケーションだけであってはならないことは云うまでもない。ここでも��������	
����
�

���������	
����
���������	
����
と������と関係が追究される必要がある。社会的正義とは何

か、であり、それは「善」なのか、「悪」を伴うものなのか、正義も悪になることがある（ニー

チェ、トルストィ、ドストイェフスキィー）、である。また、社会的文化的善なのか、悪なの

か、個人にとっての正義なのか、集団にとっての善なのか、何が、誰にとって、どんな状況、

条件において正義であり、善なのか、正とは何か、何故か、（ロールズ）等である。

１５）カントの著名な判断論の中に「道徳的判断」がある。これは筆者の３次元構造モデルの（��２）

次元に相当するものであり、健康教育のカリキュラム構成・構造にとって不可欠のものとして

提示、説明してきた。しかし、これだけではない。目的達成のための「方法、技術、方略」等

の適用、選択、決定、開発、創作等の判断（��３）次元も生活的、社会的事実として存在して

いる。ここでも��������	
����や������であり、その総合、統合の追究が求められる。

１６）健康、安全の成立にはクラークらやラロンド等のモデルに示されたように「社会的文化的経済

的環境」の条件、ラロンドでは「医療、保健、福祉等」の条件が必要になる。それらの中に「コ

ミュニケーション」の要因がある。健康な生活、よりよい医療や福祉介護のためには「よい、

正しく十分なコミュニケーション」（ハーバーマス、アーレント）が必要となる。そのコミュニ

ケーションには“������”がある。
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１．健康教育内容・カリキュラムの問題・社会科学的事実としての病者・医療等関係者の行動、生

活等の欠落

　健康教育の内容・カリキュラムの要素と構造の中で従前のものは、むろんのこと、現時点のもの

でも病者の行動・生活の事実、障害者の行動、生活の事実が欠落していることを繰り返し報告、説

明してきた�������。これは①病者、障害者の行動、生活の関係態における②他者・健常者・医療者、

看護、介護、支援、共同者、社会、法制・システム等の事実の方が満されていることを意味するも

のではない。

　②の中の医療、保健、福祉等の関係者が病者の病態の水準において何をするかを明瞭に示したも

のは、�������と�������の５段階水準毎の矢印←方向のモデルの内容である。このモデルはわが国

でも保健の教科書教材化がなされている。このモデルの第一次予防、第二次予防、第三次予防の概

念が知られるようになり、各地の公民館等に置かれているパンフレット・健康づくりの説明内容に

なるほど一般化されている。

　しかし、「矢印の方向」の内容となると、病者の行動、生活の事実と並んで健康教育の内容化さ

れたものは極めて少ないし、高等教育保健でさえ具体的な教材化・教材編成をもって実践されるこ

とは皆無の状況にある。これは大学保健教科書内容の分析によって既に報告��したように現在で

も、その内容構成は���������	
����中心型であり、この構成に疑念を持つ者は少ない。そのためか

学会レベルの研究発表でもこの構造において、そのまま大学保健が示されている。

　人間の行動、生活や社会、文化、経済等との関連など保健や健康教育とは全く関連がないような

教育内容で現在も指導されている。むろん、保健教育ではこれらの関連が必要であり、不可欠であ

ることを主張、指摘した者は少なくない。最も古く強力な指摘は小倉����であろう。１９６０年代のこ
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健康教育・カリキュラムの改善と病者・障害者等の�

行動、生活事実の内容化、構造化の必要

－保健授業における認識スキルアプローチの実践と���������	
��－

内山　　源・仙波美千世・中野　友実

　新しい学習指導要領では「生きる力、ゆとり、自己決定、問題解決能力など」のスローガンを掲げ、「３
割削減、総合的学習、週休２日制」などの条件の基に、学校教育が改変させられる。その中の問題の一つ
に科目保健・保健科教育が極めて不調不振の実施状況がある。それらが多少ともそれで内容を改善したと
「思って」も、「外的事項」は悪化するばかりである。そのため、海外では��������や���������	
���等が
進められている。学習指導要領に縛られる保健教育の内容等は、それでも保健教育研究の理論的状況、水
準次第で、内的事項としての実践はそれなりに改善される。学習指導要領が古く固くても、まさに、理論
的状況・水準次第であったのだ。スキルアプローチ、ロールプレイ等が４０年ほども遅れて「急浮上」してき
たのは、その証の一つである。その間に「何をしたか、何があったのか」である。同じようにカリキュラム
の構造的改善で実践は変り、動く、その中の一つが病者、障害者の行動、生活の内容化、構造化である。



とであるからわが国における健康教育の「幕開け」と云ってもよい。それまでの生理、衛生、解剖

学的内容のダイジェスト版を構造的に変革し、５領域・６領域私案����として提示している。当時

としては画期的な内容であり、高く評価されるべきものである。その後、若手の研究者が類似する

主張を行ない現在に至っている。

　小倉の提示したものを見ればわかるように、健康・主体と社会、文化的環境との関連��は健康状

態の良し悪しと経済水準・貧、富との「統計的関連データ」を教材化したものである。統計的関連

であるから、これらの○� 質的な�）相互関連・作用、��）コミュニケーションの関連は欠落したまま

である。また、○� 因果性の連鎖的時間、空間的展開の関連もここから出てこない。量的な統計的関

連の限界であり、両者の関係態の事実との「ずれ」であり「縮限」でもある。

　近年では統計的解析・パス解析等でその因果的関連は数段にわたって関係度・相関計数を示すも

のがあるが、現実の世界ではそのネットワークは無限である。

　これらは先述のクラークらのモデルにおいても同様であり、この観点でみると極めて単純化・縮

限した「一方的な活動の事実」をモデル化したものとなっている。その観点から筆者は古くこのモ

デルを批判し、「相互作用」「コミュニケーション」の内容化を主張、説明�������した。クラークのモ

デルの問題点についてはこれまでに多く報告、説明してきたのでここでは②についてはふれずに、

先述の①の病者、障害者の行動、生活の事実について見ていくことにしよう。

　病者や障害者の行動、生活の事実������について正しい認識をもつことは、彼等が、また、自分が

その生活において、どのように生きていくか、生きていくことが出来るかを、さらに生きなくては

ならないか、生きるべきであるかの土台・基礎となるものであり、これらの科学的事質認識を欠い

ては、他者との関連、相互作用、コミュニケーション等に大きな問題をかかえることになる。ま

た、医療の問題、殊に過療ミスや医療倫理に関する問題も片寄り、誤ったものとなる。医療の問題

は「医療者」側の内的事項や外的事項に関わる問題だけではないのである。

２．病者の行動、生活の事実とその対応との関連の重要性・医療、保険問題等

　病者の行動、生活の事実の認識は他者によるものだけではなく、自己が、自己の健康水準におい

ても病者、障害者となる事態は常に存在することであるから自己の事実認識も当然、必要なことで

あり、病者の事態において必然性を持つ。病者や障害者の身体的病態の生理学的、生化学的、病理

学的事実を、われわれが科学的観察、測定、検査等によって把握、認識し得ない限り対応としての

医療、保健等の行動はとれない。

　誤診とか誤判断をすれば、それに従った行動を正規の医療として真面目に意図的計画的に実施す

ることになる。発癌の医学的事実が存在しているのに「ソレはアリマセン」の医学的事実・存在の

判断ミスがなされると、病者も医療者もその健康水準に応じた行動、生活������をすることになる。

行動、生活の受容である。むろん、その逆も、であり、「アルけれど大、小」の判断ミスでも、である。

　このように身体や精神の「静的」な状態の事実判断においてもこのような対応がなされるわけで

あるが、これが動的な行動、生活の事実になると更に複雑化し変動、変化する。しかし、それでも

社会、文化における行動、生活の事実を量的側面及び質的側面から把握、認識されていないと、問

題性、問題点に対応する合理的で有効な方略、方法、技術を開発したり、適合、適用したりするこ

とは困難となる。これらは社会の動き、共同体の流れの事実から個別的小集団や個人的私的行動、

（３２）
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生活への対応である。

　この「対応の関係」において必要とされてきたのがアメリカの健康教育における「スキルアプ

ローチ」���������である。「日本国」でも約３０年ほどの「後れ」をもってスキルアプローチが保健教育や

ドラッグ防止教育等で「急浮上」し用いられるようになった。同じことの繰り返しであるが今頃

「輸入」したのはどうしてか、であり、その「３０年間」にわが国の「専門家」と称する研究者は何

をしていたか、である。「後れ」とか「ずれ」と云うのは、１９９０年代の後半になって、どうやら「採

り入れ」が開始されたからである。そうでなければ、無視、無知のまま放置すればよい。タイ、

フィリピン、韓国、台湾等でも既に存在し検討されている。

　むろん、スキルアプローチも万能ではない。実践的に必要であり有用でもあるが、理論的に整備

されたものではない。それは上述した「対応の関係態」の内容が総合的に理論化されていないこと

がその主な一つである。また、��������	
�
��

のモデル、理論からは、スキルやセルフエス

ティーム等の単独要因の限界である。スキルアプローチに対して、その中の������������とか�����

����������	�
�の「侵入・定着」に対して否定的な集団�からは「行動や生活のスキルといっても基

盤になる科学的認識、知的理解がなされないと保健的行動の実践化、生活化は難しい。スキルだけ

で保健教育が強調されるのはおかしい」「スキルなど古い考えであり、スキルだけの強調は既に海

外で失敗している」などといった意見・主張がなされ続けている。これではスキルアプローチが

「科学的知識とか認識の発達」の側面を無視、放棄しているかのようにとられてしまう。そうでは

ないのだ。����のモデル���や概念は世界的に有名である。健康教育の実践や理論に大きな衝撃・

影響を与え変革、改善をもたらしたものとして現在でもその評価は高い。もっとも「日本国」の方

は殆ど「お留守」といってよい。その����の中には既に������������	
����があり、わが国でも知

られている�������������もアメリカの学会誌の中で���������	
����の重要性を説いている。

　つまり、認知面のスキルである。対人的スキルだけではなかったのだ。

　筆者���はこれらの動きを解説するために１９８９年に「保健の科学誌」で次のようにふれておいた。
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　������������や����������の前に、その基礎的な内容として“���������	
����”があったのである。

これを基礎において、その発展等として１９７０年代������、’８０年代���と別の�����を開発し、健康教育の

実践の中で提示し、その有効性を得て来�たのである。これが「彼我の大差」となり「後れ」や「ず

れ」となってしまったのである。イギリスでも既に����������がある。１９７９年である。そして���

から����となっている。���（１９９７）によると��������	
�
��
�����

�はヨーロッパ４０か国で

活動している。�����������	
�����（１９８６）でも����������、��������	
����が出されている。そし

て現在は���������	
���等である。世界が動きだしていたのである。

　その間にわが方「日本国」は「何をやっていたか」である。

　繰り返しになるが、１９６７年の����研究の成果は偉大である。また、同じ頃にブルーナーの「教

育の現代化」も大きな衝撃をわが国の教育界にもたらした。この２つはわが国の学校教育や健康教

育にとって極めて重大な関連、位置づけ等が必要となる。単なる流行、引用、紹介だけで終っては

ならなかったのである。つまり①「何を学び、何を学び得たか」②「保健教育としてわが国の研究

者はこれらをどのように研究、検討、批判、評価し、日本の保健教育の理論面や実践面に活用、利

用したか」③「その成果はどのように関連づけられ、継承、発展したか」（そうではなくて無視、放

置し、継承も発展もなかったか）である。④「どうしてそのような事態に至った背景・背後に陰れ

ていたものは何か」であろう。情報・知識の蓄積・爆発的情況は全く変らないし激している。また、

断片的知識やハウツウものでは科学的認識による合理的対応問題解決はできない。これらの理由と

現実的実践的根拠で��������	
����
�	��は「出発」し、基本的な理念や概念は現在のアメリカ等諸

外国の健康教育と基礎理論となっている。しかし乍ら、「日本国」では２００１年の時点でもこれを批

判して「問い」の立て方が「一般的認識の形成を指向する」と解釈し、例えば「公害の原因は何か」

「病気の原因は何か」の問いでは、一般的で具体的解答が得られず雑である、とする者がいる。と

ころが先方は���������	
��
��������������	
��
������������	
���


����������	
����������������

�������などで����������	
��と共に大きく進展、発達している。仮りにその種の実践があるとし

たら、それらを指導した研究者の「中身」が問われるべきであって、理論の方ではない。つまりこ

れらの諸点についての研究、検討は極めて劣弱である。学校保健もそうであるが、まともな「評価

論」が健康教育には存在しないのである。それを学会レベルでも「共同研究として」問い、要請す

ることもなかったのである。「学校保健にはまともな理論が存在しない」などと筆者���はこれまで多

く述べてきた。「評価論���」もその中の一つである。「点検、評価」がしっかりしていればこのよう

な動きになることはなかった筈である。

　１９６０年代は����やブルーナー・現代化論を小倉が盛に引用し、紹介した。これにならって紹介
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する者も出て来た。しかし、上述の①、②、③、④を検討、批判し、わが国のそれらと関連づける

者は皆無であった。これは学会発表と学会誌及び関連する商業誌の内容を見れば分ることである。

　����のモデルが全て優れている訳ではない。しかし学ぶべきもの、批判すべきもの、評価すべ

きものは数多く存在したのである。その一つがロールプレー・スキルアプローチである。それが

「彼我の差」となって、２０００年近くで現われたことになる。総合的多面的視野を（タテ）、歴史的に

持つこと（ヨコ）国際的学際的に持つことはどの領域でも不可欠なことである。これらは国際的交

流、知的交流の欠落であり鎖国的閉鎖性でもある。

３．病者・障害者と他者・医療者等との対応の関係態におけるソーシャル、コミュニケーションス

キル及び医療問題・医療ミスへの対応スキル

　ところで「対応の関係態」におけるスキルは健康水準のどこであれ「一方通行」のスキルではな

い。他者のスキルとの相互関係・作用��である。また、アメリカのスキルアプローチの理論的不備

に関する別の側面は上述した「健康水準毎」のスキルの差異の事実についての認識、理解がなされ

ていないことである。

　健常者のスキルだけではないのだ。病種差による病種、水準別の病者のスキルである。また、階

層化社会におけるスキルであり、これは厳しい。つまり、各種権力関係態におけるスキルである。

　例えば医療行政・官僚側のスル・ヤル方向のスキルと一般市民・病院側のサセラレル方向のスキ

ルである。重病化し障害者化した者はどのように生き、行動したらよいのであろうか。現状は他者

の医療・看護制度の枠の中で縮限させられた「生」を置いている。病者の人格、人権、主体性を保

持、主張するためのスキルの必要である。歴史的伝統的な医療体制の枠組の中で医療・看護者側は

パターナリズム、上下関係、階層化関係、職種・職階と病者との利害・対立関係・病者の自由、実

己実現と医療行政、企業運営における利害・対立関係等をもって、それらが病者の当然の生活とし

て対応してくる。日常的生活では「サセラレル」ことのない行動、生活を病者化、病態化すること

で医療体制の中の「サセラレル行動・被支配、拘束、抑圧、服従」を自然・当然のものとして扱わ

れるのである。この数年は「医療ミス」「その他の医療、看護問題」が社会的問題視され、メディア

にのるようになって医療を行う側の事実がかなり公開、明示されるようになって来た。だが、そう

ではない「暗闇の中」の時代では、どれほど「闇の中」に葬られ、「泣き寝入り」したかもしれな

いのである���。

　殊に精神障害者や知的障害者達の行動、生活はみじめで悲惨であった。そこでは別に述べたよう

に��������������������の概念と実践を必要としたのである。��������	
�
�が出来る病者、障害者の集

団とそうでないものでは��������の内容が異る。しかし、いずれにしても「対応の関係態」におけ

るスキルである。図１は「健康の水準」毎における「対応の関係態」の存在を示したものである。

　図２は健康の水準毎における病者のアドボカシィの対象を示したものである。これらは全て各々

の自己実現、自由、平等、平和、差別、人権等に向けて、他者、集団・社会国家、とのそれらと利

害・対立の関係の中で弱者化、病者化された史実がある。ハンセン病者の国家的・法制的な残酷史

はその一例である。

　図３の２は病者の水準・位置における対象・存在を述べたものである。病者の状態に置かれたの

はその①として当人の主として自責的行動、生活習慣的行動生活によるもの・タバコ、飲酒、ド
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図１　各健康水準における健常者、病者、障害者としての行動と生活
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ラッグ、性、食生活、運動等を原因とするものである。②はそうではなくて、つまり、自責的行動

によるものではなく、外的要因、よってそれらの病態、障害水準に置かれたものに大別できる。図

３の３の③は外的要因の対象である。むろん、外的要因ではなく、また自責的行動要因でもない③

の先天性、遺伝性の要因によるもの、さらに④複合的要因・条件によるものがある。また、病態水

準にはなくとも自己の意思決定、選択によって行動、生活の困難な発達段階にある乳、幼児等につ

いてもアドボカシィを必要とする関係は常態として存在する。つまり、代替・代弁者とスル側・外

的事項の関係者との利害、対立の事実である。
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図２　Health Educator・Advocate の健康水準毎にみたアドボカシィの対象（２００１年、茨女短大紀要）
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図３　学校保健のジェンダーと健康水準別にみたアドボカシィ（２００１年、茨女短紀要）

Figure ４　Child and Adolescent Health Logic Framework
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　わが国では障害者福祉に関しては人権擁護の観点で既に理論や実践面で��������の考えが用い

られているが、学校保健界、保健教育、性教育の分野では無反応・無知・無視状態が続いている。

病者自体のアドボカシィもあるが、これらを健康水準毎にみると他者・��������による「外的事項」

へのアドボカシィが不可欠となる。図４������はアメリカでの最近のそれらを示したものである。

　このような「ずれ」や「後れ」の存在は上述のスキル目標やアプローチ方法、技術だけのことで

はない。やはり大きな変革・変換点となった先進国の理論と実践状況の情報把握、認知と検討が必

要となる。

４．アメリカの保健教育の動きとわが国との差・「後れ・づれ・知的鎖国性」・内的事項固執性の問題

　１９６０年代に����が挙げたアメリカの健康教育の問題は「教材・づくり」のことだけではない。

もっと広範囲で全体的な領域、内容に対してである。この観点をおさえてわが国の方も「出発」し

たとすれば「内的事項」の中の一部である「教材づくり」とか「授業づくり」にだけ焦点化・集中

化した方向の運動をつくったり、とることはなかった筈である。確かにその積極的な運動は素晴ら

しいし、教材づくりは評価できる。しかし問題は理論的認識の必要性、重要性の欠落である。「ど

んなに優れた教材」もスキルが無ければ「動かない」といった初歩的理論の学習、認識の欠如であ

る。

　性教育界の活動も同様である。実施状況は断片的で思いつき的であり、マスコミ迎合的である。

未だに正規の教科教育との関連、位置づけ、意味づけ等が明確になされていないまま教科書教材に

「浸潤・侵入」する形で置かれている。例えば保健の教科書であり、家庭科の教科書である。それを

家庭科教育の専門家に問うと「家庭科では性教育として実施してはいません」と応えてくる。理科

教育にしても類似する現行の小学校５年生理科の「性教育教材・生殖、性交等」は、性教育界から

は「性教育元年���」と激賞されたものである。ところが「新学習指導要領」では中学校保健へ「放逐」

することになった。性教育の実際はばらばらであり、実践は系統性、連続性、一貫性を欠いたまま

である。

　その点、保健教育はまだよい。体育との合体で「合一教科」として形式的には存続しているから

である。しかし、その実施状況は不良である。体育の「お荷物」であるからだ。日本国で「合一教

科」を正常な教科の単独唯一の形態として認めている者が多い。これに対してアメリカの方は「分

離独立」もあり、「理科との関連強化」や「家庭科」「社会科」との関連づけもある。さらに、不良

な条件として内容の削減と時間数の削減も、である。実施状況の問題だけではない。

　また、大学の学部、学科・研究レベルでは分離したものが少なくない。「日本国」の方は「零」

である。この実施状況の低調不振には誰もが「目をつぶる」ことは出来ない。できるだけ触れよう

としない者が少なくない。����以来の「彼我の差」はここにおいても、である。つまり、アメリ

カ等は「内的事項」の教材づくりの改善だけではなく「外的事項」の改良、改善の方も両方共に進

められてきたのである。だからこそ����������	とか��������の概念、理論と共に実践が動き出

した������のである。

　この「外的事項」の改善、変革に対してわが国の方は極めてネガティブな態度、志向性を持つ者

が少なくない。「そんなことを主張しても仕方がない。それよりもよい教材と実践で成果を積みあ

げていく方が発展する」等といったものである。この種の主張や説明を現在でも繰り返している。
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「彼我の差」はここにも、である。

　であるから���や���������	
���
���������
�の概念や活動は「映らない」。それが学会レベルで

も、である。

　「外的事項」改革の志向は必ずしも「運動」でなければならないことはない。先進国が示した理論

や実践の研究、検討による「理論」の方も、である。「内的事項」にしても「教材づくり」を「思

いつき」「重要な主題」と感じたものを教材化したり、実践化したりであり、そして教科書教材の方

は殆んど無視、放置がその実際である。さらに、系統性も連続性、発展性等もないコマギレ実践

も、である。

　従って����のモデルの基本的な原理である“���������	
”とか“��������	�
��”が何である

か、の理論的研究も検討も無いものが現在まで続いている。「基本的概念」はブルーナーの現代化

論でも強調され、流行した。しかし、保健教育の場合、何が基本的概念なのであろうか。小倉はそ

のため５領域・６領域私案を提示した。小倉にはそれなりの学びがなされたのである。

　「基本的概念」や「スキル」が何であるか、基本的行動、ライフスタイルが何であるか、も追究さ

れずに動いている。これも一体、どうしたことか、である。基本的概念は「疫学の原理」がその一

つであることは云うまでもない。これについては繰り返し述べた。

　従って保健の認知的な学力として、この基本的概念は����の云う“��������	
�”として目標が

達成されたか、ということになる。大学生を対象として３０年ほど、これらについて調査をして多く

報告して来たように、多要因・条件的思考、認識は育っていない���。つまり、基本的概念としての

疫学の原理など関係のない知識、認識の存在なのである。いつまでたっても「単純・単一要因的思

考」であり、「短絡的・単純因果的思考」である。「外的事項」と健康や疾病がどのように関係して

いる事実があるか等は「対象の外」であったことになる。

　ここでも「評価理論」研究の欠落である。これがしっかりしていれば評価がなされたことになる。

　外的事項と云えば、学校保健研究の分野、殊に養護教諭活動の領域でもその理論的不毛性は大き

い。少々脇道にそれるがふれておこう。

５．保健教育・保健授業の担当者と養護教諭、外的事項の改変

　先述の保健教育の実施状況が不調不振であるから、養護教諭が３年前から「正規」に「保健授業

を担当」することが可能になった。「外的事項」の変革である。これは当該の教科担当教員・教育法

から見ると奇妙な事態である。屈辱的な扱い、制度化である。しかし、現状の打開のためには長年

の保健教育実施状況の不良さ（ごく最近では植田、下村の学会発表があり、貴重な報告である。）を

見れば止むを得ない「外的事項」改変の様態である。保健が単一教科・分離教科であって担当教員

が定っていれば、不当な「侵害」とされて異議、反論が当事者・保健体育科教員や関係者から出さ

れてよいものである。だが、「全く音沙汰のない」状況で進んでいる。これは、まさに「低劣」な状

況を裏付ける担当者の意識水準を示したものとみることができる。「体育が主だから」「保健など

替ってやってもらえば助かる、よい」等の感覚であり、意識である。

　打開策は教育行政的事務レベルでの「外的事項」の改変であったのである。「外的事項」を変えな

いことには動かない現実が長期にわたって存在したという判断であろう。むろん、保体教師の方だ

けではない。学校看護婦的イメージ・残像を嫌い「授業を持てる教師」であることへの養護教諭側
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の願望・意識も小さくない。そしてこれに「養護教諭」を「当てた」ことになる。「内的事項」の

改善だけではどうしようもないことは通常の思考内にあり、高度の専門的思考や判断を要することで

はない。

　ところが先述したように、「このような問題状況の中でも外的事項への検討、批判、改革ではな

くてやはりよりよい教材づくり・授業づくりをして成果をあげるしかない」とする大学教員・研究

者が存在し、大勢を占めていることも奇妙である。

　文部行政側が保健教育・授業の低調不振の打開策の一つとして「養護教諭」の活用、利用を、専

任の保健体育教師が担当の責務・役割を法的にもって存在しているにも拘らず、これに代って当て

たということはどういうことであろうか。外的事項の変革は、これだけではない。栄養士による栄

養指導の制度化の方向である。これは��の概念、理論及び実践とは異る行政的制度化の視点であ

る。

　それまでは筆者の教え子達・養護教諭が「空いた時間」に「保健の授業の方で手伝ってもらえな

いか」という同僚・現場教師間での要請で保健の授業を担当するようになると、県教委の方からは

「保健の免許を所有していても任用の条件が異るからそれは＜不可＞である」と厳しく何度も「断わ

られ、叱られた」経緯がある。ところが、エイズが社会的大問題になる頃から、即ち、１９８０年代末

期から「養護教諭」の参加を組み入れた「ティームティーチング」が求められるようになって来た。

　この“�����������	
”���も本来の形や性格をもったものではない。「エイズに関する専門的知識」

をその時点で緊急に不可欠とした学校のエイズ教育体制である。１９８７年、最初の「エイズ教育の手

引・文部省・日本学校保健会���」の作成時の研究会で、委員の一人である東京都の保健体育の高校

教員が「保健の授業の中でエイズの病理について指導することは私どもにとっては大きな負担であ

り、物凄い自己研修の努力が求められます。私の勤務校は進学校ですから生徒のレベルが高く、彼

らの質問に答えることが困難です。というのは高校生物の免疫に関する知識、理論や担当する理科

の教師が大学院の出たての若い者であったりすると更に詳しい最新の情報・プリントなどを使って

指導したりしているので正直に云って保健の中でのエイズの授業はつらいのです」と正直に話して

いた。

　これは当時の保健体育の教師の大方の「本音」であろう。「部活で多忙であること」「大学時代に

現在の生物教科書教材にあるような高度な免疫の理論は学ばなかったこと」などをその教師は理由

に挙げていた。

　養護教諭の支援を求める流れの一つとなったのである。もっともそれまでにも個人的な教師間の

人間関係から「頼むよ」で「頼まれたり」して保健の授業を担当した者はいる。これは新しいこと

ではない。１９７０年代からその種の相談を大学・養護教諭課程の卒業生から多く受け、実際に授業を

実施した報告、感想を聞かされたりした。むろん、あくまでも養護教諭の本務は「保健事業・管理」

と「保健指導・相談・支援」である。生徒数が７００人から１０００人の学校では基礎的条件として不可

能である。現在では「複数制」が実現しているが、それでもかなり無理が伴う。しかし、その逆の

規模の学校もある。小規模校である。もう１５年ほども前になるが「エイズ教育」の講演で中学校を

訪ねたことがある。教え子の教頭に案内されて保健室に連れていかれたがそこには中年の婦人が３

人、くつろいだ雰囲気でお喋り・談笑し乍ら「編物」を教え合っている。田舎の学校にはまだ、こ

んなところもあるのだ、の感「ひとしお」であった。その中の一人が正規の養護教諭であり、「エイ
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ズなど」の指導をしている、とのことであった。

　小学校の小規模校でも同様である。２０人から６０人ほどの児童数だと時間的に余裕が出るのであ

る。保健授業を担当するとすれば、基本的条件が全く異ることになる。

　そして正規に１９９８年から外的事項の改変がなされ、実施されるようになった。それまでは「とん

でもない、養護教諭は正規の保健授業をもってはならない」などと指示、指導していた行政側が、

これらによって全く「逆の方向」で動くようになったのである。

　しかし、問題はその担当の仕方であり関係の内容である。その一つである「��」がかなりの問題

を含んでいたからである。“��”の原型モデルはアメリカでは古い。それが今頃何故かであり、し

かもアメリカの��の原型の原則すら踏んでいないものが出廻っている。しかも文部行政官、県教

委指導側でなされている。そのようなこともあって１９９６年の千葉・日本学校保健学会ミニシンポの

際に“�����������	
��
�
����”“���������	�
����
���”が１９８０年代������からアメリカでは“��”の後

に改善的指導方法�として理論化され、実践されていることを紹介、説明した。“��”は骨董品的

に古い形である。それが今、なぜ、こればかりにしがみつくのか、である。それでは足りないから

“��”へ発展したのだ、そのことを学ぶべきであろう。別に「アメリカ猿真似」とか「代弁」のこ

とではない。それなら何故、３０年、４０年もの「後れ」で今頃、ロールプレイやディベイト������に、

����������	�
��������������等の採り入れをするのか、である。

　“��”にしても同様である。��になってもいないものを保健授業の中で、「��だ」としてやらせ

ておいて養護教諭の保健授業の担当を制度的に認める外的事項改変の問題である。このこともその

シンポジウムで厳しくふれておいた。だが、現状は殆んど変っていない。まして、“��”との関連

が必要であるといった意識・観念すらも存在しない。これは学会レベルのことである。

　しかし、このような現状の中でも「考える保健授業」を、そして、「病者、障害者の行動、生活の

事実」をカリキュラム・内容化、構造化した保健の授業が求められる。もっとも基本的な問題は、

理論も弱いし、新学習指導要領の方にも大きな問題があり、その一つが構造的な内容の欠陥であ

る。社会的事実、社会科学的事実も無視・無知のカリキュラム論の状況であり、研究のレベルであ

る。総合的学習と保健、性教育との関連でも同様である。両者の「要素と構造」との関連、検討も

なく安直な、形式的結合がなされているが、ここでも理論的研究とエビデンスによる検討を欠いて

いる。

６．学習指導要領の枠組と保健教科書教材の問題・病気の存在－病者・人間の不在－社会科学的事

実及び客観的記述の欠落

　さて以上に概略述べた観点で病者、障害者の行動、生活の事実が、どのように①保健教育実践の

場で、つまり教科書教材に教材化されているのであろうか。また、同じように②学習指導要領や文

部省の指導書の中に構成されているのであろうか。③さらに大学専門家の専門書や研究誌で研究成

果として提示されているのであろうか、と見るとどうであろうか。むろん、先述したように教材や

カリキュラムがどんなによくても他の内的事項や外的事項の要因・条件があるから単純な改善策に

ならないことは云うまでもない。

　しかし、このような状況、条件の中でカリキュラム、教材の要素や構造が欠落していたり、非論

理的・非発展的・非系統的な内容であったら、他の要因・条件が整備されたとしても進まない。こ
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のような状況の主なものの一つは保健教育の実施状況の「低劣さ」の持続であり、何ら開けぬ展望

の中での養護教諭による保健授業担当の公的認可である。保健の授業では子どもが数学や理科等で

時間をかけて「熟考・推理、判断、想像、評価、関連づけ」等の思考を展開する授業は皆無である。

深く重い思考、推理と検証を必要とする授業になっていないのである。ここでも優れた教材、発

問、批判的思考等の時間を必要とする。しかし、現状では、今もなお「アテズッポウ型」の授業が

存在し、基本型の要素である「検証」も「討論・話し合い・コミュニケーション」の欠けるものが

行われている。

　ごく最近、わが国の医療、看護界でも“���������	
������”の必要性を認識し、医療の現場でそ

の実施のための「時間」と「空間」をやっと設けるようになったところがある。全くの「営業外」

のボランティア的奉仕的患者教育である。“���������	
������”の�基礎的知識、概念、理論�

��������	��
���等は、学校教育の中での保健教育次第であり、これらによって支えられるものであ

る。子どもの時代からの学習である。人体の構造や機能の学習、認識と共に病因、環境との関連で

ある。そして本小論でも示す病者の行動、生活等である。

　学校保健に関わる問題は続出し、殆んど改善されずにむしろ、悪化の方向を辿っている。ここで

も先述の意味から教材のあり方であり、要素と構造である。最近になって「病者についての学習が

重要である」と述べた友定の主張���は貴重である。

　それでは病者に関する教材はどのようになっているか、を次に見ていくとしよう。②と③は紙巾

の関係で別にしよう。

　現行の学習指導要領に依る保健教科書教材にしろ、新指導要領による「未作成発刊」の教科書教

材にしろ、先述したようにカリキュラムの「要素と構造」が病者、障害者の行動、生活の内容を欠

いているので「欠落」「未構造化」の問題が残されていることは云うまでもない。ここでは現行の高

校保健の教科書教材について見ることにしよう。小、中学校の教材については上述の理由から検討

するまでもないことになるし、また、その余裕もない。

　資料１から明らかなように、どの教科書やその他の教材を見ても「病気」についての「記述」は

あるが「説明」（�����������	
��
�
����）は殆んどない。従って教科書の初めの頁にある健康の成立

条件（ラロンドのモデル）「疫学の原理」を基本的概念として構成したとしたら、最初から教材とし

て欠落しており、「非構造化教材」になっている。これらの細部の検討、報告、発表、連絡は学会

などでかなり古くなされ終了しているので繰り返さないことにする。問題はその事ではない。病気

の事実が教材化されて、「病気の人間」の行動、生活の事実が、日常生活世界の何処にでも存在す

るのに「記述」も「説明」もない。これでは健康や病気、医療、保健等の現実世界の認識は深まら

ないし、偏ったものとなる。社会的、社会科学的事実の欠落、無視である。これも古い筆者の指摘

であるが新学習指導要領でも改善されていない。それは「伝染病・感染症予防の三原則」である。

「感受性者対策」としながら、ここには「人間」が、「病者」が存在せず「生物医学的人体」が存在

することになっている。

　資料２に示すように教師用の指導書（虎の巻）には板書例まで示されてこれがほぼ全国的に指導

されている。また、このことは大学保健でも同様である。感受性者であるからは「主体性、人格、

人権等」をもった「人間」でなくてはならないのである。医療や保険・企業、保健、福祉と関係づ

けるものは「生物医学的人体・肉片」ではなくて「人間主体」である。自己の生に常に「選択と決
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資料１　高校保健教科書教材（大修館）
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定」を迫られる判断の渦中に置かれる「人間」である。病者の存在とその事実の認識と理解が不可

欠であり、ここには道徳、倫理が不可避的関係となっている。

　これらは特定の出版書教科書教材を指すものではない。全ての保健教科書教材が社会科学的事実

としての病者の行動、生活について欠落しているのである。これは「その上」の学習指導要領枠も

同様である。更に問題になるものは関与した者・研究者の概念枠、理論枠のレベルである。

７．欠陥指導要領、教科書教材等の発展的活用－保健授業の実践展開

　さて、「病者に関する教材と実践」であるが、これと現行の①教科書や②学習指導要領との関連

はどのようになっていくのであろうか。病者の行動、生活に関する教材の作成は主としてその生活

的社会的事実面、つまり「誰が、どこで、何を、どのように、いつ、どれほど行ない、行わされ

て、行ないたくても止められ、制限、抑制、拘束、排除等の条件下で生きているのか」（行動、生

活の科学的事実の次元��１）から選択、構成する研究、作業である。

　これらの病者の事実は教科書教材のどの領域に関連、位置づけられるのであろうか、関連、位置

づけが不可能であるとなれば教材、教育の系統性、連続性、一貫性、発展性等を欠き、保健教育と

して「浮いたもの」になってしまう。同じことの問いは学習指導要領の内容領域との関連や目標、
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３．生活習慣病の予防
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性格との関連でも云えることである。

　次は病者の行動、生活に関わる健康水準・病態、問題性、意味との関連（第２次元��２）である。

上述の行動、生活は病気の種類によって変り、病態のレベル、軽い状態か重い状態かで変る。これ

らを専門の医療職が誤って判断したり、診断したりすると「トンデモナイこと」が起きるし、現に

起きている。医療ミス・�����������	
�������の一つである。

　感染・伝染病でないものを「そうだ」と思い込んでしまうとそれに応じた行動、生活をする。そ

の逆になると、また、別の意味で大きな影響、作用が出て来る。つまり、成人病とか生活習慣病を

伝染病と思いこんでしまうと当人はもちろんのこと周りの家族や職場の者、地域社会の反応まで極

端に出てくる・出て来たことがある。女子大生の例であるが、「先生、アソコにキノコができ

ちゃって、病院に行くの、で授業は欠席になるから…」別の学生からは「アソコにコンジロームが

出来たので、次の生理が始ったら、治療に行きます。性病でないから「モト彼」とつき合っていま

す」と。これらは事実認識を誤ったものであるが、それによる行動との関連を示している。

　また、病気のメタファーであり、メタファーのもたらす作用・影響である。誤った事実認識をし

たり、させられたり、判断をしたり、させられたりすることでの作用・影響である。これらについ

てはソンタグが古く述べている。また、意味の付与は病者や病態に対する価値意識や判断によって

も左右され、同じようにこれらによって意味づけがなされることもある。

　病者とか障害児や障害者はそれ自体として価値があるのか無いのか、であり、病態化することで

価値を失うのか、である。自己意識において自己や自己の病態が価値が無いとか低いということに

なれば、当人の生活態度や行動は変ってくる。これを他者がそのような意識を持てば「彼はどうせ

…だから…」（��������	�
��������
�����）とその対応も異ってくる。

　患者と医療者や家族、社会との関係である。そこでは病者の生活史的文脈とか家族や職場、医療

者等との文脈関係の中で複雑な関係態があり、その関係態の中で価値づけがなされることになる。

当人・病者が「もう自分はダメなんだ生きる価値なぞないんだ…」と思っても他者、社会の側から

の価値づけや意味づけは同じではない。

　ダウン症の子どもがいる。染色体の異常である。エイズで知られるようになった血友病の子ど

も・人がいる。感染者の中には既に５００名ほどの者が生命を失っている。知的障害者、精神的障害

者、肢体障害者など先天的なものや後天的なものがある。

　健常者であってもいつ不慮の事故、災害でその状態におかれるかもわからないし、また、疾病や

高令化によって生理的機能を失ないその状態におかれる可能性は小さくない。

　これらの問題性、価値や意味をどう考えるかによって病者だけでなく他者・社会のありようは

変ってくる。これが第２次元の内容であり、論理的構成を必要とするところである。

　そして第３の次元は、これらの問題に対応する方法、技術、方策、方略等の開発、選択、適用、

展開等の次元であり、最近では「方法知」とか「実践知」と云われものを第３次元の要素とするも

のである。健康水準毎の病者等と対応者・他者、社会との関係には権力関係から利害、対立、差

別、排除、拘束、疎外等の多様な関係が存在する。

（４６）
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８．病者及び医療者像に関する高校生の認識とその教材化・第２次教材化による活用・認知的スキ

ルの展開

　筆者の保健教育・高校保健授業の定期的実践は３０年ほどになるが、この「病者の事実」の教材化

による授業もかなり長い。病者の事実に関する生徒の実態認識調査等の統計的データは既に多く発

表、報告���������してきているので３点レポート、授業記録、指導案等も含めて、ここでは省略し、

生徒の回答例を示してみよう。次に示するのはタバコとエイズ教材との関連での発癌病者とエイズ

病者の行動、生活に関する����������	�
�
���
��である。

　資料３は「喫煙者が肺ガン・発病して入院すると、そこでは①どのような心身の健康状態になる

のか、②そのためにどんな行動、生活をすることになるのか」の��質問に対する回答内容を時間的

系列で推理させたものである。

　大別して比較的単純なものは（ア）�～�型であり、これらに対して（イ）�～�型がある。（イ）

の群は①の身体的病態をかなり詳しく捉えている。しかし、病態と病者としての精神の状態、不

安、恐怖、疑念等の心理状態が患者行動として、他者・医師、看護婦、医療者、親族・父母、兄弟

等や患者間にどのように関係し、それらが①「家族との会話、コミュニケーション」②「医師、看

護婦との関係、コミュニケーション」における具体的な内容まで入ったものは高校生段階ではごく

少ない。例えば、「手術」「治療の方法、処置、治療率、期間、入院費用」に対する不安と疑念から

の「質問とその繰り返し」、「手術前の家族への対話」などの切迫、緊張した状況の「記述的ミャッ

プ」は皆無であり、大学生、院生の場合でも少ない。資料４・資料５についてもほぼ同様の結果が

得られている。つまり、医療者への質問事項の内容や種類、家族への依頼、配慮事項などが全く欠

けている。

　これらの回答例だけでなく、これまでの調査結果からは「治療費がかかる」「生活が苦しくなる」

「会社につとめることが出来なくなり収入がなくなる」「将来の出世がだめになる」「役職から降ろさ

れる」などの回答が少なくなかった。だが「医療費と保険」「治療費と保険企業」との関係、「保険

制度と加入内容」等との関係については全く欠けており、高校生段階、短大生、大学３年生（教育

学部）大学院生と調査対象を上げても殆んど「病者の生活、行動」に結びつけた者はいない。入院

に関わる費用は本人の直接的な治療に要する費用だけではない。保険加入者の場合、保険会社や公

的保険との関係は不可欠である。非加入者の場合、その費用を、どこからどのように入手し、支払

うか、医療の内容、方法を変更、調整するか等の問題が迫ってくる。

　医療者側にしても、保険の制度との関係は大きい。そのまま高額な費用を認められるか、どう

か、で病者に関わる対応は異ってくる。また、「水増し請求」も存在し、これらへのチェックの観

点も��������・��������として病院側にも必要になることがある。更に重要なことは「コミュニ

ケーションの成立」である。病者側の発話・病状、疑問、不満、不安等の正確で十分な情報が提供、

発信されていないことが多いし、同じように医療者側の「記述」「説明」の内容が、病者の理解、認

識とずれ、納得されていないことが少なくない。これらの生活的事実の教育内容化、教材化が重要

なのである。

　図５は、それらの問題と関係する事項���を示したものである。病者はこれらの事項との関係で自

己の行動や生活が影響、左右されている。

　これらはクラークらの５段階モデルにある�）矢印の方向の内容も欠落しているし、その反対の
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図５　各種医療問題とその要因構造の枠組
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資料３　喫煙・発癌病者の行動と生活の認識ミャップ（高校１年生）
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資料４　AIDS 感染と感染・病者としての行動、生活の認識ミャップ（高校１年生）
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資料５　水俣病者の病態及び行動と生活の認識ミャップ（高校１年生）
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病者側に力点を置いた質問でも��）「病者側からの矢印の方向」の行動、生活の内容は殆んど出てい

ないことが分る。

　これらは保健教育で、そのまま「比較」のための、そして「批判的思考」のための「第２・�次

教材」として使用できるものである。また、それらの回答結果は次回の保健授業の教材として用い

てきたものである。「比較」で差異、欠落点、偏り、誤答要素が出されれば、確認、検証等のため

（５８）
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の科学的文献資料による「作業・批判的思考」を通した自己、相互作業学習過程が可能となる。さ

らに、これと「補足、修正」の作業学習過程をセットすることができる。これらについても既に一

部、学会や論文、報告��������として済んでいるのでここでは省略する。これらは中学校でも可能な

「思考を深め」「論理性を高め」「根拠を求め」主張、批判、評価、代弁等������のための「認知的スキ

ル」の学習となるものである。（図６参照）

　���������	
����が���������������や�������������の基本である。これを欠いたり、�浅いと対人的行動

的スキル、対社会的スキルも浅くなる。健康教育の各領域での活用が求められる。単純な○×式解

答の寄せ集めではない思考、認識の深まる保健学習を、である。

　この他、上述の②の医療者との関係、即ち○� 入院・治療、手術処置前の行動、生活、�）医療者へ

の質問事項、不安相談事項、��）準備事項等○� 治療、手術処置過程における医療空間内、例えば手

術室内で病者と医療者との関係（麻酔医、手術医・外科医、看護婦など）○� 治療、手術処置後の病

室内での病者・患者間、家族、見舞客等の生活、行動等の認識、��������	
�の調査結果もあるが、

これらは既に、一部発表、報告しているのでここでは省略した。これらについても現実の病者像���

（患者の院内、外での苦悩、自殺など）とは大きく異るものであり、第２・�次教材化による保健授
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図６　健康教育、性教育などのスキル（Skill）と点検・評価の枠組



業、健康教育が望まれる�。

　このことは①についても同様である。資料に示したように８０～９０％の生徒達が単純、簡単に（→

死）としている「死」のとらえ方は「生命」と「医療、看護、介護等」との関係で重大であり、こ

の種の単純な「事実認知」は「意味理解」に関して危険でもある。

　現実的には「公開性、情報開示相談、セカンドオピニオン、オンブズマン、第３者評価」等の社

会的国際的動向で患者と医療者間の関係は「相互交流」「相互作用・影響化」が進んでおり、良好

な関係がみられるようになった。しかし、「一方通行的なパターナリズム」「権威主義的態勢」等が

残されている面もある。また、病者側の学習者、認知者としての質的、量的レベルが低く過ぎて、

「対話、相談、支援」の「相互関係・交流・コミュニケーション」を困難にしている面も少なくな

い。これは学習者としての病者側の問題である。医師や看護婦が懇親丁寧に説明しても「ワカラナ

イ」「納得デキナイ」病者がいて混乱することがある。ここにも学校教育としての健康教育、認知ス

キル等の重要性が存在し、そのような保健の授業、指導、相談等が必要とされる。ヘルスコミュニ

ケーション������・スキルである。その基本に学校教育制度、学習指導要領の内容・構造、保健科教

育があり、その教科としてのあり方の改善が求められる。これまでの多くの身体認識、疾病認識、

環境、安全等の認識調査が明らかにして来たように「○×的」断片的知識は習得しているものの思

考、判断する保健の科学的認識は極めて低い。「身体認識の低劣さ」は昭和３０年代と殆んど変って

いない。学習者の問題・条件であり、学校保健教育の問題でもある。また、健康教育内容としての

社会科学的事実、生活世界の社会的事実の欠落は研究、理論レベルで更に重大であり、基本的で原

理的なカリキュラム研究によるその改善、変革が望まれる。そのためには学会・研究界でも正当、

公正な批判がなくてはならない。理論や実践には無論のことスローガン的、流行的言説に対して

も、である。
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１．はじめに

　２１世紀に足を踏み入れた図書館情報サービスにおいて、情報を必要とする社会との緊密な関係の

定着化が課題となっている。図書館を頻繁に利用する人々へのサービスの緊密度は、日々に深まっ

ていると見られる。しかし、あまり利用していない人々、全く利用していない人々、利用したくと

も利用できない人々との図書館との関係は、全体的には希薄なままである。希薄なままであること

は、社会全体からの図書館あるいは図書館情報センターの存在意義が堅牢なものであるといえない

ことになる。さらに、個々の図書館が、水準の高い活動を展開していても、社会全般的にそれが評

価され得ないことになる。過去において、この傾向はかなり強かったと考えられる。知識と情報に

関してのユーティリティ（公益性）というものが、電気、水道、ガスといった公益事業ほどには、

確かな位置を占めていない現実を認めざるを得ないのは残念である。

　平成１２年１２月、文部省に設けられた「地域電子図書館構想検討協力者会議」は、「２００５年の図書館

像－地域電子図書館の実現に向けて－」との報告書を作成し、公表した。これは、生涯学習審議会

の答申を受けて、新しい情報通信技術を活用することによって、図書館が地域の情報拠点となるこ

とへの社会的な動向に対応して、１年１０か月をかけて検討されたものである。この骨子は、平成１３

年１０月、全国図書館大会においても説明がなされたが、その第一の課題として、図書館の公共権を

確立すること、あるいは公共権を、社会の全ての人々に浸透させることが示された。公共権の用語

については、この形では専門辞典（事典）には見つからない。網羅的に調査する必要はあるが。一

応、公共（社会一般）の権利として、地域に情報拠点となる図書館の存在が公認されるべきという

意味に理解していいであろう。

　国や地方自治体としての政策とは別に、それぞれの図書館においても、現在、能動的情報レファ

レンスサービス（高度な情報サービス）と、資料情報利用案内サービス（情報リテラシーの取得支

援）に努力しなければならない時点に到達している。そのためには、図書館を活用することが有益
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利用者へ接近する図書館情報サービスの場　（６３）
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利用者へ接近する図書館情報サービスの場

一つの図書館サティライト構想と試行

成　井　惠　子

キーワード

図書館施設、図書館奉仕、図書館利用、図書館����

　社会一般を視野に入れたときに、図書館の存在価値が充分に確保されているのか疑問である。情報社会
でありながら、短期大学の学生の図書館の活用が充分でない。その一つの解決策として、図書館サティラ
イトコーナーを設け１年余の経験を持ったので、その活動を分析して意義を検討した。さらに、図書館の
外部の場における図書館活動の案内、��、図書館と利用者とのコミュニケーションの意味や、そのため
の空間デザイン等について学校図書館、公共図書館を含めて検討した。能動的に図書館の活動を提示し
て、公共権を獲得する方法を目的としたものである。

研究報告



であると、多くの人々が認識するような方策を取らなければならない。潜在的ともいえる図書館利

用者に、図書館の空間・場を有効なものと受け止めてもらう必要がある。本稿では、これに関する

試み・工夫を凝視し、その意義と効果を分析したいと考える。

２．図書館の館の外へ──外部空間の利用

　図書館の構成要素の一つである建物と施設、つまり「館」という内部空間に関しても検討課題は

ある。紙媒体である図書等がぎっしりと並んでいる書庫のイメージから、読みたい・調べたい資料

が自由に手に取って閲覧できるスーパーマーケットの感じの図書館へ、そして、出会い触れ合いを

目指してじっくり時間をすごす滞在型の図書館へと、変革・改善が求められ、事実これに向かって

の変形・変遷を認めることができる。しかし、この動きが社会すべてに対し本格化されるのは今後

の活動においてであり、多くの検討と努力・発展が期待される。

　図書館内部の機能の充実と空間・環境の進歩・進展とともに、実際にその空間を利用する人々が

増加し、利用するという行動が定着化することが必要となる。そのためには、図書館が外部、つま

り、地域社会（公共図書館）や設置組織団体（学校図書館、大学図書館等）の全体に向かって、図

書館の情報資料サービスの有用性を、適切に、積極的に伝える広報活動が重要である。その理由か

ら、「図書館利用案内」のさまざまのプログラムが工夫され実施されていることも事実である。し

かし、その多くは、図書館の「館」の入り口から内部への視点のものが中心である。外部の一般の

利用者への案内・理解を目的としての「お知らせ」「ニュース」等が、リーフレットの形で配布さ

れているが、多くは読まれずに廃棄される傾向にある。配布の方法に関しても、特別の検討（利用

者の関心を引くかどうか）をしていない場合が多かったかもしれない。図書館への関心が高くなけ

れば、また、訴えるエネルギーが強くなければ、情報は浸透していかない。一方、歩いて１０分の範

囲に図書館を設置するとの考えにより、中央館の他に地域館、分館、分室が置かれるようになって

いる。これも利用者へ接近する一つの対応である。

　そこで、図書館そのものの活動の一部を、「館」から離して、人々の視線の集まる効果的な場所

へ、「出前」の形で、直接的に展開することが考えられてくる。展覧会や音楽会等も、これまでの

固定化した会場ではなく、希望者の存在する場の様々の空間へ移動して開催されることも見聞され

るようになった。また、北欧では、外に出られず家に閉じこもっている人に、新聞を読み聞かせに

図書館員が訪問するとの報告も聞いた。専門職員が、専門的資料を携えて、直接に出前サ－ビスを

実施しているのである。

　市町村の公共図書館の中には、地域の人々が通過する「駅」構内に、「ステーション・ライブラ

リー」を設けている場合がある。たとえば、下館市立図書館は、下館駅南口２階の改札口の南の部

分の一つの部屋を、これに使用している。硝子ごしに、小さな図書室のサービスが、人々の目に

映っている。利用者の姿も認められ、なかには、常連と感じられる人もいる。このことは、地域の

人々の生活の場に、あるいは日常生活の動線と接触する場に導入のスポットを置けば、本体である

図書館の「館」への接近を促すことができると思われる実例なのである。

　この下館市ステーションライブラリーは、図書および雑誌など約２０００冊を所蔵し、午後１時から

午後７時（土曜日は午後５時まで）開館され、図書・雑誌あわせて２冊まで、２週間以内の貸出し

を実施している。雑誌の最新刊号も貸し出している。休館日は本館と同一で、月曜日、祝日、館内
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整理日、年末年始、特別整理期間となっている。下館市立図書館本館は、下館駅より徒歩約５分の

ところにあり、水戸線が図書館構内に道路を介して接していて、電車の内部からも良く見えるので

あるが、こうした出前サ－ビスの空間を設置しているのである。

　この活動をヒントに、学生への図書館利用案内の積極的実施のため、茨城女子短期大学において

は、図書館のサティライト・コーナーを設けた。一方、学校図書館司書教諭講習への参加者から

は、オープンコーナー・フリースペース等々の名称で、学校図書館の児童生徒への接近のための多

くの試みや実践が報告された。これらに基づいて、図書館、図書館活動の利用者への接近の方法と

実際を見ていきたい。

３．短期大学（本学）図書館のサティライトの試み

　短期大学図書館は、短期大学の設置目的を遂行するのに重要な役割を果たす教育機関であると、

「私立短期大学図書館改善要項」に明記されている。さらに、その機能を「支援」として、

　「教育・学習に対する支援」

　「学術研究に対する支援」

　「学生生活に対する支援」

　「多様な利用者への支援」

の４項目に分けている。

　しかしながらよく見てみると、これらのなかの、学生生活に対する支援や、多様な利用者への支

援の部分が、教育・学習および学術研究に対する支援との関係で、ともすると薄くなる傾向にある

ようである。学生生活に関しては、「学生部」といった部署もあるが、様々の局面での情報収集と

問題解決となれば、図書館の援助・支援も不可欠になろう。短期大学図書館の目標が、ともすると

４年制の大学と比較して見劣りのしないような、教育・学習、学術研究の支援の方に力を注ぐ傾向

にあるのも確かである。しかし、それだけで良いのかとの疑問が生じてくる。

　短期大学図書館の利用者の特徴は、原則として２年という、比較的短期間の修学年限と、それに

伴う図書館利用の程度（量的にまた質的に）の表層性と未成熟性とにある。とくに、女子短期大学

にあっては多くの学生が、ヤングアダルト性を残像している。ヤングアダルト性とは、急激な変化

（社会的、身体的、情緒的）の途上にあり、危機感と矛盾を抱えていることが特徴とされ、周囲（あ

るいは社会）の動向がとても気になるのに、内省的であり自己中心的である点にある。言葉を変え

れば、不安定であり、破壊と再生が繰り返される動揺の激しい思春期に属していることといえる。

そこから、独立性を発見させ、成人（大人）としての図書館利用者へと成長させなければならない

課題がある。このヤングアダルトから成人への「橋渡し」の役目を、短期大学の図書館は受け持た

なければならない。学生への対応は、親切で優しく、威圧的ではなくソフトな態度で、正面よりは

側面からの援助が好まれているのである。

　加えて、図書館の規模は、多くの場合中小で、図書館職員の数も少数である場合が多い。間接

サービスに時間を費やすことになり、直接サービス（閲覧・貸出し・レファレンス・情報サービス）

に積極性を発揮できなくなる傾向をもつ。

　このような特徴を把握した上で、「図書館出前サービス」として、何を行えば良いのか、さらに、

比較的実行の可能な方法は何かを検討した。とくに、図書館運営委員会と図書館の年度計画作成の
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時期において話し合った。その結果、第一学生ホールの壁面を活用して、「図書館のサティライト」

の場を設ける計画を作成し、総務会（教授会の運営にあたる会議）に提案し了承を得て実施に移し

た。実施は平成１２年１０月１日からである。

　この「サティライト」は、さしあたっては、平面および立体の掲示・展示とし、次の５つの内容

をもって実施することとした。

　図書館本館への利用案内

　情報リテラシーの向上のための解説と案内

　女性学的視点の情報提示（男女共同参画社会の認識）

　女子短大生の教養の向上に関すること

　学生からの情報発信の場とすること

　以上の各項目について、これまでの具体的な実施内容と、そにに対する学生の反応を以下に記す

ことにしたい。

３．１．ａ　図書館への利用案内

　サティライト設置の目的の第一が、図書館そのものの利用の活発化であるため、利用案内情報の

掲示は他の提示との重複を恐れずに実施している。カレンダーによる開館日、閉館日の指示、開館

日の変更、館内ツアーの実施日、レポートおよび卒業論文のための文献調査・情報検索の方法の説

明会などの日時を掲示している。新着図書のリスト等は、図書館内部と全学的な掲示場所に示し、

スペースの問題と威圧感を避けるために、ここには掲げていない。教員に対しての新着リストは、

研究室に配布している。

３．１．ｂ　情報リテラシ－の向上

　短期大学での学習に必要な知識や情報を、組織的（体系的）に探索し入手する方法について、学

生が理解を深め、実行できるようにするためには、図書館側のかなりの努力が必要である。短期大

学に入学したものの、自ら学び、自ら調べる力、つまり問題解決の能力を備えていない学生が少な

くないからである。学生は、図書館の閲覧・貸出しについての基本は理解しているが、レファレン

ス・サービス・情報サービス等に関しては、これまであまり活用した経験を持っていないようであ

る。

　授業のなかでレポートを書く課題が与えられると、何を調べてどのようにまとめればいいのか戸

惑って、閲覧室をうろうろする者が少くない。図書館に足を運んだが、どこから手を付ければいい

のか迷っている。カウンターの司書との会話によって、糸口を得ているのあるが、利用案内と文献

調査の原則の説明に時間を費やすことになる。

　これに対応するため、サティライトにおいて、レポートとは何か、論文とは何にかの解説を掲示

し、さらに、「レポートの書きかた・まとめ方」について、そのフローを図示したりした。課題に

対する自分としてのアングルの設定、文献調査と情報の記録、記録に効果的な文献カードの見本の

掲示、項目の立て方、項目の組立て方、文章の表現、典拠または引用および参考文献の指示につい

て、第３者の作成した資料をも含めて提示した。学生の一部へは、口頭で呼かけもしたが、全体的

には淡い反応であった。
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　また、レフェラル・サービスの１つとして、茨城県内の図書館や博物館などの文化教育関係施設

の一覧を掲示し、学生の居住地にある各施設を活用するよう呼びかけた。外部の情報・教育・文化

施設の利用は、生涯学習の体制を作るためにも重要とされるからである。

　情報リテラシーの内容としては、一般に、つぎのような能力が上げられている。

　　情報へのアクセス能力──情報源使用能力、検索・探索力、選択力

　　情報の評価と受容能力──理解力、思考力、判断力、鑑賞力

　　情報の活用と表現能力──創造力、発信力

　ここに示されている能力は、多面的でかつ総合的である。そして、この能力を向上させていくに

は、各自のレポートのテーマについて、情報源を調査し、自分に有効な資料を選定し、それによっ

てレポートをまとめ、まとめたものを多くの人々の前で発表し、議論していくことが必要になって

くる。自分の調べた内容を、公にプレゼンテーションする機会も作らなければならないのである。

そこまで達成することができて、真実のサティライトとなり、立体的な情報リテラシーの熟成が実

現されるといえる。

　この項目は、最近の学校図書館における「総合的学習の時間」の求めている教育内容の基本と共

通する。この教育が定着すれば、義務教育、高等学校の教育を経て短期大学に入学してくる学生に

は、より高度の情報源活用能力向上のプログラムを実施することが可能になるであろう。ただし、

短期大学生に対する情報リテラシーは、図書館本館とサティライトにおける努力だけではなく、そ

れぞれの授業における専門分野の資料解説等との連携によって、より高度になると考えられる。サ

ティライトにおける掲示活動は、指示機能、案内に留まるとの限界があるのかもしれない。

３．１．ｃ　女性学の視点からの情報提供

　女子短期大学の図書館には、様々な形で「女性学情報資料コーナー」が設置されている。女性関

係資料室、女性学研究資料室の名称を与え、その目的、収集資料の範囲が定められている。同一学

校法人の中に女子高等学校をもつ茨城女子短期大学の図書館において、「女性学」の視点からの、

学術研究書を含めての関係資料コーナーの設置を検討していたが、「男女共同参画社会」の提唱、

関係法律の制定を機にして、小規模のコーナーの設置を、図書館運営委員会その他の場において検

討し承認を得ることができた。それを受けて、本館のカウンター近くの新着図書展示と隣接して、
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女性学のための書架を設けた。図書資料だけの展示に止まらず、ポイントとなる社会の動き、女性

一般情報等を書架上に展示し、資料への関心を促すことにした。図書の表紙を見せる展示・配架の

方法を、基本的には活用したものである。

　上記の内容は図書館本館の活動であるが、サティライトでは、これに対応してジェンダーに関し

ての情報の掲示を進めた。まず、社会的文化的に形成されてきた男女の性の差別についてのポイン

ト情報、男女共同参画社会の主旨とそれの目指すもの、卒業後の対応と女性としてのパワーを高め

ていくこと等を、いろいろの情報源から選択しアレンジして掲示した。このジェンダーの視点から

の具体的内容は、家族についての考え方、結婚・育児と社会参加、人生の伴侶の選びかた等につい

てである。また、社会的に発生している「児童虐待」「家庭内暴力」「ストーカー」などについての

基本情報をも掲示した。これらに関しては、ジェンダーの視点と女子短大生の生活と教養との二つ

の面から、掲示内容を選定した。とくに、広告的雑誌からピックアップの花嫁衣装の掲示には、か

なり強い反応があった。結婚の位置とその重要性とが、近い将来に存在するとの意識によるもので

あろう。学生の多くが結婚を希望している。新しい家族をいかに構成していくかの視点までは、ま

だ成長していないと見られる。

　一般教養の面からは、学生生活でのマナー・社会人としてのマナー等々、を提示した。挨拶と言

葉使いについての情報は、日常のマナーとして必要な尊敬語・丁寧語・謙譲語の解説のほか、「午前

１１時からは《こんにちは》の挨拶」を強調したが、午後においても、友人と初めて合った場合《お

はよう》を使用している例は残っていた。ほかに、卒業後の生き方を示唆するために、「各界で活

躍する女性」「各職場において力強く生きている女性」の姿等を、これも同様に、新聞・雑誌・小

冊子から適切なものを切り抜き掲示した。多少の反応はあった。

　茨城女子短期大学学生のジェンダー意識と理解については、小調査ではあるが「短期大学学生の

ジェンダーおよび女性性スケールの意識について」を、本紀要第２８集において報告した。これは、

「女性と社会」の受講生を対象とし、約５０名の回答者による結果である。総括的に示せば、比較的

高い意識をもつ学生が数名認められたが、全体として、ジェンダーについての意識は低いという結

果であった。したがって、多くの情報を掲示する必要があり、それに触発されて自己を凝視するこ

とに結び付けていく必要があると感じた。この調査で、結婚はしないと考えている学生は１０％ほど

であった。

３．１．ｄ　学生の情報発信と触れ合い

　学生の情報発信の観点からは、空白の模造紙を貼って発信したい事を描く方法を進めた。自由に

との場合と、夏休みの感動を伝える、在校生から卒業生へのことば・卒業生から在校生へのこと

ば、卒業のこころなどテーマを定めた場合とによって、学生に呼びかけた。テーマ自由のときは、

自然の草木をアレンジした壁飾りに俳句を記したものが届けられたりした。

��夏休みの感動としては、富士山を含めた「登山」の内容が多かった。自然の頂点ともいえる高い

山を目指しながら、その厳しさ、激しさ、そして優しさ、美しさを、身体と精神の全体をもって受

け止めたからであろうか。卒業生の心としては、友人との別れについての悲しさと、いつまでも仲

良くとの感傷的ともいえる希望が、イラスト入りで描かれていた。

　そのなかで、とくに注目したのは、これから進んでいく社会はの意味をこめた、「どこまでもド
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ア」の言葉と幾重にも連ねられた扉のイラストであった。未来という時空は開けても開けてもつぎ

の扉が現れて来るとの想い、障害物に進路を塞がれるこころの表示であろう。私は、高柳重信の代

表的な俳句「月光旅館／開けても開けてもドアがある」と、一瞥のもと連携してしまった。鋭い感

性による発信である。この学生は、無意識にかもしれないが、社会の本質と自己のこころの断層を

見詰めていたのである。

３．１．ｅ　実物展示

　壁面への掲示に変化を付けようと、立体的造形物の展示を実施した。クリスマスの時期に、本学

保育科学生の作成した大型の壁面構成物を、指導教官と学生の了解と協力とにより展示した。展示

物の固定方法に配慮が必要となり、工夫を強いられた。しかし、展示物の迫力は大きかった。掲示

物の訴える力を理解することになった。また、一般学生からの参加もあった。

　実物展示において、意外な効果をもたらしたのは「野の植物」であった。小川の岸や畦や休耕田、

そして雑木林にある野草・雑草を瓶に挿し、その名前を記してみた。それらから、季節感を感じ

とって欲しいと考えたのである。現在の展示は、呆け薄、刈萱（めかるかや）、烏瓜、山帰来（さる

とりいばら）、落葉（蔦紅葉と銀杏）、えのころ草（草虱にもなる）などであるが、これまでにはか

なり多くの植物を展示してきた。

　春──仏の座、たんぽぽ、ペンペン草、菜の花、白詰め草、赤詰め草、ひめじょおん、母子草、

父子草、蓬、すべりひゆ、その他

　夏──野萱草、車前草（おおばこ）、藤の花、からすびしゃく、えごの花、じしばり、かたばみ、

つばなの穂、露草（螢草）、髢草、その他

　秋──朝顔、葛の花、稲の穂、蕎麦の花、薄、野菊、水引草、吾亦紅、通草の実、紫式部、赤の

まま、菊芋の花、うめもどき、その他

　冬──枯れもの、返り咲いている花、

　学術的名称の漢字標記や別名、俗称について、調査時間のとれる場合は書き記した。この背景に

は、女子短期大学生が、「車前草」をおおばこ（大葉子）とは知らず、花舖へ買いに行ったと聞かさ

れたからである。これを展示したところ、大葉子の一と葉を根本から摘み取り、葉脈を使って蛙の

ような動きをする遊びを紹介する学生が現れた。この遊びから「かえるっぱ」の俗称が生まれてき

たと思われる。保育科の学生に、野原にある草を使った子供の遊びを考える、または思い出す機会

を与えることになったのであろう。藤の花は、電車通学の学生であったが、自宅から持参してくれ

た。比較的大きな壷に挿して、実になるところまで展示した。草の花が実になり綿を付けたりする

変化も、実物展示のなかで示すことができた。

　その他の活動としては、リサイクル資料の展示と、自由にお持ちくださいの資料の展示を実施し

た。原子力関連の資料も、このリサイクル資料に含めておいた。

　以上が、現在までの約１年１か月間の実施内容である。サティライト構想を検討したとき、この

コーナーを設置した学生ホールの場において、「読書会」を開催する計画があった。同一の図書を

読み、その図書の内容の感想や、感銘を受けた部分について話し合うものである。文庫本として、

こうした読書会用のジャンルのものが発行されている。「アンネの日記」等も候補にあがったが、
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この計画は、まだ実施に入っていない。学生ホールで学生に声をかけると、しなやかに対応してく

れる。肉声で話合うことも必要であり、それがすべての入り口とも感じられる。

４．学校図書館におけるフリ－ゾ－ン、フリ－スペ－ス

　学校図書館は、平成１５年４月１日以降の司書教諭の配置により、その機能が向上していくと考え

られる。現職にある教諭にむけての体系的な図書館業務の講習の講師を、６－７年ほど勤めてきた

が、とくに、最近の現状報告や改善計画のなかには、学校図書館のサービス空間に関するものが増

加している。学校図書館内部の空間構成についての考え方とともに、学校図書館の外部、つまり、

廊下、自由に使用できる校舎内の広場、各教室などでの指導、働きかけの必要が示されることが多

（７０）
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くなった。そこで、学校図書館の全校生（あるいは父母、地域）にむけての考え方や動きについて

展望してみたい。

４．１　図書館活動環境の区分とオ－プン化

　これまでの学校図書館の空間は、一般の図書館がそうであったように、縦横に広がる箱の形の館

を意識して設定され、基本的に一つの空間として総合的にサービスしてきたと考えられる。その実

践のなかから、調べ学習と読書活動を分離して、調べ学習閲覧室と読書閲覧室に区分したり、小学

校の場合には、低学年閲覧室、中学年閲覧室、高学年閲覧室等の区分をして、指導およびサービス

に当たってきた。

　しかし、最近では、多様なメディアの活用、インターネットの利用、総合的学習の実施等との関

連により、多様な活動の実施できる多目的の環境を備えた図書館が求められ、これまでの伝統的な

図書館の内部空間のみの整備では、十分とはいえなくなっている。そこで、学校図書館のスペース

についての改善が実施され、さらにまた改善、機能向上が考えられている。その例を、学校図書館

本館とその外部への視点から取り上げてみることとする。

４．１．ａ　動的活動スペースと静的活動スペース

　このスペースへの概念は、調べ学習活動と読書との区分からの、機能と効率を検討した発展であ

る。動的活動スペースは、資料を探すとき、グループ学習のとき、学習の結果をまとめて展示物な

どの製作をするとき、お互いに相談し、ときには意見の交換をも行う場である。相談、意見の交換

にはフラットな少し大きな机と椅子が必要であり、音声も発せられる。したがって、個室のような

部屋が確保されていなければ、廊下に椅子を、机と椅子を配置するなどして、オープン・スペース

と結合することが必要となる。また、この活動の結果生産された提示物などの成果は、図書館にあ

まり関心を持っていない児童生徒に対して、図書館外部の効果のある空間に展示していくことが必

要である。

　静的活動スペースは、個人の読書、個人の学習、思考・創造、くつろぎなどを目的とした、比較

的音のない静かな場であることが求められる。従来の図書館は、この点が重要視されてきた。今後

もこの要素は必要であり、学校図書館の明るく静寂な空間は、読書による思考力、想像力、創造力

の育成のために不可欠である。これに関するオープン・スペースとしては、屋外（図書館や校舎の

外壁に近い木陰の部分など）に、椅子と机、または椅子のみの設置が考えられる。この場合、図書

館内部が、比較的よく見える所を選ぶことが必要である。

　この区分に基づきながら、学習情報スペースとして情報源との関係を検討して、４つのゾーンに

区分する考え方もある。読書ゾーン、学習ゾーン、視聴覚ゾーン、インターネットゾーンである。

これらの４ゾーンが、すべて相互に情報源を活用できるように、ゾーンからゾーンへの移動は自由

になるよう構成するものである。これは、動的活動ゾーンと静的活動ゾーンを細分しながら、独立

させないで、自由に連結していく方法である。活動にともなう学習騒音の課題が残るが、比較的広

いスペースが確保されるならば、あまり支障はないと考えられる。�

茨女短大紀����２９（２００２）５－９

利用者へ接近する図書館情報サービスの場　（７１）

６６



４．２　廊下、通路の壁面等の活用

　学校における廊下・通路の壁面等は、情報の提示空間として有効な場所である。一般社会での現

象として見ると、商店街にあっても道路へ迫り出して品物を飾り、案内のメッセージを道路に直角

に掲示していることが多い。なた、駅のコンコースでは、さまざまの商品が販売され、イベントが

実施されている。これは、日常のひとびとの生活の動線というものが、情報の提供発信空間として

極めて有効であることの証明である。

　学校図書館内部での図書等の配架スペースが不足して、やむを得ず廊下に低書架を置いて、

「オープンスペース」を設置した学校がある。発端は消極的な対応であったが、学校生活の動線上

にあるため効果が生まれ、積極的に活用しているという。書架のみでなく、小型のテーブル等をお

いて、積極的に通路の一部を「フリースペース」として、楽しい空間を形成している学校もある。

呼び名も、オープンスペース、フリースペース、自由コーナーなど様々である。

　これらのスペースは、学校図書館の内部空間との対応が必要で、本館における「総合的な学習の

コーナー」「国語コーナー」などの教科との関係、「著者別のコーナー」「読書紹介コーナー」など

と結び付けて、あくまでも、図書館内部に魅力を覚えるように形成することが重要である。

４．２．ａ　「読書の木」コーナー

　その「魅力」を作る工夫の実施の例を、小学校の図書館において見ることにする。そこでは、読

書を進めていく教育活動の一つとして、「読書の木」を作成している。樹木の形は壁面構成である

が、読んだ図書の題名、著者名、簡単な内容の紹介を、春・夏は木の葉の形に、秋・冬は柿の実の

形に記して貼付していく方法を取っている。さらに、児童からの一つの情報発信「おすすめの本」

の活動も実施している。こころに残った本・感銘を受けた本の紹介をカードに書くもので、この

カードは、各教室の廊下の専用のボックスに入れておき、自由に読みあう仕組みになっている。児

童同志の交流も生まれていて、読書に一種の弾みが見られている。

４．２．ｂ　「未来研究所」コーナー

　学校図書館の内外に設置するコーナーに関しては、その空間のネーミングが効果につながる。あ

る高等学校図書館では、生徒の進路に関して、進学か就職かの問題検討のために、「未来研究所」

との呼称のコーナーを設けた。自己の将来・未来を考える資料、大学や専門学校の紹介資料と入学

に関わる情報、職業案内や会社等の紹介資料を展示して、活動の効果をあげている。多くの高等学

校において、進路指導に関する資料の提示を実施しているが、そのコーナーの名称が、生徒の関心

を引くものとなっていない場合もあるのではないかと感じられる。

４．３　学級文庫

　学級文庫は、児童・生徒が気軽に利用できるように、各教室の内部に図書等の資料を配置するも

ので、学校図書館の伝統的な方法である。この活動は、見方を改めれば、学校図書館の積極的なサ

ティライトとなる。とくに、小学校の低学年等では、図書館において必要な資料を選択するための

案内補助のために、物語、童話、伝記の類と、幅広い分野における適書とされるものを常備するこ

とが効果的と思われる。身近に図書がある、手に取りやすい、読みやすいことが、児童生徒に学校
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図書館の存在を意識させることになる。定期的に学級文庫の入替えを実施して、新鮮さを保つこと

も重要である。

４．４　貸出し袋

　図書館外への貸出しに際して、「貸出し袋」を使用するところは多い。公共図書館では、日本の

みならず世界的に活用され、それぞれの図書館が、袋のデザインや図書館名の表示に工夫を凝らし

ている。かつて、図書館情報大学の図書館において、外国の貸出し袋が展示されていたが、利用者

によって動く図書館の案内（サイン）と受け止めていた。学校図書館において、図書を借り出して

家庭まで運ぶための袋に、効果的な情報を示す窓か透明のポッケトを付けて、そこに最新のメッ

セージを記した紙葉を挿入するなどすれば、一つのサティライトの役目を果たすと思われる。

４．５　掲示・広報

　学校図書館専用のフリーコーナーなどが設置されていない場合でも、学校全体の掲示コーナーが

あると思われる。そのなかに、図書館の活動に関する情報を掲示し、図書館本体へのアクセスを促

す必要がある。また、「図書館新聞」「図書館だより」などの掲示物、出版物を作成して広報活動を

進め、それを掲示したり配布することも、サティライトとしての機能が大きく働くことになる。多

くの学校図書館では、児童生徒の図書委員会のなかで、手作りの��資料を作成しているが、学習

効果もあり、訴える力も強いと考えている。

５．図書館と関連空間のデザインと利用者

　ここで、図書館の空間デザイン、とくに、利用者の利用意欲に強く働きかけるサービスエリアの

形成について、短期大学図書館、学校図書館以外の、公共図書館、大学図書館等の場合を記してお

きたい。一般的に見て、図書館の入り口までの利用者の接近を、どのように促しているかのスケッ

チである。

　　Ａ総合大学（大学院を含む）の付属図書館、エントランス・ホールが広く、ロビーの機能も果

たしている。この空間において、学園祭のさまざまの活動風景の写真展示が実施されてい

る。学園祭は、学生にとって人間としての交流を深め、学園生活の豊かな思い出を作る大き

な機会である。その全体像を、写真という記録媒体の展示を通して、図書館の学生生活支援

の側面のあることを印象づけている。

　　�公共図書館、「読む」という行為を、スポーツやほかの行動から隔絶しないように工夫され

ている。人間の行動のすべてのところから、読書の空間へいざなっていく。

　　�公共図書館、市内を流れる川に沿って建てられ、その流れの音の届くところに、屋外閲覧席

がいくつかある。各閲覧机には４個ほどの椅子が置かれている。川風を受けながら、読書し

文章を書いている。

　　�県立図書館、国際的に有名な設計者によって設計された。設計が高度のため、施工が追いつ

けなかった部分から、雨漏りなどの支障が起こった。しかし、設計図に著作権（知的所有

権）があり、改造による変更が許されなかった。

　　�公共図書館、図書館と郷土資料館とが、一つの入り口を共有して運営されている。訪問した
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時期が２月であったので、郷土資料館には雛祭の展示がなされていた。郷土資料館での展示

が、図書館の利用を促進し、併設の施設の相乗効果が感じられる。

　以上、自分の目で確かめる機会のあった図書館から少しの例を示したが、多くの図書館が、利用

者に図書館の存在を示し、利用に結びつけるための努力を行っていることが分かる。�県立図書館

の場合は特殊な例ではあるが、図書館の建築・設計に当たって、設計者、図書館経営・運営者、図

書館利用者等の検討・連絡が、充分に行われることが必要であると考えられる。

６．図書館サービスとサティライト構想

　図書館の紹介、あるいは図書館サービスのミニ実施、スポット的実施を「サティライト」として

進めているが、図書館業務全体のなかの位置を検討しなければならない。図書館が、そのサービス

対象集団の情報要求に対応して実施する活動と提供するプログラムを、「図書館サービス」とし、

具体的には、公共サービス、情報サービス、貸出サービス、複写サービスなどがあり、広範囲でか

つ階層的であるとも考えられる。

　「利用者サービス」の呼称もあり、図書館職員と図書館利用者が直接的に出会って実施するサー

ビスと規定されてる。「利用者サービス・エリア」の用語のもとには、１）デスク（貸出デスク、

案内デスク）、２）閲覧目録、３）資料情報の提出、４）展示品や陳列台に割り当てた利用者サービ

スのための区画であると示されている。

　図書館と図書館職員と利用者が直接出会うサービスには、閲覧・貸出サービス、レファレンス・

情報サービス、利用者案内サービス（図書館ツアーも含まれる）があり、さらに、図書館行事・集

会活動がある。この行事・集会活動には、講演会、著者を囲む会、講座・講習会、映画会、展示会・

展覧会、文学散歩・歴史散歩、読書会等を基本に実施されている。ユニークな企画もある。

　これに隣接したサービスに、図書館の広報活動・��がある。この活動は、図書館の利用者や潜在

的利用者に対して、図書館（情報サービス機関）のプログラムやサービスを知らせ、図書館活動に

ついての一般の人々の価値判断を向上させようとする目的を持っている。

　また、利用者に楽しく快適な図書館空間を作るためには、図書館建築と図書館設備、環境作り、

広くは、図書館の立地条件まで関係してくる。

　したがって、多くの直接的・間接的サービスの中の、利用者に関係する業務を複合したところ

に、サティライト・サービスの位置があると考えられる。

６．１　建築－スウェ－デンの国家委員会

　１０年ほど前に、スウェーデンのストックホルムに出かけ、図書館通りを歩いて国立図書館を視察

し、ボランティアが中心になって実施した����のレセプションに参加した。ここでは、市の通り

（市街路）に図書館の名前が付けられ、図書館への意識が高く、文化都市の印象を深くした。

　このスウェーデンには、公共建築に関する国家委員会がある。この委員会は、国内全体およびご

く一部の国外の公共建築の計画を担当する部局と維持管理に当たる部局とからなり、ストックホル

ムにある本部と地方・地域事務所とで構成されている。この委員会の任務は、この国の政府の各省

庁の活動上必要な、質の高い、使い勝手のよい建築を、適正な建築費と維持管理費とで提供するこ

とによって、国民へのサービス活動を援助することにある。要請に基づき、建物を新たに建設する
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だけでなく、既存の建物を購入したり、借り上げたりして提供する。その際、この委員会は、事前

の調査、計画、設計を発注し、調査から設計の間に、建築発注者側（将来は使用者となる）と緊密

に相談を繰り返すことを行っているのである。１０年前私の見た市街の建造物は、地上は３階までの

高さに統一されていた。

　スウェーデンの公共図書館の活動は、地方自治体に任されているが、国としては、図書館にかぎ

らず、美術館、劇場のような文化活動すべてに対しては、政策をもっている。それは、最低限地域

住民の意志を尊重し、住民の声があれば援助を行う（費用の２％：１９９４年の資料）というものであ

る。さらに図書館に対しては、

　　図書館間の相互貸借（貸出しセンターが３個所ある。）への援助

　　病院内の図書館、労働者のための図書館、身障者のための図書館への援助

　　著作者基金に対しての援助

　　──国から作家に対して図書館からの補償金（公貸権料）が支払われる。補償金は、スウェ－

デン著作者基金に払い込まれ、そこから分配される。

　これら内容の全体に関して詳細に検討する必要があるが、それは別の機会とする。図書館の建物

と空間の構成についても方針が示されていて、関心が高まる。それは、地域住民の意志の尊重と、

住民の声に対する援助という点である。

　北ヨーロッパでは、図書館を利用しながら長い冬を過ごすために、雨具や防寒具を付けたまま自

転車で図書館の内部まで入れるような空間、冬の間の子供の遊び場となる空間が、図書館の内部に

設置されていた記憶が蘇って来る。遊具が壊されることもあるが、その度ごとに修理するとの説明

を受けた。図書館利用者の実態を、よく把握した図書館建築であり、利用者へ接近したサービスが

展開されている。

６．２　空間デザイン－日本での動き

　最近の日本の場合、雑誌「現代の図書館」の����３８，���４（２０００年）において、「図書館という空間

をデザインする」との特集が組まれている。そこでは、図書館の内部に焦点を置いてはいるが、建

築設計者や図書館職員の検討が記されている。本稿のサティライト設定の視点からすれば、つぎの

ような考えに関心が高まる。

　�）�図書館空間がサービスおよび利用者に与える影響は、大きな検討課題である。したがって、

総合的に論じているのは困難であるが、使いやすく居心地のよい建物（空間）があって、はじめて

図書館として完成したといえよう。図書館建築の歴史をみると、その原始的イメージは、大回廊に

知の集積としての書物を、質量ともに豊かに展示したものである。ストックホルム中央図書館は、

典型的なその１つである。つぎに、書庫と閲覧室を区分し、それぞれ効率的に大量に図書資料を収

容した時代が訪れ、利用者は、気に入った図書を借りて図書館を立ち去るという、スーパーマー

ケット型やバイキング型の利用形態に慣れていった。やがて、思い思いにじっくりと図書館で過ご

し、人と人との出会い触れ合いが尊重され、多様な利用が要求される時代、利用者が長時間滞在で

きる時代へと変遷した。

　そこでは、図書館職員は、図書館の機能とイメージを充分に成熟させ、建築家と検討を進めるこ

とが必要になる。図書館内部ではあるが、均質的な配架計画ではなく、主題、対象利用者層、資料
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形態（紙メディア、視聴覚メディア、電子メディアなど）によって、いわゆる「コーナー」を設定

し、訴える場を形成することが重要である。

　利用者でごった返す人気のあるコーナー

　利用者が静かに情報と向かい合っているコーナー

　コンピュータを操作して情報を検索しているコーナー

　視聴覚資料を活用して楽しんでいるコーナー

などが考えられる。これは、館内における利用別のコーナーの設定である。さらに、

　「それぞれの図書たちの居心地」、つまり図書と空間との関係、

　「多様な利用者たちの居心地」、つまり資料群と閲覧席と利用者の関係、

　「図書と人との出会い心地」、つまりそれぞれの情景と領域の演出

などが、検討されなければならない。とくに、この中では、資料と人との出会いの観点について

は、サティライトの基本と考えられる。

　�）�岡山県の�小学校の図書館を新築した担当者はつぎのように記している。

　�）�カウンターは、そこに座ったとき子供の目線で話しができる高さと、絵本を開いたとき落ち

ない広さ（奥行き）が必要である。

　��）�使いやすい掲示板が多いほどいい、柱面など開いている面はすべて掲示板にした方ががいい。

　���）�図書館の内部の色彩は、落ち着いた色より明るい色の方がいい。

　��）�図書館の入り口の印象はとても大事である。

　これらの中で、��）、���）、��）については、サティライトの要素にもなっている。また、書架の上

の掲示板の効用に関しても報告されている。

　�）�神奈川県立の�高等学校の担当者は、学校建築としての学校図書館は、生徒の中心に入って

いないとして、生徒に使われるレイアウトを検討している。そのなかで、学校図書館の場合、その

入り口の前は、ローカまたは階段で他の施設と結ばれていると述べている。そして、このエリア

は、図書館利用者との、利用者相互のコミュニケーション・センターとなる可能性を秘めていると

加えている。このＬ高等学校では、無記名リクエストのお答えコーナー、図書館活動方針やサービ

スの紹介、図書の背表紙や表紙のコピー、帯による新刊の紹介を実施している。今後は、画廊と

か、「もらいます！��ゆずります！」などの情報活用板を設置したいとしている。

　図書館入り口の問題もある。白、クリーム、ネズミ色の重い戸が閉じられていると、とても内部

へ入る気持ちにならない。同県の�高等学校では、入りやすくするために、「のれん」を工夫し、

リサイクル品の看板を置き、「����］の文字を入れると、生徒の注目度１２０％となったという。�

１か月分の図書館カレンダーも入り口の外に表示したことは、当然である。

６．３　図書館広報・PR

　基本的なものは、これまで印刷物（小冊子、リーフレット、新聞）を中心にして、利用案内（利

用の手引）、図書館案内（概要・要覧）、館報（たより）が作成され、掲示や口頭説明、スライド、

ビデオ、紙芝居等でも実施されてきた。スポット的なものは、ポスター、チラシにも作成されてき

た。独自に作成したり、市町村報などの外部媒体の活用についても検討されてきたが、一般的な評

価は、謙虚で目立たない、ワンパターンの傾向があり、新鮮さがない、専門用語が多く表現が固い

（７６）
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など、利用者に受入れられる状態にない。

　新しいアイデアで図書館の広報、情報発信、普及活動を進めようとの提案があり、そこには、つ

ぎのような企画が含まれている。１）４コママンガで図書館を��する、２）図書館マナーについ

てのチラシをつくる、３）図書館その他のエレベータのなかに「お知らせ」を貼る、４）ポスター

をつくる、５）図書館（公共図書館）でタウン誌のようなものをつくる。これは、労力が必要とな

るが、積極的な��につながる。

　金沢大学の図書館の広報活動に関するアンケート調査（文系２８％、理系６７％）では、９７％がホー

ムページの閲覧が可能となっているが、頻繁に利用する２７％、ときどき利用する４５％、あまり利用

しない２８％で、普及率の割に利用情報の閲覧率が高くはないことを示している。

　以上、ここに記したものは、その一部であるが、図書館の存在感を外部にむかって強める動きの

あることを理解できて、意を強くした。それと共に、これからの課題であることも認識できた。

７．まとめ

　図書館のサティライト構想について、本学での小さな試みや、県内の学校図書館でのコーナー作

りから、空間のデザインと本館との関連という観点から眺め、多少視野を広くして調べてもみた。

そして理解できたことは、図書館全体の総合的な課題には至ってはいないが、図書館内部の閲覧ス

ペースのデザインなどとの関連において、外部（潜在的利用者、利用していない人を含めて）に向

かって図書館の存在の意識を高めるための活動、図書館の入り口を明確にしていく活動の、萌芽の

形とその重要性を見ることができた。

��図書館の館の外部への案内と利用のための情報提供は、ハイブリット（従来型の掲示・展示と電

子黒板・ビデオ画面・端末）型となるであろう。また、本体である図書館の機能とその活動の内容

と形式にも、不易の部分と流行の部分が存在しており、この面からの今後の活動も、ある意味では

ハイブリットとなろう。

　サティライトの空間も、共通の空間の設定、通路・階段等の壁面やある部分等を、紙媒体で手作

りで素朴に形成していく場合があるし、また、情報コンセントを多数備え、端末、テレビ、電子掲

示板を使用する空間を形成する場合も考えられる。いろいろの方法を組合せ、複合させて、図書館

サティライトの小さな空間が、図書館の本館（本体）への誘導を目的としながら、社会のなかへ、

地域のなかへ、組織のなかへ浸透していくことが大切であると考えている。

　公共図書館では、分室、分館、地域館として、空間を連結している。この分室から、さらにス

ポット掲示板とか、駅などでの「ちらし」「ポスター」での呼かけなどが実施されている。その場合

に、利用者の声を含めての情報発信を含めれば、効果は高くなるであろう。その例として、水戸市

立中央図書館が作成している「私の本ものがたり──読者による本の紹介」は、すべての応募作品

が掲載され、これを読んで興味が湧いてきた本は、「どうぞ図書館員にお尋ねください。あなたの

お手元へ、ご案内いたします。」と記されている。このような冊子が、サティライト活動の大きな

力になっていくと考えられる。

　また、短期大学に属する本学の図書館での活動については、各図書館での考え方・工夫を参考に

しながら、サティライトの機能（とくに、��とコミュニケーション）を充実させて活動していきた
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いと考えている。

　なお、サティライトの構造的な位置付けは今後の課題であるが、現時点においての平面的な関連

はつぎの通りである。
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